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熊本高専の理念と学習・教育目標 

 

１．理 念 

本校は，専門分野の知識と技術を有し，技術者としての人間力を備えた，国際的にも通用する

実践的・創造的な技術者の育成及び科学技術による地域社会への貢献を使命とする。 

 

２．本校が育成する人材像 

本校は，複合学科体制とＩＣＴ系技術分野を拡大・強化・発展させた，融合・複合工学系３学

科とＩＣＴ系３学科で構成されており，エンジニア・デザイン能力の育成や人間社会と自然環境

との調和を目指した教育の充実を図り，国際的に通用する実践的･創造的技術者の育成を目標とし

ています。具体的には，以下に掲げるような能力・資質を備えた技術者育成を目指し，その目標

に向けた教育を実践しています。 

 

熊本高専の学習・教育目標－本校が育成する人材像－ 
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熊本高専の頭文字「Ｋ」をあしらったデザインです。 

新高専のキャッチフレーズ「 革新する技術、創造する未来 ～夢へ翔る熊本高専～ 」にも通じ

る躍動感に溢れています。 

 

（１）日本語及び英語のコミュニケーション能力を有する技術者 

 

（２）ICTに関する基本的技術及び工学への応用技術を身に付けた技術者 

 

（３）各分野における技術の基礎となる知識と技能及びその分野の専門技 

術に関する知識と能力を持ち，複眼的な視点から問題を解決する能 

力を持った技術者 

 

（４）知徳体の調和した人間性及び社会性・協調性を身に付けた技術者 
 

（５）広い視野と技術のあり方に対する倫理観を身に付けた技術者 

 

（６）知的探求心を持ち，主体的，創造的に問題に取り組むことができる 

技術者 



３．教育課程と達成目標 
本校は，５年間の本科（準学士課程）と、本科を卒業後さらに進んだ教育を受ける２年間の専

攻科（学士課程）によって構成され， 熊本キャンパスには、「情報通信エレクトロニクス工学科」、

「制御情報システム工学科」、「人間情報システム工学科」の電子情報系３学科、八代キャンパス

には、「機械知能システム工学科」、「建築社会デザイン工学科」、「生物化学システム工学科」の融

合・複合工学系３学科の、計６学科を設置しています。専攻科として、熊本キャンパスには「電

子情報システム工学専攻」、八代キャンパスには「生産システム工学専攻」の２専攻を設置してお

り、高度の知識・素養とともに、幅広い視野を身につけた実践的高度技術者の育成を目指してい

ます。 

また、各学科・専攻では、前頁の学習・教育目標に基づいて，それぞれの教育課程に応じた具

体的な目的を定め、本科卒業時点では，社会の要求に適応できる能力・資質を備えた技術者とし

て地域・社会に貢献できる人材育成に努めています。 

 

 

 

学 科 教育上の目的 

情報通信 

エレクトロニクス 

工学科 

情報通信エレクトロニクス工学科は，情報通信とエレクトロニクスの専門

技術とともに両者を融合した技術を身に付け，情報通信とエレクトロニク

スに対する高度化，多様化したニーズに応えられる技術者の育成を目的と

する。 

制御情報 

システム工学科 

制御情報システム工学科は，電気・電子工学，情報工学，計算機工学及び

計測・制御工学の基礎技術を身に付け，これを基盤として制御と情報の関

連技術を融合し，ソフトウェアとハードウェアを統合した制御情報システ

ムを実現できる技術者の育成を目的とする。 

人間情報 

システム工学科 

人間情報システム工学科は，ソフトウェア・エレクトロニクス・ヒューマ

ンウェアの技術を加味した情報工学を基本に，人の生活に役立つ情報シス

テムづくりの基礎を身に付け，社会のニーズに応えられる感性豊かな技術

者の育成を目的とする。 

機械知能 

システム工学科 

機械知能システム工学科は，「機械工学」を基本として，「電気・電子・

制御・情報・通信システム」等の幅広い技術分野にも対応しながら，様々

な生産活動の場において総合エンジニアとして「モノづくり」に貢献でき

る技術者の育成を目的とする。 

建築社会 

デザイン工学科 

建築社会デザイン工学科は，建築学と土木工学の専門基礎技術に情報通信

技術を加えて，地域の文化や歴史，自然環境や防災などに配慮しながら，

建物，社会資本の整備や都市計画などの「地域づくり・まちづくり」に貢

献できる技術者の育成を目的とする。 

生物化学 

システム工学科 

生物化学システム工学科は，生物科学と化学の専門基礎技術に情報電子技

術を加え，生物の持つ様々な機能を工学的に応用するバイオ技術を駆使し

て，医薬医療・食品・化学等の産業分野で展開されている「先進的で高度

なモノづくり」に貢献できる実践的バイオ・ケミカル技術者の育成を目的

とする。 

 

 

 

 

 



専 攻 教育上の目的 

電子情報 

システム工学

専攻 

電子情報システム工学専攻は，電子情報技術及び応用技術の高度化・グローバ

ル化に対応して，電子情報系の専門知識・技術とコミュニケーション力を身に

付け，複合領域にも対応できる幅広い視野と柔軟な創造力を備え，かつ健全な

精神を持った広く産業の発展に貢献し国際的にも活躍できる技術者の育成を

目的とする。 

生産システム

工学専攻 

生産システム工学専攻は，準学士課程における機械知能系・建築社会デザイン

系・生物化学系の何れかの複合型専門を基礎として，モノづくりの基盤をデザ

インしこれを展開して，国際的な視点に立ったイノベーション創成を担うこと

のできる高度な開発技術者及び地域産業の発展に貢献できる技術者の育成を

目的とする。 

 

さらに，本科４年から専攻科２年生までの４年間の教育を，JABEE（日本技術者教育認定機構）

に対応した教育プログラムとして構成しており，専攻科修了時には国際的に活躍できる能力・資

質を持った技術者の育成を目指しています。 

 

 

●専攻科（学士課程）の学習・教育到達目標 

(1) 日本語及び英語のコミュニケーション能力を有し，国際的に活躍できる技術者 

 

(2) ICTに関する基本的技術および工学への応用技術を身に付けた技術者 

 

(3) 各分野における技術の基礎となる知識と技能，及びその分野の専門技術に関する高度

な知識と能力を持ち，複眼的な視点から問題を解決し，産業技術分野への活用を実践で

きる技術者 

 

(4) 知徳体の調和した人間性および社会性・協調性を身に付けた技術者 

 

(5) 広い視野と技術のあり方に対する倫理観を身に付け，社会への貢献意識を持つ技術者 

 

(6) 知的探求心を持ち，問題解決へ向けて主体的，創造的に問題に取り組むことができる

技術者 
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㸯㸬専攻科のᴫ要

（１）専攻科のไ度≉Ⰽ

これまで高専は５年間の୍㈏教育によって実践的技術者をᩘ多く養成してきました。

しかし，㏆年の科学技術の進Ṍにకい，より高度な専門知識がᚲ要とされるよ࠺になり，

高専５年間の課程ではそいきれないよ࠺になってきました。そこで，ᖹ成２年の学ᑂ

㆟会において，高等専門学校の高等教育のアイデンテテをಖ持しながら，「⢭῝な

程度において≉ูな㡯を教ᤵし，その◊✲を指ᑟする」専攻科が設置できることにな

りました。

八代高専には，ᖹ成６年度に「生産情報工学専攻」，「環境建設工学専攻」及び「生物

工学専攻」の３専攻からなる専攻科が設置されました。これ௨㝆，高専本科５年間の実

践教育の࠺えに，専門的知識ಟᚓと実した実㦂◊✲を⾜࠺ことにより，◊✲開Ⓨや先

➃技術に対応できるエンジニアの育成に努めてきました。なお専攻科では，学ᤵ機

構が定める୍定の要௳を‶たࡤࡏ，⏦ㄳに基づきྠ機構のᑂᰝにより学士の学がྲྀᚓ

できます。

その後，ᖹ成２㸯年㸯㸮᭶㸯᪥を௨て，熊本電Ἴ工業高等専門学校（௨ୗ熊本電Ἴ高

専）及び八代工業高等専門学校（௨ୗ八代高専）が，情報・電子・通信・制御など㹇㹁

㹒教育を≉ᚩとする熊本電Ἴ高専の教育◊✲と，複合学科としての幅広い専門性，さら

にその融合・複合を≉ᚩとする八代高専の教育◊✲を⤌ࡳ合ࡏࢃることにより，実践的

・㐀的な技術者の育成を目的として，熊本高等専門学校として高度化⦅されたのに

కい，両高専にそれぞれ設置されていた専攻科が統合され，「熊本高等専門学校専攻科」

が設置されました。

   

（２）専攻科のἢ㠉

ᖹ成 ６ 年 㸲 ᭶ 㸯 ᪥ 専攻科(生産情報工学専攻，環境建設工学専攻，生物工学専攻)

が設置された。

                    専攻科が学つ๎（ 28年文㒊┬௧➨㸷ྕ）➨６᮲➨㸯㡯に

᪤定する学ホ౯・学ᤵ機構が定める要௳を‶たす専攻科と

してㄆ定された。

㸲 ᭶㸯㸶᪥ ➨㸯ᅇ専攻科ධ学ᘧをᣲ⾜した。（➨２ᅇ௨㝆はグ㍕を┬␎）

ᖹ成 㸶 年 ３ ᭶㸯㸷᪥ ➨㸯ᅇ専攻科ಟᘧをᣲ⾜した。（➨２ᅇ௨㝆はグ㍕を┬␎)

３ ᭶２㸯᪥ 専攻科Ჷが❹工した。

ᖹ成㸯㸯年 ２ ᭶㸯㸮᪥ 生産情報工学専攻及び生物工学専攻が学ホ౯・学ᤵ機構

でのᑂᰝのㄆ定を受ける。(ᖹ成 11年㸲᭶㸯᪥から適用)

ᖹ成㸯２年 ２ ᭶㸯５᪥ 環境建設工学専攻が学ホ౯・学ᤵ機構での定ᮇᑂᰝの⤖

ᯝ，適ษとㄆめられる。
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ᖹ成㸯６年 㸲 ᭶ 㸯 ᪥ ⊂立⾜ᨻἲ人ᅜ立高等専門学校機構ᅜ立八代工業高等専門学校

となった。

ᖹ成㸯㸵年 ２ ᭶㸯㸲᪥ 専攻科のㄆ定に関するつ๎➨㸷᮲につ定する学ホ౯・学ᤵ

機構のᑂᰝの⤖ᯝ，適ษとㄆめられる。

ᖹ成㸯㸶年 ５ ᭶ 㸶 ᪥ 㹈㸿㹀㹃㹃対応教育ࣉロࣛࢢムが᪥本技術者教育ㄆ定機構から

ㄆ定された。

ᖹ成２㸮年 ５ ᭶ 㸶 ᪥ 㹈㸿㹀㹃㹃対応教育ࣉロࣛࢢムの୰間ᑂᰝにより，᪥本技術者

教育ㄆ定機構から⥅⥆ᢎㄆされた。

ᖹ成２㸯年㸯㸮᭶ 㸯 ᪥ 熊本高等専門学校の設置。ྠ時に熊本高等専門学校専攻科が設

置される。

ᖹ成２２年 㸲 ᭶ 㸯 ᪥ 熊本高等専門学校専攻科（電子情報システム工学専攻，生産シ

ステム工学専攻）の➨㸯ᅇධ学ᘧをᣲ⾜した。

ᖹ成２３年 ５ ᭶ 㸶 ᪥ 㹈㸿㹀㹃㹃対応教育ࣉロࣛࢢムが⥅⥆ᑂᰝにより，᪥本技術者

教育ㄆ定機構から⥅⥆ㄆ定された。

ᖹ成２㸲年 ３ ᭶㸯㸲᪥ 熊本高等専門学校専攻科（電子情報システム工学専攻，生産シ

ステム工学専攻）の➨㸯ᅇಟᘧをᣲ⾜した。

ᖹ成２㸷年 ３ ᭶ ３ ᪥ 㹈㸿㹀㹃㹃対応教育ࣉロࣛࢢムが⥅⥆ᑂᰝにより，᪥本技術者

教育ㄆ定機構から⥅⥆ㄆ定された。
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２㸬専攻科のព⩏と目標

ᖹ成６年㸲᭶に設置され，「生産情報工学専攻」，「環境建設工学専攻」，「生物工学専

攻」の３専攻から構成されていた八代高専の専攻科は，ᖹ成２㸯年㸯㸮᭶より，熊本

高専専攻科生産システム工学専攻，高度化⦅されました。

高専はこれまで，社会にฟてすࡄに役立つ実践的技術者の育成に努め，その成ᯝは

関連する業からᴟめて高いホ౯を受けています。しかし，㏆年における技術の高度

化，総合化，ᅜ㝿化によるᛴ㏿な産業技術の複㞧化にకい，社会が求める実践的技術

者に対する要求もきくኚ化してきています。このよ࠺な社会のኚ化にᰂ㌾に対応す

く専攻科については，準学士課程の高度化⦅に対応し，ᚑ᮶の熊本電Ἴ高専専攻

科と八代高専専攻科の５専攻をそれぞれ「電子情報システム工学専攻」，「生産シス

テム工学専攻」の２専攻にᣓりし実をᅗりました。

ここで２専攻からなる本専攻科は，ᛴ㏿に進ࡴ科学技術の高度化とᅜ㝿化に対応す

るために，高等専門学校の教育でಟᚓした実践的技術をさらに῝めた教育を実する

もので，≉定の専門工学㡿域におけるより高度の知識・素養とともに複合㡿域に対応

できる幅広い視野を身につけた実践的・㐀的技術者として，工学技術を複合化した

高度技術産業分野で༶応できる人材の育成を目指しています。

なお，ᚑ᮶とྠ様に，᪂専攻科においてもᡤ定の༢をಟᚓし，学ホ౯・学ᤵ

機構のᑂᰝに合᱁することにより「学士（工学）」の学がᤵされ，学㝔の

受㦂資᱁もᚓられます。
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３㸬教育᪉㔪と教育課程の⦅成᪉㔪

（１）専攻科の┠ⓗ

専攻科は，技術者としての広い視野と科学技術の基礎的な知識及び専門分野の知

識と技術を᭷し，技術者としてᚲ要なࢥミュニケーシࣙン能力と⌮ほを備え，様々

なၥ㢟のゎỴに体的にྲྀり⤌ࡴことのできる実践的技術者の育成を目標としてい

ます。

[電子情報システム工学専攻]
電子情報システム工学専攻は，電子情報技術及び応用技術の高度化・ࢢローバ

ル化に対応して，電子情報系の専門知識・技術とࢥミュニケーシࣙン力を身に付け，

複合㡿域にも対応できる幅広い視野とᰂ㌾な㐀力を備え，かつな⢭⚄を持っ

た広く産業のⓎ展に貢献しᅜ㝿的にも活㌍できる技術者の育成を目的とする。

[生産システム工学専攻]
生産システム工学専攻は，準学士課程における機械知能系・建築社会デザイン

系・生物化学系のఱれかの複合ᆺ専門を基礎として，モノづくりの基盤をデザイン

しこれを展開して，ᅜ㝿的な視点に立ったイノ࣋ーシࣙン成をᢸ࠺ことのできる

高度な開Ⓨ技術者及び地域産業のⓎ展に貢献できる技術者の育成を目的とする。

（２）専攻科の教育ㄢ⛬の⦅ᡂ᪉㔪

専攻科の設置に࠶たっては，本校の教育目標に基づき，ḟの㸲つの㡯を育成目

標として教育課程を⦅成しています。

ア) 専門分野における基礎的な知識と技術を᭷し，社会や産業技術分野の応用

を実践できる技術者の育成

イ) 技術者としての広い視野とᰂ㌾なⓎ力を持って，人間にᛌ適なシステムの

開Ⓨができる技術者の育成

ウ) 技術者としてᚲ要なࢥミュニケーシࣙン能力を備え，ᅜ㝿的にも活㌍できる

人材の育成

エ) 様々なၥ㢟のゎỴに体的にྲྀり⤌ࡴことができ，社会性と⌮ほの࠶る高

度開Ⓨᆺ技術者の育成

また，本専攻科は，２つの専攻が熊本キャンパスと八代キャンパスに分かれて設

置されていますが，基礎となる専門基盤学科の分野がᣑされたことにకい，各専

攻の≉Ⰽを活かしつつ複合化した᪂㡿域の技術分野の対応を⪃慮して⦅成され

ています。

[電子情報システム工学専攻]
本専攻分野におけるᚲ㡲の知識として，5 年間の本科教育（準学士課程）を基礎

とした「㐀性工学」，「感性情報工学」，「技術者⌮」などの総合基盤科目を配置

しています。これらと୪⾜して，ᾏእの◊✲ㄽ文のㄞゎによる専門技術の྾と自

らの◊✲をᾏእにⓎ信するための専門ⱥㄒ技術を身に付けさࡏるための「技術ⱥ

ㄒ」や◊✲開Ⓨ能力のྥ上を目指す「システム工学≉ู◊✲」の科目を設定し，こ

れらをᚲಟ科目とします。
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また，専門㑅ᢥ科目として，電子・情報・制御系の基礎となる「デジࢱル信

ྕฎ⌮」や「材ᩱ工学」，「マル࣓ࢳデア工学」などの専門基盤⩌を配置し，そ

の応用㑅ᢥ科目⩌として「電子デバイス工学」や「ࢵࢿト࣡ーク工学≉ㄽ」など

の電子通信系科目⩌と，「シミュレーシࣙン工学」や「ロࢵ࣎ト工学」などの制御

情報系科目⩌を設けています。

これまでの熊本電Ἴ高専 ㄆ定専攻科のカࣜキュࣛムに加えて，エンジニアࣜン

ーンシࢱる「生技術デザイン実習」や「インࡏデザインの素養を身に付けさࢢ

など，ᪧカ「ト࣡ーク工学≉ㄽࢵࢿ」実習」の実，「㡢㡪システム工学」やࣉࢵ

ࣜキュࣛムで㊊していた分野の専門科目の㏣加設定など㑅ᢥᒚಟ科目の実に

より，さらに高度な実践的技術力のྥ上をᅗっています。

ձ㛗ᮇインࢱーンシࣉࢵの実

ղ㹎㹀㹊㸭総合教育ࢭンࢱー連ᦠによる㐀性を育ࡴデザイン能力育成科目に

よる実習

ճ⾲現力スキル（ࣉレࢮンテーシࣙン能力）ྥ上のための「技術ⱥㄒ」，「技術⾲

現≉ㄽ」

[生産システム工学専攻]
本専攻は，総合基盤，ࢥミュニケーシࣙン，ᩘ学・自然科学，基礎工学を学ࡪ科

目⩌によるඹ通のᚲಟ科目を୰ᚰにして，機械知能系，建築・土木系，生物・応用

化学系３系それぞれの専門分野にᒓする専門工学を㑅ᢥ科目として配置することに

より，専門性の☜立と複║的視野の⋓ᚓを目指しています。

また，ඹ通実㦂科目の「生産システム工学実㦂」，エンジニアࣜンࢢデザイン・

成科目として設置された「応用ࣉロジェクト」や「成実践技術」など，専門のᯟ

を㉸えて，ᚓពとする専門工学の知識や技術を活かしながらᚲࡎしも୍つのゎのࡳ

がᏑᅾするとは㝈らない工学的なၥ㢟やⓎ展的な◊✲課㢟のゎỴに᭷ຠなᡭẁを

える࿘㎶分野の知識や技術を習ᚓできるよ࠺な PBL (Problem/Project Based 

Learning)をᑟධして，生産の工学的応用ࡄ⧄ことのできる複合工学における実

践的技術力の養成をᅗっています。

௨上のよ࠺な カࣜキュࣛムに加えて，ඹ通㑅ᢥ科目としてձ㹼ճに♧される科目

⩌を㑅ᢥᒚಟすることにより，さらに高度な実践的技術力のྥ上をᅗっています。

ձᅜ㝿的視野と地域貢献・産業技術に関連した社会技術系科目

ղ㛗ᮇインࢱーンシࣉࢵに対応したඹྠ教育科目，デザイン能力育成科目，画

ᆺ実践科目によるテーマ᥈⣴ᆺの専門系ࣉロࣛࢢム

ճእ㒊◊✲機関等と連ᦠしたࢥーデࢿートによる，融合ᆺ◊✲᥎進科目
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Electronic Measurement Technology
ሗ㏻ಙᢏ⾡

Seminar Networking Technology
ᡂᐇ㊶䝉䝭䝘䞊
Practical seminar of  creative skill

ㅮ⩏ 䜶䞁䝆䝙䜰ᐇ㊶䝉䝭䝘䞊
Lecture Engineer Seminar

䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥䊠
Internship䊠
䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥Ⅱ
Internship䊡
研究ᢏ⾡䜲䞁䝍䞊䞁
Research Internship on Engineering

2

2

2

2

2

2

2

2

ഛ䚷䚷䚷䚷䚷⪃
Credits
༢ᩘ

Ꮫᖺ別㓄ᙜ
Credits by Year

22

2 2

ᚲಟ⛉┠༢䜢ྵ䜐

2

2

2

༊ศ ✀別 ᤵᴗ⛉┠

ㅮ⩏

M
ec

ha
ni

ca
l 
an

d 
In

te
lli

ge
nt

 S
ys

te
m

s 
E
ng

in
ee

ri
ng

ᶵ
Ე
▱
⬟
⣔

Category Sub ectsClassification

㑅
䚷
䚷
ᢥ
䚷
䚷
⛉
䚷
䚷
┠

2

2 2

2

2

2 2

2

2 2

1 1

2

Total of Takable
㛤タ༢ྜィ

138 㻢㻥䡚㻣㻢

㻟㻢䡚㻠㻟

䠍ཪ䛿㻞

㻡㻤䡚㻢㻠

Ꮫ
እ

㻠㻡䡚㻡㻞

Ex
tr

am
ur

al
Ac

tiv
iti

es

92Total of Credits

䠍䡚㻠

1

2

䠄㛤タ༢ᑠィ䠅

Ꮫᖺ䛻㛵ಀ䛺䛟

1st or 2nd

1

Engineering Seminar

ඹ
ྠ
ᩍ
⫱

22

2 2

2

2

ྛ
⣔
ඹ
㏻

C
om

m
on

 S
ub

je
ct

s

₇⩦

ᘓ
⠏
䞉
ᅵ
ᮌ
⣔

䠝
䡎䠿
䡄
䡅䡐
䡁
䠿
䡐䡑

䡎䡁
䚷
㼍㼚
㼐䚷

㻯
㼕㼢
㼕㼘䚷

䠡
䡊
䡃
䡅䡊
䡁
䡁
䡎䡅
䡊
䡃

ㅮ⩏
Lecture

Lecture

Seminar

2 2

2 2

2

2

2

2 2

2 2

2 2

₇⩦
2 2

2 2

22

2

2 2

⏕
≀
䞉

Ꮫ
⣔

䠞
䡅䡋
䡈䡋
䡃
䡅䠿
䠽
䡈㻌
㼍㼚
㼐䚷

䠟
䡄
䡁
䡉
䡅䠿
䠽
䡈㻌
䠯
䡕
䡏䡐
䡁
䡉
䡏

ㅮ⩏

2

2 2

2 2

22

2 2

2

2

2

2

2

2

2 2

Ꮫእ༢䚸䝃䝬䞊䝺䜽䝏䝱䞊➼
䠍༢ཪ䛿䠎༢

2 2

2

El
ec

tiv
e 

Su
bj

ec
ts

ㅮ⩏䞉₇⩦特別ᐇ⩦䝉䝭䝘䞊

2 2

Lecture

1

C
oo

p-
Su

bj
ec

ts

1

ᐇ⩦

㻝䡚㻠
㻝䡚㻠

Ꮫᖺ䛻㛵ಀ䛺䛟
1st or 2nd

1

2
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熊本高等専門学校学๎ۑ

ᖹᡂ２１年１０月１᪥ไᐃ

ᖹᡂ２㸱年２月２４᪥୍㒊ᨵṇ

ᖹᡂ２㸱年㸴月２㸱᪥୍㒊ᨵṇ

ᖹᡂ２４年２月２１᪥୍㒊ᨵṇ

ᖹᡂ２４年㸷月１８᪥୍㒊ᨵṇ

ᖹᡂ２㸳年２月１㸳᪥୍㒊ᨵṇ

ᖹᡂ２㸴年２月１８᪥୍㒊ᨵṇ

ᖹᡂ２㸴年㸱月１㸷᪥୍㒊ᨵṇ

ᖹᡂ２㸴年㸵月２４᪥୍㒊ᨵṇ

ᖹᡂ２㸵年２月１㸷᪥୍㒊ᨵṇ

ᖹᡂ２㸵年㸱月㸳᪥୍㒊ᨵṇ

ᖹᡂ２８年１月２㸴᪥୍㒊ᨵṇ

ᖹᡂ２８年㸴月２０᪥୍㒊ᨵṇ

ᖹᡂ２８年㸷月２０᪥୍㒊ᨵṇ

ᖹᡂ２㸷年１月２４᪥୍㒊ᨵṇ

ᖹᡂ２㸷年㸵月１８᪥୍㒊ᨵṇ

➨１❶ 本校の┠ⓗ࣭⌮ᛕ

（┠ⓗ࣭⌮ᛕ）

➨１᮲ 熊本高等専門学校（௨ୗ「本校」ࠋ࠺࠸）ࡣ㸪教育ᇶ本ἲ（ᖹᡂ１８年ἲ

ᚊ➨１２０ྕ）の⢭⚄のࡾࡗ,学校教育ἲ（２２年ἲᚊ➨２㸴ྕ）ཬࡧ⊂❧

⾜ᨻἲேᅜ❧高等専門学校ᶵᵓἲ（ᖹᡂ１㸳年ἲᚊ➨１１㸱ྕ）ᇶ࡙き,῝ࡃ専門

の学ⱁࢆ教ᤵࡋ,⫋ᴗᚲせ࡞ᐇ㊶ⓗࡘ専門ⓗ࡞▱㆑ཬࡧᢏ⾡ࢆ᭷ࡿࡍ㐀ⓗ࡞

ேᮦࢆ育ᡂࢆࡇࡿࡍ┠ⓗࠋࡿࡍ

２ ๓㡯の┠ⓗࡋࡽ↷㸪本校の⌮ᛕࢆḟのࠋࡿࡍࡾ࠾

熊本高等専門学校ࡣ㸪専門ศ㔝の▱㆑ᢏ⾡ࢆ᭷ࡋ㸪ᢏ⾡⪅࡚ࡋのே㛫ຊࢆഛ

ᆅᇦࡿࡼ⾡科学ᢏࡧᢏ⾡⪅の育ᡂཬ࡞ᐇ㊶ⓗ࣭㐀ⓗࡿࡍ⏝㏻ࡶ㸪ᅜ㝿ⓗࡓ࠼

♫の㈉⊩ࢆࠋࡿࡍ

㸱 ๓㡯の⌮ᛕࢆ㐩ᡂࡵࡓࡿࡍ㸪本校教⫋ဨࡣ㸪専門ศ㔝ࡿࡅ࠾学⾡の㐍ᒎ༶応

ࠋࡿࡍ㈐ົࢆࡇࡿࡵດ㸪⮬ᕫ◊㛑ࡋᣦ┠ࢆ教育᪉ἲのᨵၿࡶࡿࡍ

➨１❶の２ ⮬ᕫⅬ᳨ホ౯ཬࡧሗのᥦ౪

（⮬ᕫⅬ᳨ホ౯等）

➨１᮲の２ 本校ࡣ,教育Ỉ‽のྥୖࢆᅗࡾ,高等専門学校の┠ⓗཬࡧ♫ⓗࢆ㐩

ᡂࡵࡓࡿࡍ,教育◊✲άື等の≧ἣࡽ⮬࡚࠸ࡘⅬ᳨ཬࡧホ౯ࡑ,࠸⾜ࢆの⤖ᯝࢆබ

ࠋࡿࡍのࡶࡿࡍ⾲

２ ๓㡯のⅬ᳨ཬࡧホ౯࡚࠸ࡘのᚲせ࡞㡯ู,ࡣᐃࠋࡿࡵ

㸱 本校ࡣ㸪➨１㡯のⅬ᳨ཬࡧホ౯の⤖ᯝ࡚࠸ࡘ㸪本校の⫋ဨ௨እの⪅᳨ࡿࡼドࢆ

ࠋࡿࡍのࡶࡿࡵດ࠺ࡼ࠺⾜

（ሗの✚ᴟⓗ࡞ᥦ౪）

➨１᮲の㸱 本校ࡣ㸪本校ࡿࡅ࠾教育◊✲άື等の≧ἣ࡚࠸ࡘ㸪ห⾜≀のᥖ㍕ࡑ

のᗈࡃ࿘▱ࢆᅗ࡛ࡀࡇࡿきࡿ᪉ἲ࡚ࡗࡼ㸪✚ᴟⓗሗࢆබ⾲ࡶࡿࡍのࡍ

ࠋࡿ
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➨２❶ 修ᴗ年㝈㸪学年㸪学ᮇ㸪ఇᴗ᪥ཬࡧᤵᴗ⤊ጞの้

（修ᴗ年㝈）

➨２᮲ 修ᴗ年㝈ࡣ㸪㸳年ࠋࡿࡍ

（学年）

➨㸱᮲ 学年ࡣ㸪４月１᪥ጞࡾࡲ㸪⩣年㸱月㸱１᪥ࠋࡿࢃ⤊

（学ᮇ）

➨４᮲ 学年ࢆศ࡚ࡅ㸪ḟの２学ᮇࠋࡿࡍ

๓ᮇ ４月１᪥ࡽ㸷月㸱０᪥࡛ࡲ

ᚋᮇ １０月１᪥ࡽ⩣年㸱月㸱１᪥࡛ࡲ

（ఇᴗ᪥）

➨㸳᮲ ఇᴗ᪥ࡣ㸪ḟのࡋࡔࡓࠋࡿࡍࡾ࠾㸪≉ูのᚲせࡿ࠶ࡀきࡣ㸪校㛗ࡣ㸪

ࠋࡿ࠶ࡀࡇࡿ࠼᭰ࡾᤵᴗ᪥ࢆのఇᴗ᪥ࡽࢀࡇ

(1) ᪥᭙᪥ཬࡧᅵ᭙᪥

(2) ᅜẸの⚃᪥㛵ࡿࡍἲᚊ（２㸱年ἲᚊ➨１㸵８ྕ）つᐃࡿࡍఇ᪥

(3) Ꮨఇᴗ

(4) ኟᏘఇᴗ

(5) Ꮨఇᴗ

(6) 学年ᮎఇᴗ

２ ๓㡯➨㸱ྕࡽ➨㸴ྕ࡛ࡲのఇᴗのᮇ㛫ࡣ㸪校㛗ࡀᐃࠋࡿࡵ

㸱 ➨１㡯つᐃࡿࡍఇᴗ᪥の㸪⮫のఇᴗ᪥ࡣ㸪校㛗ࡑࡀの㒔度ᐃࠋࡿࡵ

（ᤵᴗ⤊ጞの้）

➨㸴᮲ ᤵᴗ⤊ጞの้ࡣ㸪校㛗ูࡀᐃࠋࡿࡵ

➨㸱❶ キャンパス㸪学科㸪学⣭㸪入学ᐃဨཬࡧ⫋ဨ⤌⧊

（キャンパス）

➨㸵᮲ 本校࠺⾜ࡀ教育◊✲άື等のᣐⅬの⛠ཬࡧ⨨ࡣ㸪ḟのࠋࡿࡍࡾ࠾

 ⛠  ⨨

熊本キャンパス 熊本┴ྜᚿᕷ

八代キャンパス 熊本┴八代ᕷ

（学科㸪学⣭ᩘ㸪入学ᐃဨཬࡧ教育ୖの┠ⓗ）

➨８᮲ 学科㸪１学年の学⣭ᩘ㸪入学ᐃဨཬࡧ教育ୖの┠ⓗࡣ㸪ḟのࠋࡿࡍࡾ࠾

学 科 学⣭ᩘ 入学ᐃဨ 教育ୖの┠ⓗ

ሗ㏻ಙࢺࢡ࢚ࣞロࢡࢽス

工学科

１ ４０ே ሗ㏻ಙࢺࢡ࢚ࣞロࢡࢽス工学科ࡣ㸪

ሗ㏻ಙࢺࢡ࢚ࣞロࢡࢽスの専門ᢏ⾡

㌟ࢆ⾡ᢏࡓࡋྜ⼥ࢆ⪅୧ࡶ

ࡍ対スࢡࢽロࢺࢡ࢚ࣞ㸪ሗ㏻ಙࡅ

ࢀࡽ࠼応ࢬ࣮ࢽࡓࡋ高度㸪ከᵝࡿ

ࠋࡿࡍⓗ┠ࢆᢏ⾡⪅の育ᡂࡿ
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ไᚚሗシステム工学科 １ ４０ே ไᚚሗシステム工学科ࡣ㸪㟁Ẽ࣭㟁Ꮚ

工学㸪ሗ工学㸪ィ⟬ᶵ工学ཬࡧィ ࣭

ไᚚ工学のᇶ♏ᢏ⾡ࢆ㌟ࡅ㸪ࢆࢀࡇ

ᇶ┙࡚ࡋไᚚሗの㛵㐃ᢏ⾡ࢆ⼥

⤫ࢆ࢙࢘ࢻ࣮ࣁ࢙࢘ࢺࣇࢯ㸪ࡋྜ

ࡿᐇ⌧࡛きࢆไᚚሗシステムࡓࡋྜ

ᢏ⾡⪅の育ᡂࢆ┠ⓗࠋࡿࡍ

ே㛫ሗシステム工学科 １ ４０ே ே㛫ሗシステム工学科ࡣ㸪࢙࢘ࢺࣇࢯ

࢙࢘ン࣐࣮ࣗࣄス࣭ࢡࢽロࢺࢡ࢚࣭ࣞ

㸪ᇶ本ࢆሗ工学ࡓࡋຍࢆ⾡のᢏ

ேの生άᙺ❧ࡘሗシステム࡙ࡾࡃ

のᇶ♏ࢆ㌟ࡅ㸪♫のࢬ࣮ࢽ応࠼

ⓗ┠ࢆᢏ⾡⪅の育ᡂ࡞㇏ឤᛶࡿࢀࡽ

ࠋࡿࡍ

ᶵᲔ▱⬟システム工学科 １ ４０ே ᶵᲔ▱⬟システム工学科ࡣ㸪「ᶵᲔ工

学」ࢆᇶ本࡚ࡋ㸪「㟁Ẽ࣭㟁Ꮚ࣭ไᚚ࣭

ሗ࣭㏻ಙシステム」等のᖜᗈ࠸ᢏ⾡ศ

㔝ࡶ対応ࡽࡀ࡞ࡋ㸪β 生産άືの࡞ࠎ

ሙ࢚ྜ⥲࡚࠸࠾ンࡋࢽࢪ ࣀ࡚ࣔ」

┠ࢆᢏ⾡⪅の育ᡂࡿ㈉⊩࡛き「ࡾࡃ࡙

ⓗࠋࡿࡍ

ᘓ⠏♫ࢨࢹン工学科 １ ４０ே ᘓ⠏♫ࢨࢹン工学科ࡣ㸪ᘓ⠏学ᅵ

ᮌ工学の専門ᇶ♏ᢏ⾡ሗ㏻ಙᢏ⾡

Ṕྐ㸪⮬↛⎔ቃࡸ㸪ᆅᇦのᩥ࡚࠼ຍࢆ

㸪ᘓ≀㸪♫ࡽࡀ࡞ࡋ㓄៖࡞㜵⅏ࡸ

㈨本のᩚഛࡸ㒔ᕷィ⏬࡞の「ᆅᇦ࡙ࡃ

ᢏ⾡⪅のࡿ㈉⊩࡛き「ࡾࡃ࡙ࡕࡲ࣭ࡾ

育ᡂࢆ┠ⓗࠋࡿࡍ

生≀学システム工学科 １ ４０ே 生≀学システム工学科ࡣ㸪生≀科学

学の専門ᇶ♏ᢏ⾡ሗ㟁Ꮚᢏ⾡ࢆ

ຍ࠼㸪生≀のᣢࡘᵝ࡞ࠎᶵ⬟ࢆ工学ⓗ

応⏝࢜ࣂࡿࡍᢏ⾡ࢆ㥑࡚ࡋ㸪་⸆་

⒪࣭㣗ရ࣭学等の産ᴗศ㔝࡛ᒎ㛤ࢀࡉ

「ࡾࡃ࡙ࣀࣔ࡞ඛ㐍ⓗ࡛高度」ࡿ࠸࡚

㈉⊩࡛きࡿᐇ㊶ⓗ࣑ࣝ࢝ࢣ࣭࢜ࣂᢏ⾡

⪅の育ᡂࢆ┠ⓗࠋࡿࡍ

ィ 㸴 ２４０ே

２ ๓㡯のつᐃࡎࡽࢃ㸪教育ୖ᭷┈ㄆࡿࡵきࡣ㸪␗ࡿ࡞学科の学生ࡗࡶࢆ

࡚学⣭ࢆ⦅ᡂ࡛ࡀࡇࡿࡍきࠋࡿ

（⫋ဨ）

➨㸷᮲ 本校㸪校㛗㸪教ᤵ㸪教ᤵ㸪ㅮᖌ㸪ຓ教㸪ຓ手㸪ົ⫋ဨཬࡧᢏ⾡⫋ဨࢆ

ࠋࡃ⨨

２ ⫋ဨの⫋ົࡣ㸪学校教育ἲ（２２年ἲᚊ➨２㸴ྕ）ࡑのἲ௧のᐃࡇࡿࡵ

ࠋࡿࡼࢁ

（校㛗࣭）
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➨１０᮲ 本校㸪校㛗㸪教ົ㸪学生㸪ᑅົཬࡧ⥲ົࠋࡃ⨨ࢆ

２ 校㛗ࡣ㸪校㛗のࡅཷࢆ㸪学校㐠Ⴀ⯡㛵ࢆࡇࡿࢃᤸ⌮ࠋࡿࡍ

㸱 教ົࡣ㸪校㛗のࡅཷࢆ㸪教育ィ⏬の❧ࡑの教ົ㛵ࢆࡇࡿࡍᤸ⌮ࡍ

ࠋࡿ

４ 学生ࡣ㸪校㛗のࡅཷࢆ㸪学生のᨭ࣭ᣦᑟ㛵ࡇࡿࡍ（ᑅົのᡤᤸ

ࠋࡿࡍ⌮ᤸࢆ（ࠋࡃ㝖ࢆのࡶࡿࡍᒓ

㸳 ᑅົࡣ㸪校㛗のࡅཷࢆ㸪学ᑅࡿࡅ࠾学生のᨭ࣭ᣦᑟ㛵ࢆࡇࡿࡍᤸ

ࠋࡿࡍ⌮

㸴 ⥲ົࡣ㸪校㛗のࡅཷࢆ㸪ᆅᇦの㐃ᦠ㸪◊✲の᥎㐍ཬࡧᗈሗ等㛵ࡇࡿࡍ

ࠋࡿࡍ⌮ᤸࢆ

（ົ㒊）

➨１１᮲ 本校㸪ᗢົ㸪ィཬࡧ学生のᨭ࣭ᣦᑟ等㛵ࡿࡍົࢆฎ⌮ࡵࡓࡿࡍ㸪

ົ㒊ࠋࡃ⨨ࢆ

（ෆ㒊⤌⧊）

➨１２᮲ ๓２᮲つᐃࡶࡿࡍのの㸪本校のෆ㒊⤌⧊ࡣ㸪ูᐃࡼࢁࡇࡿࡵ

ࠋࡿ

➨４❶ 教育ㄢ⛬等

（１年㛫のᤵᴗᮇ㛫）

➨１㸱᮲ １年㛫のᤵᴗ࠺⾜ࢆᮇ㛫ࡣ㸪ᐃᮇヨ㦂等のᮇ㛫ࡵྵࢆ㸪㸱㸳㐌ࡇࡿࡓࢃ

ࠋࡿࡍཎ๎ࢆ

（教育ㄢ⛬等）

➨１４᮲ 学年ࡈのᤵᴗ科┠ཬࡑࡧの༢ᩘࡣ㸪ู⾲➨１ཬ２➨⾲ูࡧのࡾ࠾

ࠋࡿࡍ

２ ྛᤵᴗ科┠の༢ᩘࡣ㸪㸱０༢㛫（１༢㛫ࡣ㸪㸳０ศࢆᶆ‽ࠋࡿࡍ）

の履修１ࢆ༢࡚ࡋィ⟬ࡶࡿࡍのࠋࡿࡍ

㸱 ๓㡯のつᐃࡎࡽࢃ㸪ู ４ࢆ┠㸪１༢のᤵᴗ科ࡣ࡚࠸ࡘ┠ᤵᴗ科ࡿࡵᐃ

㸳㛫の学修ࢆᚲせࡿࡍෆᐜ࡚ࡗࡶࢆᵓᡂࢆࡇࡿࡍᶆ‽ࡋ㸪ᤵᴗの᪉ἲ応

‽㸪ḟのᇶ࡚ࡋ៖⪄ࢆ学修等࡞ᚲせ教育ຠᯝ㸪ᤵᴗ㛫እࡿࡼ㸪ᙜヱᤵᴗࡌ

ࠋࡿき࡛ࡀࡇࡿࡍ⟭ィࢆ༢ᩘࡾࡼ

(1) ㅮ⩏ཬࡣ࡚࠸ࡘ⩦₇ࡧ㸪１㸳㛫ࡽ㸱０㛫࡛ࡲの⠊ᅖู࡛ᐃࡿࡵ㛫

のᤵᴗ１࡚ࡗࡶࢆ༢ࠋࡿࡍ

(2) ᐇ㦂㸪ᐇ⩦ཬࡧᐇᢏࡣ࡚࠸ࡘ㸪㸱０㛫４ࡽ㸳㛫࡛ࡲの⠊ᅖู࡛ᐃࡵ

ࠋࡿࡍ１༢࡚ࡗࡶࢆ㛫のᤵᴗࡿ

４ ๓㡯のつᐃࡾࡼィ⟬ࡇࡿࡍの࡛きࡿᤵᴗ科┠の༢ᩘのྜィᩘࡣ㸪㸴０༢

ࠋࡿࡍのࡶ࠸࡞࠼㉸ࢆ

㸳 ๓㸱㡯のつᐃࡎࡽࢃ㸪༞ᴗ◊✲等ࡣ࡚࠸ࡘ㸪ࡽࢀࡇの学修のᡂᯝࢆホ౯

学修࡞ᚲせࡽࢀࡇ㸪ࡣሙྜࡿࢀࡽࡵㄆ㐺ษࡀࡇࡿࡍㄆᐃࢆ༢の修ᚓ࡚ࡋ

等ࢆ⪃៖࡚ࡋ㸪༢ᩘࢆᐃ࡛ࡀࡇࡿࡵきࠋࡿ

㸴 ➨１㡯ᐃࡿࡵᤵᴗ科┠の㸪≉ูάືࢆ㸷０༢㛫௨ୖᐇࡶࡿࡍのࡍ

ࠋࡿ

（の高等専門学校ࡿࡅ࠾ᤵᴗ科┠の履修）

➨１㸳᮲ 校㛗ࡣ㸪教育ୖ᭷┈ㄆࡿࡵきࡣ㸪ูᐃࡾࡼࢁࡇࡿࡵ㸪学生ࡀ

の高等専門学校࡚࠸࠾履修ࡓࡋᤵᴗ科┠࡚࠸ࡘ修ᚓࡓࡋ༢ࢆ㸪㸱０༢ࢆ㉸

き࡛ࡀࡇࡍ࡞ࡳのࡶࡓࡋ修ᚓࡾࡼᤵᴗ科┠の履修ࡿࡅ࠾⠊ᅖ࡛本校࠸࡞࠼

ࠋࡿ

（高等専門学校௨እの教育タࡿࡅ࠾学修等）
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➨１㸴᮲ 校㛗ࡣ㸪教育ୖ᭷┈ㄆࡿࡵきࡣ㸪学生࠺⾜ࡀ学ࡿࡅ࠾学修ࡑの

ᩥ㒊科学⮧ูࡀᐃࡿࡵ学修ࢆ㸪本校ࡿࡅ࠾ᤵᴗ科┠の履修ࡋ࡞ࡳ㸪ูᐃ

ࠋࡿき࡛ࡀࡇࡿࡍㄆᐃࢆ㸪༢の修ᚓࡾࡼࢁࡇࡿࡵ

２ ๓㡯ࡾࡼㄆᐃ࡛ࡀࡇࡿࡍきࡿ༢ᩘࡣ㸪๓᮲ࡾࡼ本校࡚࠸࠾修ᚓࡶࡓࡋ

のࡍ࡞ࡳ༢ᩘ࡚ࡏࢃྜ㸱０༢ࢆ㉸ࡶ࠸࡞࠼のࠋࡿࡍ

（教育プログラム）

➨１㸵᮲ ➨１᮲➨２㡯の本校の⌮ᛕࢆ㐩ᡂࡵࡓࡿࡍ㸪本科の➨４学年ཬࡧ➨㸳学年

の２年㛫୪ࡧ専攻科の２年㛫のィ４年㛫ࡿ࡞ࡽ「㟁Ꮚ࣭ሗᢏ⾡応⏝工学࣮ࢥ

ス」ཬࡧ「生産システム工学」㸪୪ࡧ専攻科の２年㛫ࡿ࡞ࡽ「㟁Ꮚ࣭ሗᢏ⾡

専修࣮ࢥス」の㸱ࡘの教育プログラムࠋࡃ⨨ࢆ

２ ๓㡯の教育プログラム㛵ࡋᚲせ࡞㡯ࡣ㸪ูᐃࠋࡿࡵ

（ホ౯ཬࡧㄢ⛬修㸪༞ᴗ）

➨１８᮲ ྛ学年のㄢ⛬の修ཪࡣ༞ᴗのㄆᐃࡣ㸪ᐃᮇヨ㦂ཬࡧᖹ⣲のᡂ⦼ࢆホ౯ࡋ

ࠋࡿࡍのࡶ࠺⾜࡚

２ ๓㡯㛵ࡋᚲせ࡞㡯ࡣ㸪ูᐃࠋࡿࡵ

（履修）

➨１㸷᮲ ๓᮲のㄆᐃの⤖ᯝ㸪ཎ学年ࡣ⪅ࡓࢀࡽࡵ㸪ᙜヱ学年ಀࡿᡤᐃのᤵ

ᴗ科┠ࢆ履修ࡶࡿࡍのࠋࡿࡍ

➨㸳❶ 入学㸪㌿科㸪ఇ学㸪㌿学㸪␃学ཬࡧ༞ᴗ

（入学㈨᱁）

➨２０᮲ 入学ࡇࡿࡍの࡛きࡣ⪅ࡿ㸪ḟのྛྕのࢀࡎ࠸ヱᙜࠋࡿࡍ⪅ࡿࡍ

(1) ୰学校ࢆ༞ᴗࡓࡋ⪅

(2) ⩏ົ教育学校ࢆ༞ᴗࡓࡋ⪅

(3) ୰等教育学校の๓ᮇㄢ⛬ࢆ修ࡓࡋ⪅

(4) እᅜ࡚࠸࠾㸪学校教育ࡿࡅ࠾㸷年のㄢ⛬ࢆ修ࡓࡋ⪅

(5) ᩥ㒊科学⮧のᣦᐃࡓࡋ⪅

(6) ᩥ㒊科学⮧ࡀ୰学校のㄢ⛬ྠ等のㄢ⛬ࢆ᭷ࡶࡿࡍの࡚ࡋㄆᐃࡓࡋᅾእ教

育タのᙜヱㄢ⛬ࢆ修ࡓࡋ⪅

(7) ᑵ学⩏ົ⊰ணච㝖⪅等の୰学校༞ᴗ⛬度ㄆᐃつ๎（４１年ᩥ㒊┬௧➨㸱㸴

⪅ࡓࢀࡉㄆᐃࡿ࠶ࡀ等௨ୖの学ຊྠ⪅ࡓࡋ༞ᴗࢆ㸪୰学校ࡾࡼ（ྕ

ㄆࡿ࠶ࡀ等௨ୖの学ຊྠ⪅ࡓࡋ༞ᴗࢆ୰学校ࡀ㸪本校ࡋ㐩の┦ᙜ年㱋ࡑ(8)

⪅ࡓࡵ

（入学⪅の㑅ᢤ）

➨２１᮲ 校㛗ࡣ㸪入学ᚿ㢪⪅࡚࠸ࡘ㸪学ຊ᳨ᰝのᡂ⦼㸪ฟ㌟学校の㛗ࡽ㏦ࡉ

ࠋ࠺⾜ࢆ㸪入学⪅の㑅ᢤ࡚ࡋ㈨ᩱࢆ᭩㢮等࡞のᚲせࡑㄪᰝ᭩ࡓࢀ

２ 校㛗ࡣ㸪๓㡯つᐃࡿࡍ入学⪅の㑅ᢤ᪉ἲࡿࡼ㸪入学ᐃဨの୍㒊࡚࠸ࡘ㸪

ฟ㌟学校の㛗の᥎⸀ᇶ࡙き㸪学ຊ᳨ᰝࢆච㝖ࡋ㸪ᙜヱฟ㌟学校の㛗ࡽ㏦ࢀࡉ

ࠋ࠺⾜ࢆ㸪入学⪅の㑅ᢤ࡚ࡋ㈨ᩱ࡞ࢆㄪᰝ᭩ࡓ

㸱 校㛗ࡣ㸪๓２㡯ࡾࡼ㑅ᢤࡓࡋ⪅࡛㸪➨㸱㸵᮲つᐃࡿࡍ入学ᩱࢆ⣡ࡓࡋ⪅ཬ

ࠋࡿࡍチྍࢆ㸪入学࡚ࡋ対⪅ࡓࢀࡉ⌮ཷࢆᚩ⊰ணの⏦ㄳ᭩ࡣ入学ᩱච㝖ཪࡧ

４ 入学⪅の㑅ᢤ㛵ࡋᚲせ࡞㡯ࡣ㸪ูᐃࠋࡿࡵ

（⦅入学）

➨２２᮲ ➨１学年の㏵୰㸪ཪ２➨ࡣ学年௨ୖ入学ࢆᕼᮃࡿ࠶ࡀ⪅ࡿࡍきࡣ㸪校

㛗ࡣ㸪ࡑの⪅ࡀ┦ᙜ年㱋㐩ࡋ㸪ᙜヱ学年ᅾ学ྠ⪅ࡿࡍ等௨ୖの学ຊࡿ࠶ࡀ

ㄆࡓࢀࡽࡵሙྜ㝈ࡾ㸪๓᮲のつᐃ࡚ࡌ‽┦ᙜ学年入学ࢆチྍࠋࡿ࠶ࡀࡇࡿࡍ

２ ๓㡯㛵ࡋᚲせ࡞㡯ࡣ㸪ูᐃࠋࡿࡵ

（㌿入学）
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➨２㸱᮲ の高等専門学校ࡽ㌿学ࢆᕼᮃࡿ࠶ࡀ⪅ࡿࡍきࡣ㸪校㛗ࡣ㸪教育ୖᨭ

㞀࠸࡞ࡀሙྜࡣ㸪㌿学ࢆチྍࠋࡿ࠶ࡀࡇࡿࡍ

２ ๓㡯㛵ࡋᚲせ࡞㡯ࡣ㸪ูᐃࠋࡿࡵ

（入学手⥆）

➨２４᮲ 入学ࢆチྍࡣ⪅ࡓࢀࡉ㸪ᡤᐃのᮇ᪥࡛ࡲᅾ学୰のಖドே㐃⨫ࡓࡋㄋ⣙

᭩ཬࡧ校㛗ࡀᐃࡓࡵ᭩㢮ࢆᥦฟࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋ

２ ๓㡯の手⥆ࢆ⤊ࡿ࠶ࡀ⪅࠸࡞ࡋきࡣ㸪校㛗ࡣ㸪ࡑの⪅の入学のチྍࡾྲྀࢆᾘ

ࠋࡿ࠶ࡀࡇࡍ

（㌿科）

➨２㸳᮲ ㌿科ࢆᕼᮃࡿ࠶ࡀ⪅ࡿࡍきࡣ㸪校㛗ࡣ㸪㐍⣭㑅⪃のୖ㸪㌿科ࢆチྍ

ࠋࡿ࠶ࡀࡇࡿࡍ

２ ㌿科㛵ࡋᚲせ࡞㡯ࡣ㸪ูᐃࠋࡿࡵ

（ఇ学）

➨２㸴᮲ 学生ࡣ㸪ࡑのࢆࡴࡸᚓ࠸࡞⏤ࡾࡼ㸪㸱月௨ୖ⥅⥆࡚ࡋ修学ࡍ

ࠋࡿき࡛ࡀࡇࡿࡍ㸪ఇ学࡚ࡅཷࢆ㸪校㛗のチྍࡣき࠸࡞き࡛ࡀࡇࡿ

（ఇ学ᮇ㛫）

➨２㸵᮲ ఇ学のᮇ㛫ࡣ㸪１年௨ෆࡋࡔࡓࠋࡿࡍ㸪≉ูの⌮⏤ࡿ࠶ࡀሙྜࡣ㸪᭦

１年ࢆ㝈度࡚ࡋఇ学ᮇ㛫のᘏ㛗ࢆㄆ࡛ࡀࡇࡿࡵきࠋࡿ

２ ఇ学ᮇ㛫ࡣ㸪㏻⟬࡚ࡋ㸱年ࢆ㉸࡛ࡀࡇࡿ࠼きࠋ࠸࡞

㸱 ఇ学ᮇ㛫ࡣ修ᴗ年㝈⟬入ࠋ࠸࡞ࡋ

（学）

➨２８᮲ ఇ学ࡣ⪅ࡓࡋ㸪ఇ学の⏤ࡓࡗ࡞ࡃ࡞ࡀきࡣ㸪校㛗のチྍ࡚ࡅཷࢆ㸪

学ࡶࡿࡍのࠋࡿࡍ

（ฟᖍṆ）

➨２㸷᮲ 学生ఏᰁࡑののࡿ࠶ࡀきࡣ㸪校㛗ࡣ㸪ฟᖍṆࢆࡇࡿࡎ

ࠋࡿ࠶ࡀ

（㏥学㸪入学）

➨㸱０᮲ 学生ࡣ㸪ࡑのࢆࡴࡸᚓ࠸࡞⏤ࡾࡼ㏥学ࡿࡍ࠺ࡼࡋきࡣ㸪校

㛗のチྍ࡚ࡅཷࢆ㸪㏥学࡛ࡀࡇࡿࡍきࠋࡿ

２ ๓㡯のつᐃࡾࡼ㏥学ࡓࡋ⪅࡛入学ࢆᕼᮃࡶࡿࡍのࡿ࠶ࡀきࡣ㸪校㛗ࡣ㸪㑅

⪃のୖ㸪┦ᙜ学年入学ࢆチྍࠋࡿ࠶ࡀࡇࡿࡍ

（ᅾ学年㝈）

➨㸱１᮲ ḟのྛྕのࢀࡎ࠸ヱᙜࡣ࡚࠸ࡘ⪅ࡿࡍ㸪௨ᚋのᅾ学ࢆㄆࠋ࠸࡞ࡵ

(1) ２年㛫引き⥆き㐍⣭࡛きࡋࡔࡓࠋ⪅࠸࡞㸪ఇ学ࢆ⪅ࡿࡼ㝖ࠋࡃ

(2) ఇ学ᮇ㛫ࢆ㝖き㸪ᅾ学年ᩘ８ࡀ年ࢆ㉸ࡿ࠼⪅

（の学校の入学等）

➨㸱２᮲ の学校入学㸪㌿学ཪࡣ⦅入学ࢆᚿᮃࡣ⪅ࡿࡍ࠺ࡼࡋ㸪校㛗のチྍࢆ

ࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡅཷ

（␃学）

➨㸱㸱᮲ 校㛗ࡣ㸪教育ୖ᭷┈ㄆࡿࡵきࡣ㸪学生ࡀእᅜの高等学校ཪࡣ学␃

学ࢆࡇࡿࡍチྍ࡛ࡀࡇࡿࡍきࠋࡿ

２ 校㛗ࡣ㸪๓㡯のつᐃࡾࡼ␃学ࢆࡇࡿࡍチྍࡓࢀࡉ学生࡚࠸ࡘ㸪እᅜの高等

学校ཪࡣ学ࡿࡅ࠾履修ࢆ本校ࡿࡅ࠾履修ࡋ࡞ࡳ㸪㸱０༢ࢆ㉸࠸࡞࠼⠊ᅖ

࡛༢の修ᚓࢆㄆᐃ࡛ࡀࡇࡿࡍきࠋࡿ

㸱 校㛗ࡣ㸪๓㡯のつᐃࡾࡼ༢の修ᚓࢆㄆᐃࡓࢀࡉ学生࡚࠸ࡘ㸪学年の㏵୰

ࠋࡿき࡛ࡀࡇࡿࡵㄆࢆ༞ᴗࡣ㸪ྛ学年のㄢ⛬の修ཪࡶ࡚࠸࠾

４ ๓㸱㡯㛵ࡋᚲせ࡞㡯ࡣ㸪ูᐃࠋࡿࡵ
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（༞ᴗ）

➨㸱４᮲ 学年のㄢ⛬ࢆ修ࡣ⪅ࡓࡋ㸪校㛗ࡣ㸪ᡤᐃの༞ᴗド᭩ࢆᤵࠋࡿࡍ

２ ༞ᴗࡣࡵࡓࡿࡍࢆ㸪ูᐃࡿࡵ༢ᩘࢆ修ᚓࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋ

（⛠ྕ）

➨㸱㸳᮲ ༞ᴗࡣ⪅ࡓࡋ㸪‽学ኈ࡛ࡀࡇࡿࡍ⛠きࠋࡿ

➨㸴❶ ᳨ᐃᩱ㸪入学ᩱ㸪ᤵᴗᩱཬࡧᐤᐟᩱ

（᳨ᐃᩱ）

➨㸱㸴᮲ 入学ࢆᚿᮃࡣ⪅ࡿࡍ㸪㢪᭩ᥦฟྠ㸪⊂❧⾜ᨻἲேᅜ❧高等専門学校

ᶵᵓࡿࡅ࠾ᤵᴗᩱࡑのの㈝⏝㛵ࡿࡍつ๎（ᖹᡂ１㸴年⊂❧⾜ᨻἲேᅜ❧高等

専門学校ᶵᵓつ๎➨㸱㸳ྕࠋ௨ୗ「つ๎」（ࠋ࠺࠸ᐃࡿࡵ㢠の᳨ᐃᩱࢆ⣡࡞ࡋ

ࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ

（入学ᩱ）

➨㸱㸵᮲ 入学ᩱの㢠ࡣ㸪つ๎ᐃࡿࡵ㢠ࠋࡿࡍ

２ 入学ᩱࡣ㸪ᡤᐃのᮇ᪥࡛ࡲ⣡ࡶࡿࡍのࠋࡿࡍ

（ᤵᴗᩱ）

➨㸱８᮲ 学生ࡣ㸪つ๎ᐃࡿࡵ㢠のᤵᴗᩱࢆ๓ᮇཬࡧᚋᮇの２ᮇ༊ศ࡚ࡋ⣡ࡍ

㢠ࡿࡍᙜ┦㸪年㢠の２ศの１ࡣ㢠ࡿࡍ⣡࡚࠸࠾のᮇࢀࡒࢀࡑ㸪ࡋのࡶࡿ

ࠋࡿࡍ

２ ๓㡯のᤵᴗᩱࡣ㸪๓ᮇ４ࡣ࡚ࡗ࠶月ᮎ᪥࡛ࡲ㸪ᚋᮇ１０ࡣ࡚ࡗ࠶月ᮎ᪥ࡲ

ࠋࡿࡍのࡶࡿࡍ⣡࡛

㸱 ๓２㡯のつᐃࡎࡽࢃ㸪๓ᮇಀࡿᤵᴗᩱࢆ⣡ࡿࡍき㸪ᙜヱ年度のᚋ

ᮇಀࡿᤵᴗᩱ࡚ࡏేࢆ⣡࡛ࡀࡇࡿࡍきࠋࡿ

４ 入学年度の๓ᮇཪࡣ๓ᮇཬࡧᚋᮇಀࡿᤵᴗᩱࡣ࡚࠸ࡘ㸪➨１㡯ཬ２➨ࡧ㡯の

つᐃࡎࡽࢃ㸪入学ࢆチྍࡓࢀࡉき⣡࡛ࡀࡇࡿࡍきࠋࡿ

➨㸱㸷᮲ 学年の୰㏵࡚࠸࠾入学ࡀ⪅ࡓࡋ㸪๓ᮇཪࡣᚋᮇ࡚࠸࠾⣡ࡿࡍᤵᴗᩱ

の㢠ࡣ㸪ᤵᴗᩱの年㢠の１２ศの１┦ᙜࡿࡍ㢠入学の᪥のᒓࡿࡍ月ࡽḟの⣡

のᮇ๓࡛ࡲの月ᩘࢆ࡚ࡌᚓࡓ㢠ࡋ㸪入学の᪥のᒓࡿࡍ月のᮎ᪥࡛ࡲ⣡

ࠋࡿࡍのࡶࡿࡍ

➨４０᮲ 学年の୰㏵࡛㏥学ࡣ⪅ࡿࡍ㸪㏥学ࡿࡍ᪥のᒓࡿࡍᮇࡀ๓ᮇ࡛ࡿ࠶きࡣ

ᤵᴗᩱの年㢠の２ศの１┦ᙜࡿࡍ㢠のᤵᴗᩱࢆ㸪㏥学ࡿࡍ᪥のᒓࡿࡍᮇࡀᚋᮇ

ࡍのࡶࡿࡍ⣡ࢀࡒࢀࡑ㸪ࢆ㢠のᤵᴗᩱࡿࡍᙜ┦㸪ᤵᴗᩱの年㢠ࡣきࡿ࠶࡛

ࠋࡿ

（ᐤᐟᩱ）

➨４１᮲ 学ᑅ入ᑅࡿ࠸࡚ࡋ学生ࡣ㸪入ᑅࡓࡋ᪥のᒓࡿࡍ月ࡽ㏥ᑅࡿࡍ᪥のᒓࡍ

ࠋࡿࡍのࡶࡿࡍ⣡ࢆ㢠のᐤᐟᩱࡿࡵᐃの㛫㸪つ๎࡛ࡲ月ࡿ

２ ๓㡯のつᐃࡎࡽࢃ㸪学生（ಖㆤ⪅ࠋࡴྵࢆ）の⏦ࡋฟཪࡣᢎㅙࡓࡗ࠶ࡀき

ಀᢎㅙࡣฟཪࡋ⏦のࡑᐤᐟᩱの㢠の⥲㢠の⠊ᅖෆ࡛㸪ࡿࡍᚩ㸪ᙜヱ年度ෆࡣ

ࠋࡿࡍのࡶࡿき࡛ࡀࡇࡿࡍの㝿ᚩࡑ㸪ࢆ㢠ࡿ

（入学ᩱ㸪ᤵᴗᩱཪࡣᐤᐟᩱのච㝖ཬࡧᚩ⊰ண）

➨４２᮲ 入学๓１年௨ෆ࡚࠸࠾㸪入学ࡿࡍ⪅の学㈨ࢆ࡚ࡋ㈇ᢸࡿ࠸࡚ࡋ⪅（௨

ୗ「学㈨㈇ᢸ⪅」ࡀ（ࠋ࠺࠸Ṛஸࡋ㸪ཪࡣ入学ࡿࡍ⪅ⱝࡣࡃࡋ学㈨㈇ᢸ⪅ࡀ㢼Ỉᐖ

等の⅏ᐖࡇࡓࡅཷࢆ等ࡾࡼ㸪入学ᩱの⣡ࡀⴭࡃࡋᅔ㞴࡛ࡿ࠶ㄆࡿࢀࡽࡵሙ

ࠋࡿ࠶ࡀࡇࡿࡍච㝖ࢆ㢠༙ࡣ㸪入学ᩱの㢠ཪࡣྜ

２ ⤒῭ⓗ⌮⏤ࡾࡼ⣡ᮇ㝈࡛ࡲ入学ᩱの⣡ࡀᅔ㞴࡛ࡾ࠶㸪ࡘ㸪学ᴗඃ⚽

ㄆࡿࢀࡽࡵሙྜ㸪ཪࡣ入学๓１年௨ෆ࡚࠸࠾㸪学㈨㈇ᢸ⪅ࡀṚஸࡋ㸪ⱝࡣࡃࡋ入

学ࡿࡍ⪅ཪࡣ学㈨㈇ᢸ⪅ࡀ㢼Ỉᐖ等の⅏ᐖࡇࡓࡅཷࢆ等ࡾࡼ㸪⣡ᮇ㝈࡛ࡲ
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入学ᩱの⣡ࡀᅔ㞴࡛ࡿ࠶ㄆࡿࢀࡽࡵሙྜࡣ㸪入学ᩱのᚩࢆ⊰ணࡀࡇࡿࡍ

ࠋࡿ࠶

㸱 ⤒῭ⓗ⌮⏤ࡾࡼᤵᴗᩱの⣡ࡀᅔ㞴࡛ࡾ࠶㸪ࡘ㸪学ᴗඃ⚽ㄆࡿࢀࡽࡵሙྜ㸪

ཪࡣఇ学㸪Ṛஸࡑのࢆࡴࡸᚓ࠸࡞ࡿ࠶ࡀㄆࡿࢀࡽࡵሙྜࡣ㸪ᤵᴗᩱの

㢠ཪ୍ࡣ㒊ࢆච㝖ࡋ㸪ཪࡑࡣのᚩࢆ⊰ணࠋࡿ࠶ࡀࡇࡿࡍ

４ Ṛஸⱝࡣࡃࡋ⾜᪉᫂のࡵࡓ㝖⡠ࡓࢀࡉሙྜཪࡣ㢼Ỉᐖ等の⅏ᐖࡇࡓࡅཷࢆ

ࡿࡍච㝖ࢆ㸪ᐤᐟᩱの㢠ࡣሙྜࡿࢀࡽࡵㄆࡿ࠶ᅔ㞴࡛ࡀ㸪ᐤᐟᩱの⣡ࡾࡼ

ࠋࡿ࠶ࡀࡇ

㸳 ๓ྛ㡯㛵ࡋᚲせ࡞㡯ࡣ㸪ูᐃࠋࡿࡵ

（᪤⣡の᳨ᐃᩱ等のྲྀᢅ࠸）

➨４㸱᮲ ᪤⣡の᳨ᐃᩱ㸪入学ᩱ㸪ᤵᴗᩱཬࡧᐤᐟᩱࡣ㸪ࢆࢀࡇ㏉㑏ࠋ࠸࡞ࡋ

２ ๓㡯のつᐃࡎࡽࢃ㸪๓ᮇศᤵᴗᩱのᚩの㝿㸪ᚋᮇศᤵᴗᩱ࡚ࡏేࢆ⣡

㸪ᚋᮇศのᤵᴗࡣሙྜࡓࡋ㏥学ࡣఇ学ཪ㸪ᚋᮇศᤵᴗᩱのᚩᮇ๓ࡀ⪅ࡓࡋ

ᩱ┦ᙜ㢠ࢆ㸪ཬࡧ入学ࢆチྍࡓࢀࡉきᤵᴗᩱࢆ⣡ࡀ⪅ࡓࡋ㸪㸱月㸱１᪥࡛ࡲ

ࠋࡿࡍ㏉㑏ࡾࡼの⪅の⏦ฟࡑ㸪ࢆ㸪᪤⣡のᤵᴗᩱ┦ᙜ㢠ࡣሙྜࡓࡋ㎡㏥ࢆ入学

➨㸵❶ እᅜே␃学生ཬࡧእᅜேཷク◊修ဨ

（እᅜே␃学生）

➨４４᮲ እᅜே࡛㸪本校の➨２学年ḟ௨ୖ⦅入学ࢆᚿ㢪ࡿ࠶ࡀ⪅ࡿࡍきࡣ㸪㑅

⪃のୖ㸪እᅜே␃学生࡚ࡋ入学ࢆチྍࠋࡿ࠶ࡀࡇࡿࡍ

➨４㸳᮲ እᅜே␃学生ࡣ㸪ᐃဨእ࡛ࡀࡇࡿࡍきࠋࡿ

➨４㸴᮲ እᅜே␃学生ࡣ㸪ูᐃࡶࡿࡵのの㸪本学๎ࠋࡿࡍ⏝‽ࢆ

（እᅜேཷク◊修ဨ）

➨４㸵᮲ 校㛗ࡣ㸪教育◊✲ᨭ㞀࠸࡞ࡀሙྜ㝈ࡾ㸪እᅜேཷク◊修ဨのཷ入ࢆࢀ

チྍࠋࡿ࠶ࡀࡇࡿࡍ

２ እᅜேཷク◊修ဨ㛵ࡋᚲせ࡞㡯ࡣ㸪ูᐃࠋࡿࡵ

➨８❶ ◊✲生㸪⫈ㅮ生㸪≉ู⫈ㅮ学生ཬࡧ科┠等履修生

（◊✲生）

➨４８᮲ 本校࡚࠸࠾㸪≉ᐃの専門㡯࡚࠸ࡘの◊✲ࢆᚿ㢪ࡿ࠶ࡀ⪅ࡿࡍきࡣ㸪

校㛗ࡣ㸪本校の教育◊✲ᨭ㞀࠸࡞ࡀሙྜ㝈ࡾ㸪㑅⪃のୖ㸪◊✲生࡚ࡋ入学ࢆ

チྍࠋࡿ࠶ࡀࡇࡿࡍ

２ ◊✲生㛵ࡋᚲせ࡞㡯ࡣ㸪ูᐃࠋࡿࡵ

（⫈ㅮ生）

➨４㸷᮲ 本校࡚࠸࠾㸪≉ᐃのᤵᴗ科┠࡚࠸ࡘの⫈ㅮࢆᚿ㢪ࡿ࠶ࡀ⪅ࡿࡍきࡣ㸪

校㛗ࡣ㸪本校の教育ᨭ㞀࠸࡞ࡀሙྜ㝈ࡾ㸪㑅⪃のୖ㸪⫈ㅮ生࡚ࡋ入学ࢆチྍ

ࠋࡿ࠶ࡀࡇࡿࡍ

２ ⫈ㅮ生㛵ࡋᚲせ࡞㡯ࡣ㸪ูᐃࠋࡿࡵ

（≉ู⫈ㅮ学生）

➨㸳０᮲ 学校㛫┦༢༠ᐃᇶ࡙࡚࠸㸪本校ࡀ㛤タࡿࡍᤵᴗ科┠のࡕ࠺㸪≉

ᐃの科┠࡚࠸ࡘ⫈ㅮࢆᚿ㢪ࡿ࠶ࡀ⪅ࡿࡍきࡣ㸪校㛗ࡣ㸪本校の教育ᨭ㞀࡞ࡀ

ࠋࡿ࠶ࡀࡇࡿࡍチྍࢆ入学࡚ࡋ㸪㑅⪃のୖ㸪≉ู⫈ㅮ学生ࡾ㝈ሙྜ࠸

２ ≉ู⫈ㅮ学生㛵ࡋᚲせ࡞㡯ࡣ㸪ูᐃࠋࡿࡵ

（科┠等履修生）

➨㸳１᮲ 本校࡚࠸࠾㸪≉ᐃのᤵᴗ科┠࡚࠸ࡘの履修ࢆᚿ㢪ࡿ࠶ࡀ⪅ࡿࡍきࡣ㸪

校㛗ࡣ㸪本校の教育ᨭ㞀࠸࡞ࡀሙྜ㝈ࡾ㸪㑅⪃のୖ㸪科┠等履修生࡚ࡋ入学

ࠋࡿ࠶ࡀࡇࡿࡍチྍࢆ
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２ 科┠等履修生ࡀ履修ࡓࡋ༢ࡣ㸪ุᐃのୖ㸪ࡑの科┠ࢆ修ᚓࡶࡓࡋの࡚ࡋㄆᐃ

ࠋࡿࡍ

㸱 科┠等履修生㛵ࡋᚲせ࡞㡯ࡣ㸪ูᐃࠋࡿࡵ

➨㸷❶ 学生‽๎ཬࡧ㈹⨩

（学生‽๎）

➨㸳２᮲ 学生ࡣ㸪ࡇの学๎ᐃࡶࡿࡵのの㸪ูᐃࡿࡵ学生‽๎ࢆ㑂Ᏺࡅ࡞ࡋ

ࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀ

（⾲ᙲ）

➨㸳㸱᮲ 学生࡚ࡋ⾲ᙲࡿࡍ್⾜Ⅽࡿ࠶ࡀきࡣ㸪⾲ᙲࠋࡿ࠶ࡀࡇࡿࡍ

（ᠬᡄ）

➨㸳４᮲ 校㛗ࡣ㸪教育ୖᚲせࡿ࠶ࡀきࡣ㸪学生㏥学㸪学㸪カ࿌ࡑののᠬ

ᡄࢆຍࡋࡔࡓࠋࡿ࠶ࡀࡇࡿ࠼㸪㏥学ࡣ㸪ḟのྛྕのࢀࡎ࠸ヱᙜ࠸ࡘ⪅ࡿࡍ

ࠋࡿࡍのࡶ࠺⾜࡚

(1) ᛶ⾜Ⰻ࡛ᨵၿのぢ㎸࠸࡞ࡀࡳㄆࡿࢀࡽࡵ⪅

(2) 学ຊຎ等࡛ᡂᴗのぢ㎸࠸࡞ࡀࡳㄆࡿࢀࡽࡵ⪅

(3) ṇᙜの⌮⏤࡚ࡃ࡞ࡀฟᖍᖖ࡛࠸࡞⪅

(4) 学校の⛛ᗎࢆࡋ㸪ࡑの学生࡚ࡋの本ศࡓࡋ⪅

（㝖⡠）

➨㸳㸳᮲ ḟのྛྕのࢀࡎ࠸ヱᙜࡣ⪅ࡿࡍ㸪校㛗ࢆࢀࡇࡀ㝖⡠ࠋࡿࡍ

(1) Ṛஸࡓࡋ⪅ཪࡣ㛗ᮇ㛫ࡾࡓࢃ⾜᪉᫂の⪅

(2) ➨２㸵᮲つᐃࡿࡍఇ学ᮇ㛫ࢆ㉸࠾࡞࡚࠼修学࡛き࠸࡞⪅

(3) ᤵᴗᩱの⣡ࢆᛰࡾ㸪╩ಁ࠾࡞ࡶ࡚ࡋ⣡࠸࡞ࡋ⪅

(4) ➨４２᮲➨１㡯つᐃࡿࡍ入学ᩱච㝖の⏦ㄳ᭩ࢀࡉ⌮ཷࢆ㸪ච㝖ࢆチྍࡉ

㢠のࡓࡗ࡞チྍ࡛ࡲ㸪ᡤᐃのᮇ᪥࡛⪅ࡓࢀࡉࢆ㢠ච㝖のチྍ༙ࡧཬ⪅ࡓࢀ

入学ᩱࢆ⣡࠸࡞ࡋ⪅

(5) ➨４２᮲➨２㡯つᐃࡿࡍ入学ᩱᚩ⊰ணの⏦ㄳ᭩ࢀࡉ⌮ཷࢆ㸪ᚩ⊰ணࢆチ

ྍཬࡧチྍࡓࢀࡉ⪅࡛㸪ᡤᐃのᮇ᪥࡛ࡲ入学ᩱࢆ⣡࠸࡞ࡋ⪅

➨１０❶ 専攻科

（タ⨨）

➨㸳㸴᮲ 本校㸪専攻科ࠋࡃ⨨ࢆ

（┠ⓗ）

➨㸳㸵᮲ 専攻科ࡣ㸪高等専門学校ࡿࡅ࠾教育のᇶ♏のୖ㸪⢭῝࡞⛬度࡚࠸࠾

工ᴗ㛵ࡿࡍ高度࡞専門ⓗ▱㆑ཬࡧᢏ⾡ࢆ教ᤵ◊✲ࡋ㸪࡚ࡗࡶᗈࡃ産ᴗのⓎᒎᐤ

ࡿࡍேᮦࢆ育ᡂࢆࡇࡿࡍ┠ⓗࠋࡿࡍ

（修ᴗ年㝈ཬࡧᅾ学ᮇ㛫）

➨㸳８᮲ 専攻科の修ᴗ年㝈ࡣ㸪２年ࡋࡔࡓࠋࡿࡍ㸪４年ࢆ㉸࡚࠼ᅾ学ࡣࡇࡿࡍ

࡛きࠋ࠸࡞

（専攻㸪入学ᐃဨཬࡧ教育ୖの┠ⓗ）

➨㸳㸷᮲ 専攻㸪入学ᐃဨཬࡧ教育ୖの┠ⓗࡣ㸪ḟのࠋࡿࡍࡾ࠾

専 攻 入学ᐃဨ 教育ୖの┠ⓗ

㟁Ꮚሗシステム工学専攻 ２４ே 㟁Ꮚሗシステム工学専攻ࡣ㸪㟁Ꮚሗᢏ⾡

ཬࡧ応⏝ᢏ⾡の高度࣭ グロ࣮ࣝࣂ対応

࣑ࣗࢥ⾡㸪㟁Ꮚሗ⣔の専門▱㆑࣭ᢏ࡚ࡋ

対ࡶ㸪」ྜ㡿ᇦࡅ㌟ࢆシࣙンຊ࣮ࢣࢽ
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応࡛きࡿᖜᗈ࠸ど㔝ᰂ㌾࡞㐀ຊࢆഛ࠼㸪

産ᴗのⓎᒎࡃᗈࡓࡗᣢࢆ⚄⢭࡞ࡘ

㈉⊩ࡋᅜ㝿ⓗࡶά㌍࡛きࡿᢏ⾡⪅の育ᡂ

ࠋࡿࡍⓗ┠ࢆ

生産システム工学専攻 ２４ே 生産システム工学専攻ࡣ㸪‽学ኈㄢ⛬ࡅ࠾

ン⣔࣭生≀ࢨࢹᶵᲔ▱⬟⣔࣭ᘓ⠏♫ࡿ

学⣔のఱࢀの」ྜᆺ専門ࢆᇶ♏࡚ࡋ㸪ࣔ

ࡋᒎ㛤ࢆࢀࡇࡋンࢨࢹࢆ┙のᇶࡾࡃ࡙ࣀ

࡚㸪ᅜ㝿ⓗ࡞どⅬ࣮࣋ࣀࡓࡗ❧シࣙン

ᡂࢆᢸࡇ࠺の࡛きࡿ高度࡞㛤Ⓨᢏ⾡⪅ཬ

ᢏ⾡⪅の育ࡿ㈉⊩࡛きᆅᇦ産ᴗのⓎᒎࡧ

ᡂࢆ┠ⓗࠋࡿࡍ

ィ ４８ே

（教育ㄢ⛬）

➨㸴０᮲ 専攻科のᤵᴗ科┠ཬࡑࡧの༢ᩘࡣ㸪ู⾲➨㸱のࠋࡿࡍࡾ࠾

２ 履修᪉ἲ等ࡣ࡚࠸ࡘ㸪ูᐃࠋࡿࡵ

（入学㈨᱁）

➨㸴１᮲ 専攻科入学࡛きࡣ⪅ࡿ㸪ḟのྛྕのࢀࡎ࠸ヱᙜࠋࡿࡍ⪅ࡿࡍ

(1) 高等専門学校ࢆ༞ᴗࡓࡋ⪅

(2) ▷ᮇ学ࢆ༞ᴗࡓࡋ⪅

(3) 専修学校の専門ㄢ⛬ࢆ修ࡓࡋ⪅のࡕ࠺学校教育ἲ➨１㸱２᮲のつᐃࡾࡼ

学⦅入学࡛ࡀࡇࡿࡍきࡶࡿの

(4) እᅜ࡚࠸࠾学校教育１４ࡿࡅ࠾年のㄢ⛬ࢆ修ࡓࡋ⪅

(5) እᅜの学校࠺⾜ࡀ㏻ಙ教育ࡿࡅ࠾ᤵᴗ科┠ࢆᡃࡀᅜ࡚࠸࠾履修ࡇࡿࡍ

⪅ࡓࡋ修ࢆ⛬１４年のㄢࡿࡅ࠾ᙜヱእᅜの学校教育ࡾࡼ

(6) ᡃࡀᅜ࡚࠸࠾㸪እᅜの▷ᮇ学のㄢ⛬（ࡑの修⪅ࡀᙜヱእᅜの学校教育

ᙜヱ࡚ࡋのࡶࡿࡍ᭷ࢆ（ࠋࡿ㝈のࡶࡿࢀࡉࡓࡋ修ࢆ⛬１４年のㄢࡿࡅ࠾

እᅜの学校教育ไ度࡚࠸࠾⨨ࡓࢀࡽࡅ教育タ࡛࡚ࡗ࠶㸪ᩥ㒊科学⮧ࡀ

⪅ࡓࡋ修ࢆ⛬ののᙜヱㄢࡶࡿࡍᣦᐃู

⪅ࡓࡵㄆࡿ࠶ࡀ等௨ୖの学ຊྠ⪅ࡓࡋ༞ᴗࢆ高等専門学校ࡀの本校ࡑ (7)

（入学⪅の㑅ᢤཬࡧ入学のチྍ）

➨㸴２᮲ 校㛗ࡣ㸪専攻科の入学ᚿ㢪⪅࡚࠸ࡘ㸪ู 㑅ᢤのୖ㸪ࡾࡼࢁࡇࡿࡵᐃ

入学ࢆチྍࠋࡿࡍ

（ఇ学のᮇ㛫）

➨㸴㸱᮲ 専攻科学生のఇ学ᮇ㛫ࡣ㸪㏻⟬２࡚ࡋ年ࢆ㉸࡛ࡀࡇࡿ࠼きࠋ࠸࡞

２ ఇ学のᮇ㛫ࡣ㸪➨㸳８᮲ᐃࡿࡵ修ᴗ年㝈ཬࡧᅾ学ᮇ㛫⟬入ࠋ࠸࡞ࡋ

（ホ౯ཬࡧ修）

➨㸴４᮲ ༢のㄆᐃࡣ㸪ᐃᮇヨ㦂ཬࡧᖹ⣲のᡂ⦼ࢆホ౯ࡶ࠺⾜࡚ࡋのࠋࡿࡍ

２ ᡂ⦼のホ౯㛵ࡋᚲせ࡞㡯ࡣ㸪ูᐃࠋࡿࡵ

㸱 専攻科２年௨ୖᅾ学ࡋ㸪ูᐃࡿࡵ修せ௳ࡣ࡚࠸ࡘ⪅ࡓࡋࡓ‶ࢆ㸪専攻科

の修ࢆㄆᐃࠋࡿࡍ

４ 校㛗ࡣ㸪修ࢆㄆᐃ⪅ࡓࡋ対ࡋ㸪ᡤᐃの修ド᭩ࢆᤵࠋࡿࡍ

（‽⏝つᐃ）

➨㸴㸳᮲ 専攻科学生ࡣ࡚࠸ࡘ㸪➨㸱᮲ࡽ➨㸴᮲࡛ࡲ㸪➨１㸱᮲㸪➨１㸴᮲➨１

㡯㸪➨２㸱᮲㸪➨２４᮲㸪➨２㸴᮲㸪➨２８᮲ࡽ➨㸱０᮲࡛ࡲ㸪➨㸱㸱᮲➨１㡯

ཬ４➨ࡧ㡯㸪➨㸱㸴᮲４➨ࡽ㸱᮲࡛ࡲ㸪୪４８➨ࡧ᮲ࡽ➨㸳㸳᮲࡛ࡲのつᐃ



− 19−

「学ࡣእᅜの高等学校ཪ」㸪➨㸱㸱᮲➨１㡯୰࡚࠸࠾のሙྜࡇࠋࡿࡍ⏝‽ࢆ

「㸴㸱᮲➨」ࡣのࡿ࠶㸪➨㸳㸳᮲➨２ྕ୰「➨２㸵᮲」「እᅜの学」ࡣのࡿ࠶

ࠋࡿࡍのࡶࡿ࠼᭰ࡳㄞ

（のࡑ）

➨㸴㸴᮲ 本❶ᐃࡶࡿࡵのの㸪専攻科㛵ࡋᚲせ࡞㡯ࡣ㸪ูᐃࠋࡿࡵ

➨１１❶ 学ᑅ

（学ᑅ）

➨㸴㸵᮲ 本校学ᑅࢆタ⨨ࠋࡿࡍ

２ 本校の学生࡛㸪入ᑅࢆᕼᮃࡣ⪅ࡿࡍ㸪㑅⪃のୖ入ᑅࢆチྍࠋࡿࡍ

㸱 学ᑅの㐠Ⴀ㛵ࡋᚲせ࡞㡯ࡣ㸪ูᐃࠋࡿࡵ

➨１２❶ බ㛤ㅮᗙ

（බ㛤ㅮᗙ）

➨㸴８᮲ 本校බ㛤ㅮᗙࢆ㛤タࠋࡿ࠶ࡀࡇࡿࡍ

２ බ㛤ㅮᗙ㛵ࡋᚲせ࡞㡯ࡣ㸪ูᐃࠋࡿࡵ

㝃 ๎

１ ࠋࡿࡍ⾜ࡽ㸪ᖹᡂ２１年１０月１᪥ࡣの学๎ࡇ

２ ⊂❧⾜ᨻἲேಀࡿᨵ㠉ࢆ᥎㐍ࡵࡓࡿࡍのᩥ㒊科学┬㛵ಀἲᚊのᩚഛ等㛵ࡿࡍ

ἲᚊ（ᖹᡂ２１年ἲᚊ➨１８ྕ）㝃๎➨１０᮲のつᐃᇶ࡙き㸪ᖹᡂ２１年㸷月㸱

０᪥ྠἲࡿࡼᨵṇ๓の⊂❧⾜ᨻἲேᅜ❧高等専門学校ᶵᵓἲ（ᖹᡂ１㸳年ἲᚊ

➨１１㸱ྕ）ู⾲つᐃࡿࡍ熊本㟁Ἴ工ᴗ高等専門学校ཬࡧ八代工ᴗ高等専門学校

ᙜヱ高等専門学校の専攻科ࡣཪࡵࡓࡿࡍ༞ᴗࢆ㸪ᙜヱ高等専門学校ࡣ⪅ࡿࡍᅾ学

のㄢ⛬ࢆ修ࡵࡓࡿࡍᚲせ࡛ࡓࡗ࠶教育ㄢ⛬の履修ࢆ㸪本校ࡶ࠺⾜࡚࠸࠾の

ࠋࡿࡍのࡶ࠺⾜ࢆ教育࡞ᚲせࡵࡓのࡑ㸪ࡣ㸪本校ࡋ

㸱 ๓㡯のሙྜ࡚࠸࠾㸪≉ᐃࡿࡵሙྜࢆ㝖き㸪ࢀࡒࢀࡑ熊本㟁Ἴ工ᴗ高等専門学

校ཪࡣ八代工ᴗ高等専門学校の学๎ࡑののつ๎等ࢆ㐺⏝ࠋࡿࡍ

４ ➨８᮲➨１㡯ཬࡧ➨㸳㸷᮲のつᐃࡎࡽࢃ㸪➨２㡯つᐃࡿࡍ教育ࡓ࠺⾜ࢆ

ࠋࡃ⨨ࢆ専攻科の専攻ࡧḟの学科ཬ㸪本校ࡵ

(1) ሗ㏻ಙ工学科

(2) 㟁Ꮚ工学科

(3) 㟁Ꮚไᚚ工学科

(4) ሗ工学科

(5) ᶵᲔ㟁Ẽ工学科

(6) ሗ㟁Ꮚ工学科

(7) ᅵᮌᘓ⠏工学科

(8) 生≀工学科

(9) 専攻科㟁Ꮚሗシステム工学専攻

(10) 専攻科ไᚚሗシステム工学専攻

(11) 専攻科生産ሗ工学専攻

(12) 専攻科⎔ቃᘓタ工学専攻

(13) 専攻科生≀工学専攻

㸳 ๓㡯ྛྕつᐃࡿࡍ学科ཪࡣ専攻ࡣ㸪ᙜヱ学科ཪࡣ専攻ᅾ学ࡀ⪅ࡿࡍᙜヱ学科

ཪࡣ専攻ᅾ学ࡿ࡞ࡃ࡞ࡋ᪥࡚࠸࠾ᗫṆࡶࡿࡍのࠋࡿࡍ

㝃 ๎
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ࠋࡿࡍ⾜ࡽ㸪ᖹᡂ２㸱年４月１᪥ࡣの学๎ࡇ

㝃 ๎

ࠋࡿࡍ⾜ࡽ㸪ᖹᡂ２㸱年㸴月２㸱᪥ࡣの学๎ࡇ

㝃 ๎

ࠋࡿࡍ⾜ࡽ㸪ᖹᡂ２４年４月１᪥ࡣの学๎ࡇ

㝃 ๎

１ ࡍ⏝㐺ࡽ㸪ᖹᡂ２４年４月１᪥ࡋ⾜ࡽ㸪ᖹᡂ２４年１０月１᪥ࡣの学๎ࡇ

ࠋࡿ

２ ᖹᡂ２㸱年度௨๓生産システム工学専攻入学⪅ࡓࡋಀࡿᤵᴗ科┠ཬࡑࡧの

༢ᩘࡣ㸪ᨵṇᚋのู⾲➨㸱のつᐃࡎࡽࢃ㸪࠾࡞ᚑ๓のࠋࡿࡼ

㝃 ๎

ࠋࡿࡍ⾜ࡽ㸪ᖹᡂ２㸳年４月１᪥ࡣの学๎ࡇ

㝃 ๎

ࠋࡿࡍ⾜ࡽ㸪ᖹᡂ２㸴年４月１᪥ࡣの学๎ࡇ

㝃 ๎

ࠋࡿࡍ⾜ࡽ㸪ᖹᡂ２㸴年４月１᪥ࡣの学๎ࡇ

㝃 ๎

ࠋࡿࡍ⾜ࡽ㸪ᖹᡂ２㸵年４月１᪥ࡣの学๎ࡇ

㝃 ๎

ࠋࡿࡍ⾜ࡽ㸪ᖹᡂ２㸵年４月１᪥ࡣの学๎ࡇ

㝃 ๎

１ ࠋࡿࡍ⾜ࡽ㸪ᖹᡂ２８年４月１᪥ࡣの学๎ࡇ

２ ᖹᡂ２㸵年度௨๓入学ࡓࡋ⪅（専攻科ࢆ㝖ࠋࡃ）ಀࡿᤵᴗ科┠ཬࡑࡧの༢ᩘ

ࡔࡓࠋࡿࡼᚑ๓の࠾࡞㸪ࡎࡽࢃ㸪ᨵṇᚋのู⾲➨１㸪ู⾲➨２のつᐃࡣ

ࠋࡿࡍ⏝㐺ࢆ㸪ᨵṇᚋのつᐃࡣ࡚࠸ࡘ㸪≉ู㑅ᢥ科┠「ᅜ㝿࣭␗ᩥ⌮ゎ」ࡋ

㝃 ๎

ࠋࡿࡍ⾜ࡽ㸪ᖹᡂ２８年㸵月１᪥ࡣの学๎ࡇ

㝃 ๎

ࠋࡿࡍ⾜ࡽ㸪ᖹᡂ２㸷年４月１᪥ࡣの学๎ࡇ

㝃 ๎

ࠋࡿࡍ⾜ࡽ㸪ᖹᡂ２㸷年４月１᪥ࡣの学๎ࡇ

㝃 ๎

ࠋࡿࡍ⾜ࡽ㸪ᖹᡂ㸱０年４月１᪥ࡣの学๎ࡇ

ู⾲➨１

ู⾲➨２

ู⾲➨㸱
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別表➨䠏

㟁Ꮚሗ䝅䝇䝔䝮ᕤᏛᑓᨷ 䠄ᖹᡂ㻞6ᖺᗘ௨㝆ධᏛ⪅⏝䠅

๓ᮇ ᚋᮇ ๓ᮇ ᚋᮇ

㉳ᴗ䛸♫ ㅮ⩏ 㻞 㻞 㻞

㐀ᛶᕤᏛ ㅮ⩏ 㻞 㻞 㻞

䝠䝳䞊䝬䞁䜲䞁䝍䞊䝣䜵䞊䝇ᢏ⾡ ㅮ⩏ 㻞 㻞 㻞

ឤᛶሗᕤᏛ ㅮ⩏ 㻞 㻞 㻞

ᢏ⾡⪅⌮ ㅮ⩏ 㻞 㻞 㻞

䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁ⱥㄒ ㅮ⩏ 㻞 㻞 㻞

ᢏ⾡ⱥㄒ ₇⩦ 㻞 㻞 䚷

ᢏ⾡表⌧特ㄽ ₇⩦ 㻞 㻞 䚷

ᡂᢏ⾡䝕䝄䜲䞁ᐇ⩦ ᐇ⩦ 㻞 㻞

䝅䝇䝔䝮ᕤᏛ特別研究䊠 ᐇ㦂 㻞 㻞 㻞

䝅䝇䝔䝮ᕤᏛ特別研究Ⅱ ᐇ㦂 8 8 䚷

㻞㻤 㻞㻤 10 6 㻝㻞 0

䝕䜱䝆䝍䝹ಙྕฎ⌮ᕤᏛ ㅮ⩏ 㻞 㻞

≀⌮ᩘᏛ ㅮ⩏ 㻞 㻞

ᩘ್ィ⟬ㄽ ㅮ⩏ 㻞 㻞

㞳ᩓᩘᏛ ㅮ⩏ 㻞 㻞 䚷

ᛂ⏝≀⌮⛉Ꮫ ㅮ⩏ 㻞 㻞

ᮦᩱᕤᏛ ㅮ⩏ 㻞 㻞

ィ 䛸ไᚚ ㅮ⩏ 㻞 㻞

䝬䝹䝏䝯䝕䜱䜰ᕤᏛ ㅮ⩏ 㻞 㻞 䚷

䝕䜱䝆䝍䝹㟁Ꮚᅇ㊰Ꮫ ㅮ⩏ 㻞 㻞

ሗᕤᏛᇶ♏ㄽ ㅮ⩏ 㻞 㻞

⏬ീሗฎ⌮ᕤᏛ ㅮ⩏ 㻞 㻞

ᅇ㊰䝅䝇䝔䝮Ꮫ ㅮ⩏ 㻞 㻞

ᛂ⏝㟁☢ẼᏛ ㅮ⩏ 㻞 㻞

䝕䜱䝆䝍䝹㏻ಙ䝅䝇䝔䝮ᕤᏛ ㅮ⩏ 㻞 㻞

ගሗฎ⌮ᕤᏛ ㅮ⩏ 㻞 㻞

㏻ಙ➢ྕ⌮ㄽ ㅮ⩏ 㻞 㻞

㟁Ꮚ≀ᛶㄽ ㅮ⩏ 㻞 㻞

㟁Ꮚ䝕䝞䜲䝇ᕤᏛ ㅮ⩏ 㻞 㻞

㞟✚ᅇ㊰ᕤᏛ ㅮ⩏ 㻞 㻞

表㠃㟁ᏊᕤᏛ ㅮ⩏ 㻞 㻞

Ἴᙧఏ㏦ᕤᏛ ㅮ⩏ 㻞 㻞

㟁☢Ἴィ ᕤᏛ ㅮ⩏ 㻞 㻞

䝛䝑䝖䝽䞊䜽ᕤᏛ特ㄽ ㅮ⩏ 㻞 㻞

ሗฎ⌮ᅇ㊰ ㅮ⩏ 㻞 㻞

䝅䝭䝳䝺䞊䝅䝵䞁ᕤᏛ ㅮ⩏ 㻞 㻞

䝅䝇䝔䝮ไᚚ⌮ㄽ ㅮ⩏ 㻞 㻞

䝻䝪䝑䝖ᕤᏛ特ㄽ ㅮ⩏ 㻞 㻞

▱ⓗไᚚ䝅䝇䝔䝮ㄽ ㅮ⩏ 㻞 㻞

ᩘ⌮䞉㻻㻾ᕤᏛ ㅮ⩏ 㻞 㻞

䝣䜯䝆䜲ᕤᏛ特ㄽ ㅮ⩏ 㻞 㻞

䜰䝹䝂䝸䝈䝮ᕤᏛ ㅮ⩏ 㻞 㻞

⏬ീᕤᏛ⥲ㄽ ㅮ⩏ 㻞 㻞

䝋䝣䝖䜴䜵䜰タィᕤᏛ ㅮ⩏ 㻞 㻞

ே㛫⏕యᕤᏛ ㅮ⩏ 㻞 㻞

㡢㡪䝅䝇䝔䝮ᕤᏛ ㅮ⩏ 㻞 㻞

䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥ᐇ⩦䠍 ᐇ⩦ 1

䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥ᐇ⩦䠎 ᐇ⩦ 㻞

䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥ᐇ⩦䠏 ᐇ⩦ 3

䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥ᐇ⩦䠐 ᐇ⩦ 4

䝥䝻䝆䜵䜽䝖ᐇ⩦ ᐇ⩦ 㻞

研究ᢏ⾡䜲䞁䝍䞊䞁 ᐇ⩦ 1

特別䝉䝭䝘呎 特別ᐇ⩦䝉䝭䝘䞊
ㅮ⩏䞉
₇⩦

䠍䡚䠎

㻤㻠䡚㻤㻡

107

䠒䠎༢௨ୖ

༊ศ㻝 ༊ศ㻞 ᤵ䚷䚷ᴗ䚷䚷⛉䚷䚷┠ ✀別 ༢ᩘ
ಟᚓ

༢ᩘ

Ꮫᖺ別㓄ᙜ

䠍ᖺḟ 䠎ᖺḟ

ᚲ
ಟ
⛉
┠

⥲
ྜ
ᇶ
┙

䝁䝭䝳䝙
䜿䞊䝅䝵

䞁
㻞

㻞

ᐇ
㦂
研
究

㻞

8

㻌ᑠィ

㑅
ᢥ
⛉
┠

ᑓ
㛛
ᇶ
┙

14
༢
௨ୖ

㟁
Ꮚ
㏻
ಙ
⣔

䠎䠌
༢
௨ୖ


ሗ
ไ
ᚚ
⣔

ඹ
ྠ
ᩍ
⫱

1

䛔䛪䜜䛛୍⛉
┠䜢ಟᚓ

㻞

3

4

㻞

1

䠍䡚䠎

㛤タ༢ᑠィ 㻤㻠䡚㻤㻡

㛤タ༢ྜィ 103䡚㻝07

ಟᚓ༢ྜィ
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別表➨䠏

⏕⏘䝅䝇䝔䝮ᕤᏛᑓᨷ
䠄ᖹᡂ㻞㻥ᖺᗘ௨㝆ධᏛ⪅⏝䠅

๓ᮇ ᚋᮇ ๓ᮇ ᚋᮇ
㒓ᅵ䛾ᩥᏛ䛸ே㛫 ㅮ⩏ 㻞 㻞 㻞
ᢏ⾡⌮ ㅮ⩏ 㻞 㻞 㻞
ᡂᐇ㊶ᢏ⾡ ㅮ⩏ 㻞 㻞 㻞
ᢏ⾡㛤Ⓨ䛸▱ⓗ㈈⏘ᶒ ㅮ⩏ 㻞 㻞 㻞
ୖ⣭ⱥㄒ ㅮ⩏ 㻞 㻞 㻞
⛉Ꮫᢏ⾡ⱥㄒ ㅮ⩏ 㻞 㻞 㻞
䝇䝢䞊䝏䞉䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁䊠 ₇⩦ 1 1 1
䝇䝢䞊䝏䞉䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁Ⅱ ₇⩦ 1 1 1
ᛂ⏝ゎᯒ ㅮ⩏ 㻞 㻞 㻞
≀⌮Ꮫ ㅮ⩏ 㻞 㻞 㻞
⏕ᇶ♏⛉Ꮫ ㅮ⩏ 㻞 㻞 㻞
ᆅ⌫⎔ቃ⛉Ꮫ ㅮ⩏ 㻞 㻞 㻞
⏕⏘䝅䝇䝔䝮タィ ㅮ⩏ 㻞 㻞 㻞
⏕⏘䝕䝄䜲䞁ㄽ ㅮ⩏ 㻞 㻞 㻞
」ྜᮦᩱᕤᏛ ㅮ⩏ 㻞 㻞 㻞
ᛂ⏝ሗ⛉Ꮫ ㅮ⩏ 㻞 㻞 㻞
ィ⟬ᛂ⏝ຊᏛ ㅮ⩏ 㻞 㻞 㻞
⏕⏘䝅䝇䝔䝮ᕤᏛᐇ㦂 ᐇ㦂 㻞 㻞
ᛂ⏝䝥䝻䝆䜵䜽䝖 ᐇ㦂 㻞 㻞
特別研究䊠 ᐇ㦂 4 4
特別研究Ⅱ ᐇ㦂 6 6

46 46
㐀タィᕤᏛ ㅮ⩏ 㻞 㻞
ᩘ್タィᕤᏛ ㅮ⩏ 㻞 㻞
ᅛయຊᏛ ㅮ⩏ 㻞 㻞
ᶵ⬟ᮦᩱ ㅮ⩏ 㻞 䚷 㻞
ὶືㄽ ㅮ⩏ 㻞 㻞
⇕⛣ືㄽ ㅮ⩏ 㻞 㻞
䜶䝛䝹䜼䞊䝅䝇䝔䝮 ㅮ⩏ 㻞 㻞
㧗㟁ᅽᕤᏛ ㅮ⩏ 㻞 㻞
䝕䝆䝍䝹ไᚚ ㆟⩏ 㻞 㻞
≀ᛶᕤᏛ ㅮ⩏ 㻞 㻞
䝉䞁䝃ᕤᏛ ㅮ⩏ 㻞 㻞
ᘓタ⣲ᮦᕤᏛ ㅮ⩏ 㻞 㻞
ᵓ㐀ゎᯒᏛ ㅮ⩏ 㻞 㻞
ືゎᯒᏛ ㅮ⩏ 㻞 㻞
ᆅ┙ಖᕤᏛ ㅮ⩏ 㻞 㻞
Ỉ⎔ቃᕤᏛ ㅮ⩏ 㻞 㻞
ᆅᇦィ⏬ㄽ ㅮ⩏ 㻞 㻞
✵㛫ィ⏬Ꮫ ㅮ⩏ 㻞 㻞
ఫ⎔ቃᕤᏛ ㅮ⩏ 㻞 㻞
ᬒほタィ₇⩦ ₇⩦ 㻞 㻞
⎔ቃタタィ₇⩦ ₇⩦ 㻞 㻞
ᘓタሗฎ⌮ ㅮ⩏ 㻞 㻞
ศᏊ⣽⬊⏕≀Ꮫ ㅮ⩏ 㻞 㻞
ᛂ⏝ᚤ⏕≀Ꮫ ㅮ⩏ 㻞 㻞
⣽⬊ᕤᏛᴫㄽ ㅮ⩏ 㻞 㻞
⏕≀Ꮫ ㅮ⩏ 㻞 㻞
ᛂ⏝⏕≀Ꮫ ㅮ⩏ 㻞 㻞
↓ᶵᏛ ㅮ⩏ 㻞 㻞
᭷ᶵᛂᏛ ㅮ⩏ 㻞 㻞
⎔ቃศᯒᏛ ㅮ⩏ 㻞 㻞
䝥䝻䝉䝇Ꮫ ㅮ⩏ 㻞 㻞
䝕䞊䝍䝬䜲䝙䞁䜾ᴫㄽ ㅮ⩏ 㻞 㻞
⮬ືไᚚᢏ⾡ ㅮ⩏ 㻞 㻞
ᆅᇦ⤒῭ㄽ ㅮ⩏ 㻞 㻞
ẚ㍑ᩥㄽ ㅮ⩏ 㻞 㻞
㟁☢Ẽ⌧㇟ ㅮ⩏ 㻞 㻞
ィ⟬ᶵ䝥䝻䜾䝷䝭䞁䜾 ㅮ⩏ 㻞 㻞
⛉Ꮫᢏ⾡⪅䛸ἲ ㅮ⩏ 㻞 㻞
㟁Ꮚィ ᢏ⾡ ₇⩦ 1
ሗ㏻ಙᢏ⾡ ₇⩦ 1
ᡂᐇ㊶䝉䝭䝘䞊 ₇⩦ 1 1
䜶䞁䝆䝙䜰ᐇ㊶䝉䝭䝘䞊 ㅮ⩏ 㻞
䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥䊠 ᐇ⩦ 㻝䡚4
䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥Ⅱ ᐇ⩦ 㻝䡚㻠
研究ᢏ⾡䜲䞁䝍䞊䞁 ᐇ⩦ 1

Ꮫእ 特別ᐇ⩦䝉䝭䝘䞊 ㅮ⩏䞉₇⩦ 㻝ཪ䛿㻞
㻥㻞
138

䠒䠎༢௨ୖ

㻡㻤䡚㻢㻠
ಟᚓ༢ྜィ

㻢㻥䡚㻣㻢

ඹ
ྠ
ᩍ
⫱

䠍䡚䠐
䠍䡚䠐

Ꮫᖺ䛻㛵ಀ䛺䛟
Ꮫᖺ䛻㛵ಀ䛺䛟

1
1

⏕
≀
䞉

Ꮫ
⣔

ྛ
⣔
ඹ
㏻

㻞

㛤タ༢ྜィ

㛤タ༢ᑠィ 㻞㻞

㑅
ᢥ
⛉
┠

ᶵ
Ე
▱
⬟
⣔

䠍䠒
༢
௨ୖ

㻞㻠

㛤タ༢ᑠィ 㻠㻡䡚㻡㻞 㻟㻢䡚㻠㻟

ᘓ
⠏
䞉
ᅵ
ᮌ
⣔

ᐇ
㦂
研
究

㻞
㻞

༢ᩘ
ಟᚓ

༢ᩘ

Ꮫᖺ別㓄ᙜ
䠍ᖺḟ 䠎ᖺḟ

⥲
ྜ
ᇶ
┙

༊ศ㻝 ༊ศ㻞 ᤵᴗ⛉┠ ✀別

4
6

ᚲ
ಟ
⛉
┠

䝁䝭䝳䝙
䜿䞊䝅䝵
䞁

⮬
↛
⛉
Ꮫ

ᇶ
♏
ᕤ
Ꮫ
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５㸬生産システム工学専攻及び「生産システム工学」教育ࣉロࣛࢢム

のᒚಟに関するつ๎等

（１）熊本高等専門学校専攻科生産システム工学専攻のᤵᴗ科┠の履修等㛵ࡿࡍつ๎

ᖹᡂ２２年２月１㸴᪥ไᐃ

ᖹᡂ２㸵年㸱月４᪥୍㒊ᨵṇ

ᖹᡂ２㸷年㸵月１８᪥୍㒊ᨵṇ

ᖹᡂ㸱０年１月２４᪥୍㒊ᨵṇ

（㊃᪨）

➨１᮲ 熊本高等専門学校（௨ୗ「本校」ࠋ࠺࠸）学๎➨㸴０᮲➨２㡯㸪➨㸴４᮲➨２㡯࣭

➨㸱㡯ཬࡧ➨㸴㸴᮲୪ࡧ熊本高等専門学校「生産システム工学」教育プログラム履修つ๎

（௨ୗ「教育プログラム履修つ๎」ࠋ࠺࠸）➨１１᮲➨㸱㡯ཬ１２➨ࡧ᮲ᇶ࡙き㸪本校

専攻科生産システム工学専攻（௨ୗ「専攻」ࠋ࠺࠸）のᤵᴗ科┠の履修᪉ἲཬࡧᡂ⦼のホ

౯୪ࡧ修のㄆᐃ㛵ࡋᚲせ࡞㡯ࢆᐃࠋࡿࡵ

（ྛᤵᴗ科┠の༢ᩘ）

➨２᮲ ྛᤵᴗ科┠の༢ᩘࡣ㸪１༢のᤵᴗ科┠４ࢆ㸳㛫の学修ࢆᚲせࡿࡍෆᐜࡗࡶࢆ

࡚ᵓᡂࢆࡇࡿࡍᶆ‽ࡋ㸪ᤵᴗの᪉ἲ応ࡌ㸪ᙜヱᤵᴗࡿࡼ教育ຠᯝ㸪ᤵᴗ㛫እᚲ

せ࡞学修等ࢆ⪃៖࡚ࡋ㸪ḟのᇶ‽ࡾࡼ༢ᩘࢆィ⟬ࡶࡿࡍのࠋࡿࡍ

(1) ㅮ⩏ࡣ࡚࠸ࡘ㸪１㸳༢㛫１࡚ࡗࡶࢆ༢ࠋࡿࡍ

(2) ᐇ⩦㸪₇⩦ࡣ࡚࠸ࡘ㸪㸱０༢㛫１࡚ࡗࡶࢆ༢ࠋࡿࡍ

(3) ᐇ㦂ࡣ࡚࠸ࡘ㸪４㸳༢㛫１࡚ࡗࡶࢆ༢ࠋࡿࡍ

２ ᤵᴗࡣ㸪ㅮ⩏㸪₇⩦㸪ᐇ㦂ཬࡧᐇ⩦のࢀࡎ࠸㸪ཪࡽࢀࡇࡣのే⏝ࡶ࠺⾜ࡾࡼのࠋࡿࡍ

㸱 １༢㛫ࡣ㸪ᶆ‽㸳０ศࡋ㸪༢ไࠋࡿࡍ

（履修᪉ἲ）

➨㸱᮲ 専攻㛤タࡿࡍᤵᴗ科┠の履修ࡣ࡚ࡗࡓ࠶㸪年度ᙜึ㸪ู 「ㅮ⏦࿌᭩ཷ」ࡿࡵᐃ

ࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋᥦฟ校㛗࡛ࡲᡤᐃのᮇ᪥ࢆ

（ヨ㦂）

➨４᮲ 専攻のヨ㦂ࡣ㸪ᐃᮇヨ㦂ཬࡧ㏣ヨ㦂ࠋࡿࡍ

２ ᐃᮇヨ㦂ࡣ㸪ྛ学ᮇᮎᐇࠋࡿࡍ

㸱 ㏣ヨ㦂ࡣ㸪ḟのྛྕの୍ヱᙜࡿࡍ⪅のࡕ࠺㸪ูᐃࡿࡵ「㏣ヨ㦂ཷ㦂㢪」ࢆᡤᐃのᮇ᪥

ࠋࡿࡍᐇࡋ対⪅ࡓᚓࢆのチྍࡑ㸪ࡋᥦฟ校㛗࡛ࡲ

(1) Ẽ（་ᖌのド᫂ࡿ࠶ࡀሙྜ㝈ࠋࡿ）

(2) ᚷ引

(3) ሙྜࡓࡵㄆࡀ校㛗ࡿ࠶ࡀ⏤࠸࡞ᚓࢆࡴࡸのࡑ

（ᣦᑟ教ဨ）

➨㸳᮲ 専攻の学生ࡣ㸪専攻のᣦᑟ教ဨࡽᤵᴗ科┠の履修ཬࡧ≉ู◊✲のᣦᑟࡶࡿࡅཷࢆの

ࠋࡿࡍ

（ᡂ⦼のホ౯）
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➨㸴᮲ ᡂ⦼ࡣ㸪ᤵᴗ科┠４➨ࡈ᮲つᐃࡿࡍヨ㦂のᡂ⦼ࡑの࡚ࡋྜ⥲ࢆホ౯ࡶࡿࡍの

ࠋࡿࡍ

２ ᡂ⦼のホ౯ࡣ㸪⾲１のホⅬཪࡣホㄒ࡛⾲ࡶࡍのࠋࡿࡍ

⾲１ ホⅬཬࡧホㄒ

ホⅬ ᶆㄒ ุᐃ ᶆㄒのព

90Ⅼ㹼100Ⅼ 㹑 ྜ᱁ ᴟ࡚ࡵඃ⚽

80Ⅼ㹼 89Ⅼ 㸿 ྜ᱁ ඃ⚽

70Ⅼ㹼 79Ⅼ 㹀 ྜ᱁ Ⰻዲ

60Ⅼ㹼 69Ⅼ 㹁 ྜ᱁ ྜ᱁ࡿࡍ್

0Ⅼ㹼 59Ⅼ 㹄 ྜ᱁ ྜ᱁ཬࡎࡤ

（༢ㄆᐃ㆟）

➨㸵᮲ 専攻科の༢のㄆᐃࡣ㸪専攻科ጤဨ࡚࠸࠾☜ㄆの࠼࠺㸪༢ㄆᐃ㆟の㆟ࢆ⤒࡚㸪

校㛗ࠋ࠺⾜ࢆࢀࡇࡀ

２ ༢ㄆᐃ㆟ࡣ㸪年１ᅇ㸪学年ᮎ㛤ദࡋࡔࡓࠋࡿࡍ㸪学生の㐍㊰㛵࡚ࡋᚲせࡉุ᩿

ࠋࡿき࡛ࡀࡇࡿࡍ㛤ദ㸪学年㏵୰ࡣሙྜࡿࢀ

（༢のㄆᐃ）

➨８᮲ 専攻科の༢のㄆᐃࡣ࡚࠸࠾㸪➨㸴᮲➨２㡯のつᐃᇶ࡙き㸪ホⅬࡀ㸴０Ⅼ௨ୖཪ

㸪࡚ࡋのࡶࡓࡋ修ᚓࢆ┠㸪ᙜヱ科࡚࠸ࡘ┠ᤵᴗ科ࡓࢀࡉホ౯㹁ࡣ㹑,㸿㸪㹀ཪࡀホㄒࡣ

༢ࢆㄆᐃࠋࡿࡍ

（修ㄆᐃ㆟）

➨㸷᮲ 専攻科の修のㄆᐃࡣ㸪専攻科ጤဨ࡚࠸࠾☜ㄆの࠼࠺㸪修ㄆᐃ㆟の㆟ࢆ⤒࡚㸪

校㛗ࠋ࠺⾜ࢆࢀࡇࡀ

２ 修ㄆᐃ㆟ࡣ㸪年１ᅇ㸪学年ᮎ㛤ദࡋࡔࡓࠋࡿࡍ㸪学生の㐍㊰㛵࡚ࡋᚲせࡉุ᩿

ࠋࡿき࡛ࡀࡇࡿࡍ㛤ദ㸪学年㏵୰ࡣሙྜࡿࢀ

（修せ௳）

➨１０᮲ 修のㄆᐃࡣ࡚ࡗࡓ࠶㸪ᤵᴗ科┠の履修≧ἣཬࡧḟᥖࡿࡆ᮲௳ࡋࡓ‶࡚ࡍࢆ

ࠋࡿࡍ௳せࢆࡇࡿ࠸࡚

(1) 学๎ู⾲➨㸱ᐃࡿࡵ科┠ࢆ履修ࠋࡇࡿ࠸࡚ࡋ

(2) ࠋࡇࡿ࠸࡚ࡋ修ᚓࢆ༢ᩘࡿࡵᐃ２⾲

(3) 「生産システム工学」教育プログラム履修つ๎➨１０᮲ᐃࡿࡵ「生産システム工学」

教育プログラムの修せ௳のࡕ࠺㸪学ኈの学のྲྀᚓ（➨１㡯➨１ྕ）ࢆ㝖ࡃ࡚のせ௳

ࠋࡇࡿ࠸࡚ࡋࡓ‶ࢆ

⾲２ 修ᚲせ࡞修ᚓ༢ᩘ

専   攻 修ᚲせ࡞修ᚓ༢ᩘ

生産システム工学専攻 ᚲ修 ４㸴

㑅ᢥ １㸴   ィ㸴２
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（㞧๎）

➨１１᮲ ࠋࡿࡵᐃูࡣ㡯࡞㸪ᚲせののࡶࡿࡵᐃのつ๎ࡇ

㝃 ๎

ࠋࡿࡍ⾜ࡽᖹᡂ２２年４月１᪥,ࡣのつ๎ࡇ

㝃 ๎

ࠋࡿࡍ⏝㐺ࡽ㸪ᖹᡂ２㸵年度専攻科入学生ࡋ⾜ࡽᖹᡂ２㸵年４月１᪥,ࡣのつ๎ࡇ

   㝃 ๎

１ ࠋࡿࡍ⾜ࡽᖹᡂ㸱０年４月１᪥,ࡣのつ๎ࡇ

２ ᖹᡂ２㸷年度௨๓の入学⪅ࡣ࡚࠸ࡘ㸪࠾࡞ᚑ๓のࠋࡿࡼ

   㝃 ๎

㸷᮲➨１㡯➨ࡧ㸪ᨵṇᚋの➨㸵᮲ཬࡋࡔࡓࠋࡿࡍ⾜ࡽᖹᡂ㸱０年４月１᪥,ࡣのつ๎ࡇ

のつᐃࡣ࡚࠸ࡘ㸪ᖹᡂ㸱０年１月２４᪥ࡽ㐺⏝ࠋࡿࡍ
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(２) 熊本高等専門学校「生産システム工学」教育プログラム履修つ๎

ᖹᡂ２２年２月１㸴᪥ไᐃ

ᖹᡂ２㸱年２月１㸳᪥୍㒊ᨵṇ

ᖹᡂ２４年１０月１㸴᪥୍㒊ᨵṇ

ᖹᡂ２㸳年２月１㸳᪥୍㒊ᨵṇ

ᖹᡂ２㸵年㸱月４᪥୍㒊ᨵṇ

ᖹᡂ㸱０年１月２４᪥୍㒊ᨵṇ

（㊃᪨）

➨１᮲ ,ᇶ࡙き㸪熊本高等専門学校学๎➨１㸵᮲➨２㡯のつᐃࡣのつ๎ࡇ 熊本高等専門学

校（௨ୗ「本校」ࠋ࠺࠸）の「生産システム工学」教育プログラム（௨ୗ「教育プログラ

ム」࡚࠸ࡘ（ࠋ࠺࠸ᐃࠋࡿࡵ

（┠ⓗ）

➨２᮲ 教育プログラムࡣ㸪ูᐃࡿࡵ本校の⌮ᛕཬࡧ┠ⓗᚑ࠸㸪「⊃࠸専門ศ㔝ࡽࡲ␃

ࢆㅖၥ㢟ࡿࡍⓎ生㸪工学のㅖศ㔝ࡅࡘ㌟ᐇ☜ࢆ⾡ᢏ㆑▱࠸ᖜᗈࡿ࡞♏工学のᇶࡎ

Ⓨぢ࡚ࡋゎỴ࡛きࡿ⬟ຊࢆഛࡓ࠼ᢏ⾡⪅㸪㇏࡞ே㛫ᛶつᚊࢆᣢࡘᢏ⾡⪅㸪ᰂ㌾ࡉዲወ

ᚰ࡚ࡗࡶࢆၥ㢟ゎỴ✚ᴟⓗྥきྜ࠺ᢏ⾡⪅」ࢆ育ᡂࢆࡇࡿࡍ┠ⓗࠋࡿࡍ

（学⩦࣭教育┠ᶆ）

➨㸱᮲ 教育プログラムࡣ㸪๓᮲の┠ⓗࢆ㐩ᡂࡵࡓࡿࡍ㸪ู⾲１ᐃࡿࡵ学⩦࣭教育┠ᶆࢆタ

ᐃࠋࡿࡍ

（学⩦࣭教育฿㐩┠ᶆの㐩ᡂ度ホ౯᪉ἲࡧࡼ࠾ホ౯ᇶ‽）

➨４᮲ ๓᮲ᐃࡿࡵ学⩦࣭教育฿㐩┠ᶆの㐩ᡂ度ホ౯ᇶ‽２⾲ูࡣのࡋࡾ࠾㸪㐩ᡂ度ホ

౯対㇟科┠ูࡣ⾲㸱のࠋࡿࡍࡾ࠾

（科┠ᵓᡂ）

➨㸳᮲ 教育プログラムのᤵᴗ科┠ࡣ㸪本科➨４学年ཬࡧ➨㸳学年㓄ᙜࡓࢀࡉ科┠୪ࡧ専

攻科㓄ᙜࡓࢀࡉ科┠࡚ࡗࡼᵓᡂࡶࡿࡍのࡋ㸪ேᩥ࣭♫科学（ㄒ学ࡴྵࢆ）㸪ᩘ学࣭

⮬↛科学࣭ሗᢏ⾡㸪ᇶ♏工学㸪専門工学ཬࡑࡧの（ࢨࢹン⬟ຊ㸪࣮ࢳム࣮࣡ࢡ㸪య

ⓗ࣭⥅⥆ⓗ学⩦࡛きࡿ⬟ຊ科┠⩌）ศ㢮ࠋࡿࡍ

２ ๓㡯ᐃࡿࡵᤵᴗ科┠ࡣ㸪科┠⩌のヲ⣽２⾲ูࡣ࡚ࡗ࠶のࡋࡾ࠾㸪学⩦࣭教育฿㐩

┠ᶆࢆ㐩ᡂࡵࡓࡿࡍᚲせ࡞せ科┠のὶ４⾲ูࡣ࡚ࡗ࠶ࢀのࠋࡿࡍࡾ࠾

㸱 教育プログラムの学⩦࣭教育฿㐩┠ᶆཬࡧ᪥本ᢏ⾡⪅教育ㄆᐃᶵᵓ（௨ୗ「JABEE」࠸

ࠋࡿࡍࡾ࠾㸪ู⾲㸳のࢆの㛵ಀㄆᐃᇶ‽１の（１）ࡿࡵのᐃ（ࠋ࠺

（履修対㇟ᮇ㛫ཬࡧ履修対㇟⪅）

➨㸴᮲ 教育プログラムの履修対㇟ᮇ㛫ࡣ㸪本科➨４学年ࡽ専攻科➨２学年࡛ࡲの４年㛫

ࠋࡿࡍᙜヱᮇ㛫のᅾ⡠学生,ࡣ⪅㇟㸪履修対ࡋ

２ 履修対㇟⪅ࡣ, 履修対㇟ᮇ㛫ࡿࡅ࠾学⩦࡚࠸ࡘ㸪ู⣬ᵝᘧ１グ㘓࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋ

ࠋ࠸

（履修Ⓩ㘓）

➨㸵᮲ 本校専攻科入学ヨ㦂ྜ᱁ࡋ㸪専攻科「生産システム工学専攻」入学ࢆ⪅ࡓࡋ教育
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プログラムの履修生（௨ୗ「履修生」ࠋ࠺࠸）࡚ࡋⓏ㘓ࠋࡿࡍ

２ 履修生ࡣ㸪専攻科修１１➨࡛ࡲ᮲➨１㡯ྛྕᐃࡿࡵ教育プログラムの修せ௳の࠺

ࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡉࡓ‶ࢆ௳࡚の修せࡃ㝖ࢆ㸪ྠ᮲➨１㡯➨１ྕࡕ

（履修Ⓩ㘓๓修ᚓࡓࡋ༢のㄆᐃ）

➨８᮲ 本校の本科༞ᴗ生࡛専攻科入学๓の科┠の༢ࡣ㸪専攻科ཷ㦂ᥦฟࡿࢀࡉᡂ⦼ド

᫂᭩ཬࡧ入学手⥆きᥦฟࡿࢀࡉシラࣂス等ᇶ࡙き㸪専攻科ጤဨ࡚࠸࠾☜ㄆの࠺

ࠋࡿࡍのࡶࡿࡍㄆᐃࡀ㸪校㛗࡚⤒ࢆ㸪教育プログラム༢ㄆᐃ㆟の㆟࠼

２ 本校の本科༞ᴗ生௨እ࡛㸪の高等教育ᶵ㛵࡛修ᚓࡓࡋ༢のㄆᐃࡣ㸪ูᐃࡿࡵの高

等教育ᶵ㛵࡛修ᚓࡓࡋ༢ཬࡧ⦅入学生ࡀ⦅入๓修ᚓࡓࡋ༢のㄆᐃࡾࡼ専攻科ጤဨ

࡚࠸࠾☜ㄆの࠼࠺㸪教育プログラム༢ㄆᐃ㆟の㆟ࢆ⤒࡚㸪校㛗ࠋ࠺⾜ࡀ

㸱 履修Ⓩ㘓๓修ᚓࡓࡋ༢のㄆᐃ᪉ἲ等ࡣ࡚࠸ࡘ㸪ูᐃࠋࡿࡵ

（༢のㄆᐃ学⩦ಖド㛫）

➨㸷᮲ 教育プログラムの༢のㄆᐃࡣ㸪教育プログラム༢ㄆᐃ㆟࡚࠸࠾ᑂ㆟の࠼࠺㸪

校㛗ࠋ࠺⾜ࡀ

２ 教育プログラム༢ㄆᐃ㆟ࡣ㸪年１ᅇ㸪学年ᮎ㛤ദࡋࡔࡓࠋࡿࡍ㸪学生の㐍㊰㛵ࡋ

࡚ᚲせࡿࢀࡉุ᩿ሙྜࡣ㸪学年㏵୰㛤ദ࡛ࡀࡇࡿࡍきࠋࡿ

㸱 教育プログラムの༢ㄆᐃᇶ‽等ࡣ࡚࠸ࡘ㸪ูᐃࠋࡿࡵ

（修せ௳）

➨１０᮲ 教育プログラムࢆ修ࡣࡵࡓࡿࡍ㸪熊本高等専門学校専攻科生産システム工学専

攻のᤵᴗ科┠の履修等㛵ࡿࡍつ๎➨１０᮲➨２㡯➨１ྕཬ２ྕ➨ࡧつᐃࡿࡍ修せ௳

୪ࡧḟのྛྕのせ௳ࢆ࡚‶ࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡉࡓ

(1) 学ኈの学ྲྀࢆᚓࠋࡇࡿࡍ

(2) 教育プログラムの༢１２４ࢆ༢௨ୖ修ᚓࠋࡇࡿࡍ

(3) ཱྀ㢌࡛⮬ศの◊✲ෆᐜࢆⓎ⾲࡛きࡇࡿ㸪学እ࡛のⓎ⾲ࢆ┠ᣦࠋࡇࡍ

ࠋࡇࡿࡅࡘ㌟ࢆのᇶ♏ຊࡵࡓㄢ㢟ゎỴの࡞㸪ᐇ㊶ⓗࡋ㦂⤒ࢆプࢵンシ࣮ࢱン (4)

(5) ู ⾲２の科┠⩌ศ㢮のᩘ学࣭⮬↛科学࣭ሗᢏ⾡㛵ࡿࡍ科┠⩌ࠊ࡚࠸ࡘ学⩦࣭教育

฿㐩┠ᶆ２㸫１㸪㸱㸫１の㐩ᡂ度ホ౯ᇶ‽ࡍ♧せ௳࡚ࡋࡓ‶ࢆ科┠ࢆ修ᚓࠋࡇࡿ࠸࡚ࡋ

(6) ู⾲２の科┠⩌ศ㢮のᇶ♏工学の㸳科┠⩌のࡕ࠺㸪学⩦࣭教育฿㐩┠ᶆ㸱㸫２の㐩ᡂ度

ホ౯ᇶ‽ࡍ♧せ௳（ྛ科┠⩌ࡽᑡ１ࡶࡃ࡞科┠ࡴྵࢆ㸵科┠௨ୖ修ᚓ）࡚ࡋࡓ‶ࢆ

科┠ࢆ修ᚓࠋࡇࡿ࠸࡚ࡋ

(7) ู⾲２の科┠⩌ศ㢮の専門工学４科┠⩌のࡕ࠺㸪学⩦࣭教育฿㐩┠ᶆ２㸫２㸪㸱㸫㸱㸪㸱

㸫４㸪㸳㸫１㸪㸳㸫２㸪㸴㸫１の㐩ᡂ度ホ౯ᇶ‽࡚ࡋࡓ‶ࢆ科┠ࢆ修ᚓࠋࡇࡿ࠸࡚ࡋ

(8)ู⾲２の科┠⩌ศ㢮の࣮ࢳム࣮࣡ࢡ㸪ࢨࢹン⬟ຊ㸪యⓗ࣭⥅⥆ⓗ学⩦࡛きࡿ⬟ຊ

科┠⩌のࡕ࠺㸪ࢀࡒࢀࡑ学⩦࣭教育฿㐩┠ᶆ４㸫㸱㹼４㸫４㸪㸴㸫２㸪㸴㸫㸱の㐩ᡂ度ホ

౯ᇶ‽࡚ࡋࡓ‶ࢆ科┠ࢆ修ᚓࠋࡇࡿ࠸࡚ࡋ

２ ➨１㡯➨４ྕのン࣮ࢱンシࢵプのᐇཬࡧホ౯ࡣ࡚࠸ࡘ㸪ン࣮ࢱンシࢵプᐇせ㡯

ࠋࡿࡍのࡶࡿࡼ

（修ㄆᐃཬࡧ修ド᭩のᤵ）

➨１１᮲ ๓᮲➨１㡯ྛྕᐃࡿࡵ教育プログラムの修せ௳の☜ㄆࡣ㸪ู⣬ᵝᘧ㸱ࡾࡼ専

攻科ጤဨࠋ࠺⾜ࡀ
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２ 教育プログラム修のㄆᐃࡣ㸪教育プログラム修ㄆᐃ㆟࡚࠸࠾ᑂ㆟の࠼࠺㸪校㛗ࡀ

ࠋ࠺⾜

㸱 教育プログラムの修ㄆᐃ等ࡣ࡚࠸ࡘ㸪ูᐃࠋࡿࡵ

４ 校㛗ࡣ㸪教育プログラムの修ࢆㄆᐃ⪅ࡓࡋ㸪ᡤᐃの修ド᭩ࢆᤵࠋࡿࡍ

（㞧๎）

➨１２᮲ 㸪ูࡣ㡯࡞ᚲせࡋ㛵㸪教育プログラムの履修等ののࡶࡿࡵᐃのつ๎ࡇ

ᐃࠋࡿࡵ

㝃 ๎

ࠋࡿࡍ⏝㐺ࡽ㸪ᖹᡂ２２年度専攻科入学生ࡋ⾜ࡽ㸪ᖹᡂ２２年４月１᪥ࡣのつ๎ࡇ

   㝃 ๎

ࠋࡿࡍ⏝㐺ࡽ㸪ᖹᡂ２２年度専攻科入学生ࡋ⾜ࡽ㸪ᖹᡂ２㸱年４月１᪥ࡣのつ๎ࡇ

㝃 ๎

ࠋࡿࡍ⏝㐺ࡽ㸪ᖹᡂ２４年度専攻科入学生ࡋ⾜ࡽ㸪ᖹᡂ２４年１０月１᪥ࡣのつ๎ࡇ

㝃 ๎

ࠋࡿࡍ⏝㐺ࡽ㸪ᖹᡂ２㸳年度専攻科入学生ࡋ⾜ࡽ㸪ᖹᡂ２㸳年４月１᪥ࡣのつ๎ࡇ

㝃 ๎

ࠋࡿࡍ⏝㐺ࡽ㸪ᖹᡂ２㸵年度専攻科入学生ࡋ⾜ࡽ㸪ᖹᡂ２㸵年４月１᪥ࡣのつ๎ࡇ

㝃 ๎

ࠋࡿࡍ⾜ࡽ㸪ᖹᡂ㸱０年１月２４᪥ࡣのつ๎ࡇ
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ู⾲㸯

（㸯） �᪥本ㄒおよびⱥㄒのࢥミュニケーシࣙン能力を᭷し、ᅜ㝿的に活㌍できる技術者

�㸯�㸯㸸 ᪥本ㄒによる適ษな文❶⾲現及びཱྀ㢌のពᛮఏ㐩ができる

�㸯�２㸸 ⱥㄒで᭩かれた技術文᭩のᴫ要・要᪨がつかめる

�㸯�３㸸 ◊✲のⱥ文ᴫ要を᭩くことができ，Ⓨ⾲資ᩱなどにⱥㄒを用いることができる

（２） ,&7に関する基本的技術および工学の応用技術を身に付けた技術者

�２�㸯㸸 ,&7技術を活用した計測技術を使い実㦂デーࢱを㞟することができる

�２�２㸸

（３）

�３�㸯㸸 ᩘ学・自然科学の基礎知識を，専門分野の課㢟で活用することができる

�３�２㸸 多様な専門分野の関連性を⌮ゎし，多㠃的にᤊえることができる

�３�３㸸 基礎知識を活用して工学的ၥ㢟を⌮ゎし，ㄝ᫂できる

�３�㸲㸸 基礎的な実㦂技術を用いて，実㦂を画・実⾜して⤖ᯝの分ᯒ・ホ౯ができる

（㸲） 知ᚨ体のㄪした人間性および社会性・༠ㄪ性を身に付けた技術者

�㸲�㸯㸸 幅広い知識を身につけ，地⌫的視点からၥ㢟をᤊえることができる

�㸲�２㸸 ␗文化を⌮ゎし，౯್ほの多様性をㄆ識することができる

�㸲�３㸸 社会ཧ加のពḧと関ᚰをもつことができる

�㸲�㸲㸸 ことができるࡴ⤌での活動にཧ加し，の࣓ンバーと༠ㄪして課㢟にྲྀりࣉルーࢢ

（５） 広い視野と技術の࠶り᪉に対する⌮ほを身に付け、社会の貢献ព識を持つ技術者

�５�㸯㸸 科学技術に関する⌮的ၥ㢟について⌮ゎし，指することができる

�５�２㸸 実ົ上のၥ㢟を⌮ゎし，技術的・⌮的知識を適用することができる

（６） 知的᥈求ᚰを持ち，ၥ㢟ゎỴྥけて体的，㐀的にྲྀり⤌ࡴことができる技術者

�６�㸯㸸 知的ዲወᚰと᥈求ᚰを持って，幅広い分野の課㢟にྲྀり⤌ࡴことができる

�６�２㸸

�６�３㸸 ◊✲や学習≧ἣをᢕᥱ・グ㘓して自的・⥅⥆的に学習できる

標ࠉ目ࠉ㐩ࠉ฿ࠉ育ࠉ教ࠉ・ࠉ習ࠉ学ࠉ

ムのࣛࢢロࣉ教育「生産システム工学」ࠉࠉࠉࠉࠉࠉ���

多分野における技術の基礎となる知識と技能，及びその分野の専門技術に関する高度な知識
と能力を持ち，複║的な視点からၥ㢟をゎỴし、産業技術分野の活用を実践できる技術者

㞟したデーࢱや情報をᩘ⌮的ฎ⌮を用いて分ᯒし専門工学でのၥ㢟ゎỴに⧅
ることができるࡆ

ᚓពとする専門分野の知識，技術と情報を駆使して，社会の要求に応じたၥ㢟ゎỴ
の᪉ἲを画，デザインすることができる
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ู⾲２ 学習・教育฿㐩目標の㐩成度ホ౯基準（㹆27年度対応∧）

Ꮫ⩦䞉ᩍ⫱฿㐩
┠ᶆ

Ꮫ⩦䞉ᩍ⫱฿㐩┠ᶆ
JABEE
ᇶ‽

㐩 ᡂ ᗘ 評 価 ᇶ ‽ ⛉┠⩌ศ㢮

᪥
ᮏ
ㄒ
厬
叩
叔
ⱥ
ㄒ
の
吊
吶

吼
ニ
合
呎
后
吾
ン
⬟
ຊ
可
᭷

厹
厒
ᅜ
㝿
ⓗ
双
ά
㌍
又
厯
召

技
術
者

1-1 
᪥ᮏㄒ䛻䜘䜛㐺ษ䛺 ❶ᩥ表⌧ཬ䜃ཱྀ
㢌䛾ពᛮఏ㐩䛜䛷䛝䜛

f
యⓗ䛻ᑐᛂ䛩䜛⛉┠䜢䠏⛉┠
䜣ྵ䛷䚸䠒⛉┠௨ୖ 䜢ಟᚓ䛩䜛

1-1,2,3䛻యⓗ䛻ᑐᛂ䛩䜛⛉┠⩌䛿䠈ேᩥ 䞉♫
⛉Ꮫ䠄ㄒᏛ䜒ྵ 䜐䠅䛻㛵䛩䜛⛉┠⩌䛸䛩䜛

1-2 
ⱥㄒ䛷᭩䛛䜜䛯ᢏ⾡ᩥ ᭩䛾ᴫせ䞉せ
᪨䛜䛴䛛䜑䜛

f
యⓗ䛻ᑐᛂ䛩䜛⛉┠䜢䠐⛉┠
䜣ྵ䛷䚸䠓⛉┠௨ୖ 䜢ಟᚓ䛩䜛

1-3 
研究䛾ⱥᩥ ᴫせ䜢᭩䛟䛣䛸䛜䛷䛝䠈Ⓨ
表㈨ᩱ䛺䛹䛻ⱥㄒ䜢⏝䛔䜛䛣䛸䛜䛷
䛝䜛

f
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c
(d)-(2)
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Ꮫᩘ䞉⮬↛⛉Ꮫ䛾ᇶ♏▱㆑䜢䠈ᑓ㛛ศ

㔝䛾ㄢ㢟䛷ά⏝䛩䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜛
c

యⓗ䛻ᑐᛂ䛩䜛⛉┠䜢䠔⛉┠
䜣ྵ䛷䚸䠕⛉┠௨ୖ ಟᚓ䛩䜛

3-1䛻యⓗ䛻ᑐᛂ䛩䜛⛉┠⩌䛿䠈 Ꮫᩘ䞉⮬↛⛉
Ꮫ䛻㛵䛩䜛⛉┠⩌䛸䛩䜛

3-2 
ከβ 䛺ᑓ㛛ศ㔝䛾㛵㐃ᛶ䜢⌮ゎ䛧䠈ከ
㠃ⓗ䛻ᤊ䛘䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜛

2.1(1)

యⓗ䛻ᑐᛂ䛩䜛⛉┠䜢䠓⛉┠
䜣ྵ䛷䠈ᇶ♏ᕤᏛ䠑⛉┠⩌䛾ྛ

⛉┠⩌䛛䜙ᑡ䛺䛟䛸䜒䠍⛉┠䜢ྵ
䜐䠓⛉┠௨ୖ 䜢ಟᚓ䛩䜛

ᇶ♏ᕤᏛ
䐟タィ䝅䝇䝔䝮⣔⛉┠⩌䠗
⏕⏘䝅䝇䝔䝮タィ䠈⏕⏘䝕䝄䜲䞁ㄽ
䐠ሗ䞉ㄽ⌮⣔⛉┠⩌䠗
ᛂ⏝ሗ⛉Ꮫ
䐡ᮦᩱ䞉䝞䜲䜸⣔⛉┠⩌䠗
」ྜ ᮦᩱᕤᏛ䠈⏕ᇶ♏⛉Ꮫ
䐢ຊᏛ⣔⛉┠⩌䠗
ィ⟬ᛂ⏝ຊᏛ
䐣♫ᢏ⾡⣔⛉┠⩌䠗
⎔ቃ⛉Ꮫ䠈⎔ቃศᯒᢏ⾡䠈ᆅ⌫⎔ቃ⛉Ꮫ

3-3 
ᇶ♏▱㆑䜢ά⏝䛧䛶ᕤᏛⓗၥ㢟䜢⌮
ゎ䛧䠈ㄝ᫂䛷䛝䜛

(d)-(1)
(d)-(3)

c

యⓗ䛻ᑐᛂ䛩䜛⛉┠䜢䠔⛉┠
䜣ྵ䛷䚸䠍䠐⛉┠௨ୖ䜢ಟᚓ

䛩䜛

3-3䛻యⓗ䛻ᑐᛂ䛩䜛ᑓ㛛ᕤᏛ⛉┠⩌䛿䠈(1)ᑓ
㛛ᕤᏛ䛾▱㆑䛸⬟ຊ⛉┠⩌䛸䛩䜛

3-4 
ᇶ♏ⓗ䛺ᐇ㦂ᢏ⾡䜢⏝䛔䛶䠈ᐇ㦂䜢
⏬䞉ᐇ⾜䛧䛶⤖ᯝ䛾ศᯒ䞉評価䛜䛷
䛝䜛

(d)-(2)
h
g

యⓗ䛻ᑐᛂ䛩䜛⛉┠䜢䠒⛉┠
䜣ྵ䛷䚸䠓⛉┠௨ୖ ಟᚓ䛩䜛

3-4 䛻యⓗ䛻ᑐᛂ䛩䜛ᑓ㛛⋤Ꮫ⛉┠⩌䛿䠈(2)
䛔䛟䛴䛛䛾ᕤᏛ䛾ᇶ♏ⓗ䛺▱㆑䞉ᢏ⾡䜢㥑䛧䠈
ᕤᏛⓗ䛻⪃ᐹ䛧䠈䛛䛴ㄝ᫂䞉ㄝᚓ䛩䜛⬟ຊ⛉┠⩌
䛸䛩䜛

▱
ᚨ
య
の
ㄪ

厹
叀
ே
㛫
ᛶ
厬
叩
叔
♫


ᛶ
呍༠
ㄪ
ᛶ
可
㌟
双

厳
叀
技
術
者

4-1 
A-1

ᖜᗈ䛔▱㆑䜢㌟䛻䛴䛡䠈ᆅ⌫ⓗどⅬ
䛛䜙ၥ㢟䜢ᤊ䛘䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜛

a 
b

యⓗ䛻ᑐᛂ䛩䜛⛉┠䜢䠏⛉┠
䜐ྵ䛣䛸 4-1,2,3䛻యⓗ䛻ᑐᛂ䛩䜛⛉┠⩌䛿䠈ேᩥ 䞉♫

⛉Ꮫ䠄ㄒᏛ䜒ྵ 䜐䠅䛻㛵䛩䜛⛉┠⩌䛸䛩䜛
4-2 

␗ᩥ 䜢⌮ゎ䛧䠈価್ ほ䛾ከβ ᛶ䜢ㄆ
㆑䛩䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜛

a 
b

యⓗ䛻ᑐᛂ䛩䜛⛉┠䜢䠎⛉┠
䜣ྵ䛷䚸䠑⛉┠௨ୖ ಟᚓ䛩䜛

4-3 
♫ཧຍ䜈䛾ពḧ䛸㛵ᚰ䜢䜒䛴䛣䛸
䛜䛷䛝䜛

i యⓗ䛻ᑐᛂ䛩䜛⛉┠䜢䠎⛉┠
䜣ྵ䛷䚸䠏⛉┠௨ୖ ಟᚓ䛩䜛

4-3,4䛻యⓗ䛻ᑐᛂ䛩䜛⛉┠⩌䛿䠈䝏䞊䝮䝽
䞊䜽䛻㛵䛩䜛⛉┠⩌䛸䛩䜛

4-4 
䜾䝹䞊䝥䛷䛾άື 䛻ཧຍ䛧䠈䛾䝯
䞁䝞䞊䛸༠ㄪ䛧䛶ㄢ㢟䛻 䜚ྲྀ⤌䜐䛣䛸
䛜䛷䛝䜛

i యⓗ䛻ᑐᛂ䛩䜛⛉┠䜢䠎⛉┠
䜐ྵ䛣䛸

ᗈ
厦
ど
㔝
叉
技
術

の
厤
叫
᪉
双
ᑐ

去
召

⌮
ほ
可

㌟
双

厳
厒
♫


叙
の
㈉
⊩
ព
㆑
可

ᣢ
叅
技
術
者

5-1 
⛉Ꮫᢏ⾡䛻㛵䛩䜛⌮ⓗၥ㢟䛻䛴䛔
䛶⌮ゎ䛧䠈ᣦ䛩䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜛

b
a 

యⓗ䛻ᑐᛂ䛩䜛⛉┠䜢䠎⛉┠
䜣ྵ䛷䚸䠒⛉┠௨ୖ ಟᚓ䛩䜛 5-1,2䛻యⓗ䛻ᑐᛂ䛩䜛ᑓ㛛ᕤᏛ⛉┠⩌䛿䠈(4)

ᢏ⾡⪅䛜⤒㦂䛩䜛ᐇົ 䛾ୖၥ㢟Ⅼ䛸ㄢ㢟䜢⌮ゎ
䛧䠈㐺ษ䛻ᑐᛂ䛩䜛ᇶ♏ⓗ䛺⬟ຊ⛉┠⩌䛸䛩䜛

5-2 
ᐇົ 䛾ୖၥ㢟䜢⌮ゎ䛧䠈ᢏ⾡ⓗ䞉⌮
ⓗ▱㆑䜢㐺⏝䛩䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜛

(d)-(4) యⓗ䛻ᑐᛂ䛩䜛⛉┠䜢䠎⛉┠
䜣ྵ䛷䚸䠏⛉┠௨ୖ ಟᚓ䛩䜛

▱
ⓗ
᥈
ồ
ᚰ
可
ᣢ
参
咃
ၥ
㢟
ゎ
Ỵ
双
ྥ
厳

叇

య
ⓗ
咃

㐀
ⓗ
双
ྲྀ
叫
⤌
叡
厵
叉
厮

又
厯
召
技
術
者

6-1 
▱ⓗዲወᚰ䛸᥈ồᚰ䜢ᣢ䛳䛶䠈ᖜᗈ䛔
ศ㔝䛾ㄢ㢟䛻 䜚ྲྀ⤌䜐䛣䛸䛜䛷䛝䜛

(d)-(3)
e

యⓗ䛻ᑐᛂ䛩䜛⛉┠䜢䠍⛉┠
䜣ྵ䛷䚸䠓⛉┠௨ୖ 䜢ಟᚓ䛩䜛

6-1䛻ᑐᛂ䛩䜛ᑓ㛛ᕤᏛ⛉┠⩌䛿䠈(3)ᕤᏛ䛾ᇶ♏
ⓗ䛺▱㆑䞉ᢏ⾡䜢⤫ྜ 䛧䠈㐀ᛶⓎ䛧䛶ㄢ㢟䜢
᥈ồ䛧䠈⤌䜏❧䛶䠈ゎỴ䛩䜛⬟ຊ⛉┠⩌䛸䛩䜛

6-2 

ᚓព䛸䛩䜛ᑓ㛛ศ㔝䛾▱㆑䠈ᢏ⾡䛸
ሗ䜢㥑䛧䛶䠈♫䛾せồ䛻ᛂ䛨䛯ၥ
㢟ゎỴ䛾᪉ἲ䜢⏬䠈䝕䝄䜲䞁䛩䜛
䛣䛸䛜䛷䛝䜛

e
h

(d)-(4)
i

యⓗ䛻ᑐᛂ䛩䜛⛉┠䜢䠐⛉┠
䜐ྵ䛣䛸

6-2䛻యⓗ䛻ᑐᛂ䛩䜛⛉┠⩌䛿䠈䝕䝄䜲䞁⬟ຊ
⛉┠⩌䛸䛩䜛

6-3 
研究䜔Ꮫ⩦≧ἣ䜢ᢕᥱ䞉グ㘓䛧䛶⮬
ⓗ䞉⥅⥆ⓗ䛻Ꮫ⩦䛷䛝䜛

g
h

యⓗ䛻ᑐᛂ䛩䜛⛉┠䜢䠏⛉┠
䜣ྵ䛷䚸䠒⛉┠௨ୖ ಟᚓ䛩䜛

6-3䛻ᑐᛂ䛩䜛⛉┠⩌䛿䠈యⓗ䞉⥅⥆ⓗ䛻Ꮫ⩦
䛷䛝䜛⬟ຊ⛉┠⩌䛸䛩䜛
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ู⾲㸱 学⩦࣭教育฿㐩┠ᶆの㐩ᡂ度ホ౯対㇟科┠୍ぴ（㹆27 年度対応∧） （生産システム工学専攻   ᶵᲔ▱⬟⣔）    

学⩦࣭ 教育฿㐩
┠ᶆ

学⩦࣭ 教育฿㐩┠ᶆ

JABEE
ᇶ‽

㐩 ᡂ 度 ホ ౯ 対 ㇟ 科 ┠

    本科４年 本科㸳年 専攻科１年 専攻科２年

日
本
語
お
よ
び
英
語
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
有
し
、

国
際
的
に
活
躍
で
き
る
技
術
者

1-1 
F-1 

᪥本ㄒࡿࡼ㐺ษᩥ࡞❶⾲⌧
ཬཱྀࡧ 㢌のពᛮఏ㐩࡛ࡀ きࡿ

f ᅜㄒϫ（۔） ༞ᴗ◊✲（ۑ） ≉ู ◊✲Ϩ（ۑ）
ス࣮ࣆ ࣑ࣗࢥࢳ ࢣ࣮ࢽ シࣙ ンϨ（۔）

≉ู ◊✲ϩ（۔）
応⏝プロ（ۑ）ࢺࢡ࢙ࢪ

1-2 
F-2 

ⱥㄒ ᭩࡛ࡓࢀᢏ⾡ᩥ᭩のᴫ
せ࣭ せ᪨ࡿࡵࡘࡀ

f
ⱥㄒϫ㸿（ۑ）
ⱥㄒϫ㹀（ۑ）

⥲ྜ ⱥㄒ㸿（ۑ）
⥲ྜ ⱥㄒ㹀（ۑ）
技術ⱥㄒ（۔）

⣭ୖⱥㄒ（۔）
科学ᢏ⾡ⱥㄒ（۔）

ス࣮ࣆ ࣑ࣗࢥࢳ ࢣ࣮ࢽ シࣙ ンϩ（۔）

応⏝プロ（ۑ）ࢺࢡ࢙ࢪ

1-3 
F-3 

◊✲のⱥᩥᴫせࢆ᭩ࡀࡇࡃ
き࡛㸪Ⓨ⾲㈨ᩱ࡞ⱥㄒࢆ⏝

ࡀ࡛ࡇࡿ࠸ きࡿ
f

ⱥㄒϫ㸿（ۑ）
ⱥㄒϫ㹀（ۑ）

⥲ྜ ⱥㄒ㸿（ۑ）
⥲ྜ ⱥㄒ㹀（ۑ）
技術ⱥㄒ（ۑ）
卒業◊✲（ۑ）

⣭ୖⱥㄒ（۔）
科学ᢏ⾡ⱥㄒ（ۑ）

ス࣮ࣆ ࣑ࣗࢥࢳ ࢣ࣮ࢽ シࣙ ンϩ（۔）

≉ู ◊✲ϩ（۔）

ICT

に
関
す
る
基
本

的
技
術
お
よ
び
工

学
へ
の
応
用
技
術

を
身
に
付
け
た
技

術
者

2-1 
B-3 

ICTᢏ⾡ࢆά⏝ࡓࡋィ ᢏ⾡ࢆ
࠸ᐇ㦂ࢹ ࡇࡿࡍ㞟ࢆࢱ࣮
ࡀ࡛ きࡿ

c
(d)-(2)

応用ᩘ 学（۔）
情報ฎ⌮Ϩ�۔）
情報ฎ⌮ϩ（۔）

⌮ᩘゎᯒ（۔）
応⏝ሗ科学（۔）
ィ⟬応⏝ຊ学（۔）
㟁Ꮚィ ᢏ⾡（ۑ）

ィ⟬ƫ プログラ࣑ング（ۑ）

2-2 
B-2 

㞟ࢹࡓࡋ ᩘࢆሗࡸࢱ࣮ ⌮
ⓗฎ⌮࠸࡚⏝ࢆ ศᯒࡋ専門工
学࡛のၥ㢟ゎỴࡇࡿࡆ⧄
ࡀ࡛ きࡿ

(d)-(2)
情報ฎ⌮Ϩ（ۑ）
情報ฎ⌮ϩ（ۑ）
機械知能システム工学実㦂ϩ（ۑ）

༞ᴗ◊✲（ۑ）
生産システム工学ᐇ㦂（۔）
ሗ㏻ಙᢏ⾡（ۑ）
≉ู ◊✲Ϩ（ۑ）

≉ู ◊✲ϩ（ۑ）

多
分
野
に
お
け
る
技
術
の
基
礎
と
な
る
知
識
と
技
能
，
及
び
そ
の
分
野
の
専
門
技
術
に
関
す
る
高
度
な
知
識
と
能

力
を
持
ち
，
複
眼
的
な
視
点
か
ら
問
題
を
解
決
し
、
産
業
技
術
分
野
へ
の
活
用
を
実
践
で
き
る
技
術
者

3-1 
B-1 

学ᩘ࣭ ⮬↛科学のᇶ♏▱㆑ࢆ㸪
専門ศ㔝のㄢ㢟 ά࡛⏝ࡇࡿࡍ
ࡀ࡛ きࡿ

c

ከኚᩘ のᚤศ✚ศ学（۔）
⾜ิ ᘧ⾜ิ の応⏝（۔）
応用ᩘ 学（۔）
応用物⌮（۔）
材ᩱ力学（۔）
⇕力学（۔）
ὶ体力学（۔）

⌮ᩘゎᯒ（ۑ）
応⏝ゎᯒ（۔）
≀⌮学（۔）
物性工学（۔）

≉ู ◊✲ϩ（ۑ）

3-2 
C-1 

ከᵝ࡞専門ศ㔝の㛵㐃ᛶࢆ⌮
ゎࡋ㸪ከ㠃ⓗᤊࡀ࡛ࡇࡿ࠼
きࡿ

2.1(1)
」ྜ 工学ࢼ࣮࣑ࢭ Ϩ（ۑ） ２ͤ

」ྜ 工学ࢼ࣮࣑ࢭ ϩ（ۑ） ２ͤ
ロࢵ࣎トテクノロジー（ۑ）
ト࣡ࢵࢿࢱューࣆンࢥ ーク（ۑ）

生ᇶ♏科学（۔）
応⏝ሗ科学（۔）
ィ⟬応⏝ຊ学（۔）

ᆅ⌫⎔ቃ科学（۔）
生産システムタィ（۔）
生産ࢨࢹンㄽ（۔）
」ྜ ᮦᩱ工学（۔）

3-3 
C-2 

ᇶ♏▱㆑ࢆά⏝࡚ࡋ 工学ⓗၥ
㢟ࢆ⌮ゎࡋ㸪ㄝ࡛᫂ きࡿ

(d)-(1)
(d)-(3)

c

計測工学（۔）
電気☢気学（۔）
機械力学（۔）
材ᩱ力学（۔）
⇕力学（۔）
ὶ体力学（۔）

⇕ὶ体現㇟ㄽ（۔）
制御工学（۔）
マテࣜ アル学（۔）
総合設計（۔）
༞ᴗ◊✲（۔）
ረ性加工（۔）
エࢿルࢠーኚ工学（۔）
ᩘ್ ⇕ὶ体力学（۔）
デジࢱル信ྕ ฎ⌮（۔）
ロࢵ࣎トテクノロジー（۔）
ト࣡ࢵࢿࢱューࣆンࢥ ーク（۔）
環境エࢿルࢠー技術（۔）
機械動学（۔）
⤌㎸ࡳシステム（۔）
生体工学（۔）
（۔）ノテクノロジーࢼ
ソフトウェア工学ᴫㄽ（۔）
ᩘ್ ゎᯒ（۔）
画ീฎ⌮（۔）

≉ู◊✲Ϩ（۔）
㐀設計工学（۔）
ᅛ体力学（۔）
ὶ動ㄽ（۔）
⇕⛣動ㄽ（۔）
高電ᅽ工学（۔）
物性工学（ۑ）
電☢気現㇟（ۑ）

ᢏ⾡㛤Ⓨ▱ⓗ㈈産ᶒ（ۑ）
≉ู ◊✲ϩ（ۑ）
応⏝プロ（۔）ࢺࢡ࢙ࢪ
ᩘ್ 設計工学（ۑ）
エࢿルࢠーシステム（۔）
機能材ᩱ（۔）
デジࢱル制御（۔）
（۔）工学ࢧンࢭ

3-4 
C-3 

ᇶ♏ⓗ࡞ᐇ㦂ᢏ⾡࠸࡚⏝ࢆ 㸪ᐇ
㦂ࢆ⏬࣭ᐇ⾜࡚ࡋ ⤖ᯝのศ
ᯒ࣭ ホ౯࡛ࡀ きࡿ

(d)-(2)
h
g

総合実習ϩ（۔）
機械知能システム工学実㦂ϩ（۔）
」ྜ 工学ࢼ࣮࣑ࢭ Ϩ（۔） ２ͤ

」ྜ 工学ࢼ࣮࣑ࢭ ϩ（۔） ２ͤ

༞ᴗ◊✲（۔）
生産システム工学ᐇ㦂（۔）
≉ู ◊✲Ϩ（۔）

≉ู ◊✲ϩ（۔）
応⏝プロ（۔）ࢺࢡ࢙ࢪ

知
徳
体
の
調
和
し
た
人
間
性
お
よ
び
社
会
性
・
協
調

性
を
身
に
付
け
た
技
術
者

4-1 
A-1 

ᖜᗈ࠸▱㆑ࢆ㌟ࡅࡘ㸪ᆅ⌫ⓗ
どⅬࡽၥ㢟ࢆᤊࡀࡇࡿ࠼
き࡛ࡿ

a
b

ᅜㄒϫ（۔）

⤒̈̀ 学（۔）
᪥本⌧代ᩥ 学（۔）
ྂᩥ 学（۔）
学ဴ（۔）

Ṕྐ ᩥ （ۑ）
♫ἲ（ۑ）

ᆅᇦ⤒̈̀ ㄽ（ۑ）
㒓ᅵのᩥ 学ே㛫（۔）
ẚ㍑ᩥ ㄽ（ۑ）

4-2 
A-2 

␗ᩥ ࢆ⌮ゎࡋ㸪౯್ ほのከβ
ᛶࢆㄆ㆑ࡀ࡛ࡇࡿࡍ きࡿ

a
b

ⱥㄒϫ㸿（۔）
ⱥㄒϫ㹀（۔）

⥲ྜ ⱥㄒ㸿（ۑ）
⥲ྜ ⱥㄒ㹀（ۑ）

⣭ୖⱥㄒ（ۑ）
ス࣮ࣆ ࣑ࣗࢥࢳ ࢣ࣮ࢽ シࣙ ンϨ（ۑ）

ス࣮ࣆ ࣑ࣗࢥࢳ ࢣ࣮ࢽ シࣙ ンϩ（ۑ）

ẚ㍑ᩥ ㄽ（ۑ）

4-3 
G-1 

♫ཧຍのពḧ㛵ᚰࡶࢆ
ࡀ࡛ࡇࡘ きࡿ

i ࢱン࣮ ンシࢵプ（۔）
進㊰ࢭミࢼー(۔)

Ṕྐ ᩥ （ۑ）
ࢱン࣮ ンシࢵプ（۔）

ࢼ࣮࣑ࢭ㊶ᐇࢽࢪン࢚ （۔）
◊✲技術インࢱーン（ۑ）
≉ู ᐇ⩦ࢼ࣮࣑ࢭ （ۑ）
インࢱーンシࣉࢵϨ（۔）

◊✲技術インࢱーン（ۑ）
≉ู ᐇ⩦ࢼ࣮࣑ࢭ （ۑ）
インࢱーンシࣉࢵϩ（۔）

4-4 
G-2 

グࣝ プ࣮࡛ のάື 㸪ࡋཧຍ
の࣓ン࣮ࣂ༠ㄪ࡚ࡋㄢ㢟
ࡀ࡛ࡇࡴ⤌ྀྲࡾ きࡿ

i ス࣮࣏ （۔）科学ࢶ
ࢱン࣮ ンシࢵプ（۔）

ᗣ科学（۔）
ࢱン࣮ ンシࢵプ（۔）

インࢱーンシࣉࢵϨ（۔） インࢱーンシࣉࢵϩ（۔）

広
い
視
野
と
技
術

の
あ
り
方
に
対
す

る
倫
理
観
を
身
に

付
け
、
社
会
の
貢
献

意
識
を
持
つ
技
術

者 5-1 
D-1 

科学ᢏ⾡㛵ࡿࡍ⌮ⓗၥ㢟
࠸࡚ࡘ ⌮ゎࡋ㸪ᣦࡇࡿࡍ
ࡀ࡛ きࡿ

b
a

科学ᢏ⾡⌧代♫（۔）
学ဴ（ۑ）

生産システム（ۑ）

ᢏ⾡⌮（۔）
生ᇶ♏科学（ۑ）
科学ᢏ⾡⪅ἲ（ۑ）

ᢏ⾡㛤Ⓨ▱ⓗ㈈産ᶒ（ۑ）
ᆅ⌫⎔ቃ科学（ۑ）
生産システムタィ（ۑ）

5-2 
D-2 

ᐇົ のୖၥ㢟ࢆ⌮ゎࡋ㸪ᢏ⾡
ⓗ࣭ ⌮ⓗ▱㆑ࢆ㐺⏝ࡇࡿࡍ
ࡀ࡛ きࡿ

(d)-(4)
ࢱン࣮ ンシࢵプ（ۑ）

♫ἲ（ۑ）
ࢱン࣮ ンシࢵプ（ۑ）

ᢏ⾡⌮（۔）
科学ᢏ⾡⪅ἲ（ۑ）
ࢼ࣮࣑ࢭ㊶ᐇࢽࢪン࢚ （ۑ）
インࢱーンシࣉࢵϨ（ۑ）

ᢏ⾡㛤Ⓨ▱ⓗ㈈産ᶒ（۔）
インࢱーンシࣉࢵϩ（ۑ）

知
的
探
求
心
を
持
ち
，
問
題
解
決
に
向
け
て
主
体
的
，
創
造
的

に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
技
術
者

6-1 
E-1 

▱ⓗዲወᚰ᥈ồᚰࢆᣢ࡚ࡗ 㸪
ᖜᗈ࠸ศ㔝のㄢ㢟ࡴ⤌ࡾྲྀ
ࡀ࡛ࡇ きࡿ

(d)-(3)
e

総合実習ϩ（۔）

総合設計（ۑ）
ረ性加工（ۑ）
エࢿルࢠーኚ工学（ۑ）
ᩘ್ ⇕ὶ体力学（ۑ）
デジࢱル信ྕ ฎ⌮（ۑ）
ロࢵ࣎トテクノロジー（ۑ）
ト࣡ࢵࢿࢱューࣆンࢥ ーク（ۑ）

㐀設計工学（ۑ）
ᅛ体力学（ۑ）
ὶ動ㄽ（ۑ）
⇕⛣動ㄽ（ۑ）
高電ᅽ工学（ۑ）
電☢気現㇟（ۑ）
ሗ㏻ಙᢏ⾡（ۑ）
㟁Ꮚィ ᢏ⾡（ۑ）
◊✲技術インࢱーン（ۑ）

ᢏ⾡㛤Ⓨ▱ⓗ㈈産ᶒ（۔）
ᩘ್ 設計工学（۔）
エࢿルࢠーシステム（ۑ）
（ۑ）工学ࢧンࢭ
ィ⟬ƫ プログラ࣑ング（ۑ）

6-2 
C-4 

ᚓពࡿࡍ専門ศ㔝の▱㆑㸪ᢏ
ࡋ㥑࡚ࢆሗ⾡ 㸪♫のせ
ồ応ࡓࡌၥ㢟ゎỴの᪉ἲࢆ
⏬㸪ࢨࢹンࡀ࡛ࡇࡿࡍ き
ࡿ

e
h

(d)-(4)
i

機械設計〇ᅗϩ（۔）
総合実習ϩ（ۑ）
」ྜ 工学ࢼ࣮࣑ࢭ Ϩ（۔） ２ͤ

」ྜ 工学ࢼ࣮࣑ࢭ ϩ（۔） ２ͤ

マテࣜ アル学（ۑ）
生産システム（۔）
⢭ᐦ加工（۔）
構㐀計算力学（۔）
シーケンス制御（۔）
電気電子デバイス（۔）
デジࢱルᅇ㊰（۔）

生産システム工学ᐇ㦂（۔）
ᡂᐇ㊶ᢏ⾡（۔）
ᡂᐇ㊶ࢼ࣮࣑ࢭ （ۑ）

≉ู ◊✲ϩ（۔）
応⏝プロ（۔）ࢺࢡ࢙ࢪ
機能材ᩱ（ۑ）
デジࢱル制御（ۑ）

6-3 
E-2 

ᢕᥱ࣭ࢆ学⩦≧ἣࡸ✲◊ グ㘓ࡋ
⮬࡚ⓗ࣭ ⥅⥆ⓗ学⩦࡛ きࡿ

g
h

機械知能システム工学実㦂ϩ（ۑ）
」ྜ 工学ࢼ࣮࣑ࢭ Ϩ（ۑ） ２ͤ

」ྜ 工学ࢼ࣮࣑ࢭ ϩ（ۑ） ２ͤ
༞ᴗ◊✲（۔）

生産システム工学ᐇ㦂（ۑ）
≉ู ◊✲Ϩ（۔）

≉ู ◊✲ϩ（۔）
応⏝プロ（ۑ）ࢺࢡ࢙ࢪ

ͤ１㸸ࢦシࢡࢵయの科┠ࡣ㸪ྛ学科࣭ྛ専攻࡛ඹ㏻࡛㛤ㅮࡿ࠸࡚ࡋ科┠ ͤ２㸸≉ู㑅ᢥ科┠の学科ඹ㏻のテ࣮࡚ࡋ࣐ᐇ（４年㸪㸳年対㇟）
ͤ㸱㸸ࢡࢵࣜࢱయの科┠ࡣ㸪㑅ᢥ科┠

㑅ᢥ
ᚲ修
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ู⾲㸱 学⩦࣭教育┠ᶆの㐩ᡂ度ホ౯対㇟科┠୍ぴ（㹆27年度対応∧） （生産システム工学専攻㸸ᘓ⠏࣭ᅵᮌ⣔）    

学⩦教育
┠ᶆ

㐩ᡂ度ホ౯のどⅬ

JABEE
ᇶ‽

㐩 ᡂ 度 ホ ౯ 対 ㇟ 科 ┠

    本科４年 本科㸳年 専攻科１年 専攻科２年

日
本
語
お
よ
び
英
語
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
を
有
す
る
技
術
者

1-1 
F-1 

᪥本ㄒࡿࡼ㐺ษᩥ࡞ ❶⾲
⌧ཬཱྀࡧ 㢌のពᛮఏ㐩࡛ࡀ
きࡿ

f ᅜㄒ䊣䠄䖂䠅 ༞ᴗ研究䠄䕿䠅 特別研究䊠䠄䕿䠅

䝇䝢䞊䝏䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁䊠䠄䖂䠅

特別研究Ⅱ䠄䖂䠅

ᛂ⏝䝥䝻䝆䜵䜽䝖䠄䕿䠅

1-2 
F-2 

ⱥㄒ࡛ ᭩ࡓࢀᢏ⾡ᩥ ᭩の
ᴫせ࣭ せ᪨ࡿࡵࡘࡀ

f
ⱥㄒ䊣 䠝䠄䕿䠅

ⱥㄒ䊣 䠞䠄䕿䠅

⥲ྜⱥㄒ䠝䠄䕿䠅

⥲ྜⱥㄒ䠞䠄䕿䠅

ᢏ⾡ⱥㄒ䠄䖂䠅

ୖ⣭ⱥㄒ䠄䖂䠅

⛉Ꮫᢏ⾡ⱥㄒ䠄䖂䠅

䝇䝢䞊䝏䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁Ⅱ䠄䖂䠅

ᛂ⏝䝥䝻䝆䜵䜽䝖䠄䕿䠅

1-3 
F-3 

◊✲のⱥᩥ ᴫせࢆ᭩ࡇࡃ
ࡀ࡛ き㸪Ⓨ⾲㈨ᩱ࡞ⱥ
ㄒࡀ࡛ࡇࡿ࠸⏝ࢆ きࡿ

f
ⱥㄒ䊣 䠝䠄䕿䠅

ⱥㄒ䊣 䠞䠄䕿䠅

⥲ྜⱥㄒ䠝䠄䕿䠅

⥲ྜⱥㄒ䠞䠄䕿䠅

༞ᴗ研究䠄䕿䠅

ᢏ⾡ⱥㄒ䠄䕿䠅

ୖ⣭ⱥㄒ䠄䖂䠅

⛉Ꮫᢏ⾡ⱥㄒ䠄䕿䠅

䝇䝢䞊䝏䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁Ⅱ䠄䖂䠅

特別研究Ⅱ䠄䖂䠅

ICT

に
関
す
る
基
本
的
技
術
お

よ
び
工
学
へ
の
応
用
技
術
を
身

に
付
け
た
技
術
者

2-1 
B-3 

ICT ᢏ⾡ࢆά⏝ࡓࡋィ ᢏ
ࢹᐇ㦂࣮࠸ࢆ⾡ 㞟ࢆࢱ
ࡀ࡛ࡇࡿࡍ きࡿ

c
(d)-
(2)

ᛂ⏝ᩘ学䠄䖂䠅

ሗฎ⌮䊠䠄䕿䠅

ሗฎ⌮䊡䠄䕿䠅

㟁Ẽ工学₇⩦䠄䕿䠅

⎔ቃሗィ 䠄䕿䠅

ᛂ⏝ሗ⛉Ꮫ䠄䖂䠅

ィ⟬ᛂ⏝ຊᏛ䠄䖂䠅

㟁Ꮚィ ᢏ⾡（ۑ）
ィ⟬ƫ 䝥䝻䜾䝷䝭䞁䜾（ۑ）

2-2 
B-2 

㞟ࢹ࣮ࡓࡋ ᩘࢆሗࡸࢱ
⌮ⓗฎ⌮࠸࡚⏝ࢆ ศᯒࡋ専
門工学࡛ のၥ㢟ゎỴࡆ⧄
ࡀ࡛ࡇࡿ きࡿ

(d)-
(2)

ᘓ⠏♫工学ᐇ㦂䊡䠄䕿䠅

ሗฎ⌮䊠䠄䕿䠅

ሗฎ⌮䊡䠄䕿䠅

ᘓ⠏♫工学ᐇ㦂䊢䠄䕿䠅

ᘓ⠏♫工学ᐇ㦂䊣䠄䕿䠅

㟁Ẽ工学₇⩦䠄䕿䠅

༞ᴗ研究䠄䕿䠅

⏕⏘䝅䝇䝔䝮ᕤᏛᐇ㦂䠄䖂䠅

特別研究䊠䠄䕿䠅

ሗ㏻ಙᢏ⾡䠄䕿䠅

特別研究Ⅱ䠄䕿䠅

多
分
野
に
お
け
る
技
術
の
基
礎
と
な
る
知
識
と
技
能
，
及
び
そ
の
分
野
の
専
門
技
術
に

関
す
る
知
識
と
能
力
を
持
ち
，
複
眼
的
な
視
点
か
ら
問
題
を
解
決
す
る
能
力
を
持
勂
た

技
術
者 3-1 

B-1 

学ᩘ࣭ ⮬↛科学のᇶ♏▱㆑
㸪専門ศ㔝のㄢ㢟࡛ࢆ ά⏝
ࡀ࡛ࡇࡿࡍ きࡿ

c

ከኚᩘ䛾ᚤศ✚ศᏛ䠄䖂䠅

⾜ิᘧ䛸⾜ิ䛾ᛂ⏝䠄䖂䠅

ᵓ造ຊ学䊢䠄䖂䠅

ᛂ⏝ᩘ学䠄䖂䠅

ᛂ⏝≀⌮䠄䖂䠅

ᛂ⏝ᩘ学₇⩦䠄䖂䠅

ᅵᮌタィ₇⩦䊡䠄䕿䠅

ᛂ⏝ゎᯒ䠄䖂䠅

≀⌮Ꮫ䠄䖂䠅

特別研究Ⅱ䠄䕿䠅

ᘓタሗฎ⌮䠄䖂䠅

3-2 
C-1 

ከβ ࢆ専門ศ㔝の㛵㐃ᛶ࡞
⌮ゎࡋ㸪ከ㠃ⓗᤊࡇࡿ࠼
ࡀ࡛ きࡿ

2.1(1)
」ྜᕤᏛ䝉䝭䝘䞊䊠䠄䕿䠅䈜䠎

」ྜᕤᏛ䝉䝭䝘䞊Ⅱ䠄䕿䠅䈜䠎

ᆅᇦ䛚䜘䜃㒔ᕷィ⏬䠄䕿䠅

ᆅ⌫⎔ቃ工学䠄䕿䠅

ሗ♫ㄽ䠄䖂䠅

⎔ቃಖ工学䠄䕿䠅

ᆅᇦ♫工学䠄䕿䠅

⏕ᇶ♏⛉Ꮫ䠄䖂䠅

ᛂ⏝ሗ⛉Ꮫ䠄䖂䠅

ィ⟬ᛂ⏝ຊᏛ䠄䖂䠅

ᆅ⌫⎔ቃ⛉Ꮫ䠄䖂䠅

⏕⏘䝅䝇䝔䝮タィ䠄䖂䠅

⏕⏘䝕䝄䜲䞁ㄽ䠄䖂䠅

」ྜᮦᩱᕤᏛ䠄䖂䠅

3-3 
C-2 

ᇶ♏▱㆑ࢆά⏝࡚ࡋ 工学ⓗ
ၥ㢟ࢆ⌮ゎࡋ㸪ㄝ࡛᫂ きࡿ

(d)-
(1)
(d)-
(3)
c

ᵓ造ຊ学䊢䠄䖂䠅

⎔ቃ䜶䝛䝹䜼䞊システム䠄䖂䠅

㕲➽䝁䞁䜽䝸䞊䝖工学䠄䖂䠅

ᆅᇦ䛚䜘䜃㒔ᕷィ⏬䠄䖂䠅

ィ⏬学䠄䖂䠅

Ỉ⌮学䠄䖂䠅

ᆅ┙工学䠄䖂䠅

ᘓ⠏ἲつ䠄䖂䠅

ᘓ⠏ィ⏬䊠䠄䖂䠅

ᘓ⠏⎔ቃ工学䠄䖂䠅

㗰ᵓ造工学䠄䖂䠅

ᆅ⌫⎔ቃ工学䠄䖂䠅

༞ᴗ研究䠄䖂䠅

ᘓ⠏ィ⏬䊡䠄䖂䠅  ᘓ⠏ྐ䠄䖂䠅

ᘓ⠏タഛ䠄䖂䠅ᘓ⠏⾜ἲ䊡䠄䖂䠅

㜵⅏工学䠄䖂䠅ᆅᇦ♫工学䠄䖂䠅

䝸䝰䞊䝖䝉䞁シ䞁グ䠄䖂䠅

ᬒほ工学䠄䖂䠅

䝛䝑䝖䝽䞊䜽システム䠄䖂䠅

䝋䝣䝖䜴䜵䜰ᕤᏛᴫㄽ䠄䖂䠅

ᩘ್ゎᯒ䠄䖂䠅 ⏬ീฎ⌮䠄䖂䠅

特別研究䊠䠄䖂䠅

ᵓ造ゎᯒ学䠄䖂䠅

✵㛫ィ⏬学䠄䕿䠅

㟁☢Ẽ⌧㇟䠄䕿䠅

ᘓタ⣲ᮦ工学䠄䕿䠅

ᆅ┙ಖ工学䠄䕿䠅

ᆅᇦィ⏬ㄽ䠄䕿䠅

ᢏ⾡㛤Ⓨ䛸▱ⓗ㈈⏘ᶒ䠄䕿䠅

特別研究Ⅱ䠄䕿䠅

ᛂ⏝䝥䝻䝆䜵䜽䝖䠄䖂䠅

ືゎᯒ学䠄䖂䠅

Ỉ⎔ቃ工学䠄䕿䠅

ఫ⎔ቃ工学䠄䕿䠅

3-4 
C-3 

ᇶ♏ⓗ࡞ᐇ㦂ᢏ⾡࠸⏝ࢆ
㸪࡚ᐇ㦂ࢆ⏬࣭ ᐇ⾜࡚ࡋ ⤖

ᯝのศᯒ࣭ ホ౯࡛ࡀ きࡿ

(d)-
(2)
h
g

ᘓ⠏♫工学ᐇ㦂䊡䠄䖂䠅

IT䝕䝄䜲䞁₇⩦䠄䖂䠅

」ྜᕤᏛ䝉䝭䝘䞊䊠䠄䖂䠅䈜䠎

」ྜᕤᏛ䝉䝭䝘䞊Ⅱ䠄䖂䠅䈜䠎

ᘓ⠏♫工学ᐇ㦂䊢䠄䖂䠅

༞ᴗ研究䠄䖂䠅

ᘓ⠏♫工学ᐇ㦂䊣䠄䖂䠅

⏕⏘䝅䝇䝔䝮ᕤᏛᐇ㦂䠄䖂䠅

特別研究䊠䠄䖂䠅

特別研究Ⅱ䠄䖂䠅

ᛂ⏝䝥䝻䝆䜵䜽䝖䠄䖂䠅

知
徳
体
の
調
和
し
た
人
間
性
お
よ
び
社
会
性
・

協
調
性
を
身
に
付
け
た
技
術
者

4-1 
A-1 

ᖜᗈ࠸▱㆑ࢆ㌟ࡅࡘ㸪ᆅ
⌫ⓗどⅬࡽၥ㢟ࢆᤊࡿ࠼
ࡀ࡛ࡇ きࡿ

a
b

ᅜㄒ䊣䠄䖂䠅

⤒῭Ꮫ䠄䖂䠅 ᪥ᮏ⌧௦ᩥᏛ䠄䖂䠅

ྂᩥᏛ䠄䖂䠅 ဴᏛ䠄䖂䠅

Ṕྐ䛸ᩥ䠄䕿䠅 ♫䛸ἲ䠄䕿䠅

ᆅᇦ⤒῭ㄽ（ۑ）
㒓ᅵ䛾ᩥᏛ䛸ே㛫䠄䖂䠅

ẚ㍑ᩥㄽ䠄䕿䠅

4-2 
A-2 

␗ᩥ ࢆ⌮ゎࡋ㸪౯್ ほの
ከβ ᛶࢆㄆ㆑ࡀ࡛ࡇࡿࡍ
きࡿ

a
b

ⱥㄒ䊣 䠝䠄䖂䠅

ⱥㄒ䊣 䠞䠄䖂䠅

⥲ྜⱥㄒ䠝䠄䕿䠅

⥲ྜⱥㄒ䠞䠄䕿䠅
ୖ⣭ⱥㄒ䠄䕿䠅

䝇䝢䞊䝏䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁䊠䠄䕿䠅

䝇䝢䞊䝏䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁Ⅱ䠄䕿䠅

ẚ㍑ᩥㄽ䠄䕿䠅

4-3 
G-1 

♫ཧຍのពḧ㛵ᚰࢆ
ࡀ࡛ࡇࡘࡶ きࡿ

i 䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥䠄䖂䠅

㐍㊰䝉䝭䝘䞊䠄䖂䠅

Ṕྐ䛸ᩥ䠄䕿䠅

䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥䠄䖂䠅

研究ᢏ⾡䜲䞁䝍䞊䞁（ۑ）

特別ᐇ⩦䝉䝭䝘䞊䠄䕿䠅

䜶䞁䝆䝙䜰ᐇ㊶䝉䝭䝘䞊䠄䖂䠅

䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥䊠䠄䖂䠅

研究ᢏ⾡䜲䞁䝍䞊䞁（ۑ）

特別ᐇ⩦䝉䝭䝘䞊䠄䕿䠅

䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥Ⅱ（۔）

4-4 
G-2 

グ࣮ࣝプ࡛のάືཧຍ
㸪の࣓ࡋ ン࣮ࣂ ࡋ༠ㄪ
ㄢ࡚㢟ྀྲ ࡀ࡛ࡇࡴ⤌ࡾ

きࡿ

i 䝇䝫䞊䝒⛉Ꮫ䠄䖂䠅

䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥䠄䖂䠅

ᗣ⛉Ꮫ䠄䖂䠅

䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥䠄䖂䠅
䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥䊠（۔） 䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥Ⅱ（۔）

広
い
視
野
と
技
術
の
あ

り
方
に
対
す
る
倫
理
観

を
身
に
付
け
た
技
術
者

5-1 
D-1 

科学ᢏ⾡㛵ࡿࡍ⌮ⓗၥ
㢟࠸࡚ࡘ ⌮ゎࡋ㸪ᣦࡍ
ࡀ࡛ࡇࡿ きࡿ

b
a

⛉Ꮫᢏ⾡䛸⌧௦♫䠄䖂䠅

ဴᏛ䠄䕿䠅

ᆅ⌫⎔ቃ工学䠄䕿䠅

㜵⅏工学䠄䕿䠅

ᢏ⾡⌮䠄䖂䠅

⏕ᇶ♏⛉Ꮫ䠄䕿䠅

⛉Ꮫᢏ⾡⪅䛸ἲ（ۑ）

ᢏ⾡㛤Ⓨ䛸▱ⓗ㈈⏘ᶒ（ۑ）

ᆅ⌫⎔ቃ⛉Ꮫ䠄䕿䠅

⏕⏘䝅䝇䝔䝮タィ䠄䖣䠅

Ỉ⎔ቃ工学䠄䕿䠅ఫ⎔ቃ工学䠄䕿䠅

5-2 
D-2 

ᐇົ のୖၥ㢟ࢆ⌮ゎࡋ㸪ᢏ
⾡ⓗ࣭ ⌮ⓗ▱㆑ࢆ㐺⏝ࡍ
ࡀ࡛ࡇࡿ きࡿ

(d)-
(4)

ᘓ⠏ἲつ䠄䕿䠅

ᘓ⠏⾜ἲ䊠䠄䕿䠅

䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥䠄䕿䠅

♫䛸ἲ䠄䕿䠅

ᅵᮌ工ἲ䠄䕿䠅

ᘓ⠏工ἲ䊡䠄䕿䠅

䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥䠄䕿䠅

ᢏ⾡⌮䠄䖂䠅

⛉Ꮫᢏ⾡⪅䛸ἲ（ۑ）

䜶䞁䝆䝙䜰ᐇ㊶䝉䝭䝘䞊（ۑ）

䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥䊠（ۑ）

ᢏ⾡㛤Ⓨ䛸▱ⓗ㈈⏘ᶒ䠄䖂䠅

䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥Ⅱ（ۑ）

知
的
探
求
心
を
持
ち
，
主
体
的
，
創
造
的
に
問
題
に
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
る
技
術
者

6-1 
E-1 

▱ⓗዲወᚰ᥈ồᚰࢆᣢࡗ
㸪࡚ᖜᗈ࠸ศ㔝のㄢ㢟ྀྲ

ࡀ࡛ࡇࡴ⤌ࡾ きࡿ

(d)-
(3)
e

⎔ቃ䜶䝛䝹䜼䞊システム䠄䕿䠅

ᅵᮌタィ₇⩦䊠䠄䖂䠅

ᘓ⠏タィ₇⩦䊠䠄䖂䠅

ᆅ⌫⎔ቃ工学䠄䕿䠅

ᅵᮌタィ₇⩦䊡䠄䖂䠅

ᘓ⠏タィ₇⩦䊡䠄䖂䠅

㜵⅏工学䠄䕿䠅

⎔ቃಖ工学䠄䕿䠅

䝸䝰䞊䝖䝉䞁シ䞁グ䠄䕿䠅

ᬒほ工学䠄䕿䠅

⎔ቃタタィ₇⩦䠄䖂䠅

㟁☢Ẽ⌧㇟䠄䕿䠅

ሗ㏻ಙᢏ⾡䠄䕿䠅

㟁Ꮚィ ᢏ⾡䠄䕿䠅

研究ᢏ⾡䜲䞁䝍䞊䞁䠄䕿䠅

ᢏ⾡㛤Ⓨ䛸▱ⓗ㈈⏘ᶒ䠄䖂䠅

ᬒほタィ₇⩦䠄䖂䠅

ィ⟬ᶵ䝥䝻䜾䝷䝭䞁䜾䠄䕿䠅

研究ᢏ⾡䜲䞁䝍䞊䞁䠄䕿䠅

6-2 
C-4 

ᚓពࡿࡍ専門ศ㔝の▱
㆑㸪ᢏ⾡ሗࢆ㥑࡚ࡋ 㸪
♫のせồ応ࡓࡌၥ㢟ゎ
Ỵの᪉ἲࢆ⏬㸪ࢨࢹン
ࡀ࡛ࡇࡿࡍ きࡿ

e
h

(d)-
(4)
i

IT䝕䝄䜲䞁₇⩦䠄䖂䠅

ᅵᮌタィ₇⩦䊠䠄䕿䠅

ᘓ⠏タィ₇⩦䊠䠄䕿䠅

」ྜᕤᏛ䝉䝭䝘䞊䊠䠄䖂䠅䈜䠎

」ྜᕤᏛ䝉䝭䝘䞊Ⅱ䠄䖂䠅䈜䠎

㏻工学䠄䖂䠅Ἑᕝᾏᓊ工学䠄䖂䠅

⎔ቃ⾨生工学䠄䖂䠅

ᅵᮌ工ἲ䠄䖂䠅

ᅵᮌᵓ造タィ䠄䖂䠅

ᅵᮌタィ₇⩦䊡䠄䕿䠅

ᘓ⠏ᵓ造タィ䠄䖂䠅

ᘓ⠏工ἲ䊡䠄䖂䠅

ᘓ⠏タഛ䠄䖂䠅

ᘓ⠏タィ₇⩦䊡䠄䕿䠅

⏕⏘䝅䝇䝔䝮ᕤᏛᐇ㦂䠄䖂䠅

ᡂᐇ㊶ᢏ⾡（۔）

ᘓタ⣲ᮦ工学䠄䖂䠅

ᆅ┙ಖ工学䠄䖂䠅

ᆅᇦィ⏬ㄽ䠄䖂䠅

✵㛫ィ⏬学䠄䖂䠅

ᡂᐇ㊶䝉䝭䝘䞊（ۑ）

特別研究Ⅱ䠄䖂䠅

ᛂ⏝䝥䝻䝆䜵䜽䝖䠄䖂䠅

Ỉ⎔ቃ工学䠄䖂䠅

ఫ⎔ቃ工学䠄䖂䠅

6-3 
E-2 

ᢕᥱ࣭ࢆ学⩦≧ἣࡸ✲◊ グ
㘓࡚ࡋ ⮬ⓗ࣭ ⥅⥆ⓗ学
⩦࡛ きࡿ

g
h

ᘓ⠏♫工学ᐇ㦂䊡䠄䕿䠅

ᅵᮌタィ₇⩦䊠䠄䕿䠅

ᘓ⠏タィ₇⩦䊠䠄䕿䠅

」ྜᕤᏛ䝉䝭䝘䞊䊠䠄䕿䠅䈜䠎

」ྜᕤᏛ䝉䝭䝘䞊Ⅱ䠄䕿䠅䈜䠎

ᘓ⠏♫工学ᐇ㦂䊢䠄䕿䠅

ᘓ⠏♫工学ᐇ㦂䊣䠄䕿䠅

༞ᴗ研究䠄䖂䠅

ᅵᮌタィ₇⩦䊡䠄䕿䠅

ᘓ⠏タィ₇⩦䊡䠄䕿䠅

⏕⏘䝅䝇䝔䝮ᕤᏛᐇ㦂䠄䕿䠅

特別研究䊠䠄䖂䠅

⎔ቃタタィ₇⩦䠄䕿䠅

特別研究Ⅱ䠄䖂䠅

ᛂ⏝䝥䝻䝆䜵䜽䝖䠄䕿䠅

ᬒほタィ₇⩦䠄䕿䠅

ͤ１㸸ࢦシࢡࢵయの科┠ࡣ㸪ྛ学科࣭ྛ専攻࡛ඹ㏻࡛㛤ㅮࡿ࠸࡚ࡋ科┠  
ͤ２㸸≉ู㑅ᢥ科┠の学科ඹ㏻のテ࣮࡚ࡋ࣐ᐇ（４年㸪㸳年対㇟）
ͤ㸱㸸ࢡࢵࣜࢱయの科┠ࡣ㸪㑅ᢥ科┠
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ู⾲㸱 学⩦࣭教育฿㐩┠ᶆの㐩ᡂ度ホ౯対㇟科┠୍ぴ（㹆27 年度対応∧） （生産システム工学専攻㸸生≀࣭学⣔）     

学⩦教育

┠ᶆ
㐩ᡂ度ホ౯のどⅬ

JABEE
ᇶ‽

㐩 ᡂ 度 ホ ౯ 対 ㇟ 科 ┠

本科４年 本科㸳年 専攻科１年 専攻科２年

日
本
語
お
よ
び
英
語
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
を
有
す
る
技
術
者

1-1 

F-1 

᪥本ㄒࡿࡼ㐺ษᩥ࡞ ❶⾲⌧

ཬཱྀࡧ 㢌のពᛮఏ㐩࡛ࡀ きࡿ
f ᅜㄒϫ（۔）

༞ᴗ◊✲（ۑ）
生≀工学ࢼ࣮࣑ࢭ （ۑ）
ンテーシࣙࢮレࣉ ン（۔）

≉ู ◊✲Ϩ（ۑ）
ス࣮ࣆ ࣑ࣗࢥࢳ ࢣ࣮ࢽ シࣙ ンϨ（۔）

≉ู ◊✲ϩ（۔）
応⏝プロ（ۑ）ࢺࢡ࢙ࢪ

1-2 

F-2 

ⱥㄒ࡛ ᭩ࡓࢀᢏ⾡ᩥ ᭩のᴫ

せ࣭ せ᪨ࡿࡵࡘࡀ
f

ⱥㄒϫ㸿（ۑ）
ⱥㄒϫ㹀（ۑ）
ᢏ⾡ⱥㄒ（۔）

総合ⱥㄒ㸿（ۑ）
総合ⱥㄒ㹀（ۑ）

⣭ୖⱥㄒ（۔）
科学ᢏ⾡ⱥㄒ（۔）

ス࣮ࣆ ࣑ࣗࢥࢳ ࢣ࣮ࢽ シࣙ ンϩ（۔）

応⏝プロ（ۑ）ࢺࢡ࢙ࢪ

1-3 

F-3 

◊✲のⱥᩥ ᴫせࢆ᭩ࡀࡇࡃ

き࡛㸪Ⓨ⾲㈨ᩱ࡞ⱥㄒࢆ⏝

ࡀ࡛ࡇࡿ࠸ きࡿ

f
ⱥㄒϫ㸿（ۑ）
ⱥㄒϫ㹀（ۑ）
ᢏ⾡ⱥㄒ（ۑ）

総合ⱥㄒ㸿（ۑ）
総合ⱥㄒ㹀（ۑ）
༞ᴗ◊✲（ۑ）

⣭ୖⱥㄒ（۔）
科学ᢏ⾡ⱥㄒ（ۑ）

ス࣮ࣆ ࣑ࣗࢥࢳ ࢣ࣮ࢽ シࣙ ンϩ（۔）

≉ู ◊✲ϩ（۔）

ICT

に
関
す
る
基
本
的
技
術
お
よ
び

工
学
へ
の
応
用
技
術
を
身
に
付
け

た
技
術
者

2-1 

B-3 

ICTᢏ⾡ࢆά⏝ࡓࡋィ ᢏ⾡ࢆ

࠸ᐇ㦂࣮ࢹ ࡇࡿࡍ㞟ࢆࢱ

ࡀ࡛ きࡿ

c
(d)-(2) ሗฎ⌮Ϩ�۔）

応⏝ᩘ 学（۔）
ሗฎ⌮ϩ（۔）
ࢢロࣛࣉ ミンࢢ応用（۔）

応⏝ሗ科学（۔）
ィ⟬応⏝ຊ学（۔）
情報通信技術（ۑ）

デーࢱマイニンࢢᴫㄽ（۔）
計算機ࣉロࣛࢢ ミン（ۑ）ࢢ

2-2 

B-2 

㞟ࢹ࣮ࡓࡋ ᩘࢆሗࡸࢱ ⌮

ⓗฎ⌮࠸࡚⏝ࢆ ศᯒࡋ専門工

学࡛ のၥ㢟ゎỴࡇࡿࡆ⧄

ࡀ࡛ きࡿ

(d)-(2)

生≀学ᇶ♏ᐇ㦂（۔）
㐀ᐇ㦂（۔）
工ᴗ㟁Ꮚィ （۔）
ሗฎ⌮Ϩ(ۑ）

༞ᴗ◊✲（ۑ）
生≀工学ࢼ࣮࣑ࢭ （۔）
デー࣋ࢱースᴫㄽ（۔）
ሗฎ⌮ϩ(ۑ）

生産システム工学ᐇ㦂（۔）
≉ู ◊✲Ϩ（ۑ）
自動制御技術（ۑ）
電子計測技術（ۑ）

≉ู ◊✲ϩ（ۑ）

多
分
野
に
お
け
る
技
術
の
基
礎
と
な
る
知
識
と
技
能
，
及
び
そ
の
分
野
の
専
門
技
術
に
関

す
る
知
識
と
能
力
を
持
ち
，
複
眼
的
な
視
点
か
ら
問
題
を
解
決
す
る
能
力
を
持
勂
た
技
術

者

3-1 

B-1 

学ᩘ࣭ ⮬↛科学のᇶ♏▱㆑ࢆ㸪

専門ศ㔝のㄢ㢟࡛ ά⏝ࡇࡿࡍ

ࡀ࡛ きࡿ

c

ከኚᩘ のᚤศ✚ศ学（۔）
⾜ิ ᘧ⾜ิ の応⏝（۔）
ศᏊ生≀学（۔）
ศᯒ学（۔）
ᇶ♏≀⌮学Ϩ（۔）

応⏝ᩘ 学（۔）
応⏝≀⌮（۔）
ᇶ♏≀⌮学ϩ（۔）
ンテーシࣙࢮレࣉ ン（ۑ）
〇ᅗ基礎（۔）
ᩘ್ ゎᯒ（۔）

応⏝ゎᯒ（۔）
≀⌮学�۔）

≉ู ◊✲ϩ（ۑ）

3-2 

C-1 

ከβ ⌮ࢆ専門ศ㔝の㛵㐃ᛶ࡞

ゎࡋ㸪ከ㠃ⓗᤊࡀ࡛ࡇࡿ࠼

きࡿ

2.1(1) 工ᴗ㟁Ꮚィ （ۑ）
⎔ቃ科学（۔）
ไᚚシステム（۔）
学工学ϩ（ۑ）

生ᇶ♏科学（۔）
応⏝ሗ科学（۔）
ィ⟬応⏝ຊ学（۔）
自動制御技術（۔）

ᆅ⌫⎔ቃ科学（۔）
生産システムタィ（۔）
生産ࢨࢹンㄽ（۔）
」ྜ ᮦᩱ工学（۔）

3-3 

C-2 

ᇶ♏▱㆑ࢆά⏝࡚ࡋ 工学ⓗၥ

㢟ࢆ⌮ゎࡋ㸪ㄝ࡛᫂ きࡿ

(d)-(1)
(d)-(3)

c

生学ϩ（۔）
ศᏊ生≀学（۔）
（۔）㉁学ࢡンパࢱ
᭷ƫ 学（۔）
ศᯒ学（ۑ）
学工学Ϩ（۔）

༞ᴗ◊✲（۔）
㑇ఏᏊ工学ᇶ♏（ۑ）
ᚤ生≀工学（ۑ）
生情報ᴫㄽ（۔）
食品学ᴫㄽ（۔）
⣽⬊機能工学（۔）

≉ู ◊✲Ϩ（۔）
分子⣽⬊生物学（۔）
↓機化学（۔）
᭷機応化学（۔）
生物化学（۔）
電☢気現㇟（ۑ）

ᢏ⾡㛤Ⓨ▱ⓗ㈈産ᶒ（ۑ）
≉ู ◊✲ϩ（ۑ）
応⏝プロ（۔）ࢺࢡ࢙ࢪ
⣽⬊工学ᴫㄽ（۔）
応用生物化学（۔）
計算機ࣉロࣛࢢ ミン（ۑ）ࢢ

3-4 

C-3 

ᇶ♏ⓗ࡞ᐇ㦂ᢏ⾡࠸࡚⏝ࢆ 㸪ᐇ

㦂ࢆ⏬࣭ ᐇ⾜࡚ࡋ ⤖ᯝのศ

ᯒ࣭ ホ౯࡛ࡀ きࡿ

(d)-(2)
h
g

㐀ᐇ㦂（۔）
生≀学ᇶ♏ᐇ㦂（ۑ）

༞ᴗ◊✲（۔）
生≀工学ࢼ࣮࣑ࢭ （۔）

生産システム工学ᐇ㦂（۔）
≉ู ◊✲Ϩ（۔）

≉ู ◊✲ϩ（۔）
応⏝プロ（۔）ࢺࢡ࢙ࢪ

知
徳
体
の
調
和
し
た
人
間
性
お
よ
び
社
会
性
・
協
調
性
を
身

に
付
け
た
技
術
者

4-1 

A-1 

ᖜᗈ࠸▱㆑ࢆ㌟ࡅࡘ㸪ᆅ⌫ⓗ

どⅬࡽၥ㢟ࢆᤊࡀࡇࡿ࠼

き࡛ࡿ

a
b

ᅜㄒϫ（۔）
複合工学ࢭミࢼーϨ（ۑ）
複合工学ࢭミࢼーϩ（ۑ）

᪥本現代文学（۔） ྂ文学（۔）
⤒̈̀ 学（۔） 学ဴ（۔）
歴史と文化（ۑ）社会とἲ（ۑ）

地域⤒̈̀ ㄽ（ۑ）
㒓ᅵのᩥ 学ே㛫（۔）
ẚ㍑文化ㄽ（ۑ）

4-2 

A-2 

␗ᩥ ࢆ⌮ゎࡋ㸪౯್ ほのከβ

ᛶࢆㄆ㆑ࡀ࡛ࡇࡿࡍ きࡿ

a
b

ⱥㄒϫ㸿（۔）
ⱥㄒϫ㹀（۔）

総合ⱥㄒ㸿（ۑ）
総合ⱥㄒ㹀（ۑ）

⣭ୖⱥㄒ（ۑ）
ス࣮ࣆ ࣑ࣗࢥࢳ ࢣ࣮ࢽ シࣙ ンϨ（ۑ）

ス࣮ࣆ ࣑ࣗࢥࢳ ࢣ࣮ࢽ シࣙ ンϩ（ۑ）

ẚ㍑文化ㄽ（ۑ）

4-3 

G-1 

♫ཧຍのពḧ㛵ᚰࡶࢆ

ࡀ࡛ࡇࡘ きࡿ

i
科学ᢏ⾡⌧代♫（۔）
インࢱーンシ（۔）ࣉࢵ
㐍㊰ࢼ࣮࣑ࢭ （۔）

歴史と文化（ۑ）
インࢱーンシ（۔）ࣉࢵ

エンジニア実践ࢭミࢼー（۔）
インࢱーンシࣉࢵϨ（۔）
◊✲技術インࢱーン（ۑ）
≉ู 実習ࢭミࢼー（ۑ）

インࢱーンシࣉࢵϩ（۔）
◊✲技術インࢱーン（ۑ）
≉ู 実習ࢭミࢼー（ۑ）

4-4 

G-2 

グࣝ プ࣮࡛ のάື 㸪ࡋཧຍ

の࣓ ン࣮ࣂ ࡋ༠ㄪ࡚ ㄢ㢟

ࡀ࡛ࡇࡴ⤌ྀྲࡾ きࡿ

i
ス࣮࣏ （۔）科学ࢶ
インࢱーンシ（۔））ࣉࢵ
複合工学ࢭミࢼーϨ（ۑ）
複合工学ࢭミࢼーϩ（ۑ）

ᗣ科学（۔）
インࢱーンシ（۔）ࣉࢵ

インࢱーンシࣉࢵϨ（۔） インࢱーンシࣉࢵϩ（۔）

広
い
視
野
と
技
術
の
あ
り

方
に
対
す
る
倫
理
観
を
身

に
付
け
た
技
術
者

5-1 

D-1 

科学ᢏ⾡㛵ࡿࡍ⌮ⓗၥ㢟

࠸࡚ࡘ ⌮ゎࡋ㸪ᣦࡇࡿࡍ

ࡀ࡛ きࡿ

b
a 科学ᢏ⾡⌧代♫（۔）

学ဴ（ۑ） 生⌮学（ۑ）
⎔ቃ科学（ۑ）
技術関連ἲつᴫㄽ（ۑ）

ᢏ⾡⌮（۔）
生ᇶ♏科学（ۑ）
科学技術者とἲ（ۑ）

ᢏ⾡㛤Ⓨ▱ⓗ㈈産ᶒ（ۑ）
ᆅ⌫⎔ቃ科学（ۑ）

5-2 

D-2 

ᐇົ のୖၥ㢟ࢆ⌮ゎࡋ㸪ᢏ⾡

ⓗ࣭ ⌮ⓗ▱㆑ࢆ㐺⏝ࡇࡿࡍ

ࡀ࡛ きࡿ

(d)-(4)
インࢱーンシ（ۑ）ࣉࢵ

社会とἲ（ۑ） 生⌮学（۔）
Ᏻ工学（۔）
技術関連ἲつᴫㄽ（۔）
インࢱーンシ（ۑ）ࣉࢵ

ᢏ⾡⌮（۔）
科学技術者とἲ（ۑ）
エンジニア実践ࢭミࢼー（ۑ）
インࢱーンシࣉࢵϨ（ۑ）

ᢏ⾡㛤Ⓨ▱ⓗ㈈産ᶒ（۔）
インࢱーンシࣉࢵϩ（ۑ）

知
的
探
求
心
を
持
ち
，
主
体
的
，
創
造
的
に
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
る
技
術
者

6-1 

E-1 

▱ⓗዲወᚰ᥈ồᚰࢆᣢ࡚ࡗ 㸪

ᖜᗈ࠸ศ㔝のㄢ㢟ྀྲ ࡴ⤌ࡾ

ࡀ࡛ࡇ きࡿ

(d)-(3)
e

ศᏊ生≀学（ۑ）
生学ϩ（ۑ）
生≀学工学（ۑ）
（ۑ）㉁学ࢡンパࢱ
᭷ƫ 学（ۑ）
工ᴗ㟁Ꮚィ （ۑ）

生情報ᴫㄽ（ۑ）食品学ᴫㄽ（ۑ）
応用生体分子（۔）医薬品工学ᴫㄽ（ۑ）
分㞳技術（ۑ）⣽⬊機能工学（۔）
応用食品学（ۑ）分ᯒ技術ᴫㄽ（ۑ）
電子素子（۔）材ᩱ工学（ۑ）
〇ᅗ基礎（ۑ）ࣉロࣛࢢ ミンࢢ応用（ۑ）
パࢱーンㄆ識（۔）
ソフトウェア工学ᴫㄽ（۔）
ᩘ್ ゎᯒ（۔） 画ീฎ⌮（۔）

分子⣽⬊生物学（ۑ）
応用ᚤ生物学（ۑ）
生物化学（ۑ）
↓機化学（ۑ）
᭷機応化学（ۑ）
自動制御技術（ۑ）
電☢気現㇟（ۑ）
情報通信技術（ۑ）
電子計測技術（ۑ）
◊✲技術インࢱーン（ۑ）

ᢏ⾡㛤Ⓨ▱ⓗ㈈産ᶒ（۔）
⣽⬊工学ᴫㄽ（ۑ）
応用生物化学（ۑ）
環境分ᯒ化学（ۑ）
（ۑ）ス化学ࢭロࣉ
デーࢱマイニンࢢᴫㄽ（ۑ）
計算機ࣉロࣛࢢ ミン（ۑ）ࢢ
◊✲技術インࢱーン（ۑ）

6-2 

C-4 

ᚓពࡿࡍ専門ศ㔝の▱㆑㸪ᢏ

ࡋ㥑࡚ࢆሗ⾡ 㸪♫のせ

ồ応ࡓࡌၥ㢟ゎỴの᪉ἲࢆ

⏬㸪ࢨࢹンࡀ࡛ࡇࡿࡍ き

ࡿ

e
h

(d)-(4)
i

生≀学工学（۔）
学工学Ϩ（ۑ）
複合工学ࢭミࢼーϨ（۔）
複合工学ࢭミࢼーϩ（۔）

㑇ఏᏊ工学ᇶ♏（۔）ᚤ生≀工学（۔）
学工学ϩ（۔）分ᯒ技術ᴫㄽ（۔）
応用食品学（۔）医薬品工学ᴫㄽ（۔）
材ᩱ工学（۔）分㞳技術（۔）
⣽⬊機能工学（۔）

生産システム工学ᐇ㦂（۔）
ᡂᐇ㊶ᢏ⾡（۔）
応用ᚤ生物学（۔）
成実践ࢭミࢼー（ۑ）

≉ู ◊✲ϩ（۔）
応⏝プロ（۔）ࢺࢡ࢙ࢪ
環境分ᯒ化学（۔）
（۔）ス化学ࢭロࣉ
⣽⬊工学ᴫㄽ（ۑ）

6-3 

E-2 

ᢕᥱ࣭ࢆ学⩦≧ἣࡸ✲◊ グ㘓ࡋ

⮬࡚ⓗ࣭ ⥅⥆ⓗ学⩦࡛ きࡿ

g
h

生≀学ᇶ♏ᐇ㦂（ۑ）
㐀ᐇ㦂（ۑ）

༞ᴗ◊✲（۔）
生≀工学ࢼ࣮࣑ࢭ （ۑ）

生産システム工学ᐇ㦂（ۑ）
≉ู ◊✲Ϩ（۔）

≉ู ◊✲ϩ（۔）
応⏝プロ（ۑ）ࢺࢡ࢙ࢪ

ͤ１㸸ࢦシࢡࢵయの科┠ࡣ㸪ྛ学科࣭ྛ専攻࡛ඹ㏻࡛㛤ㅮࡿ࠸࡚ࡋ科┠  
ͤ２㸸≉ู㑅ᢥ科┠の学科ඹ㏻のテ࣮࡚ࡋ࣐ᐇ（４年㸪㸳年対㇟）
ͤ㸱㸸ࢡࢵࣜࢱయの科┠ࡣ㸪㑅ᢥ科┠
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別表䠐䠄䠍䠅䚷Ꮫ⩦䞉ᩍ⫱฿㐩┠ᶆ䜢㐩ᡂ䛩䜛䛯䜑䛻ᚲせ䛺ᤵᴗ⛉┠䛾ὶ䜜 ⏕⏘䝅䝇䝔䝮ᕤᏛᑓᨷ䠄ᶵᲔ▱⬟⣔䠅

༞ᴗ研究䠄䕿䠅 特別研究䊠䠄䕿䠅 特別研究Ⅱ䠄䖂䠅
ᛂ⏝䝥䝻䝆䜵䜽䝖䠄䕿䠅

ᅜㄒ䊣䠄䖂䠅 䝇䝢䞊䝏䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁䊠䠄䖂䠅

ⱥㄒ䊣䠝䠄䕿䠅 ⱥㄒ䊣䠞䠄䕿䠅 ⥲ྜⱥㄒ䠝䠄䕿䠅 ⥲ྜⱥㄒ䠞䠄䕿䠅 ୖ⣭ⱥㄒ䠄䖂䠅 ⛉Ꮫᢏ⾡ⱥㄒ䠄䖂䠅 䝇䝢䞊䝏䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁Ⅱ䠄䖂䠅

ᢏ⾡ⱥㄒ䠄䖂䠅 ᛂ⏝䝥䝻䝆䜵䜽䝖䠄䕿䠅

ⱥㄒ䊣䠝䠄䕿䠅 ⱥㄒ䊣䠞䠄䕿䠅 ⥲ྜⱥㄒ䠝䠄䕿䠅 ⥲ྜⱥㄒ䠞䠄䕿䠅 ୖ⣭ⱥㄒ䠄䖂䠅 ⛉Ꮫᢏ⾡ⱥㄒ䠄䕿䠅 䝇䝢䞊䝏䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁Ⅱ䠄䖂䠅

ᢏ⾡ⱥㄒ䠄䕿䠅

༞ᴗ研究䠄䕿䠅 特別研究Ⅱ䠄䖂䠅

ሗฎ⌮䊠㻔䖂䠅 ሗฎ⌮Ⅱ䠄䖂䠅 ᩘ⌮ゎᯒ䠄䖂䠅 ᛂ⏝ሗ⛉Ꮫ䠄䖂䠅 ィ⟬ᶵ䝥䝻䜾䝷䝭䞁䜾䠄䕿䠅
ィ⟬ᛂ⏝ຊᏛ䠄䖂䠅

ᛂ⏝ᩘᏛ䠄䖂䠅 㟁Ꮚィ ᢏ⾡䠄䕿䠅

ሗฎ⌮䊠䠄䕿䠅 ሗฎ⌮Ⅱ䠄䕿䠅 ሗ㏻ಙᢏ⾡䠄䕿䠅

ᶵᲔ▱⬟䝅䝇䝔䝮ᕤᏛᐇ㦂Ⅱ䠄䕿䠅 ༞ᴗ研究䠄䕿䠅 ⏕⏘䝅䝇䝔䝮ᕤᏛᐇ㦂䠄䖂䠅 特別研究Ⅱ䠄䕿䠅
特別研究䊠䠄䕿䠅

ከኚᩘ䛾ᚤศ✚ศᏛ䠄䖂䠅 ⾜ิᘧ䛸⾜ิ䛾ᛂ⏝䠄䖂䠅 ᩘ⌮ゎᯒ䠄䕿䠅 ᛂ⏝ゎᯒ䠄䖂䠅 特別研究Ⅱ䠄䕿䠅

ᛂ⏝ᩘᏛ䠄䖂䠅

ᛂ⏝≀⌮䠄䖂䠅 ≀⌮Ꮫ㻔䖂䠅
ᮦᩱຊᏛ䠄䖂䠅 ≀ᛶᕤᏛ䠄䖂䠅
⇕ຊᏛ䠄䖂䠅
ὶయຊᏛ䠄䖂䠅

」ྜᕤᏛ䝉䝭䝘䞊䊠䠄䕿䠅 」ྜᕤᏛ䝉䝭䝘䞊Ⅱ䠄䕿䠅 䝻䝪䝑䝖䝔䜽䝜䝻䝆䞊䠄䕿䠅 ᛂ⏝ሗ⛉Ꮫ䠄䖂䠅 ⏕ᇶ♏⛉Ꮫ䠄䖂䠅 ⏕⏘䝕䝄䜲䞁ㄽ䠄䖂䠅 ᆅ⌫⎔ቃ⛉Ꮫ䠄䖂䠅
ィ⟬ᛂ⏝ຊᏛ䠄䖂䠅 ⏕⏘䝅䝇䝔䝮タィ䠄䖂䠅

䝁䞁䝢䝳䞊䝍䝛䝑䝖䝽䞊䜽䠄䕿䠅 」ྜᮦᩱᕤᏛ䠄䖂䠅

ィ ᕤᏛ䠄䖂䠅 ⇕ὶయ⌧㇟ㄽ䠄䖂䠅
㟁Ẽ☢ẼᏛ䠄䖂䠅 ไᚚᕤᏛ䠄䖂䠅
ᶵᲔຊᏛ䠄䖂䠅 䝬䝔䝸䜰䝹Ꮫ䠄䖂䠅
ᮦᩱຊᏛ䠄䖂䠅 ⥲ྜタィ䠄䖂䠅
⇕ຊᏛ䠄䖂䠅
ὶయຊᏛ䠄䖂䠅 ༞ᴗ研究䠄䖂䠅 特別研究䊠䠄䖂䠅 特別研究Ⅱ䠄䕿䠅

ᛂ⏝䝥䝻䝆䜵䜽䝖䠄䖂䠅

ረᛶຍᕤ䠄䖂䠅 䝻䝪䝑䝖䝔䜽䝜䝻䝆䞊䠄䖂䠅 㐀タィᕤᏛ䠄䖂䠅 ᅛయຊᏛ䠄䖂䠅 ᢏ⾡㛤Ⓨ䛸▱ⓗ㈈⏘ᶒ䠄䕿䠅 䜶䝛䝹䜼䞊䝅䝇䝔䝮䠄䖂䠅
䜶䝛䝹䜼䞊ኚᕤᏛ䠄䖂䠅 ⎔ቃ䜶䝛䝹䜼䞊ᢏ⾡䠄䖂䠅 㧗㟁ᅽᕤᏛ䠄䖂䠅 ὶືㄽ䠄䖂䠅 ᩘ್タィᕤᏛ䠄䕿䠅 䝉䞁䝃ᕤᏛ䠄䖂䠅
ᩘ್⇕ὶయຊᏛ䠄䖂䠅 ᶵᲔືᏛ䠄䖂䠅 ≀ᛶᕤᏛ䠄䕿䠅 ⇕⛣ືㄽ䠄䖂䠅 ᶵ⬟ᮦᩱ䠄䖂䠅
䝕䝆䝍䝹ಙྕฎ⌮䠄䖂䠅 䝘䝜䝔䜽䝜䝻䝆䞊䠄䖂䠅 㟁☢Ẽ⌧㇟䠄䕿䠅 䝕䝆䝍䝹ไᚚ䠄䖂䠅
䝁䞁䝢䝳䞊䝍䝛䝑䝖䝽䞊䜽䠄䖂䠅 ⏬ീฎ⌮䠄䖂䠅
⤌㎸䜏䝅䝇䝔䝮䠄䖂䠅
⏕యᕤᏛ䠄䖂䠅
䝋䝣䝖䜴䜵䜰ᕤᏛᴫㄽ䠄䖂䠅

ᩘ್ゎᯒ䠄䖂䠅

⥲ྜᐇ⩦Ⅱ䠄䖂䠅 ༞ᴗ研究䠄䖂䠅 特別研究䊠䠄䖂䠅 特別研究Ⅱ䠄䖂䠅
ᛂ⏝䝥䝻䝆䜵䜽䝖䠄䖂䠅

ᶵᲔ▱⬟䝅䝇䝔䝮ᕤᏛᐇ㦂Ⅱ䠄䖂䠅 」ྜᕤᏛ䝉䝭䝘䞊Ⅱ䠄䖂䠅 ⏕⏘䝅䝇䝔䝮ᕤᏛᐇ㦂䠄䖂䠅
」ྜᕤᏛ䝉䝭䝘䞊䊠䠄䖂䠅

ᅜㄒ䊣䠄䖂䠅 ᪥ᮏ⌧௦ᩥᏛ䠄䖂䠅 㒓ᅵ䛾ᩥᏛ䛸ே㛫䠄䖂䠅 ẚ㍑ᩥㄽ䠄䕿䠅
ྂᩥᏛ䠄䖂䠅

⤒῭Ꮫ䠄䖂䠅 ♫䛸ἲ䠄䕿䠅 ᆅᇦ⤒῭ㄽ䠄䕿䠅
ဴᏛ䠄䖂䠅
Ṕྐ䛸ᩥ䠄䕿䠅

ⱥㄒ䊣㻌䠝䠄䖂䠅 ⱥㄒ䊣㻌䠞䠄䖂䠅 ⥲ྜⱥㄒ䠝䠄䕿䠅 ⥲ྜⱥㄒ䠞䠄䕿䠅 ୖ⣭ⱥㄒ䠄䕿䠅 䝇䝢䞊䝏䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁䊠䠄䕿䠅 䝇䝢䞊䝏䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁Ⅱ䠄䕿䠅

ẚ㍑ᩥㄽ䠄䕿䠅

䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥䠄䖂䠅 䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥䠄䖂䠅 䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥䊠䠄䖂䠅 䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥Ⅱ䠄䖂䠅
㐍㊰䝉䝭䝘䞊㻔䖂㻕 特別ᐇ⩦䝉䝭䝘䞊䠄䕿䠅 特別ᐇ⩦䝉䝭䝘䞊䠄䕿䠅

Ṕྐ䛸ᩥ䠄䕿䠅 研究ᢏ⾡䜲䞁䝍䞊䞁䠄䕿䠅 研究ᢏ⾡䜲䞁䝍䞊䞁䠄䕿䠅

䜶䞁䝆䝙䜰ᐇ㊶䝉䝭䝘䞊䠄䖂䠅

䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥䠄䖂䠅 䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥䠄䖂䠅 䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥䊠䠄䖂䠅 䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥Ⅱ䠄䖂䠅

䝇䝫䞊䝒⛉Ꮫ䠄䖂䠅 ᗣ⛉Ꮫ䠄䖂䠅

⛉Ꮫᢏ⾡䛸⌧௦♫䠄䖂䠅 ဴᏛ䠄䕿䠅 ᢏ⾡⌮䠄䖂䠅 ᢏ⾡㛤Ⓨ䛸▱ⓗ㈈⏘ᶒ䠄䕿䠅 ᆅ⌫⎔ቃ⛉Ꮫ䠄䕿䠅
⏕⏘䝅䝇䝔䝮䠄䕿䠅 ⏕ᇶ♏⛉Ꮫ䠄䕿䠅 ⏕⏘䝅䝇䝔䝮タィ䠄䕿䠅

⛉Ꮫᢏ⾡⪅䛸ἲ䠄䕿䠅

♫䛸ἲ䠄䕿䠅 ᢏ⾡⌮䠄䖂䠅 ᢏ⾡㛤Ⓨ䛸▱ⓗ㈈⏘ᶒ䠄䖂䠅

⛉Ꮫᢏ⾡⪅䛸ἲ䠄䕿䠅

䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥䠄䕿䠅 䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥䠄䕿䠅 䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥䊠䠄䕿䠅 䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥Ⅱ䠄䕿䠅
䜶䞁䝆䝙䜰ᐇ㊶䝉䝭䝘䞊䠄䕿䠅

⥲ྜᐇ⩦Ⅱ䠄䖂䠅 ⥲ྜタィ䠄䕿䠅

ረᛶຍᕤ䠄䕿䠅 䝻䝪䝑䝖䝔䜽䝜䝻䝆䞊䠄䕿䠅 㐀タィᕤᏛ䠄䕿䠅 ᅛయຊᏛ䠄䕿䠅 ᢏ⾡㛤Ⓨ䛸▱ⓗ㈈⏘ᶒ䠄䖂䠅 䜶䝛䝹䜼䞊䝅䝇䝔䝮䠄䕿䠅
䜶䝛䝹䜼䞊ኚᕤᏛ䠄䕿䠅 㧗㟁ᅽᕤᏛ䠄䕿䠅 ὶືㄽ䠄䕿䠅 ᩘ್タィᕤᏛ䠄䖂䠅 䝉䞁䝃ᕤᏛ䠄䕿䠅
ᩘ್⇕ὶయຊᏛ䠄䕿䠅 ሗ㏻ಙᢏ⾡䠄䕿䠅 ⇕⛣ືㄽ䠄䕿䠅 ィ⟬ᶵ䝥䝻䜾䝷䝭䞁䜾䠄䕿䠅
䝕䝆䝍䝹ಙྕฎ⌮䠄䕿䠅 㟁Ꮚィ ᢏ⾡䠄䕿䠅 㟁☢Ẽ⌧㇟䠄䕿䠅
䝁䞁䝢䝳䞊䝍䝛䝑䝖䝽䞊䜽䠄䕿䠅

研究ᢏ⾡䜲䞁䝍䞊䞁䠄䕿䠅

」ྜᕤᏛ䝉䝭䝘䞊䊠䠄䖂䠅 」ྜᕤᏛ䝉䝭䝘䞊Ⅱ䠄䖂䠅 ᡂᐇ㊶ᢏ⾡䠄䖂䠅 特別研究Ⅱ䠄䖂䠅
⥲ྜᐇ⩦Ⅱ䠄䕿䠅 ᛂ⏝䝥䝻䝆䜵䜽䝖䠄䖂䠅

⏕⏘䝅䝇䝔䝮ᕤᏛᐇ㦂䠄䖂䠅
ᶵᲔタィ〇ᅗⅡ䠄䖂䠅 ᡂᐇ㊶䝉䝭䝘䞊䠄䕿䠅

⏕⏘䝅䝇䝔䝮䠄䖂䠅 ⢭ᐦຍᕤ䠄䖂䠅 ᶵ⬟ᮦᩱ䠄䕿䠅
ᵓ㐀ィ⟬ຊᏛ䠄䖂䠅 䝕䝆䝍䝹ไᚚ䠄䕿䠅
䝅䞊䜿䞁䝇ไᚚ䠄䖂䠅
㟁Ẽ㟁Ꮚ䝕䝞䜲䝇䠄䖂䠅
䝕䝆䝍䝹ᅇ㊰䠄䖂䠅

䝬䝔䝸䜰䝹Ꮫ䠄䕿䠅

༞ᴗ研究䠄䖂䠅 特別研究䊠䠄䖂䠅 特別研究Ⅱ䠄䖂䠅
ᛂ⏝䝥䝻䝆䜵䜽䝖䠄䕿䠅

」ྜᕤᏛ䝉䝭䝘䞊䊠䠄䕿䠅 」ྜᕤᏛ䝉䝭䝘䞊Ⅱ䠄䕿䠅

ᶵᲔ▱⬟䝅䝇䝔䝮ᕤᏛᐇ㦂Ⅱ䠄䕿䠅 ⏕⏘䝅䝇䝔䝮ᕤᏛᐇ㦂䠄䕿䠅

5

6-1

4

6

6-2

6-3

4-1

4-2

4-3

4-4

5-1

5-2

3

3-1

3-2

3-3

3-4

๓ᮇ ᚋᮇ

2-1

2-2

2

๓ᮇ ᚋᮇ ๓ᮇ ᚋᮇ

1

1-1

1-2

1-3

Ꮫ⩦䞉ᩍ
⫱

฿㐩┠ᶆ

ᤵᴗ⛉┠ྡ
㻝ᖺ䠄ᮏ⛉㻠ᖺ䠅 㻞ᖺ䠄ᮏ⛉㻡ᖺ䠅 㻟ᖺ䠄ᑓᨷ⛉㻝ᖺ䠅 㻠ᖺ䠄ᑓᨷ⛉㻞ᖺ䠅

๓ᮇ ᚋᮇ
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別表䠐䠄䠎䠅䚷Ꮫ⩦䞉ᩍ⫱┠ᶆ䜢㐩ᡂ䛩䜛䛯䜑䛻ᚲせ䛺ᤵᴗ⛉┠䛾ὶ䜜 ⏕⏘䝅䝇䝔䝮ᕤᏛᑓᨷ䠄ᘓ⠏䞉ᅵᮌ⣔䠅

ᅜㄒ䊣㻌䠄䖂䠅 䝇䝢䞊䝏䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁䊠䠄䖂䠅

༞ᴗ研究㻌䠄䕿䠅 特別研究䊠㻌䠄䕿䠅 特別研究Ⅱ㻌䠄䖂䠅

ᛂ⏝䝥䝻䝆䜵䜽䝖䠄䕿䠅

ⱥㄒ䊣㻭㻌䠄䕿䠅 ⱥㄒ䊣㻮㻌䠄䕿䠅 ⥲ྜⱥㄒ㻭䚷䠄䕿䠅 ⥲ྜⱥㄒ㻮㻌䠄䕿䠅 ୖ⣭ⱥㄒ㻌䠄䖂䠅 䝇䝢䞊䝏䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁Ⅱ䠄䖂䠅

ᢏ⾡ⱥㄒ㻌㻔䖂䠅 ⛉Ꮫᢏ⾡ⱥㄒ㻌㻔䖂䠅 ᛂ⏝䝥䝻䝆䜵䜽䝖䠄䕿䠅

ⱥㄒ䊣㻭㻌䠄䕿䠅 ⱥㄒ䊣㻮㻌䠄䕿䠅 ⥲ྜⱥㄒ㻭䚷䠄䕿䠅 ⥲ྜⱥㄒ㻮㻌䠄䕿䠅 ୖ⣭ⱥㄒ㻌䠄䖂䠅 䝇䝢䞊䝏䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁Ⅱ䠄䖂䠅

༞ᴗ研究㻌䠄䕿䠅 ⛉Ꮫᢏ⾡ⱥㄒ㻌㻔䕿䠅 特別研究Ⅱ㻌䠄䖂䠅

ᢏ⾡ⱥㄒ㻌㻔䕿䠅

ᛂ⏝ᩘᏛ㻌㻔䖂䠅 㟁ẼᕤᏛ₇⩦䠄䕿䠅 ᛂ⏝ሗ⛉Ꮫ㻌䠄䖂䠅 特別研究Ⅱ㻌䠄䕿䠅

ィ⟬ᛂ⏝ຊᏛ㻌䠄䖂䠅

ሗฎ⌮䊠㻌㻔䕿䠅 ሗฎ⌮Ⅱ㻌㻔䕿䠅 ⎔ቃሗィ 䠄䕿䠅 㟁Ꮚィ ᢏ⾡㻌䠄䕿䠅

༞ᴗ研究䠄䕿䠅 特別研究䊠㻌䠄䕿䠅 特別研究Ⅱ㻌䠄䕿䠅

ᘓ⠏♫ᕤᏛᐇ㦂Ⅱ䠄䖂䠅 ᘓ⠏♫ᕤᏛᐇ㦂䊢䠄䕿䠅 ᘓ⠏♫ᕤᏛᐇ㦂䊣䠄䕿䠅 ⏕⏘䝅䝇䝔䝮ᕤᏛᐇ㦂㻌㻔䖂䠅

ሗฎ⌮䊠㻌㻔䕿䠅 ሗฎ⌮Ⅱ㻌㻔䕿䠅 㟁ẼᕤᏛ₇⩦䠄䕿䠅 ሗ㏻ಙᢏ⾡㻌䠄䕿䠅

ከኚᩘ䛾ᚤศ✚ศᏛ㻌䠄䖂䠅 ⾜ิᘧ䛸⾜ิ䛾ᛂ⏝㻌䠄䖂䠅 ᛂ⏝ᩘᏛ₇⩦䠄䖂䠅 ᛂ⏝ゎᯒ㻌㻔䖂䠅 特別研究Ⅱ㻌䠄䕿䠅

≀⌮Ꮫ㻌㻔䖂䠅

ᛂ⏝ᩘᏛ䠄۔䠅

ᛂ⏝≀⌮䠄䖂䠅 ᅵᮌタィ₇⩦Ⅱ䠄䕿䠅 ᘓタሗฎ⌮䠄䖂䠅

ᵓ㐀ຊᏛ䊢䠄۔䠅

ᆅᇦཬ䜃㒔ᕷィ⏬䠄䕿䠅 ⎔ቃಖᕤᏛ䠄䕿䠅 ᆅ⌫⎔ቃᕤᏛ䠄䕿䠅 ᛂ⏝ሗ⛉Ꮫ㻌䠄䖂䠅 ⏕ᇶ♏⛉Ꮫ㻌㻔䖂䠅 ⏕⏘䝕䝄䜲䞁ㄽ㻌㻔䖂䠅 ᆅ⌫⎔ቃ⛉Ꮫ㻌䠄䖂䠅

ሗ♫ㄽ䠄䖂䠅 ᆅᇦ♫ᕤᏛ䠄䕿䠅 ィ⟬ᛂ⏝ຊᏛ㻌䠄䖂䠅 ⏕⏘䝅䝇䝔䝮タィ㻌㻔䖂䠅

」ྜᕤᏛ䝉䝭䝘䞊䊠㻌䠄䕿䠅 」ྜᕤᏛ䝉䝭䝘䞊Ⅱ㻌䠄䕿䠅 」ྜᮦᩱᕤᏛ㻌䠄䖂䠅

ᵓ㐀ຊᏛ䊢䠄䖂䠅 ༞ᴗ研究㻌䠄䖂䠅 特別研究䊠㻌䠄䖂䠅 特別研究Ⅱ㻌䠄䕿䠅

㕲➽䝁䞁䜽䝸䞊䝖ᕤᏛ䠄䖂䠅 㗰ᵓ㐀ᕤᏛ䠄䖂䠅 ᛂ⏝䝥䝻䝆䜵䜽䝖䠄䖂䠅

ᘓ⠏ィ⏬䊠䠄䖂䠅 ᘓ⠏ྐ䠄䖂䠅 ᆅ┙ಖᕤᏛ䠄䕿䠅

ᘓ⠏⎔ቃᕤᏛ䠄䖂䠅 ᆅᇦィ⏬ㄽ䠄䕿䠅 ᢏ⾡㛤Ⓨ䛸▱ⓗ㈈⏘ᶒ㻌䠄䕿䠅 Ỉ⎔ቃᕤᏛ䠄䕿䠅

ィ⏬Ꮫ䠄䖂䠅 ᘓ⠏ィ⏬Ⅱ䠄䖂䠅 ᆅ⌫⎔ቃᕤᏛ䠄䖂䠅 ᘓタ⣲ᮦᕤᏛ䠄䕿䠅 㟁☢Ẽ⌧㇟㻌䠄䕿䠅 ືゎᯒᏛ䠄䖂䠅

Ỉ⌮Ꮫ䠄䖂䠅 ᘓ⠏タഛ䠄䖂䠅 ᘓ⠏⾜ἲⅡ䠄䖂䠅 ᵓ㐀ゎᯒᏛ䠄䕿䠅 ఫ⎔ቃᕤᏛ䠄䕿䠅

ᆅ┙ᕤᏛ䠄䖂䠅 䝸䝰䞊䝖䝉䞁䝅䞁䜾䠄䖂䠅 ᬒほᕤᏛ䠄䖂䠅 ✵㛫ィ⏬Ꮫ䠄䕿䠅

䝛䝑䝖䝽䞊䜽䝅䝇䝔䝮䠄䖂䠅 㜵⅏ᕤᏛ䠄䖂䠅

ᆅᇦཬ䜃㒔ᕷィ⏬䠄䖂䠅 ⎔ቃ䜶䝛䝹䜼䞊䝅䝇䝔䝮䠄䖂䠅 䝋䝣䝖䜴䜵䜰ᕤᏛᴫㄽ䠄䖂䠅 ᆅᇦ♫ᕤᏛ䠄䖂䠅

ᘓ⠏ἲつ䠄䖂䠅 ᩘ್ゎᯒ䠄䖂䠅 ⏬ീฎ⌮䠄䖂䠅

ᘓ⠏♫ᕤᏛᐇ㦂Ⅱ䠄䕿䠅 ༞ᴗ研究㻌䠄䖂䠅 特別研究䊠㻌䠄䖂䠅 特別研究Ⅱ㻌䠄䖂䠅

㻵㼀䝕䝄䜲䞁₇⩦䠄䖂䠅 ᛂ⏝䝥䝻䝆䜵䜽䝖䠄䖂䠅

ᘓ⠏♫ᕤᏛᐇ㦂䊢䠄䖂䠅 ᘓ⠏♫ᕤᏛᐇ㦂䊣䠄䖂䠅 ⏕⏘䝅䝇䝔䝮ᕤᏛᐇ㦂㻌㻔䖂䠅

」ྜᕤᏛ䝉䝭䝘䞊䊠㻌䠄䖂䠅 」ྜᕤᏛ䝉䝭䝘䞊Ⅱ㻌䠄䖂䠅

ᅜㄒ䊣㻌䠄䖂䠅 ᪥ᮏ⌧௦ᩥᏛ㻌䠄䖂䠅 ♫䛸ἲ㻌䠄䕿䠅 ᆅᇦ⤒῭ㄽ㻌䠄䕿䠅 㒓ᅵ䛾ᩥᏛ䛸ே㛫㻌㻔䖂㻕 ẚ㍑ᩥㄽ㻌㻔䕿㻕

ྂᩥᏛ㻌䠄䖂䠅

⤒῭Ꮫ㻌䠄䖂䠅

ဴᏛ㻌䠄䖂䠅

Ṕྐ䛸ᩥ㻌䠄䕿䠅

ⱥㄒ䊣㻭㻌䠄䖂䠅 ⱥㄒ䊣㻮㻌䠄䖂䠅 ⥲ྜⱥㄒ㻭䚷䠄䕿䠅 ⥲ྜⱥㄒ㻮㻌䠄䕿䠅 ୖ⣭ⱥㄒ㻌䠄䕿䠅 䝇䝢䞊䝏䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁䊠䠄䚽䠅 䝇䝢䞊䝏䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁Ⅱ䠄䚽䠅

ẚ㍑ᩥㄽ㻌㻔䕿㻕

Ṕྐ䛸ᩥ㻌䠄䕿䠅 䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥䊠㻌䠄䖂䠅 䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥Ⅱ㻌䠄䖂䠅

䜶䞁䝆䝙䜰ᐇ㊶䝉䝭䝘䞊㻌䠄䖂䠅 研究ᢏ⾡䜲䞁䝍䞊䞁㻌䠄䕿䠅

䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥㻌䠄䖂䠅 䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥㻌䠄䖂䠅 研究ᢏ⾡䜲䞁䝍䞊䞁㻌䠄䕿䠅 特別ᐇ⩦䝉䝭䝘䞊㻌䠄䕿䠅

㐍㊰䝉䝭䝘䞊䠄䖂䠅 特別ᐇ⩦䝉䝭䝘䞊㻌䠄䕿䠅

䝇䝫䞊䝒⛉Ꮫ㻌䠄䖂䠅 ᗣ⛉Ꮫ㻌䠄䖂䠅

䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥㻌䠄䖂䠅 䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥䠄䖂䠅 䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥䊠㻌䠄䖂䠅 䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥Ⅱ㻌䠄䖂䠅

⛉Ꮫᢏ⾡䛸⌧௦♫㻌䠄䖂䠅 ဴᏛ㻌䠄䕿䠅 㜵⅏ᕤᏛ䠄䕿䠅 ᢏ⾡⌮㻌䠄䖂䠅 ᢏ⾡㛤Ⓨ䛸▱ⓗ㈈⏘ᶒ㻌䠄䕿䠅 ᆅ⌫⎔ቃ⛉Ꮫ㻌䠄䕿䠅

⏕ᇶ♏⛉Ꮫ㻌䠄䕿䠅 ⏕⏘䝅䝇䝔䝮タィ䠄䕿䠅

⛉Ꮫᢏ⾡⪅䛸ἲ㻌㻔䕿䠅

ᆅ⌫⎔ቃᕤᏛ䠄䕿䠅 ఫ⎔ቃᕤᏛ䠄䕿䠅 Ỉ⎔ቃᕤᏛ䠄䕿䠅

ᘓ⠏ἲつ䠄䕿䠅 ᘓ⠏⾜ἲ䊠䠄䕿䠅 ᅵᮌ⾜ἲ䠄䕿䠅 ♫䛸ἲ㻌䠄䕿䠅 ᢏ⾡⌮㻌䠄䖂䠅 ᢏ⾡㛤Ⓨ䛸▱ⓗ㈈⏘ᶒ㻌䠄䖂䠅

ᘓ⠏⾜ἲⅡ䠄䕿䠅 ⛉Ꮫᢏ⾡⪅䛸ἲ㻌㻔䕿䠅

䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥㻌䠄䕿䠅 䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥㻌䠄䕿䠅 䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥䊠㻌䠄䕿䠅 䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥Ⅱ㻌䠄䕿䠅

䜶䞁䝆䝙䜰ᐇ㊶䝉䝭䝘䞊㻌䠄䕿䠅

ᘓ⠏タィ₇⩦䊠䠄䖂䠅 ᅵᮌタィ₇⩦Ⅱ䠄䖂䠅 ✵㛫ィ⏬Ꮫ䠄䖂䠅 㟁☢Ẽ⌧㇟㻌䠄䕿䠅 ᢏ⾡㛤Ⓨ䛸▱ⓗ㈈⏘ᶒ㻌䠄䖂䠅

ᅵᮌタィ₇⩦䊠䠄䖂䠅 ⎔ቃタタィ₇⩦䠄䖂䠅 ᬒほタィ₇⩦䠄䖂䠅

ィ⟬ᶵ䝥䝻䜾䝷䝭䞁䜾㻌㻔䕿䠅

⎔ቃ䜶䝛䝹䜼䞊䝅䝇䝔䝮䠄䕿䠅 ᘓ⠏タィ₇⩦Ⅱ䠄䖂䠅 ᆅ⌫⎔ቃᕤᏛ䠄䕿䠅 ሗ㏻ಙᢏ⾡㻌㻔䕿䠅

䝸䝰䞊䝖䝉䞁䝅䞁䜾䠄䕿䠅 ᬒほᕤᏛ䠄䕿䠅 㟁Ꮚィ ᢏ⾡㻌䠄䕿䠅

⎔ቃಖᕤᏛ䠄䕿䠅 㜵⅏ᕤᏛ䠄䕿䠅 研究ᢏ⾡䜲䞁䝍䞊䞁㻌䠄䕿䠅 研究ᢏ⾡䜲䞁䝍䞊䞁㻌䠄䕿䠅

ᘓ⠏タィ₇⩦䊠䠄䕿䠅 ᅵᮌタィ₇⩦Ⅱ䠄䕿䠅 ⏕⏘䝅䝇䝔䝮ᕤᏛᐇ㦂㻌㻔䖂䠅 ᛂ⏝䝥䝻䝆䜵䜽䝖䠄䖂䠅

ᅵᮌタィ₇⩦䊠䠄䕿䠅 特別研究Ⅱ㻌䠄䖂䠅

㻵㼀䝕䝄䜲䞁₇⩦䠄䖂䠅

ᘓ⠏ᵓ㐀タィ䠄䖂䠅 ᘓタ⣲ᮦᕤᏛ䠄䖂䠅 ᆅ┙ಖᕤᏛ䠄䖂䠅 ఫ⎔ቃᕤᏛ䠄䖂䠅 Ỉ⎔ቃᕤᏛ䠄䖂䠅

⎔ቃ⾨⏕ᕤᏛ䠄䖂䠅 ᘓ⠏ᕤἲⅡ䠄䖂䠅 ᡂᐇ㊶ᢏ⾡㻌䠄䖂䠅 ᆅᇦィ⏬ㄽ䠄䖂䠅

ᘓ⠏タഛ䠄䖂䠅 ᡂᐇ㊶䝉䝭䝘䞊㻌䠄䕿䠅

ᘓ⠏タィ₇⩦Ⅱ䠄䕿䠅

」ྜᕤᏛ䝉䝭䝘䞊䊠㻌䠄䖂䠅 」ྜᕤᏛ䝉䝭䝘䞊Ⅱ㻌䠄䖂䠅 ㏻ᕤᏛ䠄䖂䠅

ᅵᮌᕤἲ䠄䖂䠅

ᅵᮌᵓ㐀タィ䠄䖂䠅

ἙᕝᾏᓊᕤᏛ䠄䖂䠅

ᘓ⠏♫ᕤᏛᐇ㦂Ⅱ䠄䕿䠅 ༞ᴗ研究㻌䠄䖂䠅 特別研究䊠㻌䠄䖂䠅 特別研究Ⅱ㻌䠄䖂䠅

ᘓ⠏タィ₇⩦䊠䠄䕿䠅 ᅵᮌタィ₇⩦Ⅱ䠄䕿䠅 ⏕⏘䝅䝇䝔䝮ᕤᏛᐇ㦂㻌㻔䕿䠅 ᛂ⏝䝥䝻䝆䜵䜽䝖䠄䕿䠅

ᅵᮌタィ₇⩦䊠䠄䕿䠅

ᘓ⠏♫ᕤᏛᐇ㦂䊢䠄䕿䠅 ᘓ⠏♫ᕤᏛᐇ㦂䊣䠄䕿䠅 ⎔ቃタタィ₇⩦䠄䕿䠅 ᬒほタィ₇⩦䠄䕿䠅

」ྜᕤᏛ䝉䝭䝘䞊䊠㻌䠄䚽䠅 」ྜᕤᏛ䝉䝭䝘䞊Ⅱ㻌䠄䖂䠅 ᘓ⠏タィ₇⩦Ⅱ䠄䕿䠅
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⏕⏘䝅䝇䝔䝮ᕤᏛᑓᨷ䠄⏕≀䞉Ꮫ⣔䠅

ᅜㄒ䊣㻌䠄䖂䠅 䝥䝺䝊䞁䝔䞊䝅䝵䞁㻌䠄䖂䠅 䝇䝢䞊䝏䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁䊠䠄䖂䠅

༞ᴗ研究㻌䠄䕿䠅 特別研究䊠㻌䠄䕿䠅 特別研究Ⅱ㻌䠄䖂䠅
⏕≀ᕤᏛ䝉䝭䝘䞊㻌䠄䕿䠅 ᛂ⏝䝥䝻䝆䜵䜽䝖䠄䕿䠅

ⱥㄒ䊣㻭㻌䠄䕿䠅 ⱥㄒ䊣㻮㻌䠄䕿䠅 ⥲ྜⱥㄒ㻭䚷䠄䕿䠅 ⥲ྜⱥㄒ㻮㻌䠄䕿䠅 ୖ⣭ⱥㄒ㻌䠄䖂䠅 䝇䝢䞊䝏䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁Ⅱ䠄䖂䠅

ᢏ⾡ⱥㄒ㻌㻔䖂䠅 ⛉Ꮫᢏ⾡ⱥㄒ㻌㻔䖂䠅 ᛂ⏝䝥䝻䝆䜵䜽䝖䠄䕿䠅

ⱥㄒ䊣㻭㻌䠄䕿䠅 ⱥㄒ䊣㻮㻌䠄䕿䠅 ⥲ྜⱥㄒ㻭䚷䠄䕿䠅 ⥲ྜⱥㄒ㻮㻌䠄䕿䠅 ୖ⣭ⱥㄒ㻌䠄䖂䠅 䝇䝢䞊䝏䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁Ⅱ䠄䖂䠅

ᢏ⾡ⱥㄒ㻌㻔䕿䠅 ༞ᴗ研究㻌䠄䕿䠅 ⛉Ꮫᢏ⾡ⱥㄒ㻌㻔䕿䠅 特別研究Ⅱ㻌䠄䖂䠅

ᛂ⏝ᩘᏛ㻌㻔䖂䠅 ᛂ⏝ሗ⛉Ꮫ㻌䠄䖂䠅 ィ⟬ᶵ䝥䝻䜾䝷䝭䞁䜾㻌䠄䕿䠅 䝕䞊䝍䝬䜲䝙䞁䜾ᴫㄽ㻌䠄䖂䠅
ィ⟬ᛂ⏝ຊᏛ㻌䠄䖂䠅

ሗฎ⌮䊠㻌㻔䖂䠅 ሗฎ⌮Ⅱ㻌㻔䖂䠅 ሗ㏻ಙᢏ⾡㻌䠄䕿䠅
䝥䝻䜾䝷䝭䞁䜾ᛂ⏝㻌䠄䕿䠅

⏕≀Ꮫᇶ♏ᐇ㦂㻌㻔䖂䠅 㐀ᐇ㦂㻌㻔䖂䠅 ༞ᴗ研究㻌䠄䕿䠅 ⏕⏘䝅䝇䝔䝮ᕤᏛᐇ㦂㻌㻔䖂䠅 特別研究Ⅱ㻌䠄䕿䠅
⏕≀ᕤᏛ䝉䝭䝘䞊㻌䠄䕿䠅 特別研究䊠㻌䠄䕿䠅

ᕤᴗ㟁Ꮚィ 㻌㻔䖂䠅 ሗฎ⌮䊠㻌㻔䕿䠅
ሗฎ⌮Ⅱ㻌㻔䕿䠅 ⮬ືไᚚᢏ⾡㻌䠄䕿䠅
䝕䞊䝍䝧䞊䝇ᴫㄽ㻌䠄䕿䠅 㟁Ꮚィ ᢏ⾡㻌䠄䕿䠅

ከኚᩘ䛾ᚤศ✚ศᏛ㻌䠄䖂䠅 ⾜ิᘧ䛸⾜ิ䛾ᛂ⏝㻌䠄䖂䠅 ᛂ⏝ᩘᏛ㻌㻔䖂䠅 ᛂ⏝ゎᯒ㻌㻔䖂䠅 特別研究Ⅱ䠄䕿䠅
ᛂ⏝≀⌮㻌㻔䖂䠅

ᩘ್ゎᯒ㻌䠄䕿䠅 䝥䝺䝊䞁䝔䞊䝅䝵䞁㻌䠄䕿䠅
ศᏊ⏕≀Ꮫ㻌䠄䖂䠅 〇ᅗᇶ♏㻌䠄䕿䠅
ศᯒᏛ㻌䠄䖂䠅

ᇶ♏≀⌮Ꮫ䊠䠄䖂䠅 ᇶ♏≀⌮ᏛⅡ㻌䠄䖂䠅 ≀⌮Ꮫ㻌㻔䖂䠅

ᕤᴗ㟁Ꮚィ 㻌㻔䕿䠅 ไᚚ䝅䝇䝔䝮㻌䠄䖂䠅 ᛂ⏝ሗ⛉Ꮫ㻌䠄䖂䠅 ⏕⏘䝕䝄䜲䞁ㄽ㻌㻔䖂䠅 ⏕⏘䝅䝇䝔䝮タィ㻌㻔䖂䠅
ィ⟬ᛂ⏝ຊᏛ㻌䠄䖂䠅 」ྜᮦᩱᕤᏛ㻌䠄䖂䠅

⎔ቃ⛉Ꮫ㻌㻔䖂䠅 ⮬ືไᚚᢏ⾡㻌䠄䖂䠅 ᆅ⌫⎔ቃ⛉Ꮫ㻌䠄䖂䠅

ᏛᕤᏛⅡ㻌䠄䕿䠅 ⏕ᇶ♏⛉Ꮫ㻌㻔䖂䠅

ศᏊ⏕≀Ꮫ㻌䠄䖂䠅 ༞ᴗ研究㻌䠄䖂䠅 特別研究䊠㻌䠄䖂䠅 特別研究Ⅱ㻌䠄䕿䠅
᭷ᶵᏛ㻌㻔䖂䠅 ᛂ⏝䝥䝻䝆䜵䜽䝖䠄䖂䠅
ศᯒᏛ㻌䠄䕿䠅

㑇ఏᏊᕤᏛᇶ♏㻌䠄䕿䠅 ⣽⬊ᶵ⬟ᕤᏛ㻌㻔䖂㻕 ศᏊ⣽⬊⏕≀Ꮫ㻌㻔䖂㻕 ᭷ᶵᛂᏛ㻌䠄䖂䠅 ᢏ⾡㛤Ⓨ䛸▱ⓗ㈈⏘ᶒ㻌䠄䕿䠅
⏕ᏛⅡ㻌㻔䖂䠅 ᚤ⏕≀ᕤᏛ㻌䠄䕿䠅 ⏕≀Ꮫ㻌䠄䖂䠅
䝍䞁䝟䜽㉁Ꮫ㻌䠄䖂䠅 ⏕ሗᴫㄽ㻌䠄䖂䠅 ↓ᶵᏛ㻌㻔䖂䠅 ⣽⬊ᕤᏛᴫㄽ㻌䠄䖂䠅
ᏛᕤᏛ䊠㻌䠄䖂䠅 㣗ရᏛᴫㄽ㻌㻔䖂䠅 ᛂ⏝⏕≀Ꮫ㻌䠄䖂䠅

㟁☢Ẽ⌧㇟㻌䠄䕿䠅 ィ⟬ᶵ䝥䝻䜾䝷䝭䞁䜾㻌㻔䕿䠅

⏕≀Ꮫᇶ♏ᐇ㦂㻌㻔䕿䠅 㐀ᐇ㦂㻌㻔䖂䠅 ༞ᴗ研究㻌䠄䖂䠅 ⏕⏘䝅䝇䝔䝮ᕤᏛᐇ㦂㻌㻔䖂䠅 特別研究Ⅱ㻌䠄䖂䠅
⏕≀ᕤᏛ䝉䝭䝘䞊㻌䠄䖂䠅 特別研究䊠㻌䠄䖂䠅 ᛂ⏝䝥䝻䝆䜵䜽䝖䠄䖂䠅

ᅜㄒ䊣㻌䠄䖂䠅 ᪥ᮏ⌧௦ᩥᏛ㻌䠄䖂䠅 ♫䛸ἲ㻌䠄䕿䠅 ᆅᇦ⤒῭ㄽ㻌䠄䕿䠅 㒓ᅵ䛾ᩥᏛ䛸ே㛫㻌㻔䖂㻕 ẚ㍑ᩥㄽ㻌㻔䕿㻕
ྂᩥᏛ㻌䠄䖂䠅
⤒῭Ꮫ㻌䠄䖂䠅
ဴᏛ㻌䠄䖂䠅
Ṕྐ䛸ᩥ㻌䠄䕿䠅

ⱥㄒ䊣㻭㻌䠄䖂䠅 ⱥㄒ䊣㻮㻌䠄䕿䠅 ⥲ྜⱥㄒ㻭䚷䠄䕿䠅 ⥲ྜⱥㄒ㻮㻌䠄䕿䠅 ୖ⣭ⱥㄒ㻌䠄䕿䠅 䝇䝢䞊䝏䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁䊠䠄䖂䠅 䝇䝢䞊䝏䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁Ⅱ䠄䖂䠅

ẚ㍑ᩥㄽ㻌㻔䕿㻕

⛉Ꮫᢏ⾡䛸⌧௦♫㻌䠄䕿䠅 Ṕྐ䛸ᩥ㻌䠄䕿䠅 䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥䊠㻌䠄䖂䠅 䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥Ⅱ㻌䠄䖂䠅
䜶䞁䝆䝙䜰ᐇ㊶䝉䝭䝘䞊㻌䠄䖂䠅 研究ᢏ⾡䜲䞁䝍䞊䞁㻌䠄䕿䠅

䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥㻌䠄䖂䠅 䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥㻌䠄䖂䠅 研究ᢏ⾡䜲䞁䝍䞊䞁㻌䠄䕿䠅 特別ᐇ⩦䝉䝭䝘䞊㻌䠄䕿䠅
㐍㊰䝉䝭䝘䞊䠄䖂䠅 特別ᐇ⩦䝉䝭䝘䞊㻌䠄䕿䠅

䝇䝫䞊䝒⛉Ꮫ㻌䠄䖂䠅 ᗣ⛉Ꮫ㻌䠄䖂䠅
」ྜᕤᏛ䝉䝭䝘䞊䊠㻌䠄䕿䠅 」ྜᕤᏛ䝉䝭䝘䞊Ⅱ㻌䠄䕿䠅

䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥㻌䠄䖂䠅 䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥䠄䖂䠅 䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥䊠㻌䠄䖂䠅 䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥Ⅱ㻌䠄䖂䠅

⛉Ꮫᢏ⾡䛸⌧௦♫㻌䠄䖂䠅 ဴᏛ㻌䠄䕿䠅 ᢏ⾡⌮㻌䠄䖂䠅 ᢏ⾡㛤Ⓨ䛸▱ⓗ㈈⏘ᶒ㻌䠄䕿䠅
ᢏ⾡㛵㐃ἲつᴫㄽ㻌䠄䕿䠅 ⏕ᇶ♏⛉Ꮫ㻌䠄䕿䠅

⛉Ꮫᢏ⾡⪅䛸ἲ㻌㻔䕿䠅
⎔ቃ⛉Ꮫ㻌㻔䖂䠅 ᆅ⌫⎔ቃ⛉Ꮫ㻌䠄䕿䠅

ᏳᕤᏛ ♫䛸ἲ㻌䠄䕿䠅 ᢏ⾡⌮㻌䠄䖂䠅 ᢏ⾡㛤Ⓨ䛸▱ⓗ㈈⏘ᶒ㻌䠄䖂䠅
ᢏ⾡㛵㐃ἲつᴫㄽ㻌䠄䕿䠅 ⛉Ꮫᢏ⾡⪅䛸ἲ㻌㻔䕿䠅

䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥㻌䠄䕿䠅 䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥㻌䠄䕿䠅 䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥䊠㻌䠄䕿䠅 䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥Ⅱ㻌䠄䕿䠅
䜶䞁䝆䝙䜰ᐇ㊶䝉䝭䝘䞊㻌䠄䕿䠅

ศᏊ⏕≀Ꮫ㻌䠄䕿䠅 ⏕ሗᴫㄽ㻌㻔䕿䠅 ⣽⬊ᶵ⬟ᕤᏛ㻌䠄䖂䠅 ศᏊ⣽⬊⏕≀Ꮫ㻌䠄䕿䠅 ᛂ⏝ᚤ⏕≀Ꮫ㻌䠄䕿䠅 ⣽⬊ᕤᏛᴫㄽ㻌䠄䕿䠅 䝥䝻䝉䝇Ꮫ㻌䠄䕿䠅
᭷ᶵᏛ㻌㻔䕿䠅 㣗ရᏛᴫㄽ㻌䠄䕿䠅 ᛂ⏝㣗ရᏛ㻌䠄䕿䠅 ⏕≀Ꮫ㻌䠄䕿䠅 ᭷ᶵᛂᏛ㻌䠄䕿䠅 ᛂ⏝⏕≀Ꮫ㻌䠄䕿䠅
⏕≀ᏛᕤᏛ㻌䠄䕿䠅 ᛂ⏝⏕యศᏊ㻌䠄䕿㻕 ᮦᩱᕤᏛ㻌䠄䕿䠅 ↓ᶵᏛ㻌䠄䕿䠅 ⎔ቃศᯒᏛ㻌䠄䕿䠅

་⸆ရᕤᏛᴫㄽ㻌䠄䕿䠅 ᢏ⾡㛤Ⓨ䛸▱ⓗ㈈⏘ᶒ㻌䠄䖂䠅
⏕ᏛⅡ㻌㻔䕿䠅 ศᯒᢏ⾡ᴫㄽ㻌䠄䕿䠅 研究ᢏ⾡䜲䞁䝍䞊䞁㻌䠄䕿䠅 研究ᢏ⾡䜲䞁䝍䞊䞁㻌䠄䕿䠅
䝍䞁䝟䜽㉁Ꮫ㻌䠄䕿䠅 ศ㞳ᢏ⾡㻌䠄䕿䠅

ᕤᴗ㟁Ꮚィ 㻌㻔䕿䠅 ᩘ್ゎᯒ㻌㻔䖂䠅 㟁Ꮚ⣲Ꮚ㻌䠄䖂䠅 ሗ㏻ಙᢏ⾡㻌㻔䕿䠅 ⮬ືไᚚᢏ⾡㻌䠄䕿䠅 ィ⟬ᶵ䝥䝻䜾䝷䝭䞁䜾㻌㻔䕿䠅 䝕䞊䝍䝬䜲䝙䞁䜾ᴫㄽ㻌䠄䕿䠅
〇ᅗᇶ♏㻌䠄䕿䠅 䝟䝍䞊䞁ㄆ㆑㻌䠄䖂䠅 㟁Ꮚィ ᢏ⾡㻌䠄䕿䠅 㟁☢Ẽ⌧㇟㻌䠄䕿䠅
䝋䝣䝖䜴䜵䜰ᕤᏛᴫㄽ㻌㻔䕿䠅 ⏬ീฎ⌮㻌㻔䖂䠅

䝥䝻䜾䝷䝭䞁䜾ᛂ⏝㻌㻔䕿䠅

⏕≀ᏛᕤᏛ㻌䠄䖂䠅 㑇ఏᏊᕤᏛᇶ♏㻌䠄䖂䠅 ⣽⬊ᶵ⬟ᕤᏛ㻌䠄䖂䠅 ⏕⏘䝅䝇䝔䝮ᕤᏛᐇ㦂㻌㻔䖂䠅 特別研究Ⅱ㻌䠄䖂䠅
ᚤ⏕≀ᕤᏛ㻌䠄䖂䠅 ᛂ⏝㣗ရᏛ㻌䠄䖂䠅 ᛂ⏝䝥䝻䝆䜵䜽䝖䠄䖂䠅

ᏛᕤᏛ䊠㻌䠄䖂䠅 ᏛᕤᏛⅡ㻌䠄䖂䠅 ་⸆ရᕤᏛᴫㄽ㻌䠄䖂䠅 ᡂᐇ㊶ᢏ⾡㻌䠄䖂䠅
ศᯒᢏ⾡ᴫㄽ㻌䠄䖂䠅 ᡂᐇ㊶䝉䝭䝘䞊㻌䠄䕿䠅 ⣽⬊ᕤᏛᴫㄽ㻌䠄䕿䠅 䝥䝻䝉䝇Ꮫ㻌䠄䖂䠅

」ྜᕤᏛ䝉䝭䝘䞊䊠㻌䠄䕿䠅 」ྜᕤᏛ䝉䝭䝘䞊Ⅱ㻌䠄䕿䠅 ᮦᩱᕤᏛ㻌䠄䖂䠅 ⎔ቃศᯒᏛ㻌䠄䖂䠅
ศ㞳ᢏ⾡㻌䠄䖂䠅

⏕≀Ꮫᇶ♏ᐇ㦂㻌㻔䕿䠅 㐀ᐇ㦂㻌㻔䖂䠅 ༞ᴗ研究㻌䠄䖂䠅 ⏕⏘䝅䝇䝔䝮ᕤᏛᐇ㦂㻌㻔䕿䠅 特別研究Ⅱ㻌䠄䖂䠅
⏕≀ᕤᏛ䝉䝭䝘䞊㻌䠄䖂䠅 特別研究䊠㻌䠄䖂䠅 ᛂ⏝䝥䝻䝆䜵䜽䝖䠄䕿䠅
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㻝ᖺ䠄ᮏ⛉㻠ᖺ䠅 㻞ᖺ䠄ᮏ⛉㻡ᖺ䠅 㻟ᖺ䠄ᑓᨷ⛉㻝ᖺ䠅 㻠ᖺ䠄ᑓᨷ⛉㻞ᖺ䠅

๓ᮇ ᚋᮇ

3-3

㻟㻙㻠

ᚋᮇ ๓ᮇ

2-1

2-2

๓ᮇ

表䠐䠄䠏䠅䚷Ꮫ⩦䞉ᩍ⫱┠ᶆ䜢㐩ᡂ䛩䜛䛯䜑䛻ᚲせ䛺ᤵᴗ⛉┠䛾ὶ

㻡

6-1

㻠

6

6-2

6-3

㻠㻙㻝

㻠㻙㻞

㻠㻙㻟

㻠㻙㻠

㻡㻙㻝

㻡㻙㻞

3

3-1

3-2
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ู⾲㸳

⾲１㸬「生産システム工学」教育プログラムの学⩦࣭教育฿㐩┠ᶆࠊ

JABEE ᇶ‽の学⩦࣭教育ࡍきලయⓗ࡞▱㆑⬟ຊ（a〜i）の対応

対応㸸㝶ⓗۑࠊ対応㸸యⓗ۔

(1) (2) (3) (4)
1-1 ۔
1-2 ۔
1-3 ۔
2-1 ۔ ۑ
2-2 ۔
3-1 ۔
3-2 ۔
3-3 ۑ ۔ ۑ
3-4 ۔ ۑ ۔
4-1 ۔ ۑ
4-2 ۔ ۑ
4-3 ۔

4-4 ۔

5-1 ۑ ۔
5-2 ۔
6-1 ۔ ۑ
6-2 ۑ ۔ ۑ ۑ

6-3 ۔ ۔

㻶㻭㻮㻱㻱ᇶ‽䠍㻔㻞㻕㻘㻌ᇶ‽㻞㻚㻝㻔㻝㻕䛾▱㆑䞉⬟ຊ

(6)

i
2.1(1)

1(2)(d)
c

ಶูᇶ‽
e f g ha b

Ꮫ
⩦
䞉
ᩍ
⫱
฿
㐩
┠
ᶆ

(1)

ࠉ

(2)

(3)

(4)

(5)
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学⩦等㐩ᡂ度グ㘓⡙
学 ⡠

␒ ྕ

学

科

(本)         学科 Ặ

ྡ(専) 生産システム工学専攻

（㸳年ḟ௨ୖ）࣐༞ᴗ◊✲࣭≉ู◊✲テ࣮ۑ

ㄢ ⛬ 年 度 ◊✲テ࣮ࣝࢺࢱ࣭࣐

本 科 ᖹ成 年度

ࠝ卒業◊✲のテーマྡࠞ

指ᑟ教ဨ㸸        

専攻科

ᖹ成 年度

㹼

ᖹ成 年度

ࠝ≉ู◊✲のテーマྡࠞ

指ᑟ教ဨ㸸        

学⩦グ㘓ۑ

グ入᪥

（年/月/᪥）

/   /

(専攻科 1年 4月)

/   /

(専攻科 2年 4月)

/ /

(専攻科 2年 3月)

㡯 ┠
ᖹᡂ   年度 ᖹᡂ   年度 ᖹᡂ   年度

本科 ༞ᴗ 専攻科１年 専攻科２年 修

修ᚓ

༢

ᚲ 修 ༢ ༢

㑅 ᢥ ༢ ༢

プࢵンシ࣮ࢱン

（会社）

᪥間

（会社）

᪥間

（会社）

᪥間

（会社）

᪥間

（会社）

᪥間

（会社）

᪥間

TOEIC
点 点 点

ⱥ᳨
⣭ ⣭ ⣭

学እ࡛の◊✲Ⓨ⾲
ᅇ ᅇ ᅇ

学⩦┠ᶆ

（学⩦௨እྍࡶ）

ࠝ専攻科での目標ࠞ ࠝ専攻科 2 年での目標ࠞ ムಟ時の㐩成度ࠞࣛࢢロࣉࠝ

教ဨグ入ḍ
（グ入ࡓࡋ教ဨࡣ⨫

（ࡇࡃ᭩ࢆྡ

ͤ⮬⏤グ㏙

本Ⅼ᳨シ࣮࡚࠸ࡘࢺ

ۑ 本シートは，学ົ課にಖ⟶しています。本人に㝈り㜀ぴ・グධはྍ能ですが，持ちᖐりはฟ᮶まࡏん。

本シートは，学生ㅖྩの本校での学習ᨭ，ᒚಟ指ᑟ，カࣜキュࣛム᳨ウ，እ㒊ᑂᰝ時のཧ⪃資ᩱとして用い

ますが，それ௨እの用㏵では使用しまࡏん（ಶ人の⛎ᐦはᏲります）。

熊本高等専門学校
八代キャンパス専攻部会
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学⩦࣭教育฿㐩┠ᶆの⮬ᕫⅬ᳨ۑ

自ᕫ点᳨㸸「学習・教育฿㐩目標」について，５点‶点で自ᕫ点᳨をしてୗさい。ࠝ  5
‶㊊

Ћ 4 Ѝ 3
ࡎࡲࡎࡲ

Ћ 2 Ѝ 1
༑ศ

ࠞ

ಟᚓ科目㸸各教育目標に対応する科目୍ぴから，ಟᚓした科目ᩘをグධしてୗさい。（科目はู⾲ཧ↷）

┠ᶆ ᶆ┠ࣈࢧ

ᖹᡂ 年

本科㸳年࣭༞ᴗ

ᖹᡂ 年

専攻科１年

ᖹᡂ 年

専攻科２年࣭修
修

☜ㄆ

ᕫⅬ᳨⮬（ۑ） 修ᚓ科┠ ⮬ᕫⅬ᳨ 修ᚓ科┠ ⮬ᕫⅬ᳨ 修ᚓ科┠

（１）

᪥本ㄒࡧࡼ࠾ⱥ

ㄒのࢣࢽ࣑ࣗࢥ

࣮シࣙン⬟ຊࢆ

᭷ࡋ㸪ᅜ㝿ⓗά

㌍࡛きࡿᢏ⾡⪅

㸯Ѹ㸯 ᪥本ㄒによる適ษな文

❶⾲現及びཱྀ㢌のពᛮఏ㐩がで

きる。

㸯Ѹ２ ⱥㄒで᭩かれた技術文

᭩のᴫ要・要᪨がつかめる。

㸯Ѹ３ ◊✲のⱥ文ᴫ要を᭩く

ことができ，Ⓨ⾲資ᩱなどにⱥ

ㄒを用いることができる。

（２）

ICT ᇶ本ࡿࡍ㛵

ⓗᢏ⾡ࡧࡼ࠾工

学の応⏝ᢏ⾡

ᢏࡓࡅ㌟ࢆ

⾡⪅

２Ѹ１ ICT ᢏ⾡ࢆά⏝ࡓࡋィ 

ᢏ⾡ࢆ࠸ᐇ㦂ࢆࢱ࣮ࢹ㞟ࡍ

ࠋࡿき࡛ࡀࡇࡿ

２Ѹ２ 㞟ࡸࢱ࣮ࢹࡓࡋሗ

専ࡋศᯒ࡚࠸⏝ࢆ⌮ⓗฎ⌮ᩘࢆ

門工学࡛のၥ㢟ゎỴࡇࡿࡆ⧄

ࠋࡿき࡛ࡀ

（㸱）

ከศ㔝ࡿࡅ࠾

ᢏ⾡のᇶ♏࡞

ᢏ⬟㸪ཬ㆑▱ࡿ

のศ㔝の専ࡑࡧ

門ᢏ⾡㛵ࡿࡍ

高度࡞▱㆑⬟

ຊࢆᣢࡕ㸪」║ⓗ

ၥ㢟ࡽどⅬ࡞

㸪産ᴗᢏࡋゎỴࢆ

⾡ศ㔝のά⏝

ᢏࡿᐇ㊶࡛きࢆ

⾡⪅

㸱Ѹ１ ᩘ学࣭⮬↛科学のᇶ♏▱

㆑ࢆ㸪専門ศ㔝のㄢ㢟࡛ά⏝ࡍ

ࠋࡿき࡛ࡀࡇࡿ

３Ѹ２ 多様な専門分野の関連

性を⌮ゎし，多㠃的にᤊえるこ

とができる。

３Ѹ３ 基礎知識を活用して工

学的ၥ㢟を⌮ゎし，ㄝ᫂できる。

３Ѹ㸲 基礎的な実㦂技術を用

いて，実㦂を画・実⾜して⤖

ᯝの分ᯒ・ホ౯ができる。

（４）

▱ᚨ⪏のㄪࡋ

ࡧࡼ࠾ே㛫ᛶࡓ

♫ᛶ࣭༠ㄪᛶࢆ

㌟ࡓࡅᢏ⾡

⪅

㸲Ѹ㸯 幅広い知識を身につけ，

地⌫的視点からၥ㢟をᤊえるこ

とができる。

㸲Ѹ２ ␗文化を⌮ゎし，౯್ほ

の多様性をㄆ識することができ

る。

４Ѹ㸱 ♫ཧຍのពḧ㛵

ᚰ࡛ࡀࡇࡘࡶࢆきࠋࡿ

４Ѹ４ グ࣮ࣝプ࡛のάືཧ

ຍࡋ㸪の࣓ン࣮ࣂ༠ㄪ࡚ࡋ

ㄢ㢟࡛ࡀࡇࡴ⤌ࡾྲྀきࠋࡿ

（㸳）

ᗈ࠸ど㔝ᢏ⾡

のࡾ࠶᪉対ࡍ

㌟ࢆ⌮ほࡿ

ࡅ㸪♫の㈉

⊩ព㆑ࢆᣢࡘᢏ

⾡⪅

５Ѹ㸯 科学技術に関する⌮

的ၥ㢟について⌮ゎし，指す

ることができる。

５Ѹ２ 実ົ上のၥ㢟を⌮ゎし，

技術的・⌮的知識を適用する

ことができる。

（㸴）

▱ⓗ᥈ồᚰࢆᣢ

ྥ㸪ၥ㢟ゎỴࡕ

యⓗ㸪㐀࡚ࡅ

ⓗࡇࡴ⤌ࡾྲྀ

⾡ᢏࡿき࡛ࡀ

⪅

㸴Ѹ１ ▱ⓗዲወᚰ᥈ồᚰࢆ

ᣢ࡚ࡗ㸪ᖜᗈ࠸ศ㔝のㄢ㢟ྲྀ

ࠋࡿき࡛ࡀࡇࡴ⤌ࡾ

㸴Ѹ２ ᚓពࡿࡍ専門ศ㔝の

▱㆑㸪ᢏ⾡ሗࢆ㥑࡚ࡋ㸪

♫のせồ応ࡓࡌၥ㢟ゎỴの

᪉ἲࢆ⏬㸪ࢨࢹンࡇࡿࡍ

ࠋࡿき࡛ࡀ

６Ѹ３ ◊✲や学習≧ἣをᢕ

ᥱ・グ㘓して自的・⥅⥆的に

学習できる。



− 40−

別⣬ᵝᘧ䠏

ᖹᡂ䚷䚷ᖺᗘධ学
Ặྡ

「学ಟ成ᯝ・ヨ㦂のᑂᰝ」⤖ᯝのしの受㡿ࠉࠉ
整⌮␒ྕ�㸸ࠉࠉࠉࠉ῭᪥受㡿ࠉࠉ᭶ࠉࠉ年ࠉࠉᖹ成ࠉࠉ

5

基礎工学
ձ設計システム系科目⩌㸹
生産デザインㄽڧ，生産システム設計ڧ
ղ情報・ㄽ⌮系科目⩌㸹
応用情報科学ڧ

6 ճ材ᩱ・バイオ系科目⩌㸹
生基礎科学ڧ，複合材ᩱ工学ڧ
մ力学系科目⩌㸹
計算応用力学ڧ
յ社会技術系科目⩌㸹
地⌫環境科学ڧ，環境分ᯒ技術ڧ，環境科学ڧ

ᖹᡂ ᖺ ᭶ ᪥

２に♧す㐩成度ホ౯基準を‶たして科目をಟᚓしている⾲ูڧ

ᑓᨷ⛉ጤဨ☜ㄆ

 ู⾲２科目⩌分㢮の基礎工学の
５科目⩌の࠺ち，学習・教育฿㐩
目標３㸫２の㐩成度ホ౯基準にし
めす要௳（各科目⩌からᑡなくと
も㸯科目をྵࡴ㸵科目௨上ಟᚓ）
を‶たして科目をಟᚓしているこ
と

ู⾲２に♧す㐩成度ホ౯基準を‶
たして科目をಟᚓしていること

２に♧す㐩成度ホ౯基準を‶たして科目をಟᚓしていない⾲ูڧ

4
インࢱーンシࣉࢵを⤒㦂し，実践
的な課㢟ゎỴのための基礎力を身
につけること

インࢱーンシࣉࢵ⤒㦂（⛣動᪥・ఇ᪥を㝖き㸯㸲᪥間௨上）
᪥間ࠉࠉࠉࠉ᪥ࠉࠉ᭶ࠉࠉ᪥㹼ࠉࠉ᭶ࠉࠉ年ࠉࠉᖹ成ࠉࠉ
᪥間ࠉࠉ計ࠉ᪥間ࠉࠉࠉࠉ᪥ࠉࠉ᭶ࠉࠉ᪥㹼ࠉࠉ᭶ࠉࠉ年ࠉࠉᖹ成ࠉࠉ

2
ムの༢を㸯２㸲༢௨ࣛࢢロࣉ
上ಟᚓすること

生産システム工学教育ࣉロࣛࢢム成⦼⾲におけるಟᚓ༢ᩘの☜ㄆ⤖ᯝ
༢ࠉࠉࠉࠉಟᚓ༢ᩘ㸸ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ��ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

3
ཱྀ㢌で自分の◊✲ෆᐜをⓎ⾲でき
ること，学እでのⓎ⾲を目指すこ
と

学ෆⓎ⾲ࠉࠉ課㢟◊✲�㸸�ᖹ成ࠉࠉ年ࠉࠉ᭶Ⓨ⾲
⾲᭶Ⓨࠉࠉ年ࠉࠉ�㸸�ᖹ成✲◊ู≉ࠉࠉࠉࠉࠉࠉ
学እⓎ⾲ࠉࠉᖹ成ࠉࠉ年ࠉࠉ᭶

1 学士の学をྲྀᚓすること

本校専攻科のಟ༢を‶たすこ
と

ᖹ成ࠉࠉ年ࠉࠉ᭶ࠉࠉ᪥の専攻科༢ㄆ定会㆟にて専攻科ಟにᚲ要な
༢をྲྀᚓしていることを☜ㄆ῭

䛂⏕⏘䝅䝇䝔䝮ᕤᏛ䛃ᩍ⫱䝥䝻䜾䝷䝮ಟ☜ㄆ⚊䠄ᖹᡂ27ᖺᗘ௨㝆ᑓᨷ⛉ධᏛ⏕ᑐᛂ䠅

工学専ᨷ
ᖹᡂ䚷䚷ᖺ䚷䚷᭶䚷䚷᪥生

௳ムಟ要ࣛࢢロࣉ ಟࠉࠉ要ࠉ☜ࠉ௳ࠉㄆࠉ᪉ࠉἲ ☜ㄆ⤖ᯝ



− 41−

（㸱）生産システム工学専攻ཬࡧ「生産システム工学」教育プログラムの༢ㄆᐃ୪ࡧ

修ㄆᐃ㛵ࡏྜ⏦ࡿࡍ 
ᖹ成２２年２᭶㸯６᪥制定

ᖹ成２３年２᭶㸯５᪥୍㒊ᨵṇ

ᖹ成２５年２᭶㸯２᪥୍㒊ᨵṇ

ᖹ成２㸵年２᭶２㸵᪥୍㒊ᨵṇ

ᖹ成３㸮年㸯᭶２㸲᪥୍㒊ᨵṇ

（㊃᪨）

➨㸯 この⏦合ࡏは，「熊本高等専門学校専攻科生産システム工学専攻のᤵ業科目のᒚಟ等に

関するつ （๎௨ୗ「専攻ᒚಟつ๎」とい࠺。）及び「熊本高等専門学校「生産システム工学」

教育ࣉロࣛࢢムᒚಟつ๎（௨ୗ「教育ࣉロࣛࢢムᒚಟつ๎」とい࠺。）」に基づき，生産シ

ステム工学専攻（௨ୗ「専攻」とい࠺）及び生産システム工学教育ࣉロࣛࢢムの༢ㄆ定（௨

ୗ「༢ㄆ定」とい࠺。）୪びに専攻及び生産システム工学教育ࣉロࣛࢢムのಟㄆ定（௨

ୗ「ಟㄆ定」とい࠺。）に関しᚲ要な㡯を定める。

（༢ㄆ定会㆟）

➨２ ༢ㄆ定会㆟及び教育ࣉロࣛࢢム༢ㄆ定会㆟は，㐠Ⴀ会㆟構成ဨをもって⤌⧊する。

２ ≉ู◊✲に関する㆟については，≉ู◊✲ᢸᙜ教ဨによりᑂ㆟する。

（༢のㄆ定）

➨３ 専攻科目の༢は，専攻ᒚಟつ๎➨㸶᮲に基づきㄆ定する。

２ 教育ࣉロࣛࢢムの༢は，教育ࣉロࣛࢢムᒚಟつ๎➨㸷᮲に基づきᑂ㆟し，ホ点が６㸮点

௨上でฟᖍᅇᩘが㸲㸭５௨上とㄆめられた科目についてㄆ定する。

３ ホ౯が実された科目については，ᒚಟⓏ㘓前にಟᚓした科目に対する「生産システム

工学教育ࣉロࣛࢢム༢のホ౯に関するྲྀᢅ」にᚑってᑂ㆟し，基準を‶たした科目につ

いては教育ࣉロࣛࢢム༢としてㄆ定するが，専攻༢としてはㄆ定しない。

（ಟㄆ定会㆟）

➨㸲 ಟㄆ定会㆟及び教育ࣉロࣛࢢムಟㄆ定会㆟は，㐠Ⴀ会㆟構成ဨをもって⤌⧊する。

（ಟのㄆ定）

➨５ ಟのㄆ定は，教育ࣉロࣛࢢムᒚಟつ๎➨㸯㸯᮲に定める「ಟ☜ㄆ⚊」に基づきᑂ㆟

の࠺え⾜࠺。

２ 「ಟ☜ㄆ⚊」のస成，☜ㄆは専攻科ጤဨ会において⾜࠺。

３ てのಟ要௳を‶たすことが☜ㄆされた者について，専攻科ಟ及び生産システム工学

教育ࣉロࣛࢢムಟとㄆ定する。

㸲 教育ࣉロࣛࢢムᒚಟつ๎➨㸵᮲のつ程に基づき，学士の学のྲྀᚓ（ྠつ๎➨㸯㸮᮲➨㸯

㡯）のࡳ‶たされていない場合，専攻科ಟ，教育ࣉロࣛࢢムᮍಟとㄆ定する。

５ 前２㡯のつ定にかかࢃらࡎ，上グ専攻科及び教育ࣉロࣛࢢムಟㄆ定にᚲ要とされる要௳
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の୰で，㒑౽情等の⌮⏤でእ㒊機関の成⦼ド᫂が☜ㄆできなかったものに㝈り，専攻科ጤ

ဨ会が指定するᮇ᪥までに☜ㄆできた場合は，校㛗は専攻科及び教育ࣉロࣛࢢムのಟを㏣

加ㄆ定できる。

６ 上グ௨እについては「␃年」とㄆ定する。

（ಟ要௳の☜ㄆ᪉ἲ）

➨６ ༢ㄆ定会㆟において，学๎ู⾲➨３にᥖࡆる科目をᒚಟし，専攻ᒚಟつ๎⾲２にᥖࡆ

る༢ᩘをಟᚓしていることを☜ㄆする。

２ 教育ࣉロࣛࢢム༢ㄆ定会㆟において，ಟ☜ㄆ⚊により教育ࣉロࣛࢢムᒚಟつ๎➨㸯㸮

᮲➨㸯㡯の各ྕにᥖࡆるಟ要௳を☜ㄆする。

３ 専攻科ጤဨ会においてಟ☜ㄆ⚊の付け資ᩱを☜ㄆする。☜ㄆにᚲ要な資ᩱはḟのとお

りで࠶る。

ձ「学ಟ成ᯝ・ヨ㦂のᑂᰝ」⤖ᯝの（⊂立⾜ᨻἲ人学ᨵ㠉ᨭ・学ᤵ機構のヨ㦂を

受けた者のࡳ）

ղ生産システム工学教育ࣉロࣛࢢム成⦼⾲

ճ≉ู◊✲Ⓨ⾲会資ᩱ，学እⓎ⾲報࿌᭩

մインࢱーンシࣉࢵ報࿌᭩，Ⓨ⾲会資ᩱ，ホ౯᭩

յ学生ูಟᚓ༢

ն学習等㐩成度グ㘓⡙

   㝃 ๎

この⏦合ࡏは，ᖹ成２２年㸲᭶㸯᪥から⾜する。

㝃 ๎

この⏦合ࡏは，ᖹ成２３年㸲᭶㸯᪥から⾜する。

㝃 ๎

この⏦合ࡏは，ᖹ成２５年㸲᭶㸯᪥から⾜し，ᖹ成２㸲年度専攻科ධ学生から適用す

る。 
㝃 ๎

この⏦合ࡏは，ᖹ成２㸵年㸲᭶㸯᪥から⾜する。 
㝃 ๎

この⏦合ࡏは，ᖹ成３㸮年㸯᭶２㸲᪥から⾜する。
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（４）履修Ⓩ㘓๓修ᚓࡓࡋ科┠対ࡿࡍ「生産システム工学」教育プログラム༢の

ホ౯㛵࠸ᢅྲྀࡿࡍ

 
ᖹ成２㸵年２᭶㸯㸵᪥制定

（㊃᪨）

➨㸯 「生産システム工学」教育ࣉロࣛࢢム（௨ୗ「教育ࣉロࣛࢢムとい࠺」）㸯，２年（本

科㸲年及び５年）に┦ᙜするᮇ間୰に学生がಟᚓする科目について⾜ࢃれる，教育ࣉロࣛࢢ

ム科目のホ౯（௨ୗホ౯）について定める。

（ホ౯の実）

➨２ ホ౯は，教育ࣉロࣛࢢムのᮍಟᚓ科目のホ౯をᕼᮃする専攻科及び本科の学生に対

して実する。

２ ホ౯は，௨ୗの場合について⾜࠺ことができる。

(a) 教育ࣉロࣛࢢムにᥖࡆられた科目⩌に┦ᙜする科目で教育ࣉロࣛࢢムの合᱁基準６㸮

   点と␗なる合᱁基準でಟᚓした科目を本校のࣉロࣛࢢム༢としてㄆめる場合

(b) 学習・教育฿㐩目標の㐩成度ホ౯において，J A B E E 基準の対応に┦㐪の࠶るಟᚓ 
 科目を，シࣛバス等によりྠ等と☜ㄆできる本校の教育ࣉロࣛࢢムにᥖࡆられた科

目としてホ౯の対㇟とする場合

３ ホ౯は，学科会㆟のᑂ㆟を⤒て実のྍྰをỴ定する。

㸲 ホ౯を⾜࠺科目は，ての教育ࣉロࣛࢢム科目（ㅮ⩏，₇習，実㦂実習など）とする。

５ ホ౯のᅇᩘは，３ᅇまでとする。

６ ホ౯教科ᢸᙜ教ဨは，ᚲࡎしもᕼᮃ学生が受ㅮしたときのᢸᙜ教ဨでなくてもよい。

（ホ౯のෆᐜ）

➨３ ㅮ⩏についてのホ౯はレ࣏ートに加え，ཱྀ㢌ヨၥ࠶るいは➹グヨ㦂を実し，それぞ

れ６㸮点௨上のホ౯をもって合᱁とする。

２ ₇習，実㦂実習等についてのホ౯は，シࣛバスより実ෆᐜおよび合᱁基準にྠ等性が

ㄆめられる場合，合᱁とする。ᚲ要に応じて₇習，実㦂ཪは実習を実し，レ࣏ートまたは

ཱྀ㢌ヨၥにおいて６㸮点௨上のホ౯をもって合᱁する。

３ ᭱ప学習ಖド時間を‶たさない場合は，㊊分の⿵ㅮを実する。

（ホ౯報࿌᭩）

➨㸲 ホ౯を実したᢸᙜ教ဨは，ホ౯報࿌᭩をస成し，学科会㆟のᑂ㆟を⤒て，学ົ課

学ົಀにᥦฟする。

２ ホ౯報࿌᭩には合ྰを᫂グし，レ࣏ート，（シࣛバス），ཱྀ㢌ヨၥまたは➹グヨ㦂等の

ᚲ要な各資ᩱをῧえるものとする。

（ホ౯のㄆ定）

➨５ ᥦฟされたホ౯報࿌᭩に基づいて，専攻科ጤဨ会及び教育ࣉロࣛࢢム༢ㄆ定会㆟に

おいて༢ㄆ定をᑂ㆟する。

２ ᑂ㆟の⤖ᯝ，教育ࣉロࣛࢢム༢としてᢎㄆされた科目は，校㛗がㄆ定する。

㝃 ๎

このྲྀᢅいは，ᖹ成２㸵年㸲᭶㸯᪥から⾜する。
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（㸳）熊本高等専門学校八代キャンパスン࣮ࢱンシࢵプᐇせ㡯

ᖹ成２２年２᭶㸯６᪥制定

（㊃᪨・目的）

➨㸯 この要㡯は，熊本高等専門学校八代キャンパスの学生୍人୍人のປほ，⫋業ほを育て

るキャࣜア教育の୍環として実するインࢱーンシࣉࢵ（校እ実習をいい，௨ୗ「実習」

とい࠺。）についてᚲ要な㡯を定める。

２ 前㡯の実習は，ᅾ学୰に産業⏺及びබඹ機関等において，自らの専攻ཪはᑗ᮶のキャࣜア

に関連したᑵ業体㦂を⾜࠺ことを目的とする。

（実習時ᮇ等）

➨２ 実習は，ཎ๎として本科の➨㸲学年，➨５学年ཪは専攻科ᅾ⡠୰において⾜࠺。

２ 実習の時ᮇは，ཎ๎として㛗ᮇఇ業ᮇ間୰とし，ᮇ間は５᪥௨上とする。

（⤒㈝）

➨３ 実習に要する⤒㈝は，ཎ๎として実習にཧ加する学生の㈇ᢸとする。

（計画）

➨㸲 実習は，各学科㛗ཪは専攻㛗が計画し，校㛗のチྍをᚓて⾜࠺ものとする。

２ 実習計画に関しては，教ົጤဨ会，専攻科ጤဨ会及びキャࣜア開Ⓨᐊが⿵ຓ業ົを⾜࠺も

のとする。

（実）

➨５ 各学科及び専攻に，実習ᢸᙜ教ဨを置く。

２ 実習ᢸᙜ教ဨは，学科㛗ཪは専攻㛗の指♧を受け，実習に関連する業ົを⾜࠺ものとする。

（実習୰の災ᐖ等）

➨６ 実習୰に災ᐖ等のᨾが࠶った場合は，実習ᢸᙜ教ဨは，校㛗及び学科㛗ཪは専攻㛗に

報࿌するものとする。

２ 実習ᢸᙜ教ဨは，ᙜヱ学科㛗ཪは専攻㛗と༠㆟の࠺え，ᚲ要なᥐ置をㅮࡎるものとする。

（ᥦฟ᭩㢮等）

➨㸵 実習ᢸᙜ教ဨは，実習を⤊した学生にḟにᥖࡆる᭩㢮をᥦฟさࡏるものとする。

(1) インࢱーンシࣉࢵド᫂᭩（ู⣬様ᘧ㸯）

(2) 実習報࿌᭩（ู⣬様ᘧ２）

２ 実習を⤊した学生は，実習の報࿌会を⾜࠺ものとする。

（༢ㄆ定）

➨㸶 学科㛗ཪは専攻㛗は，➨㸵➨㸯㡯各ྕ及びྠ➨２㡯によりホ౯を⾜い，校㛗に報࿌する

ものとする。

２ 校㛗は，合᱁とホ౯された実習については，本科学生はインࢱーンシࣉࢵ，専攻学生はイ

ンࢱーンシࣉࢵϨ・ϩの༢としてㄆ定する。

（「生産システム工学」教育ࣉロࣛࢢムのಟ要௳）

➨㸷 「生産システム工学」教育ࣉロࣛࢢムのಟ要௳としてᚲ要な実習ᮇ間は，⛣動᪥及び

ఇ業᪥を㝖き，の㸯㸲᪥間௨上とする。

（ົ）

➨㸯㸮 実習に関するົは，学ົ課学ົಀにおいてฎ⌮する。

（㞧๎）

➨㸯㸯 この要㡯に定めるもののか，実習に関しᚲ要な㡯は，ูに定める。

   㝃 ๎

この要㡯は，ᖹ成２２年㸲᭶㸯᪥から⾜する。

㝃 ๎

この要㡯は，ᖹ成２６年㸵᭶２２᪥から⾜し，ᖹ成２６年㸲᭶㸯᪥から適用する。
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䠄別⣬ᵝᘧ䠍䠅

⇃ᮏ㧗➼ᑓ㛛Ꮫᰯඵ௦䜻䝱䞁䝟䝇 䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥ド᫂᭩

ᐇ ⩦ 学 生          科࣭専攻   年   ␒ Ặྡ

ᐇ ⩦ ඛ

ࠝᶵ㛵ྡࠞ

ࠝᡤᅾᆅࠞ

        Tel㸸         Fax㸸          

ᐇ ⩦ ᢸ ᙜ ⪅ ࠝẶྡࠞ               ࠝ⫋ྡࠞ

ᐇ ⩦ ᮇ 㛫
ᖹᡂ 年 月 ᪥ 㹼 ᖹᡂ 年 月 ᪥（ᐇാ ᪥㛫）

                           （ఇᴗ᪥ࢆ㝖ࡃ）

ᐇ ⩦ テ ࣮ ࣐

ͤのテ࣮࠾ࢆ࣐㢪ࠋࡍࡲࡋ࠸

ᐇ ⩦ ෆ ᐜ

ͤసᴗෆᐜࢆグ㏙㢪ࠋࡍࡲ࠸

⥲ ྜ ᡤ ぢ

(ᐇ⩦≧ἣ等)

ͤ学生のᐇ⩦≧ἣࢆ⡆༢࡚ࡵࡲୗࠋ࠸ࡉ

ホ ౯ ͤྑの␒ྕࢆۑࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡅ
༑ศ я ᬑ㏻ я 

༑ศ

㉁ၥձ
工学のᇶ♏ᩘࡿ࡞学ࡸ≀⌮㸪ሗᢏ⾡࡞のᇶ本ⓗ࡞▱

㆑ࡀ㌟ࡿ࠸࡚࠸ࡘ㸽
5 –- 4 –- 3 -– 2 -- 1 

㉁ၥղ
ࡓࢀࡽ࠼のෆᐜ㸪యࡿࡅ࠾⨨࡙ࢆࡅ⌮ゎࡋ

㸽ࡿ࠸࡚
5 –- 4 –- 3 -– 2 -- 1 

㉁ၥճ ༠ㄪᛶࢆᣢࡽࡀ࡞ࡕ㈐௵ࢆᣢ࡚ࡗసᴗࢆ㐙⾜࡛きࡓ㸽 5 –- 4 –- 3 -– 2 -- 1 

㉁ၥմ ♫ཧຍのពḧ㛵ᚰࡀឤࡓࢀࡽࡌ㸽 5 –- 4 –- 3 -– 2 -- 1 

㉁ၥյ ♫ேࡵࡓࡿ࡞のᚲせࡣ࣮ࢼ࣐࡞㌟ࡿ࠸࡚࠸ࡘ㸽 5 –- 4 –- 3 -– 2 -- 1 

ୖグの㏻ࡾᐇ⩦ࢆ⤊ࢆࡇࡓࡋド᫂ࠋࡍࡲࡋ ᖹᡂ   年 月 ᪥

ド᫂⪅ ᶵ㛵ྡ                   

（㒊⨫ྡ）                  

     Ặ ྡ                  ༳ 
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䠄別⣬ᵝᘧ䠎䠅

熊本高等専門学校八代キャンパス

プࢵンシ࣮ࢱン ሗ࿌᭩

ᡤ ᒓ㸸       科࣭専攻

学 年㸸   年   ␒    ス㸸࣮ࢥ

Ặ ྡ㸸

１㸬ᐇ⩦ඛのᴫせ࣭ᴗົෆᐜ等

ࠝᶵ㛵࣭㒊⨫ࠞ

ࠝᡤᅾᆅࠞ

ࠝ♫ᴫせ࣭࡞ᴗົࠞ

２㸬ᐇ⩦ᴫせ

ࠝテ࣮࣐ࠞ

ࠝᐇ⩦᪥⛬ෆᐜࠞ ᮇ㛫㸸ᖹᡂ 年 月 ᪥ 㹼 ᖹᡂ

年 月 ᪥（ᐇാ ᪥㛫）

᪥ ᭙᪥ ᐇ⩦㛫 ᐇ⩦ෆᐜ

 / 㸸 㹼 㸸

 / 㸸 㹼 㸸

 / 㸸 㹼 㸸

 / 㸸 㹼 㸸

 / 㸸 㹼 㸸

 / 㸸 㹼 㸸

㸱㸬ᐇ⩦のලయⓗෆᐜࡧࡼ࠾ᡂᯝ

４㸬ン࣮ࢱンシࢵプࢆ㏻࡚ࡌ学ࡸࡇࡔࢇẼࢆࡇࡓ࠸᭩

きࠋ࠸ࡉ࡞

ձཧຍࡿࡍ๓ࡓ࠸࡚࠼⪄ᐇ⩦ෆᐜࡸᵝᏊ㸪ᐇ⩦ࢆ㏻࡚ࡌ学ࡧ

ࡇࡓ࠸࡚࠼⪄࠸ࡓ

ղᐇ⩦ࢆ㏻≉࡚ࡌ༳㇟ṧࡸࡇࡓࡗຮᙉࡇࡓࡗ࡞

ճᚋの生άࡸ学⩦㸪㐍㊰࡛ୖࡿ࠼⪄ࢆの┠ᶆⅬࡸᨵၿⅬ

㸳㸬ࡵࡲ㸪ㅰ㎡

（㸯）学生ㅖྩは，実習⤊後に本᭩㢮をస成し，ᢸ௵ᥦฟしてください。

（２）本報࿌᭩は，ḟ年度の㸲年生にぢ本としてබ開します。
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６㸬教ົ（ᒚಟ等）

きࡀࡋࡣ（１）

本校専攻科は，高等専門学校の専門課程における教育の基礎の上に，⢭῝な程度に

おいて，工業に関する高度な専門的知識及び技術を教ᤵ◊✲し，広く産業のⓎ展にᐤ

する人材の育成を目的としています。ᖹ成２㸯年㸯㸮᭶に熊本電Ἴ高専と八代高専

が熊本高専に高度化⦅されたのにకい，専攻科は電子情報システム工学専攻と生産

システム工学専攻の２専攻からなる熊本高専専攻科に統合されています。

高専の学科は学年制ですが，専攻科は学とྠじ༢制で࠶る点が学科とはきく

␗なりますのでὀពがᚲ要です。このため，ᤵ業科目のᒚಟ計画に࠶たって，᫂な

点やၥ点は各教ဨ及び学ົ課にたࡡࡎたり┦ㄯするなどして，ᒚಟにをᮇして

ください。

なお，生産システム工学専攻に関するㅖつ๎等については，「５㸬生産システム工

学専攻および「生産システム工学」教育ࣉロࣛࢢムのᒚಟに関するつ๎等」が適用さ

れ，ここでㄝ᫂するもののは，熊本高専学科のㅖつ定等が準用されることにὀពし

てください。

（２）修ᴗ年㝈㸪修のࡵࡓの修ᚓ༢等

専攻科のಟ業年㝈は２年です。ただし㸲年を㉸えてᅾ学することはできまࡏん。

（学๎➨ 58 ᮲）

また，ఇ学ᮇ間は通算して２年を㉸えることができまࡏん。なお，ఇ学のᮇ間は上

のಟ業年㝈及びᅾ学ᮇ間には算ධされまࡏん。（学๎➨ 63᮲）

専攻科をಟするためには，２年௨上ᅾ学して，６２༢をಟᚓしなけれࡤなりま

➨ん。（学๎ࡏ 64 ᮲）

そのෆヂはୗ⾲のとおりです。（「熊本高等専門学校専攻科生産システム工学専攻

のᤵᴗ科┠の履修等㛵ࡿࡍつ๎（௨ୗ「履修つ๎」グࡍ）➨㸷᮲➨２㡯㸪⾲２）

専   攻 ಟにᚲ要なಟᚓ༢ᩘ

生産システム工学専攻 ᚲಟ 㸲６

㑅ᢥ 㸯６     計 ６２

（㸱）ᤵᴗ科┠㸪༢

専攻のᤵ業科目（教養科目，各専攻の専門科目）及び༢ᩘは，教育課程の各⾲

（㹎㸬㸵㹼㸶)に♧すとおりです。

ᤵ業は，ㅮ⩏，₇習，実㦂・実習のいࡎれかཪはこれらのే用により⾜ࢃれますが，

㸯༢のᒚಟ時間は，教ᐊ及び教ᐊእをేࡏて㸲５時間とし，ḟの基準により計算さ

れます。

（履修つ๎➨２᮲）

㸯）ㅮ⩏については，㸯５༢時間をもって㸯༢とする。
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この場合，㸯時間のㅮ⩏に対して，教ᐊእにおける２時間の学習がᚲ要で࠶る

ことが⪃慮されています。

２）実習，₇習については，３㸮༢時間をもって㸯༢とする。

この場合，２時間の₇習に対して，教ᐊእにおける㸯時間の学習がᚲ要で࠶るこ

   とが⪃慮されています。

３）実㦂については，㸲５༢時間をもって㸯༢とする。

実㦂・実習は，実㦂ᐊ，実習ᐊ等で⾜なࢃれるので，教ᐊእにおける学習は⪃

慮されまࡏん。

なお，㸯༢時間は標準５㸮分です。

（４）履修科┠の⏦࿌

ᤵ業科目のᒚಟに࠶たっては，学ᮇ（前ᮇ・後ᮇ）ᙜึのᡤ定のᮇ᪥までにࠗ受ㅮ

⏦࿌᭩࠘を学ົ課学ົಀᥦฟしてください。

（㸳）ヨ㦂㸪ᡂ⦼のホ౯

定ᮇヨ㦂は，ཎ๎として前ᮇᮎ及び学年ᮎに⾜ࢃれますが，ᤵ業科目によっては，

ᖹᖖのヨ㦂ཪはレ࣏ート等をもって定ᮇヨ㦂に代える場合が࠶ります。なお，各学ᮇ

ᮎのヨ㦂の実ᮇ間及びヨ㦂時間等については，その都度ᥖ♧により通知します。

成⦼のホ౯は，ヨ㦂の成⦼，ᖹᖖの成⦼，ฟᖍ≧ἣ等を総合して⾜ࢃれ，ୗ⾲のホ

点ཪは標ㄒで⾲されます。

        

䖂ᡂ⦼䛾評価䠄評Ⅼ䠈評ㄒ䠅

ホ

౯

評 Ⅼ 100䡚90 89䡚80 79䡚70 69䡚60 59䡚0

評 ㄒ
S  A B C D  

ྜ    ᱁ ྜ᱁

        

合᱁した科目については，ᡤ定の༢がえられます。

なお，᪤にಟᚓした༢のྲྀりᾘし及び成⦼の᭦᪂はできまࡏん。

（㸴）㏣ヨ㦂

気，ᚷᘬき，そのやࡴをᚓない⏤でヨ㦂を受㦂できなかった場合は，ᙜヱᤵ

業科目ᢸᙜ教ဨのᢎㄆをᚓた࠺えでࠗ㏣ヨ㦂受㦂㢪࠘を学ົ課学ົಀᥦฟすること

で，㏣ヨ㦂を受けることができます。

（㸵）Ḟㄢ

Ḟ課時ᩘのྲྀりᢅいに関しては，௨ୗの通りとします。

㸯）ᤵ業にฟᖍしなかった場合は，時間ࡈとにḞ課とします。

２）成⦼は実時ᩘの㸲㸭５௨上のฟᖍをもってㄆ定します。ただし，実時ᩘの
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㸯㸭３を㉺えてḞᖍした科目の成⦼はㄆ定しまࡏん。

３）Ḟ課の࠺ち，ḟの各ྕの୍にヱᙜするもので，実時ᩘの㸯㸭５を㉺え㸯㸭３

௨ෆのㅮ⩏時ᩘ分は⿵ㅮを受ㅮすることができます。

(ア) 学๎➨ 29᮲によるฟᖍṆ

(イ) ᚷᘬ（学生準๎➨ 14᮲による。）

(ウ) ኳ災ཪはᨾ等による通㐽᩿

(エ) 進㊰に関するヨ㦂

(オ) 文化活動，体育活動として，学校ཪはබ的ᅋ体を代⾲してのཧ加

(カ) その校㛗がᚲ要とㄆめたもの

㸲）学๎➨ 54 ᮲に基づくḞ課については，専攻科ጤဨ会にㅎり，⿵ㅮのチྍを受け

た科目を受ㅮすることができます。

５）⿵ㅮを実した場合，ᢸᙜ教ဨは⿵ㅮ報࿌᭩をᥦฟします。

（８）履修

ಟᚓしᚓなかったᤵ業科目の࠺ちಟᚓするᚲ要の࠶るᤵ業科目は，ཎ๎としてḟ年

度にᒚಟすることになります。ᒚಟする場合も，前㏙のᒚಟ科目の⏦࿌によって

ᨵめて受ㅮ⏦࿌のᡭ⥆きを⾜ってください。（(4)ᒚಟ科目の⏦࿌をཧ↷）

ただし，ᙜヱᤵ業科目ᢸᙜ教ဨがㄆめた場合に㝈り，ᒚಟを┬␎してヨ㦂等によ

り༢ㄆ定することが࠶ります。

（㸷）ࢳࢡ࣮࣐ࣞࢧャ࣮㸪学（ᨺ㏦学ࡴྵࢆ）の科┠履修

ኟᏘఇ業ᮇ間୰にᕞෆの高専で実しているࢧマーレクࢳャーでಟᚓした༢や

༢༠定を⥾⤖した学（熊本学工学㒊）およびᨺ㏦学でಟᚓした༢は≉

ู実習ࢭミࢼー（学እ༢）として２༢を上㝈としてಟᚓ༢ᩘにྵめることがྍ

能です。

上グの科目をᕼᮃする者は，ᒚಟをᕼᮃする高専・学に対してᡤ定のᒚಟᡭ⥆き

をとり，༢をಟᚓすることができます。

㸯）受ㅮ科目

受ㅮする科目は，ࢧマーレクࢳャー，学（ᨺ㏦学をྵࡴ）で開ㅮされている科

目の୰から自⏤に㑅ᢥできますが，学ᤵ機構の定める要௳を‶たすよ࠺にᒚಟし

てください。

２）ಟᚓ༢のㄆ定

学（ᨺ㏦学をྵࡴ）でᒚಟしಟᚓした༢は，ࠗ学等における学ಟ༢ㄆ定

⏦ㄳ᭩࠘（学ົ課学ົಀㄳ求する）を校㛗にᥦฟしᡤ定のᑂ㆟を⤒て，専攻科にお

けるᤵ業科目のᒚಟとࡳなして，༢のಟᚓがㄆ定されます。

なお，学・高専の科目をᒚಟする場合は，前に専攻科ጤဨに┦ㄯしてくださ

い。

３）受ㅮᡭ⥆き

(ア) ࢧマーレクࢳャー

開ㅮされるテーマの୰から受ㅮするものを㑅ᢥし，学ົ課学ົಀを通して開ㅮす
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る高専に⏦し㎸ࡳます。

(イ) 熊本学工学㒊

年度ᙜึに専攻科ጤဨ，学ົ課学ົಀと┦ㄯし，ᡭ⥆きを⾜ってください。

(ウ) ᨺ㏦学

ᨺ㏦学の科目を受ㅮするためには，ᨺ㏦学のධ学ᡭ⥆きと受ㅮ科目の

科目Ⓩ㘓⏦ㄳ（㸯学ᮇの受ㅮについては２᭶，２学ᮇの受ㅮについては㸶᭶）

がᚲ要で，ᚲ要⤒㈝はୗグのとおりです。

ධ学ᩱ（㑅科ᒚಟ生）   㸷，㸮㸮㸮 

ࠌ （科目ᒚಟ生） 㸵，㸮㸮㸮 

ᤵ業ᩱ（㸯༢࠶たり） ５，５㸮㸮 

（１０）学ྲྀᚓ

学は「学ホ౯・学ᤵ機構」とい࠺⤌⧊によってえられます。学

のྲྀᚓ᪉ἲとしては２つの᪉ἲが࠶り，これまでは「(a)学ಟ成ᯝのᑂᰝとヨ㦂

による᪉ἲ」でしたが，ᖹ成２㸵年度から「(b)≉ㄆ定ᥐ置による᪉ἲ」での

᪉ἲに⛣⾜しています。ただし，学の専門分野によっては，(a)の᪉ἲにᚑ࠺

場合も࠶りますので，≉ู◊✲の୰で☜ㄆしておくよ࠺にしてୗさい。それぞ

れの᭩㢮については，時ᮇをぢて࢞イࢲンスを⾜࠺ண定にしていますが，「学

ホ౯・学ᤵ機構の࣍ーム࣌ージでも☜ㄆしておくよ࠺にしてୗさい。

(a) 学ಟ成ᯝのᑂᰝとヨ㦂による᪉ἲ（ᖹ成２６年度まで）

学士の学のᤵを受けよ࠺とする者は，学つ๎➨６᮲➨㸯㡯のつ定に基

づく学士の学のᤵに関するつ๎（ᖹ成㸯６年㸯᭶㸯㸲᪥）に基づき，「学

ホ౯㺃学ᤵ機構」の定める様ᘧにᚑって，学ಟ成ᯝ（レ࣏ート）等のᚲ要᭩

㢮を 10 ᭶上᪪に「学ホ౯・学ᤵ機構」にᥦฟし，「学ホ౯・学ᤵ

機構」の⾜࠺学ಟ成ᯝ（レ࣏ート）のᑂᰝ及びヨ㦂に合᱁することがᚲ要です。

ᑂᰝ及びヨ㦂に合᱁した学生には「学ホ౯・学ᤵ機構」より学士の⛠

ྕがᤵされます。学ಟ成ᯝのᥦฟᮇ᪥をཝᏲしてୗさい。

学ᤵ要௳のヲ⣽や⏦ㄳにᚲ要な㡯については，専攻科学生౽ぴに♧す

とともに，ู㏵࢞イࢲンスを実していますが，ၥ等が࠶れࡤいつでも㐲慮

なく専攻科ጤဨにၥい合ࡏࢃてୗさい。

ձ 高等専門学校卒業者

ղ 学ᤵ機構のㄆ定する高専専攻科において，ୗグの༢をಟᚓしている者

イ㸬２年௨上にࢃたり，６２༢௨上をಟᚓしていること。

ロ㸬専門の科目を体系的にᒚಟしていること。

（ཧ⪃㸸本校のカࣜキュࣛムは，専門の科目を体系的にᒚಟできます。）

ճ 学ᤵ機構の⾜࠺学ಟ成ᯝ（レ࣏ート）のᑂᰝ及びヨ㦂に合᱁すること。

մ 学ᤵ⏦ㄳにᚲ要なୗグの᭩㢮（᪂しい学士の㏵Ѹ ᖹ成２３年度∧Ѹ ཧ

↷）

（㸯）学ᤵ⏦ㄳ᭩

（２）卒業ド᫂᭩（本科）（基礎資᱁を᭷する者で࠶る᪨のド᫂᭩）
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（３）ձ༢ಟᚓ≧ἣ⏦࿌᭩

     ղ༢ಟᚓド᫂᭩（ಟᚓした機関ẖにస成したもの）

（㸲）学ಟ成ᯝのレ࣏ート及び要᪨（᭩ᘧは「学士の㏵」にグ㍕されて

います）

（５）ఫẸ⚊のしཪはఫẸ⚊グ㍕㡯ド᫂᭩

（６）受㦂⚊，┿⚊

（㸵）そのᑂᰝᡭᩘᩱ㡿ཎ➢・㡿ド᭩，ุ定⤖ᯝ通知用ᑒ⟄，受㦂

⚊㏦付用ᑒ⟄

学ಟ成ᯝのレ࣏ートおよび学ヨ㦂のホ౯⤖ᯝについては，年２᭶୰᪪に

本人ᐄに文᭩で通知されます。学のྲྀᚓࡣ㸪教育プログラムの修せ௳࡛ࡍ

の࡛㸪ヨ㦂⤖ᯝุࡀ᫂ࡽࡓࡋᚲࡎ専攻科ጤဨࡣࡓࡲᣦᑟ教ဨ㏻▱ᩥ᭩（ࣆࢥ

。ᥦฟしてୗさいࢆ（ྍ࣮

(b)≉ᥐ置による᪉ἲ

生産システム工学専攻のカࣜキュࣛムは，「機械工学・電気電子工学・土木工

学・建築学・生物工学・応用化学」の各専門工学について，学つ๎➨６᮲➨

㸯㡯のつ定に基づく学士の学のᤵにಀる≉に関するつ๎（ᖹ成２６年㸲

᭶㸯᪥）に基づくᑂᰝに合᱁しており，ᡤ定の༢のಟᚓと学ಟ総まとめ科目

（≉ู◊✲ϩ）の合᱁により，学ᤵ機構からの学がᤵされることにな

りました。この⏦ㄳにおいては，いくつかの᮲௳が࠶りますが，それらについ

ては࢞イࢲンス時にㄝ᫂します。また，スケジュールとしては，ḟのよ࠺にな

っています。

࠙専攻科２年ࠚ 㸯㸮᭶ 「学ಟ総まとめ科目のᒚಟ計画」か，各᭩㢮

          ２᭶ 「学ಟ総まとめ科目の成ᯝの要᪨」か，各᭩㢮

≉にὀពをすき点は，専門科目のಟᚓ༢ᩘです。㸲᭶の࢞イࢲンス時に

ᒚಟ計画を᳨ウする㝿にὀពするよ࠺にしてୗさい。
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㸵㸬学生生活

（１） 熊本高等専門学校専攻科生産システム工学専攻学生‽๎

ᖹ成２２年２᭶㸯６᪥制定

ᖹ成２５年２᭶㸯２᪥୍㒊ᨵṇ

➨㸯❶ 総๎

（㊃᪨）

➨㸯᮲ 学生は，学๎，学生準๎，学生ᚰᚓそののつ๎を㑂Ᏺし，本校学生としての本

分を࠺するよ࠺にᖖにᚰがけなけれࡤならない。

➨２❶ ㄋ⣙᭩及びಖド人

（ㄋ⣙᭩）

➨２᮲ ධ学をチྍされた者は，ᡤ定のᮇ᪥までにㄋ⣙᭩を校㛗にᥦฟしなけれࡤならな

い。

（ಖド人）

➨３᮲ ಖド人は⊂立の生計をႠࡴ成年者で，ḟの各ྕにヱᙜしない者でなけれࡤならな

い。

（1）⚗㘑௨上のฮにฎࡏられた者

（2）◚産者でいまだᶒしない者

（3）成年⿕後ぢ人及び⿕ಖబ人

(ಖド人のఫᡤኚ᭦)

➨㸲᮲ ಖド人のఫᡤにኚ᭦を生じたときは，すࡳやかにಖド人ኚ᭦ᒆを校㛗にᒆけฟな

けれࡤならない。

（ಖド人のኚ᭦）

➨５᮲ ಖド人のṚஸ・ኻ᱁ཪはኚ᭦を生じたときは，᪂たにಖド人を定めてಖド人ኚ

᭦ᒆを校㛗にᒆけฟなけれࡤならない。ಖド人がẶྡをኚ᭦した場合もྠ様ᘧにより

校㛗にᒆけฟるものとする。

➨３❶ 学生ド

（学生ドのᦠᖏ）

➨６᮲ 学生は，専攻➨㸯学年のึめに学生ドの付を受け、ᖖ時ᦠᖏし，本校教⫋ဨ，

㆙ᐹᐁ，㕲㐨⫋ဨ，㟷ᑡ年⿵ᑟ関ಀ者等のㄳ求が࠶ったときは，いつでもこれをᥦ♧し

なけれࡤならない。

（㏉⣡）

➨㸵᮲ 学生ドは，その᭷ຠᮇ間を⤊したときཪはಟ・㏥学するときは，┤ちに校㛗

に㏉⣡しなけれࡤならない。

（付）

➨㸶᮲ 学生ドを⣮ኻしཪはẋᦆしたときは，すࡳやかに⣮ኻ⌮⏤᭩をῧえ，校㛗にᒆけ

ฟて付を受けなけれࡤならない。
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（㈚等の⚗Ṇ）

➨㸷᮲ 学生ドは人に㈚ཪはㆡΏしてはならない。

➨㸲❶ ఇ学，㏥学，Ḟᖍ等

（ఇ学）

➨㸯㸮᮲ 学生は，そのの⏤により，ᘬき⥆き㸲５᪥௨上ಟ学することのできな

いときは，ఇ学㢪を専攻のᢸᙜ教ဨを⤒て校㛗にఇ学を㢪いฟて，そのチྍを受けなけ

れࡤならない。

２ 前㡯によりఇ学をᕼᮃする場合は，ఇ学㢪にḟの᭩㢮をῧ付しなけれࡤならない。

（1）のためにఇ養を要する場合は，医ᖌのデ᩿᭩ཪは⨯ᝈド᫂᭩

（2）ᾏእの教育設においてಟ学する場合は，受ධれ先機関等のド᫂᭩

（3）⤒῭的な⌮⏤においてఇ学する場合は，情をド᫂する᭩㢮

（4）学生が自Ⓨ的に社会に貢献する活動にཧ加する場合は，活動ᅋ体等のⓎ⾜するド᫂

（5）その，ಟ学上≉に校㛗のᢎㄆをᚓるᚲ要が࠶る場合には，⌮⏤᭩，専攻のᢸᙜ教

ဨのពぢ᭩及びಖㆤ者等のពぢ᭩等

（学）

➨㸯㸯᮲ ఇ学した者が，ఇ学の⏤がなくなったことにより学しよ࠺とするときは，

学㢪を専攻のᢸᙜ教ဨを⤒て校㛗に㢪いฟて，そのチྍを受けなけれࡤならない。こ

の場合によりఇ学していた者は，医ᖌのデ᩿᭩をῧえなけれࡤならない。

（㏥学）

➨㸯２᮲ 学生が㏥学しよ࠺とするときは，㏥学㢪を専攻のᢸᙜ教ဨを⤒て校㛗に㢪いฟ

て，そのチྍを受けなけれࡤならない。

（ఫᒃኚ᭦・ᨵẶྡ等）

➨㸯３᮲ 学生がఫᒃをኚ᭦したときは，すࡳやかにఫᡤኚ᭦ᒆを専攻のᢸᙜ教ဨを⤒て

校㛗にᒆけฟなけれࡤならない。

２ 学生はẶྡの␗動が࠶ったときは，ᡞ⡠ᢒ本をῧえて学生身上␗動ᒆを専攻のᢸᙜ教

ဨを⤒て校㛗にᒆけฟなけれࡤならない。

（ᚷᘬ）

➨㸯㸲᮲ ∗ẕ㏆ぶの႙に᭹するときは，ᚷᘬ㢪を専攻のᢸᙜ教ဨを⤒て校㛗に㢪いฟて，

そのチྍを受けなけれࡤならない。

２ ᚷᘬのᮇ間は，ḟのとおりとする。

（1）⾑᪘の㸯ぶ等（∗ẕ等）                㸵᪥

（2）⾑᪘の２ぶ等（♽∗ẕ・ᘵ・ጜጒ等）        ３᪥

（3）⾑᪘の３ぶ等（ུ∗ẕ・᭯♽∗ẕ等）        㸯᪥

（4）配അ者                       㸵᪥

（5）ጻ᪘の㸯ぶ等（ጔ࠶るいはኵの∗ẕ等）        ３᪥

（6）ጻ᪘の２ぶ等（ጔ࠶るいはኵの♽∗ẕ・ᘵ・ጜጒ等） 㸯᪥

➨５❶ ᭹等

（᭹）

➨㸯５᮲ 学生はⓏ校時には制᭹を╔用しなけれࡤならない。ただし，㸲・５年生及び専

攻科生については，制᭹௨እの᭹の╔用をㄆめるものとする。
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２ ᭹については，本校学生としての品をᦆなࢃないよ࠺に␃ពしなけれࡤならない。

    ➨６❶ ᗣ及びᏳ

（ᗣデ᩿）

➨㸯６᮲ 学生は，ᖖに⾨生に␃ពしᗣಖ持に努め，定ᮇཪは⮫時のᗣデ᩿を受けな

けれࡤならない。

（療の௧）

➨㸯㸵᮲ 校㛗は，ᚲ要に応じて，学生に療をࡎることが࠶る。

（災ᐖ防Ṇ）

➨㸯㸶᮲ 学生はᖖにᏳに␃ពし，ⅆ災および通ᨾの災ᐖ防Ṇに努めなけれࡤな

らない。

➨㸵❶ 学生会等

（学生ᅋ体⤖成）

➨㸯㸷᮲ 学生が，本校の学生をもって会ဨとするᅋ体を⤖成しよ࠺とするときは，指ᑟ

教ဨを定め，学生ᅋ体⤖成㢪にᅋ体のつ⣙୪びに指ᑟ教ဨ及び会ဨのྡ⡙をῧえ，代⾲

者２ྡ௨上の⨫ྡの࠺え，専攻㛗、学生を⤒て校㛗にᥦฟして，そのチྍを受けな

けれࡤならない。

（学生ᅋ体のゎᩓ）

➨２㸮᮲ 前᮲のᅋ体の⾜Ⅽが本校の目的にするとㄆめられるときは，校㛗がそのゎᩓ

をࡎることが࠶る。

（校እᅋ体加ධ)

➨２㸯᮲ 学生が，校እᅋ体の⾜࠺活動にཧ加しよ࠺とするときは，校እᅋ体加ධ㢪にᙜ

ヱ校እᅋ体の目的，つ⣙及び役ဨに関する㡯をグ㍕した文᭩をῧえ⨫ྡの࠺え，専攻

㛗，学生を⤒て校㛗にᥦฟして，そのチྍを受けなけれࡤならない。なお，㸯年௨

上にࢃたるときは㸯年ࡈとにᨵめてྠ様ᘧにより⥅⥆㢪をฟさなけれࡤならない。

（校እᅋ体加ධྲྀりᾘし）

➨２２᮲ 前᮲の校እᅋ体の⾜Ⅽが，本校の目的にするとㄆめられるときは，校㛗は

そのᢎㄆをྲྀりᾘすことが࠶る。

➨㸶❶ ༳ๅ物のⓎ⾜・配ᕸ及び㈍

（༳ๅ物のⓎ⾜・配付及び㈍）

➨２３᮲ 学生が，校ෆཪは校እにおいて㞧ㄅ，᪂⪺，パンフレࢵトそのの༳ๅ物をⓎ

⾜または配ᕸ࠶るいは㈍しよ࠺とするときは，ᙜヱ༳ๅ物のཎ✏ཪは現物をῧえ前

に༳ๅ物Ⓨ⾜・配付及び㈍㢪により，専攻㛗，学生に㢪いฟて校㛗のチྍを受け

なけれࡤならない。

➨㸷❶ ᥖ♧・ᨺ㏦

（ᥖ♧・ᨺ㏦）

➨２㸲᮲ 学生が，校ෆእにおいて࣏，ࣛࣅスࢱー㢮をᥖ♧しよ࠺とするときは，ᥖ♧チ

ྍ㢪にᙜヱᥖ♧物をῧえ，専攻㛗，学生のᢎㄆを受けなけれࡤならない。なお，校
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ෆにおいては指定した場ᡤにᥖ♧しなけれࡤならない。

２ ᨺ㏦の場合も前㡯に準ࡎる。

３ このつ定にᚑࢃないᥖ♧物は，学生の指♧により᧔ཤする。

➨㸯㸮❶ 設，設備の使用

（設・物品等の使用）

➨２５᮲ 学生及びそのᅋ体が，本校の設・設備備品を使用しよ࠺とするときは，設

・設備・備品等使用㢪を専攻㛗を⤒て，校㛗にᥦฟして，そのチྍを受けなけれࡤなら

ない。ただし，᪥ᖖその使用をㄆめられた設・設備備品については，この㝈りではな

い。

㝃 ๎

この準๎は，ᖹ成２２年㸲᭶㸯᪥から⾜する。

㝃 ๎

この準๎は，ᖹ成２５年㸲᭶㸯᪥から⾜する。

（２）熊本高等専門学校専攻科生産システム工学専攻学生ᚰᚓ

㸯㸬はじめに

このᚰᚓは，本専攻学生がよくその本分をㄆ識し，専攻科２年間の学生生活を᭷ព⩏

に㏦るための指㔪を♧すもので࠶る。

学生は，学๎，学生準๎そののつ๎を㑂Ᏺするとඹに，よくこのᚰᚓを⇍ㄞし，ㅖ

ὀព，ㅖ㡯等に␃ព，ບ⾜すること。また，ᅾ学୰は，つࡡに本校学生としての自ぬ

とりをもって⾜動し，自・自立⢭⚄を養い，豊かな知識と教養を身につけ，ᚰ身ඹ

にな人᱁ᙧ成に努力されたい。

２㸬୍⯡ᚰᚓ

（1） 学生は，いの人᱁を㔜んじ，┦ᡭの立場をよく⌮ゎ，ᑛ㔜し，人間に࠶っては，

ᖖにឡと༠ㄪの⢭⚄をもって᥋すること。

（2） 学生は，ᖖにつ๎ṇしく，つᚊ࠶る生活をᚰけ，࠶らࡺる機会を用して，✚ᴟ

的にᚰ身の㘫⦎とᗣのቑ進に努めること。

（3） 学生は，実した᭷ព⩏な生活を㏦るため，ᖖに目標を持ち，◊✲ᚰ，᥈求ᚰをᇵ

い，学習や課እ活動等に✚ᴟ的にྲྀり⤌ࡴこと。

（4） 学生は，自ら進んで，ᅗ᭩㤋等でのㄞ᭩や学習を⾜い，幅広い知識や教養を身につ

けるとඹに，自ᕫၨⓎ，自ᕫ◊㛑に努めること。

３㸬校ෆᚰᚓ

（1） ẖ᪥వ⿱をもってⓏ校し，ጞ業時้に㐜れないよ࠺にὀពすること。

（㐜くともጞ業 10分前までのⓏ校をᚰけること。）

（2） ᖖに教ᐊෆእの⨾化にᚰけ，ࢦミは，ᡤ定のࢦミ⟽にධれるか，各自持ちᖐるこ

と。
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（3） 㔠㢠の多ᐻに関ಀなく，学生間での㔠㖹の㈚をしないこと。

（4） 校ෆでは，高ኌ，ᨺḷ等に㏞ᝨを及ࡰす⾜Ⅽをៅࡴこと。

㸲㸬♩ 

（1） ᮶ᐈ，教⫋ဨ，目上に対しては，ṇしくᣵᣜし，♩をኻすることのないよ࠺ᚰけ

ること。

（2） 学生間においても，いに♩ṇしく，学生らしいែ度，ゝ動をᚰけること。

５㸬㢼 ⣖

（1） 校ෆ，校እをၥࡎࢃ，ᖖに本校学生としての品をಖち，いやしくも学校の体㠃を

ởすよ࠺な⾜Ⅽをしないこと。

（2） ␗性間の㝿には≉にὀពし，人からㄗゎを受けないよ࠺ᚰけること。

（3） 学生は㣧㓇，ႚ↮についてៅࡳ，校ෆにおいてはしないこと。

（4） 学生は，パࢳンࢥᗑ，マージャンᒇ，ࢲンス࣍ール等㢼Ⴀ業を⾜っている設

。は，ዶりにฟධりしないことるいはそのの成人ྥけፗᴦ設等࠶

６㸬᭹

（┬ ␎）

㸵㸬ୗᐟ生のᚰᚓ

（1） アパート・ୗᐟ等での生活はつ๎になりやすいので，ᖖにつ๎ṇしい生活をᚰ

け，㞄人やᐙさん等に㏞ᝨをけないよ࠺，༑分ὀពすること。

（2） 㒊ᒇの整⌮・整㡻，Ύᤲをບ⾜し，ᖖにΎ₩にಖつよ࠺ᚰけること。

（3） 電気ჾ具等のྲྀりᢅいには༑分ὀពし，ᖖに災ᐖ防Ṇにᚰけておくこと。

（4） 人を㒊ᒇにධれる時は，ᐙさんのゎをᚓること。また，人とኪ㐜くまでࢤ

ームをしたり，㦁ࡄ等，の人に㏞ᝨをける⾜Ⅽは，ཝにៅࡴこと。

（5） ಖㆤ者との連⤡をᐦにし，እἩする場合は，ᚲࡎ，ᐙさんやಖㆤ者にその᪨連⤡

しておくこと。

（6） ẖ᪥の学習時間をできるだけ多く☜ಖするとඹに，目標を立ててຮ学にບࡴこと。

（7） アパート・ୗᐟ等をኚ᭦した場合は，㏿やかに，専攻のᢸᙜ教ဨを⤒て学生生活ᨭ

ಀᒆけฟること。

㸶㸬アルバイト

（1） アルバイトを⾜࠺にᙜたっては，学業やᚰ身のⓎ㐩にᨭ㞀をきたさないよ࠺に，ປ

ാ᮲௳やປാ環境等について，前によくㄪᰝしておくこと。

（2）ḟのよ࠺なアルバイトはᮃましくない。

ձ ㌴両の㐠㌿，高ᡤでのᒇእస業，高電ᅽや༴㝤物のྲྀりᢅい等，༴㝤をక࠺もの。

ղ ࢠャンࣈル場，バー，マージャンᒇ，パࢳンࢥᗑ等，教育上ዲましくないとこࢁ

でのもの。

ճ ㎰薬，薬等，人体に᭷ᐖな薬品をᢅ࠺もの。

մ ῝ኪに及ࡪస業のもの。
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㸷㸬㌴両の使用

（┬ ␎）

（ὀ） 専攻科生については，「熊本高等専門学校専攻科生産システム専攻学生の㌴

両による通学に関するෆつ」を適用

10.᪑ ⾜

（┬ ␎）

11㸬බඹ物のྲྀᢅい

（1） බඹ物は，ࡳんなが使用するもので࠶るので，ษにྲྀりᢅ࠺こと。また，⠇⣙等

にもよくᚰけて使用すること。

（2） 設・設備等を◚ᦆཪはởᦆした場合は，㏿やかに校⯋・校具◚ᦆᒆを学生ಀᥦ

ฟして，ᚲ要な指♧を受けること。

（3） 教具等を使用する場合は，ᚲࡎ前に，㈐௵教ဨ等のチྍをᚓること。

（4） ዪ子ロࢵカーは，学生ಀで㈚するので，ᕼᮃ者は，学生ಀ⏦しฟること。

   なお，⏨子ロࢵカーはオーࣉンᘧとする。㈚されたロࢵカーは，ษに使用し，

ᨾពに◚ᦆさࡏたり，⾨生にならないよ࠺␃ពして使用すること。

12㸬クࣛࣈ活動

（┬ ␎）

13㸬ᥖ♧

学生の通知等は，ᥖ♧で⾜࠺ので，Ⓩୗ校の㝿は，ᚲࡎᥖ♧ᯈをぢること。

14㸬ㅖᡭ⥆き

学生準๎やそののㅖつ定に定められているㅖᡭ⥆き等は，ู⾲「ㅖᡭ⥆き୍ぴ」の

とおりで࠶る。ᮇ㝈に㐜れたり，ᛀれたりすることのないことはㄽ，各ᡭ⥆きに関す

るつ๎にᚑって，᪥㡭からよくὀពしておくこと。

ู⾲ ㅖ手⥆き୍ぴ

㸯㸬付を受けるもの

✀    㢮 時 ᮇ ಀ 備    ⪃

学 生 ド 専攻科㸯年 学ົಀ

ᅾ学ド᫂᭩ࠐ ᚲ 要 時 ࠌ ᚲ要᪥の３᪥前までに⏦し㎸ࡴこと

成⦼ド᫂᭩ࠐ ࠌ ࠌ ࠌ

学ࠐ  ド ࠌ 学生ಀ ࠌ

通学ド᫂᭩ࠐ ࠌ ࠌ ࠌ

（ὀ）ࠐ༳のものは，ணめ「ド᫂᭩付㢪」をᢸᙜのಀᥦฟして，付を受けること。

２㸬ᒆฟをするもの
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✀    㢮 時 ᮇ ಀ 備      ⪃

ಖド人ఫᡤኚ᭦ᒆ ኚ ᭦ 時 学ົಀ 専攻のᢸᙜ教ဨを⤒⏤すること

ಖ ド 人 ኚ ᭦ ᒆ ࠌ ࠌ ࠌ

ఫ ᒃ ኚ ᭦ ᒆ ࠌ ࠌ ࠌ

学生身上␗動ᒆ ࠌ ࠌ ࠌ

᪑ ⾜ ᒆ ୍㐌間前 学生ಀ ࠌ

校⯋・校具◚ᦆᒆ その都度 ࠌ ࠌ

ዡ 学 生 進 学 ᒆ ධ 学 時 ࠌ ࠌ

ዡ 学 生 ␗ 動 ᒆ その都度 ࠌ ࠌ

ᾏ እ Ώ ⯟ ᒆ ࠌ ࠌ ࠌ

３㸬㢪ฟをするもの

✀    㢮 時 ᮇ ಀ 備     ⪃

学生ドⓎ⾜㢪 その都度 学ົಀ 専攻のᢸᙜ教ဨを⤒⏤すること

ఇ 学 㢪 ࠌ ࠌ ࠌ

 学 㢪 ࠌ ࠌ ࠌ

㏥ 学 㢪 ࠌ ࠌ ࠌ

ᚷ ᘬ 㢪 ࠌ ࠌ ࠌ

 受 ㅮ ⏦ ࿌ ᭩ 指定ᮇ᪥ ࠌ ࠌ

 ಟᚓ༢ㄆ定㢪 ࠌ ࠌ ࠌ

 ㏣ ヨ 㦂 受 㦂 㢪 ࠌ ࠌ ࠌ

  ヨ 㦂 受 㦂 㢪 ࠌ ࠌ ࠌ

ᤵ業ᩱච㝖・ ᚩ⊰ண

⏦ㄳ᭩
指定ᮇ᪥ 学生ಀ

ཎ動機付自㌿㌴

通学使用チྍ㢪
ࠌ ࠌ 専攻のᢸᙜ教ဨを⤒⏤すること

通学用自㌿㌴使用チྍ㢪 その都度 ࠌ ࠌ

 通学用自動㌴使用チྍ㢪 指定ᮇ᪥ 学ົಀ ࠌ

学生ᅋ体⤖成㢪 その都度 学生ಀ ࠌ

校እᅋ体加ධ㢪 ࠌ ࠌ ࠌ

㞟会・⾜チྍ㢪 㸯㐌間前 ࠌ ࠌ

設・設備等使用チྍ㢪 ３᪥前 ࠌ ࠌ

༳ๅ物Ⓨ⾜・配ᕸ及び㈍㢪 ࠌ ࠌ ࠌ

ᥖ ♧ チ ྍ 㢪 ࠌ ࠌ ࠌ

対እヨ合等チྍ㢪 ࠌ ࠌ ࠌ

ዡ 学 㔠 ⏦ ㎸ ᭩ 指定ᮇ᪥ ࠌ

ධ ᑅ 㢪 ࠌ ᑅົಀ 専攻のᢸᙜ教ဨを⤒⏤すること

㏥ ᑅ 㢪 その都度 ࠌ ࠌ
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（㸱）熊本高等専門学校専攻科生産システム工学専攻学生の㌴୧ࡿࡼ㏻学㛵ࡿࡍ

ෆつ

ᖹ成２２年２᭶㸯６᪥制定

ᖹ成２５年２᭶㸯２᪥୍㒊ᨵṇ

ᖹ成２㸵年３᭶㸯㸵᪥୍㒊ᨵṇ

（目的）

➨㸯᮲ このෆつは，学生の通ἲ௧㐪及び通ᨾを防Ṇし，ࡏࢃ࠶てᏳ㐠㌿

のᚭᗏと通㐨ᚨの高ᥭをᅗるとともに，学生生活をಖㆤすることを目的とする。

（᮲௳）

➨２᮲ 通学に使用できるものは，ཎ動機付自㌿㌴（௨ୗ「ཎ付」とい࠺。），自㌿

㌴及び㸲㍯自動㌴に㝈る。

２ ཎ付については，ḟにᥖࡆる᮲௳を‶たさなけれࡤならない。

( 1 ) 総気㔞は5 0 ੰᮍ‶で࠶ること。 
( 2 ) 本校からの┤⥺㊥㞳が３௨上で࠶ること。 
( 3 ) 自動㌴௵ពಖ㝤（対人・対物ඹに↓制㝈）に加ධしていること。 
( 4 ) 㐠㌿グ㘓ド᫂᭩をᥦฟすること。

( 5 ) 年度௨㝆に㐪・ᨾ歴がないこと。 
( 6 ) 通つ๎・校๎をᏲり、学校でỴめられたᏳ㐠㌿ㅮ習会にฟᖍするពᚿが࠶

ること。 
( 7 ) マフࣛーをᨵ㐀していないこと。 

３ 自㌿㌴については，チྍ᮲௳をḟのとおりする。 
（1）２㔜ロࢵクをすること。

（2）㞵ኳ時はレインࢥート等を╔用し、ചさし㐠㌿はしないこと。

（3）自㌿㌴௵ពಖ㝤に加ධしていること。

㸲 㸲㍯自動㌴については，ḟにᥖࡆる᮲௳を‶たさなけれࡤならない。

（1）自動㌴௵ពಖ㝤（対人・対物ඹに↓制㝈）に加ධしていること。

（2）本校から┤⥺㊥㞳が㸲km ௨上で࠶ること。

 (3) 㐠㌿グ㘓ド᫂᭩をᥦฟすること。

（チྍ）

➨３᮲ ཎ付，自㌿㌴及び㸲㍯自動㌴を通学に使用する者は，ಖㆤ者が連⨫したู⣬

➨㸯ྕ様ᘧ，ู⣬➨２ྕ様ᘧཪはู⣬➨３ྕ様ᘧによるチྍ㢪を学ົಀにᥦฟし，

校㛗のチྍをᚓなけれࡤならない。

２ ཎ付及び自㌿㌴の使用をチྍした場合は，ᙜヱཎ付及び自㌿㌴の使用チྍをド᫂

するステࢵカーを付する。また，㸲㍯自動㌴の使用をチྍした場合は，ᙜヱ㸲㍯

自動㌴の使用チྍをド᫂するධㅮチྍドを付する。

３ ステࢵカーの᭷ຠᮇ㝈は，ཎ付についではその年度㝈り，自㌿㌴については，チ

ྍされた者のᅾ学ᮇ間とする。また，㸲㍯自動㌴の᭷ຠᮇ㝈は᭱㛗でその年度㝈り

とし，㥔㌴ス࣌ースの情により▷⦰することが࠶る。

㸲 ステࢵカーは，チྍされたཎ付ཪは自㌿㌴の後㍯Ἶよけに㈞付しなけれࡤならな

い。また，ධㅮチྍドは校ෆ㥔㌴୰㸲㍯自動㌴のࢵࢲシュ࣎ードの上に置くよ࠺に
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しなけれࡤならない。

５ ステࢵカーཪはධㅮチྍドを⣮ኻཪは◚ᦆした場合は，㏿やかに学ົಀにᒆけฟ

なけれࡤならない。

（⩏ົ）

➨㸲᮲ 本校学生は，ཎ付，自㌿㌴及び㸲㍯自動㌴の使用に㝿して，㐨㊰通ἲ௧を

㑂Ᏺするか，ḟの㡯をᏲらなけれࡤならない。

（1）ཎ付については，࣊ル࣓ࢵトをᚲࡎ╔用しなけれࡤならない。

（2）校ෆに㥔㌴するときは，ᡤ定の㥔㌴場に㥔㌴し，㘄しなけれࡤならない。

（3）チྍされたཎ付，自㌿㌴及び㸲㍯自動㌴を人に使用さࡏてはならない。

（4）校ෆを㐠⾜するときは，校ෆ㐠⾜༊域をᏲり，ᚎ⾜しなけれࡤならない。

（5）学校࿘㎶の㐨㊰上及びこれに㏆᥋した✵地に㥔㌴してはならない。

 (6) ┦りでのⓏ校はチྍしない。

（ྲྀᾘ）

➨５᮲ チྍを受けた者が，➨３᮲ཪは➨㸲᮲のつ定に㐪したときは，使用チྍを

ྲྀりᾘすことが࠶る。

（ᒆฟ）

➨６᮲ 学生が，通ἲ௧に㐪したとき，ཪは通ᨾに関ಀしたときは，㏿やか

に専攻科ᢸᙜ教ဨにᒆけฟなけれࡤならない。

➨㸵᮲ 学生は，➨２᮲のつ定によりチྍを受けたཎ付，自㌿㌴及び㸲㍯自動㌴の使

用をやめるとき，ཪはチྍにかかる㡯をኚ᭦したときは，㏿やかに学ົಀにᒆけ

ฟなけれࡤならない。

   㝃 ๎

このෆつは，ᖹ成２２年㸲᭶㸯᪥から⾜する。

㝃 ๎

このෆつは，ᖹ成２５年㸲᭶㸯᪥から⾜する。

㝃 ๎

このෆつは，ᖹ成２㸵年㸲᭶㸯᪥から⾜する。
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ู⣬➨１ྕᵝᘧ

ᖹᡂ 年度 ཎືᶵ⮬㌿㌴ ㏻学⏝チྍ㢪

ᥦฟ᪥ ᖹᡂ 年 月 ᪥

熊本高等専門学校㛗 Ẋ

学 科
工学科

工学専攻
学 年

         

年

（ ࡩ ࡾ ࡀ ࡞ ）

Ặ ྡ

⌧ ఫ ᡤ

ಖ ㆤ ⪅ （⨫ ྡ）

学 ⣭ ᢸ ௵ （⨫ ྡ）

ୗグのཎືᶵ⮬㌿㌴࡛㏻学࠸ࡓࡋの࡛ࠊチྍ࠾ࢆ㢪ࠋࡍࡲࡋ࠸チྍࡓࡅཷࢆᚋࡣ㏻つ๎ࢆᏲࠊࡾ

ࡋฟᖍᏳ㐠㌿ㅮ⩦ࡓࢀࡽࡵ学校࡛Ỵࠋࡍࡲ࠸ㄋ࠺ࡼ࠸࡞のࡇࡿࡍ㐪௳チྍ᮲ࡸ校๎ࡘ

ࠋࡍࡲ

ࠋࡍࡲ࠸ㄋࢆࡇ࠺㈇ࢆ௵ษの㈐୍࡚࠸࠾⪅ಖㆤࡣሙྜࡓࡋⓎ生ࡀ୍ᨾࠊࡓࡲ

ཎືᶵ⮬㌿㌴࡛の㏻学チྍࢆ㢪࠸ฟࡿ⌮⏤

㌴ ୧  ሗ

Ⓩ㘓ࢼン࣮ࣂ

Ⓩ㘓ᕷ⏫ᮧ ᩥ Ꮠ ␒ （グ入࡛ࡵ࡙ྑ）ྕ

     

㌴ ✀

（㌴ྡ࣭࣮࣮࣓࢝）
Ⰽ

㌴య␒ྕ

Ⓩ㘓⪅Ặྡ

（本ேの⥆）
⥆ （       ）

ᥦฟ࣭ᥦ♧᭩㢮

（࠸ࡉୗ࡚ࢀ入ࢆ܇）

ᢃ᠃ᚡᚰଢᲢ੩ЈᲣڧ

βᚩᚰᲢ੩ᅆᲣŴڧ ᐯឆᝧ̬ᨖᚰᲢ੩ᅆᲣŴڧ ᨖᚰᲢ੩ᅆᲣ̬ॖ˓ڧ

㠃の㏻学⤒㊰ᆅᅗࡶグ入

ͤステ࣮࢝ࢵ␒ྕ
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ู⣬➨３ྕ様ᘧ

                 チྍ␒ྕ     

専攻科通学用自動㌴使用チྍ㢪

                            ᖹ成 年 ᭶ ᪥

熊本高等専門学校㛗 Ẋ

                               専攻 年

                                 Ặ   ྡ（⨫ྡ）         （ ṓ）

                                   現 ఫ ᡤ     

                                   ಖㆤ者Ặྡ（⨫ྡ）

                                   専攻科ᢸᙜ教ဨ（⨫ྡ）

ୗグのとおり自動㌴で通学したいので，ಖㆤ者連⨫の上チྍをお㢪いします。チྍを受けた後は

通つ๎をᏲり，かつ，校๎やチྍ᮲௳に㐪することのないよ࠺ㄋいます。

また，୍ᨾがⓎ生した場合は，ಖㆤ者において୍ษの㈐௵を㈇࠺ことをㄋいます。

グ

㌴ ྡ 及 び ≉ ᚩ         

Ⓩ 㘓 ࢼ ン バ ー         ㌴ 体 ␒ ྕ      

Ⓩ 㘓 者 Ặ ྡ         本人との⥆

通 学 ༊ 間      （㊥㞳） から    高専 まで（      km）

自㈺㈐ಖ㝤᭷ຠᮇ間

௵ពಖ㝤᭷ຠᮇ間         

        ᖹ成   年 ᭶   ᪥ まで

        ᖹ成   年 ᭶ ᪥ まで

（ᥦฟ⌮⏤）

ͤ（ὀព㡯）チྍ᮲௳に㐪した者は，チྍをྲྀりᾘすことが࠶る。

        使用チྍ㢪は，ẖ年度ᥦฟするものとする。

              චチド及び自㈺㈐୪びに௵ពಖ㝤のࣆࢥーをῧ付すること。

        㐠㌿グ㘓ド᫂᭩をῧ付すること。

ͤ┦りでのⓏ校はチྍしない。
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（４）熊本高等専門学校学生⾲ᙲつ๎

（㊃᪨）

➨１᮲ 熊本高等専門学校学๎➨㸳㸱᮲のつᐃᇶ࡙ࡃ㸪本校学生࡛ᶍ⠊ࡿ࡞⾜Ⅽ࠶ࡀ

ࠋ࠺⾜࡚ࡗἢのつ๎ࡇ㸪ࡣの⾲ᙲ⪅ࡓࡗ

（⾲ᙲの✀㢮࣭ᇶ‽等ཬࡧ⾲ᙲ対㇟⪅）

➨２᮲ ⾲ᙲの✀㢮ཬࡑࡧのᇶ‽㸪୪ࡧ᥎⸀⪅㸪⾲ᙲᮇ㸪⾲ᙲෆᐜࡣ㸪ู⾲ᥖࡿࡆ

ࠋࡿࡍࡾ࠾

（⾲ᙲの手⥆き）

➨㸱᮲ ⾲ᙲのྍྰࡣ㸪教ົࠊ学生ཬࡧᑅົのྛጤဨ୪ࡧキャンパス㐠Ⴀ㆟の㆟ࢆ

⤒࡚㸪校㛗ࡀỴᐃࠋࡿࡍ

（⾲ᙲのグ㘓）

➨４᮲ ⾲ᙲࡣ⪅ࡓࢀࡉ㸪ᗈሗㄅ等ࡾࡼ学生බ♧ࠋࡿࡍ

（のࡑ）

➨㸳᮲ ࠋࡿࡵᐃูࡣ㡯࡞ᚲせࡋ㛵㸪⾲ᙲのᐇののࡶࡿࡵᐃのつ๎ࡇ

㝃 ๎

㸪ᖹᡂ２１年度௨๓のᅾ校生ࡋࡔࡓࠋࡿࡍ⾜ࡽ㸪ᖹᡂ２２年４月１᪥ࡣのつ๎ࡇ

㛵࡚ࡋ⤒㐣ᥐ⨨ࡀᚲせࡶ࡞のࡣ࡚࠸ࡘ㸪༞ᴗ࡛ࡲᪧᇶ‽ࢆ㐺⏝ࠋࡿࡍ

㝃 ๎

ࠋࡿࡍ⏝㐺ࡽ㸪ᖹᡂ２㸱年４月１᪥ࡋ⾜ࡽ㸪ᖹᡂ２㸱年㸵月２㸷᪥ࡣのつ๎ࡇ

㝃 ๎

ࠋࡿࡍ⾜ࡽ㸪ᖹᡂ２㸷年２月１㸵᪥ࡣのつ๎ࡇ

    

ู⾲（ᢤ⢋）                                                   

⾲ ᙲ ྡ ⾲ ᙲ 基 準 ᥎ ⸀ ⾲ ᙲ ⾲ᙲ時ᮇ 備 ⪃

≉ูඃ⚽㈹

≉ู◊✲の成ᯝがඃ⚽で、かつ人物、
生活ែ度等がⰋዲな者の࠺ち、ཎ๎と
して専攻科ಟ生の࠺ち、各専攻から
㸯㹼３ྡ

専攻科㛗 ⾲ᙲ≧

グᛕ品

ಟᘧ

ዡບ㈹

ア ูに定める資᱁及びㄆ定・᳨定ヨ
㦂等の合᱁者、ཪはこれに準ࡎる者

ᢸ௵ ⾲ᙲ≧ ಟᘧ

イ 学会等でඃれたⓎ⾲を⾜った者 指ᑟ教ဨ ⾲ᙲ≧ ಟᘧ

ウ 校ෆ୍ᩧテスト（定ᮇヨ㦂、୰間
ヨ㦂を㝖く。）等でඃ⚽とㄆめられ
た者

ᤵ業科目
ᢸᙜ教ဨ

⾲ᙲ≧ ಟᘧ

エ 学術的なࢥンクール等において、
ᅜ会でධ㈹௨上、ᕞ会でඃ
⚽な成⦼をめた者

指ᑟ教ဨ
ཪはᢸ௵

⾲ᙲ≧ ಟᘧ
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（㸳）熊本高等専門学校八代キャンパスỈὋプ࣮ࣝ⏝せ㡯

（㊃᪨）

➨㸯᮲ 熊本高等専門学校ᅜ᭷㈈産ྲྀᢅ⣽๎➨㸵᮲のつ定に基づき，熊本高等専門学

校ỈὋࣉール（௨ୗ「ࣉール」とい࠺。）の使用に関し，ᚲ要な㡯を定めるもの

とする。

（使用⠊ᅖ）

➨２᮲ 。る場合に使用することができるࡆールは，ḟの各ྕにᥖࣉ

（1）ṇ課のᤵ業

（2）本校ỈὋ㒊のクࣛࣈ活動

（3）学校⾜

（4）୍⯡の学生及び教⫋ဨが使用する場合

（5）その校㛗が≉にᚲ要とㄆめた場合

（使用ᮇ間等）

➨３᮲ ールの使用ᮇ間及び使用時間はḟのとおりとする。ただし，ṇ課のᤵ業とࣉ

して使用する場合はこの㝈りでない。

   㸯㸬使用ᮇ間 ５᭶㸯᪥から㸷᭶ 30 ᪥まで

   ２㸬使用時間 10 時から 19 時まで

（使用ᡭ⥆）

➨㸲᮲ ，ールの使用（ṇ課のᤵ業として使用する場合を㝖く。）をᕼᮃする者はࣉ

使用㈐௵者を定め，使用チྍ㢪（ู⣬様ᘧ）を３᪥前までに学生ಀにᥦฟし，校㛗

のチྍを受けなけれࡤならない。

（㘽の受けΏし）

➨５᮲ 使用チྍを受けた使用㈐௵者は，学生ಀで㘽を受ྲྀり，使用後はྠಀに㏉㑏

しなけれࡤならない。ただし，土・᪥᭙，⚃⚍᪥及びົ時間እの場合は，前に

学生ಀで㘽を受けྲྀることとする。

（㑂Ᏺ㡯）

➨６᮲ 。ならないࡤールを使用する者は，ḟの㡯を㑂Ᏺしなけれࣉ

（1）༢⊂（㸯人）での使用はしないこと。

。ールෆに土㊊でධ場しないことࣉ（2）

，ールの使用前にはᾘẘᾮでୗ༙身をᾘẘ後，シャ࣡ーでᾘẘᾮをよくⴠとしࣉ（3）

体を෭Ỉに័らすこと。

（4）準備㐠動を分⾜࠺こと。

。けたり，ỈὋ୰༴㝤な⾜Ⅽをしないことࡊࡩイドでࢧールࣉ（5）

。ールෆに㣧食物を持ち㎸まないことࣉ（6）

（7）ỈὋ㒊学生と୍⯡学生がྠ時にࣉールを使用する場合は，୍⯡学生はỈὋ㒊学

生の指♧にᚑ࠺こと。

ールෆでᨾがⓎ生した場合は，┤ちに⮫機のฎ置をとるとともに，学生ಀࣉ（8）

に報࿌し，その指♧にᚑ࠺こと。

（9）使用後はࣉールࢧイド等のΎᤲをし，ᡞ⥾りをཝ㔜に⾜࠺こと。
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（使用の⚗Ṇ）

➨㸵᮲ ḟの各ྕの୍にヱᙜする者はࣉールの使用を⚗Ṇする。

（1）ఏᰁ性ᝈの࠶る者及び医ᖌのデ᩿によりỈὋを⚗じられた者。

（2）このෆつその教⫋ဨ等の指♧にᚑࢃない者。

（ᦆᐖの㈺ൾ）

➨㸶᮲ ᨾពཪは㔜な㐣ኻによりࣉール及び付ᖏ設備等をᦆയした者は，これをཎ

≧にᅇし，ཪはཎ≧ᅇにᚲ要な㈝用を㈺ൾしなけれࡤならない。

（ົ）

➨㸷᮲ 。ールの使用に関するົは，学生ಀにおいてฎ⌮するࣉ

   㝃 ๎

この要㡯は，ᖹ成２２年㸲᭶㸯᪥から⾜する。

 
ỈὋࣉール使用チྍ㢪 

 
ᖹ成 年 ᭶ ᪥  

熊本高等専門学校㛗 Ẋ 

 

使用㈐௵者 

（学 生）        工学科 ➨ 学年 

（教⫋ဨ）       科・ಀ 

Ặ ྡ（⨫ྡ） 

 

ୗグのとおりỈὋࣉールを使用したいので、ࡈチྍくださるよ࠺お㢪いします。 

なお使用については「熊本高等専門学校八代キャンパスỈὋࣉール使用要㡯」にᚑいます。 

グ

㸯㸬使用者ྡ 

 

２㸬使用ᮇ間 自 ᭶ ᪥（ ᭙） 時 分から 時 分まで 
⮳ ᭶ ᪥（ ᭙） 時 分から 時 分まで
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㸶㸬⤒῭ຓ

（㸯）⊂立⾜ᨻἲ人ᅜ立高等専門学校機構におけるᤵ業ᩱ等のච㝖及びᚩ⊰ணのྲྀ

ᢅいに関するつ๎

⊂立⾜ᨻἲ人ᅜ立高等専門学校機構つ๎➨㸯㸮㸷ྕ

制定 ᖹ成２㸲年 ３᭶ 㸯᪥

୍㒊ᨵṇ ᖹ成２㸵年 ３᭶㸯２᪥

୍㒊ᨵṇ ᖹ成２㸶年 ３᭶ 㸵᪥

୍㒊ᨵṇ ᖹ成２㸷年 ６᭶２３᪥

目ḟ

➨㸯❶ 総๎（➨㸯᮲㸫➨３᮲）

➨２❶ ᤵ業ᩱのච㝖（➨㸲᮲㸫➨㸶᮲）

➨３❶ ධ学ᩱのච㝖（➨㸷᮲㸫➨㸯㸮᮲）

➨㸲❶ ᐤᐟᩱのච㝖（➨㸯㸯᮲㸫➨㸯２᮲）

➨５❶ ᤵ業ᩱ及びධ学ᩱのᚩ⊰ண（➨㸯３᮲㸫➨㸯５᮲）

➨６❶ ⿵๎（➨㸯６᮲㸫➨㸯㸷᮲）

㝃๎

➨㸯❶ 総๎

（㊃᪨）

➨㸯᮲ このつ๎は，⊂立⾜ᨻἲ人ᅜ立高等専門学校機構におけるᤵ業ᩱそのの㈝用

に関するつ๎（機構つ๎➨３５ྕ）➨㸯２᮲➨２㡯のつ定に基づき，⊂立⾜ᨻἲ人

ᅜ立高等専門学校機構（௨ୗ「機構」とい࠺。）が設置する高等専門学校（௨ୗ「学

校」とい࠺。）におけるᤵ業ᩱ，ධ学ᩱ及びᐤᐟᩱのච㝖୪びにᤵ業ᩱ及びධ学ᩱ

のᚩ⊰ண(௨ୗ「ᤵ業ᩱච㝖等」とい࠺。)のྲྀᢅいについて定める。

（適用⠊ᅖ）

➨２᮲ 機構におけるᤵ業ᩱච㝖等は，に≉ูの定めが࠶る場合を㝖くか，このつ

๎の定めるとこࢁによる。

２ ᤵ業ᩱච㝖等は，学校の学科及び専攻科の学生（⫈ㅮ生，◊✲生及び科目等ᒚಟ生

を㝖く。）（௨ୗ「学生」とい࠺。）୪びに学科ཪは専攻科にධ学する者（⫈ㅮ生，

◊✲生及び科目等ᒚಟ生を㝖く。）（௨ୗ「学生」とい࠺。）を対㇟とする。

(ᮍỴ定ᮇ間ෆのᚩの⊰ண)

➨３᮲ ᤵ業ᩱච㝖等の⏦ㄳにక࠺チྍ，チྍがỴ定されるまでの間は，その⏦ㄳ

にಀるᤵ業ᩱ，ධ学ᩱཪはᐤᐟᩱのᚩを⊰ணする。

２ 前㡯に基づき，前ᮇに࠶ってᤵ業ᩱのᚩ⊰ணがㄆめられている場合は、後ᮇの

ᮎ᪥までᘬき⥆きᚩ⊰ணをㄆめることができることとする。

３ ᤵ業ᩱにてることを目的としたᨭ㔠等がᅜ等からᨭ⤥される場合のᤵ業ᩱの

ᚩ⊰ணについては，ูに定める。
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➨２❶ ᤵ業ᩱのච㝖

（⤒῭的⌮⏤による場合）

➨㸲᮲ ⤒῭的⌮⏤によってᤵ業ᩱの⣡付がᅔ㞴で࠶り，かつ，学業ඃ⚽とㄆめられる

者については，ᙜヱ学生の⏦ㄳに基づき，学校の㑅⪃機関（௨ୗ「㑅⪃機関」とい

は，ᤵ業ᩱのච㝖をチ（。࠺௨ୗ「校㛗」とい）の㆟を⤒て，各学校の校㛗（。࠺

ྍすることができる。

２ 前㡯のᤵ業ᩱච㝖は，年度を前ᮇ及び後ᮇの２ᮇに分けた༊分によるものとし，ᙜ

ヱᮇ分ࡈとにチྍする。

３ ➨㸯㡯のつ定によりᤵ業ᩱච㝖のチྍを受けよ࠺とする者は，校㛗が定める各ᮇの

ᮇ㝈の᪥までに，ḟの各ྕにᥖࡆるᚲ要᭩㢮を校㛗にᥦฟしなけれࡤならない。

୍ ᤵ業ᩱච㝖⏦ㄳ᭩

 ⤒῭的⌮⏤による⣡付ᅔ㞴な情をㄆ定するに㊊りる，ᙜヱ学生の学資をとし

て㈇ᢸしている者（௨ୗ「学資㈇ᢸ者」とい࠺。）及び学生をྵࡴୡᖏのᡤᚓド᫂

᭩等（௨ୗ「ᡤᚓド᫂᭩等」とい࠺。）

୕ その校㛗がᚲ要とㄆめる᭩㢮

㸲 前㡯のつ定にかかࢃらࡎ，前ᮇにおいてᤵ業ᩱのච㝖を⏦ㄳする者が，後ᮇにおい

てもච㝖⏦ㄳをண定している場合は，前ᮇの⏦ㄳにేࡏて後ᮇのච㝖⏦ㄳを⾜࠺こと

ができる。

５ ච㝖の㢠は，ཎ๎として各ᮇ分のᤵ業ᩱの㢠ཪは༙㢠とする。

（ఇ学ཪは㏥学の場合）

➨５᮲ 学生がఇ学をチྍされ，ḟの各ྕの୍にヱᙜする場合は，᭶計算によりఇ学

ᙜ᭶の⩣᭶から学ᙜ᭶の前᭶までのᤵ業ᩱをච㝖することとする。ただし，ఇ学

開ጞ᪥が᭶のึ᪥で࠶る場合に࠶っては，ఇ学ᙜ᭶からච㝖することとする。

୍ ఇ学チྍ᪥が，ᤵ業ᩱの⣡付ᮇ㝈௨前で࠶る場合

 ➨３᮲➨㸯㡯に基づくᤵ業ᩱのᚩ⊰ணがㄆめられている場合ཪは᭶分⣡の

チྍを受けている場合

２ ➨３᮲及び➨㸯５᮲に基づくᤵ業ᩱのᚩ⊰ணがㄆめられている学生に対し、⊰ண

ᮇ間‶前に㏥学することをその㢪いฟによりチྍする場合は，᭶計算により㏥学

の⩣᭶௨㝆にᙜヱ学生が⣡付すきᤵ業ᩱの㢠をච㝖することができる。

（Ṛஸ，⾜᪉᫂ཪはᮍ⣡による㝖⡠の場合）

➨６᮲ Ṛஸ，⾜᪉᫂ཪはᤵ業ᩱⱝしくはධ学ᩱのᮍ⣡を⌮⏤として学⡠を㝖いた場

合は，校㛗はᙜヱ学生にಀるᮍ⣡のᤵ業ᩱの㢠をච㝖することができる。

（災ᐖ等の場合）

➨㸵᮲ ḟの各ྕの୍にヱᙜする≉ูな⏤によりᤵ業ᩱの⣡付がⴭしくᅔ㞴で࠶る

とㄆめられる場合には，㑅⪃機関の㆟を⤒て，校㛗は，ᙜヱ⏤のⓎ生した᪥のᒓ

するᮇの⩣ᮇに⣡付すきᤵ業ᩱのච㝖をチྍすることができる。

୍ ᤵ業ᩱの各ᮇの⣡付ᮇ㝈前６᭶௨ෆ（᪂ධ学生に対するධ学した᪥のᒓするᮇ分

のච㝖にಀる場合は，ධ学前㸯年௨ෆ）において，学資㈇ᢸ者がṚஸした場合ཪは

学生ⱝしくは学資㈇ᢸ者が㢼Ỉᐖ等の災ᐖを受けた場合
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 前ྕに準ࡎる場合で࠶り，かつ，校㛗が┦ᙜとㄆめる⏤が࠶る場合

２ 前㡯のつ定によりᤵ業ᩱච㝖のチྍを受けよ࠺とする者は，校㛗が定める各ᮇのᮇ

㝈までに，ḟの各ྕのᚲ要᭩㢮を，校㛗にᥦฟしなけれࡤならない。

୍ ᤵ業ᩱච㝖⏦ㄳ᭩

 ᡤᚓド᫂᭩等

୕ 学資㈇ᢸ者がṚஸした場合は，ᡞ⡠ㅞ本ཪはṚஸをド᫂する᭩㢮（௨ୗ「Ṛஸド

᫂᭩」とい࠺。）

ᅄ 災ᐖによる場合は，市⏫ᮧ等がⓎ⾜する⨯災ド᫂᭩ཪは⿕災ド᫂᭩（௨ୗ「⨯災

ド᫂᭩等」とい࠺。）

 その校㛗がᚲ要とㄆめる᭩㢮

３ ච㝖の㢠は，ཎ๎として各ᮇ分のᤵ業ᩱの㢠ཪは༙㢠とする。

（その≉ูな⏤の場合）

➨㸶᮲ ⊂立⾜ᨻἲ人ᅜ立高等専門学校機構⌮㛗（௨ୗ「⌮㛗」とい࠺。）は，➨

㸲᮲から➨㸵᮲までにつ定する௨እにᤵ業ᩱをච㝖することが┦ᙜとㄆめられる

⏤が࠶る場合には，ᤵ業ᩱをච㝖することができる。

（ච㝖実ྍ能㢠）

➨㸷᮲ 各学校における➨㸲᮲及び➨㸵᮲に定めるᤵ業ᩱのච㝖実ྍ能㢠は，ẖ年度

⌮㛗が定める。

２ 前㡯の㢠を㉸えてᤵ業ᩱのච㝖を⾜࠺ᚲ要が生じたときは，校㛗が⌮㛗にᢎㄆの

⏦ㄳを⾜࠺のもとする。

３ ⌮㛗は，前㡯のつ定に基づき⏦ㄳが࠶った場合は，ᙜヱ⏦ㄳにಀる学生の置かれ

た⤒῭≧ἣ等に基づきண算の⠊ᅖෆでᙜヱ⏦ㄳのᢎㄆまたはᢎㄆをỴ定するもの

とする。

➨３❶ ධ学ᩱのච㝖

（Ṛஸ，⾜᪉᫂ཪはᮍ⣡による㝖⡠の場合）

➨㸯㸮᮲ Ṛஸ，⾜᪉᫂ཪはᤵ業ᩱのᮍ⣡を⌮⏤として学⡠を㝖いた場合は，校㛗は

ᙜヱ学生にಀるᮍ⣡のධ学ᩱの㢠をච㝖することができる。

２ ධ学ᩱのච㝖ཪはᚩ⊰ணをチྍとされた者で࠶って，ධ学ᩱを⣡付すきᮇ間

୰にṚஸ，⾜᪉᫂ཪはᤵ業ᩱのᮍ⣡を⌮⏤として学⡠を㝖いた場合は，校㛗はᙜヱ

学生にಀるᮍ⣡のධ学ᩱの㢠をච㝖することができる。

（災ᐖ等の場合）

➨㸯㸯᮲ ධ学者で࠶って，ḟの各ྕの୍にヱᙜする≉ูな⏤により，ධ学ᩱの⣡付

がⴭしくᅔ㞴で࠶ると㑅⪃機関がㄆめる場合には，校㛗は⌮㛗のᢎㄆを⤒て，ධ

学ᩱのච㝖をチྍすることができる。

୍ ධ学前㸯年௨ෆにおいて，学資㈇ᢸ者がṚஸした場合ཪはධ学者ⱝしくは学資㈇

ᢸ者が㢼Ỉᐖ等の災ᐖを受けた場合

 前ྕに準ࡎる場合で࠶り，かつ，校㛗が┦ᙜとㄆめる⏤が࠶る場合

２ ධ学ᩱච㝖のチྍを受けよ࠺とする者は，ධ学ᩱの⣡付ᮇ㝈までに，ḟの各ྕにᥖ

。ならないࡤるᚲ要᭩㢮を校㛗にᥦฟしなけれࡆ
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୍ ධ学ᩱච㝖⏦ㄳ᭩

 ᡤᚓド᫂᭩等

୕ 学資㈇ᢸ者がṚஸした場合は，Ṛஸド᫂᭩

ᅄ 災ᐖによる場合は，⨯災ド᫂᭩等

 その校㛗がᚲ要とㄆめる᭩㢮

３ ච㝖の㢠は，ཎ๎としてධ学ᩱの㢠ཪは༙㢠とする。

（その≉ูな⏤の場合）

➨㸯㸯᮲の２ 前２᮲につ定する௨እにධ学ᩱをච㝖することが┦ᙜとㄆめられる

⏤が࠶る場合には，校㛗は⌮㛗のᢎㄆを⤒て，ධ学ᩱをච㝖することができる。

➨㸲❶ ᐤᐟᩱのච㝖

（Ṛஸ，⾜᪉᫂ཪはᮍ⣡による㝖⡠の場合）

➨㸯２᮲ Ṛஸ，⾜᪉᫂ཪはᤵ業ᩱⱝしくはධ学ᩱのᮍ⣡を⌮⏤として学⡠を㝖いた

場合は，校㛗はᙜヱ学生にಀるᮍ⣡のᐤᐟᩱの㢠をච㝖することができる。

（災ᐖ等の場合）

➨㸯３᮲ 学資㈇ᢸ者がṚஸした場合ཪは学生ⱝしくは学資㈇ᢸ者が㢼Ỉᐖ等の災ᐖ

を受け，ᐤᐟᩱの⣡付がⴭしくᅔ㞴で࠶るとㄆめられる場合には，㑅⪃機関の㆟を

⤒て，校㛗は，ᙜヱ⏤のⓎ生した᪥のᒓする᭶の⩣᭶から６᭶間の⠊ᅖෆにおい

てᚲ要とㄆめるᮇ間に⣡付すきᙜヱ学生にಀるᐤᐟᩱの㢠のච㝖をチྍするこ

とができる。ただし，ᚲ要とㄆめるᮇ間が⩣年度にࢃたる場合のච㝖のチྍは，年

度ࡈとに分けて⾜࠺ものとする。

２ 前㡯のつ定によりච㝖のチྍを受けよ࠺とする者は，ḟの各ྕにᥖࡆるᚲ要᭩㢮

を，その都度校㛗にᥦฟしなけれࡤならない。

୍ ᐤᐟᩱච㝖⏦ㄳ᭩

 ᡤᚓド᫂᭩等

୕ 学資㈇ᢸ者がṚஸした場合は，Ṛஸド᫂᭩

ᅄ 災ᐖによる場合は，⨯災ド᫂᭩等

 その校㛗がᚲ要とㄆめる᭩㢮

➨５❶ ᤵ業ᩱ及びධ学ᩱのᚩ⊰ண

（ᤵ業ᩱのᚩ⊰ண）

➨㸯㸲᮲ 学生がḟの各ྕの୍にヱᙜする場合には，学生（ᙜヱ学生が⾜᪉᫂の場合

はᙜヱ学生に代ࢃる者）の⏦ㄳに基づき，㑅⪃機関の㆟を⤒て，校㛗は，ᤵ業ᩱの

ᚩの⊰ணをチྍすることができる。

୍ ⤒῭的⌮⏤によって⣡付ᮇ㝈までに⣡付がᅔ㞴で࠶り，かつ，学業ඃ⚽とㄆめら

れる場合

 ᙜヱ学生が⾜᪉᫂の場合

୕ 学資㈇ᢸ者がṚஸした場合ཪは学生ⱝしくは学資㈇ᢸ者が㢼Ỉᐖ等の災ᐖを受

けたことにより，⣡付がᅔ㞴とㄆめられる場合

ᅄ そのやࡴをᚓない⏤が࠶るとㄆめられる場合
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２ 前㡯のᤵ業ᩱのᚩ⊰ணは，年度を前ᮇ及び後ᮇの２ᮇに分けた༊分によるものと

し，ᙜヱᮇ分ࡈとにチྍする。

３ 前㡯における⊰ணのᮇ間はᙜヱᮇのᮎ᪥を㉸えないこととする。ただし，前ᮇに࠶

ってᚩ⊰ணをㄆめられた者の࠺ち，≉にᚲ要が࠶ると校㛗がㄆめる場合は，後ᮇの

ᮎ᪥まで⊰ணをチྍすることができる。

㸲 ➨㸯㡯のつ定によりᚩ⊰ணのチྍを受けよ࠺とする者は，校㛗が定める各ᮇのᮇ

㝈の᪥までに，ḟの各ྕにᥖࡆるᚲ要᭩㢮を校㛗にᥦฟしなけれࡤならない。

୍ ᤵ業ᩱᚩ⊰ண⏦ㄳ᭩

 ᡤᚓド᫂᭩等

୕ 学資㈇ᢸ者がṚஸした場合は，Ṛஸド᫂᭩

ᅄ 災ᐖによる場合は，⨯災ド᫂᭩等

 その校㛗がᚲ要とㄆめる᭩㢮

（ᤵ業ᩱの᭶分⣡）

➨㸯５᮲ 学資㈇ᢸ者がṚஸした場合ཪは学生ⱝしくは学資㈇ᢸ者が㢼Ỉᐖ等の災ᐖ

を受けるなど，ᤵ業ᩱの⣡付がᅔ㞴となるよ࠺な≉ูの⏤が࠶るとㄆめられる場

合は，㑅⪃機関の㆟を⤒て，校㛗はᤵ業ᩱの᭶分⣡をチྍすることができる。こ

の場合の᭶分⣡の㢠は，ᤵ業ᩱ年㢠の㸯２分の㸯に┦ᙜする㢠とし，その⣡付ᮇ

㝈はẖ᭶ᮎ᪥とする。

２ 前㡯の᭶分⣡のྲྀᢅいは，年度を前ᮇ及び後ᮇの２ᮇに分けた༊分によるものと

し，ᙜヱᮇ分ࡈとにチྍする。

３ ➨㸯㡯のつ定により᭶分⣡のチྍを受けよ࠺とする者は，校㛗が定める各ᮇのᮇ

㝈の᪥までに，ḟの各ྕにᥖࡆるᚲ要᭩㢮を校㛗にᥦฟしなけれࡤならない。

୍ ᤵ業ᩱ᭶分⣡⏦ㄳ᭩

 ᡤᚓド᫂᭩等

୕ 学資㈇ᢸ者がṚஸした場合は，Ṛஸド᫂᭩

ᅄ 災ᐖによる場合は，⨯災ド᫂᭩等

 その校㛗がᚲ要とㄆめる᭩㢮

（ධ学ᩱのᚩ⊰ண）

➨㸯６᮲ ධ学者が，ḟの各ྕの୍にヱᙜする場合には，学生の⏦ㄳに基づき，㑅⪃機

関の㆟を⤒て，校㛗は，ධ学ᩱのᚩの⊰ணをチྍすることができる。

୍ ⤒῭的⌮⏤によって⣡付ᮇ㝈までに⣡付がᅔ㞴で࠶り，かつ，学業ඃ⚽とㄆめら

れる場合

 ධ学前㸯年௨ෆにおいて，学資㈇ᢸ者がṚஸした場合ཪはᙜヱධ学者ⱝしくは学

資㈇ᢸ者が㢼Ỉᐖ等の災ᐖを受け，ධ学ᩱの⣡付ᮇ㝈までに⣡付がᅔ㞴で࠶るとㄆ

められる場合

୕ そのやࡴをᚓない⏤が࠶るとㄆめられる場合

２ ධ学ᩱのᚩ⊰ணのチྍを受けよ࠺とする者は，ධ学ᩱの⣡付ᮇ㝈までに，ḟの各

ྕのᚲ要᭩㢮を校㛗にᥦฟしなけれࡤならない。ただし，ධ学ᩱのච㝖を⏦ㄳした者

については，ච㝖のチྍཪは༙㢠ච㝖のチྍを࿌知した᪥から㉳算して㸯㸲᪥௨ෆ

にᚩ⊰ணの⏦ㄳを⾜࠺ことができるものとする。
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୍ ධ学ᩱᚩ⊰ண⏦ㄳ᭩

 ᡤᚓド᫂᭩等

୕ 学資㈇ᢸ者がṚஸした場合は，Ṛஸド᫂᭩

ᅄ 災ᐖによる場合は，⨯災ド᫂᭩等

 その校㛗がᚲ要とㄆめる᭩㢮

３ 前㡯にᥭࡆるᚲ要᭩㢮等の࠺ち，᪤にᥦฟしたものについては度のᥦฟは要し

ない。

㸲 ᚩ⊰ணのᮇ間は，ᙜヱධ学にಀる年度を㉸えないものとする。

➨６❶ ⿵๎

（チྍのྲྀᾘ）

➨㸯㸵᮲ ᤵ業ᩱච㝖等をチྍされた者がḟの各ྕの୍にヱᙜする場合は，㑅⪃機関の

㆟を⤒て，校㛗はそのチྍをྲྀりᾘすものとする。

୍ ච㝖ཪはᚩ⊰ணの⌮⏤がᾘ⁛したことがุ᫂した場合

 ච㝖ཪはᚩ⊰ணの⏦ㄳにഇが࠶った場合

２ 前㡯のつ定によりチྍをྲྀりᾘされた者は，ච㝖されたᤵ業ᩱ，ධ学ᩱⱝしくはᐤ

ᐟᩱの㢠ཪはᚩを⊰ணされたᤵ業ᩱⱝしくはධ学ᩱの㢠を，┤ちに⣡付しなけ

れࡤならない。

（チྍ者等の⣡付）

➨㸯㸶᮲ ᤵ業ᩱのච㝖がチྍとされた者ཪは༙㢠ච㝖のチྍをされた者は，各学校

が指定する᪥までに⣡付すきᤵ業ᩱを⣡付しなけれࡤならない。

２ ධ学ᩱのච㝖がチྍとされた者ཪは༙㢠ච㝖のチྍをされた者は，ච㝖のチྍ

ཪは༙㢠ච㝖のチྍを࿌知した᪥から㉳算して㸯㸲᪥௨ෆに，⣡付すきධ学ᩱを⣡

付しなけれࡤならない。

３ ᐤᐟᩱのච㝖ཪはᤵ業ᩱ及びධ学ᩱのᚩ⊰ணがチྍとされた者は，各学校が指

定する᪥までに⣡付すきᐤᐟᩱ，ᤵ業ᩱཪはධ学ᩱを⣡付しなけれࡤならない。

（㞧๎）

➨㸯㸷᮲ このつ๎に定めるもののか，このつ๎の実に関しᚲ要な㡯は，⌮㛗

がูに定める。

㝃 ๎

このつ๎は，ᖹ成２㸲年㸲᭶㸯᪥から⾜する。

㝃 ๎（ᖹ成２㸵年３᭶㸯２᪥୍㒊ᨵṇ）

このつ๎は，ᖹ成２㸵年㸲᭶㸯᪥から⾜する。

㝃 ๎（ᖹ成２㸶年３᭶㸵᪥୍㒊ᨵṇ）

このつ๎は，ᖹ成２㸶年３᭶㸵᪥から⾜する。

㝃 ๎（ᖹ成２㸷年６᭶２３᪥୍㒊ᨵṇ）

このつ๎は，ᖹ成２㸷年㸲᭶㸯᪥から⾜する。
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ֆ 奨学生制度 
 
（㸿）᪥本学生ᨭᶵᵓ

学業・人物ともにඃれ，かつᗣな学生で，⤒῭的⌮⏤によりಟ学にᅔ㞴が࠶る者

で，ᑗ᮶のዡ学㔠㏉㑏に対して᫂☜な自ぬとᙉᅛな㈐௵㐙⾜のពᚿをもつ者は，㑅⪃

の࠺え᪥本学生ᨭ機構ዡ学生としてḟのよ࠺に学資の㈚を受けることができます。

ձ ዡ学㔠の月㢠

学年ู㈚月㢠（ᖹᡂ 30 年度）

➨୍✀ዡ学㔠（↓子）

༊ ศ 䠍䡚䠏ᖺ生 䠐䞉䠑ᖺ生ཬ䜃専ᨷ⛉䠍䞉䠎ᖺ生

⮬Ꮿ㏻学 10,000 ཪ䛿 21,000  20,000 䚸30,000 䚸45,000 

⮬Ꮿእ㏻学 10,000 ཪ䛿 22,500  20,000 䚸30,000 䚸40,000 䚸51,000 

⏦㎸時におけるᐙ計ᨭ持者の年が୍定㢠௨上の場合は、各༊分の᭱高᭶㢠௨እ

の᭶㢠から㑅ᢥ。

なお，㸲年生௨上では➨✀ዡ学㔠（᭷子）が࠶り，㈚᭶㢠は 20,000 から

120,000 の࠺ち㸯༢で㑅ࡪことがฟ᮶ます。

ղ ㈚ᮇ㛫

㈚ᮇ間は，高等専門学校での᥇用時から卒業ཪはಟண定の᭱▷年᭶までのᮇ

間です。（学業成⦼のపୗそので，㈚ᮇ間の▷⦰ཪは㈚のṆ・ᗫṆを受ける

ことが࠶ります。）

ճ ዡ学生のເ㞟

ዡ学生のເ㞟時ᮇは，㸲᭶となっています。㸲᭶୰にዡ学㔠ㄝ᫂会を⾜いますの

で，⏦ㄳをᕼᮃする者はㄝ᫂会にᚲࡎฟᖍしてください。ዡ学㔠ㄝ᫂会のෆは，

୰ኸᥖ♧ᯈにᥖ♧します。

ㄝ᫂会にฟᖍしなかったことによってເ㞟ᮇ㝈を⤒㐣した場合は，応ເできない

場合が࠶ります。

応ເされた᭩㢮は，ጤဨ会等でᑂᰝされ，適᱁者は᪥本学生ᨭ機構᥎⸀され

ます。

すての応ເ者を᥎⸀することとはならないため、ฟ㢪に㝿しては，応ເ資᱁，

ධ基準，学力等を༑分⪃慮し，ᐙ᪘，ᢸ௵教ဨ，ົᢸᙜ者に，࠶らかじめよく

┦ㄯして応ເしてください。

なお，ᐙ計のᛴኚ時に応ເできる⥭ᛴ᥇用が࠶りますので，ヱᙜする場合は学生

ಀに┦ㄯしてください。

մ ዡ学生の᥇⏝

᪥本学生ᨭ機構ዡ学生として᥇用された時点で，「ዡ学生ド」及び「ዡ学生のし

おり」が配られます。ዡ学生のしおりには，ὀព㡯やᒆฟ⩏ົを要するᡭ⥆等が

ヲしくグされていますので，よくㄞんで，卒業するまでษにಖ⟶してください。
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分からないことが࠶る場合は学生ಀにᑜࡡてください。

なお，ዡ学㔠は各ዡ学生のಶ人ྡ⩏のᬑ通㡸㔠ཱྀᗙに┤᥋㎸まれます。

յ 㐺᱁ㄆᐃのᐇ

適᱁ㄆ定とは，ẖ年㸯ᅇ（ᮇ）、ዡ学㔠の⥅⥆がᚲ要かྰか，ዡ学㔠の㔠㢠が適

ษで࠶るかど࠺かをุ᩿するもので，ዡ学生本人がインࢱーࢵࢿトを通じて㺀ዡ学㔠

⥅⥆㢪㺁をᥦฟすることになっています。（ᮍᥦฟの場合はᗫṆとなります。）

その後，学校でዡ学生としてࡩさࢃしい適᱁性を᭷する者で࠶るか適᱁ㄆ定を⾜

います。

また，成⦼Ⰻ者には「ᗫṆ」「Ṇ」「㆙࿌」のㄆ定ฎ置がなされます。

なお，適᱁ㄆ定はዡ学生としての適᱁がၥࢃれる⏤が生じた場合には，その都

度実します。

ն ዡ学㔠の㏉㑏

このዡ学㔠は，㈚されるものですから㏉㑏の⩏ົが࠶ります。

なお，ዡ学㔠の㏉㑏時ᮇ及び᪉ἲは，ḟのいࡎれかにヱᙜした場合に，᭶㈿（ẖ

᭶ 27᪥）㏉㑏と᭶㈿・༙年（ẖ年㸯᭶・㸵᭶）㈿ే用㏉㑏の２✀㢮から㑅ᢥした᪉

ἲにより㏉㑏することになります。

ア㸬ዡ学㔠の㈚ᮇ間が‶したとき

イ㸬Ṛஸしたとき

ウ㸬ዡ学㔠の付をᗫṆされたとき

エ㸬㏥学したとき

オ㸬ዡ学㔠の㈚を㎡㏥したとき（ただし，ᅾ学୰は㢪ฟにより㏉㑏が⊰ணされま

す）

շ ዡ学㔠の㏉㑏⊰ண࣭ච㝖

ዡ学生で࠶った者が，ḟにヱᙜした場合は，㢪ฟにより㏉㑏を⊰ணⱝしくは୍㒊

ཪは㒊の㏉㑏をච㝖されることが࠶ります。

㸿 ㏉㑏⊰ண

ア㸬上⣭学校進学したとき

イ㸬災ᐖཪはയによりዡ学㔠の㏉㑏がᅔ㞴になったとき

㹀 ୍㒊ཪは㒊のච㝖

ア㸬Ṛஸཪはᚰ身㞀ᐖによりዡ学㔠の㏉㑏ができなくなったとき（ただし，連ᖏ

ಖド人ཪはಖド人が代ࢃって㏉㑏できない情が࠶る場合）

 
(㹀) ののዡ学ไ度ࡑ

地᪉බඹᅋ体，Ẹ間ᅋ体等によるዡ学制度が࠶り，ዡ学生ເ㞟等の通知はᥖ♧によ

り⾜います。 
また，学校を通さࡎ本人が┤᥋ᡭ⥆きしዡ学㔠の㈚を受けることになった場合は

学生ಀにᒆけฟてください。 
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㸷㸬⚟ཌ生

օ ⚟ཌ生タ

ձ熊本高等専門学校八代キャンパス⚟設の⟶⌮㐠Ⴀに関する要㡯

（㊃᪨）

➨㸯᮲ この要㡯は，熊本高等専門学校八代キャンパス⚟設（௨ୗ「⚟設」とい

。の⟶⌮㐠Ⴀに関し，ᚲ要な㡯を定める（。࠺

（目的）

➨２᮲ ⚟設は，学生┦及び学生・教⫋ဨの人間関ಀを⥭ᐦにし，かつ，学生の課

እ活動を┒んにするとともに，学生及び教⫋ဨの⚟ཌ生をቑ進することを目的とする。

（⟶⌮㐠Ⴀ）

➨３᮲ ⚟設の⟶⌮㐠Ⴀは，校㛗が⾜࠺。

２ ⚟設の⟶⌮㐠Ⴀに関する基本的な᪉㔪については，学生ጤဨ会でᑂ㆟する。

（設）

➨㸲᮲ ⚟設に，ḟにᥖࡆるᐊを置く。

 (1) ಖᐊ               (2) ┦ㄯᐊ

 (3) ㄯヰࢥーࢼー            (4) ㍍食ࢥーࢼー

 (5) ᗑ                (6) 文系ࢧークルඹ用ᐊ(1) 

 (7) 文系ࢧークルඹ用ᐊ(2)        (8) 文系ࢧークルඹ用ᐊ(3) 

 (9) 文系ࢧークルඹ用ᐊ(4)        (10)ᐊ

 (11)多目的ᐊ              (12)◊ಟᐊ

 (13)学生会ᐊ及びᗜ

（使用者の⠊ᅖ）

➨５᮲ ⚟設を使用できる者は，ḟにᥖࡆる者とする。

 (1) 本校学生

 (2) 本校教⫋ဨ

 (3) その校㛗が≉にチྍした者

（ົ）

➨６᮲ ⚟設に関するົは，学ົ課学生ಀにおいてฎ⌮する。

（㞧๎）

➨㸵᮲ この要㡯に定めるもののか，⚟設の使用に関しᚲ要な㡯は，ูに定める。

㝃 ๎

この要㡯は，ᖹ成２３年㸲᭶㸯᪥から適用する。
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ղ 熊本高等専門学校八代キャンパス⚟設の使用に関するෆつ

（㊃ ᪨）

➨㸯᮲ このෆつは、熊本高等専門学校⚟設⟶⌮㐠Ⴀに関する要㡯➨㸵᮲のつ定に基づき、

⚟設の使用に関しᚲ要な㡯を定める。

（使用時間及びఇ㤋᪥）

➨２᮲ ⚟設の使用時間及びఇ㤋᪥は、ḟの各ྕに定めるとおりとする。ただし、校㛗が

≉にㄆめた場合はこの㝈りではない。

օ 使用時間 㸶時３㸮分から㸯㸷時まで

ֆ ఇ 㤋 ᪥ 土᭙᪥、᪥᭙᪥、ᅜẸの⚃᪥に関するἲᚊ（23年ἲᚊ➨178ྕ）に定

めるఇ᪥及び年ᮎ年ጞ（12᭶28᪥から㸯᭶㸲᪥まで）

２ ಖᐊ、┦ㄯᐊ、ᗑの使用時間及びఇ業᪥については、校㛗がูに定める。

（使用ᡭ⥆）

➨３᮲ ⚟設を使用しよ࠺とする者は、ู⾲の使用༊分に応じ、設・設備・備品使用チ

ྍ㢪（学生準๎ู⣬➨㸯㸷ྕ様ᘧ）を学ົ課学生ಀ（௨ୗ「学生ಀ」とい࠺。）にᥦฟし、

校㛗のチྍを受けなけれࡤならない。

（使用ඃ先㡰）

➨㸲᮲ ⚟設の使用が➇合する場合は、ᙜ者間で༠㆟しỴ定する。

（㘽の⟶⌮）

➨５᮲ ⚟設の㘽は、学生ಀで⟶⌮する。

（㑂Ᏺ㡯）

➨６᮲ ⚟設を使用する者は、ḟの各ྕにᥖࡆる㡯を㑂Ᏺしなけれࡤならない。

օ 使用ᮇ間及び使用時間を㑂Ᏺすること

ֆ 使用チྍを受けた目的௨እには使用しないこと

և 使用を୰Ṇཪはኚ᭦するときは、㏿やかに学生ಀにᒆけฟること

ֈ 設、設備及び備品等を↓᩿でᶍ様᭰えཪは⛣動ⱝしくはᦆയཪはởᦆしないこと

։ ⅆ災のண防に␃ពすること

֊ 使用୰は、ᖖにΎ₩、整⌮整㡻、⨾化に␃ពし、㦁㡢、ᨺྫྷ、႖㦁等人に㏞ᝨをかけ

る⾜Ⅽをしないこと。

 使用後は、Ύᤲ、整⌮整㡻の上、現≧にし、ⅆ気、ᡞ⥾り、ᾘⅉ等☜ㄆを⾜࠺こと。

 その使用に㝿しては、ಀဨの指♧にᚑ࠺こと

（使用チྍのྲྀᾘし）

➨㸵᮲ 前᮲各ྕのつ定に㐪した場合は、使用チྍをྲྀりᾘし、ཪは௨後の使用をチྍしな

いことが࠶る。

２ 本校の⾜等のために⚟設を使用するᚲ要が生じた場合には、使用チྍをኚ᭦し、ཪ

はྲྀりᾘすことが࠶る。

（ᦆᐖ㈺ൾ）

➨㸶᮲ 使用者は、ᨾពཪは㔜な㐣ኻにより、設、設備及び備品等を⁛ኻ、ᦆയཪは◚ᦆ

した場合は、現≧にᅇし、ཪはཎ≧ᅇにᚲ要な㈝用を㈺ൾしなけれࡤならない。

（ពぢの⫈ྲྀ）
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➨㸷᮲ ⚟設の使用に関するᕼᮃ、ពぢ等については、学生にಀるものに࠶っては、学生

ጤဨ会がᚲ要に応じて⫈ྲྀするものとする。

（使用ඃ先㡰）

➨10᮲ ⚟設の使用が➇合する場合は、ᙜ者間で༠㆟しỴ定する。ただし、➨㸵᮲➨２

㡯のつ定にヱᙜする場合は、この㝈りではない。

㝃 ๎

この要㡯はᖹ成２３年㸲᭶㸯᪥から⾜する。

ู ⾲

ᡤᅾ ᐊ           ྡ 使 用 ༊ 分

㸯㝵

ಖ  ᐊ 学生・教⫋ဨのಖ⟶⌮ 学生・教⫋ဨඹ用 㸿

┦ ㄯ ᐊ カウンࣛࢭー等による学生┦ㄯ 学生使用 㸿

ㄯヰࢥーࢼー 学生・教⫋ဨの᠁いの場 学生・教⫋ဨඹ用 㸿

㍍食ࢥーࢼー 学生・教⫋ဨの㍍食ࢥーࢼー ࠌ 㸿

 ᗑ 文ᡣ具・᪥用㞧㈌品等の㈍ ࠌ 㸿

２㝵

文系ࢧークル
ە ඹ 用 ᐊ օ

学生の複ᩘのࢧークルが課እ活動等に
使用

文系ࢧークルඹ用 㹁

文系ࢧークル
ە ඹ 用 ᐊ ֆ ࠌ ࠌ 㹁

文系ࢧークル
ە ඹ 用 ᐊ և ࠌ ࠌ 㹁

文系ࢧークル
ە ඹ 用 ᐊ ֈ ࠌ

文系ྠዲ会・
文系ឡዲ会ඹ用 㹁

 ᐊ ᪥本間及びⲔ㐨ᐊとして使用 学生・教⫋ဨඹ用
㹀
(㹁)

多 目 的 ᐊ
会㆟・◊✲会・◊ಟ会及び྿ዌᴦ㒊の⦎
習場ᡤとして使用

ࠌ
㹀
(㹁)

◊ ಟ ᐊ 会㆟・◊✲会・◊ಟ会として使用 ࠌ 㹀

学 生 会 ᐊ 学生会の⾜等の㐠Ⴀに使用 㹁

 ᗜ 各ࢧークルᡤ᭷のჾ具等を⣡ 㹁

備 ⪃

使用༊分ḍの㸿・㹀・㹁は、ḟのとおりとする。

㸿㸸ཎ๎としてฟධり自⏤の場ᡤで、使用チྍ㢪のᥦฟを要しない。

㹀㸸使用の都度、使用開ጞ２᪥前までに使用チྍ㢪のᥦฟを要する。ただし、Ⲕ㐨㒊が使

用するᐊ及び྿ዌᴦ㒊が使用する多目的ᐊに࠶たっては、㹁の༊分による。

㹁㸸学生ጤဨ会のᢎをᚓた上で、前ᮇの使用計画に࠶っては３᭶ᮎ᪥までに、後ᮇの使

用計画に࠶っては㸷᭶ᮎ᪥までに、それぞれ使用チྍ㢪のᥦฟを要する。
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ֆ ಖ  ⾨ 生

ձ ಖ  ᐊ

㛗い学業を⥆けていくには、ᗣについては≉にὀពしなけれࡤなりまࡏん。学生のᗣ

⟶⌮のためಖᐊを設けᩆᛴ医薬品・ჾ具等をᖖ備し、気、けが等に対する応ᛴฎ置や定

ᮇᗣデ᩿やᗣ┦ㄯを⾜っています。身体に␗ᖖを生じた場合やけがをした場合等は㏿や

かに⏦しฟてᡭᙜを受けるよ࠺にしてください。なお、ᡭᙜ等のฎ置はḟのよ࠺になってい

ます。

㸯）気の㝿のᩆᛴ薬品のᢞ薬はᙜ᪥のࡳで௨後は⾜いまࡏん。

２）学校እでのけがについては療できまࡏん。

ղ 定ᮇᗣデ᩿

定ᮇᗣデ᩿は、学校ಖᏳἲ➨５᮲に基づきẖ年㸲᭶から５᭶にかけて、学生を対

㇟に実されます。この目的は、学生のᗣ≧ែを知り、それらの⤖ᯝに基づき気の᪩ᮇ

Ⓨぢ及び適ษな療とຓを⾜い、学生のᗣのಖ持ቑ進をᅗるものです。ẖ年、実が

⩏ົづけられていますので、ᚲࡎ受けるよ࠺にしてୗさい。やࡴをᚓない⌮⏤によりデ᩿を

受けられなかったときは、その᪨、学生ಀᒆけて後᪥ᗣデ᩿を受けなけれࡤなりまࡏん。

ճ ᗣ┦ㄯ

自分自身のᗣ≧ែを知り、気を᪩くⓎぢし、適ษな療を受けるため、ᗣのすࡄれ

ない人はこれを用して、ᗣಖ持につとめてください。ᗣ┦ㄯを受けたい人は、いつで

もಖᐊに⏦しฟれࡤ、専門医によるᗣ┦ㄯ（᭶３㹼㸲ᅇ）が受けられます。

և 学生┦ㄯᐊ

５年間（専攻科２年間）の学生生活において、いࢁいࢁのᅔ㞴にࡪつかることが࠶るだ࠺ࢁ

とᛮいます。そこで┦ㄯᐊは、ㅖྩの学生生活にక࠺もࢁもࢁのᝎࡳやಶ人的なㅖၥ㢟（え

ᑵ⫋に対す、ࡳᗣ上のᝎ、ࡳ進学・進⣭のᝎ、ࡳ的な情、ຮᙉと成⦼に対するᝎ῭⤒、ࡤ

るᝎࡳ、㐟関ಀに対するᝎࡳ、クࣛࣈに対するᝎࡳ等）について、┦ㄯに応じます。また、

ᕼᮃ者は専門のカウンࣛࢭーのカウࣜࢭンࢢを受けることもฟ᮶ます。┦ㄯᐊでは、ㅖྩの

Ⰽ々なᝎࡳを୍⥴に⪃え、ၥ㢟ゎỴのᨭにᙜたりますので、気ᴦに用してください。⊂り

でᛮいᝎまないで、┦ㄯにゼれてくれることをᚰから㢪っています。

。᮶ᐊしてくださいㄯ❆ཱྀは、学生┦ㄯᐊまたはಖᐊ（⚟設㱟ᓠ会㤋ෆ）┦ۑ
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ֈ ⟇対ࢺラス࣓ンࣁ

本校は、ハࣛス࣓ント等の防Ṇならびに⿕ᐖ者をᩆ῭するために、⊂立⾜ᨻἲ人ᅜ立高等専門学

校機構が定めるハࣛス࣓ント防Ṇ࢞イドࣛインに基づき対応しています。

ۑ ハࣛス࣓ントには͐

ձࢭクシュアル・ハࣛス࣓ント

教⫋ဨがの教⫋ဨ，学生等ཪは関ಀ者をᛌにさࡏる性的なゝ動，学生等が教⫋ဨ，の

学生等ཪは関ಀ者をᛌにさࡏる性的なゝ動及び関ಀ者が教⫋ဨཪは学生等をᛌにさࡏる

性的なゝ動。

ղアカデミࢵク・ハࣛス࣓ント

教ဨがその⫋ົ上の地ཪはᶒ㝈をᙜに用しての教ဨཪは学生等に対して⾜࠺◊✲

ⱝしくは教育上ཪはᑵ学上の適ษなゝ動。

ճパ࣡ー・ハࣛス࣓ント

教⫋ဨが⫋ົ上の地ཪはᶒ㝈をᙜに用しての教⫋ဨに対して⾜࠺ᑵປ上の適ษ

なゝ動。

ۑ 加ᐖ者にならないために͐

・┦ᡭの人᱁をᑛ㔜しよ࠺。

・┦ᡭの立場に立って⪃えよ࠺。

・┦ᡭを性的な対㇟とぢて、力関ಀでᨭ配したり、ᚰ⌮的にᅽ㏕をしてはいけまࡏん。

ۑ ⿕ᐖを受けたとᛮったら͐

・┦ᡭにはっきり「NO」とゝお࠺。

・୍人でᝎまࡎに、気㍍に┦ㄯဨ┦ㄯしてࡳよ࠺㸟

ۑ ハࣛス࣓ントの┦ㄯ❆ཱྀ

・ハࣛス࣓ント┦ㄯဨのに、学生┦ㄯᐊでもハࣛス࣓ントに関する┦ㄯに応じています。

ۑ ハࣛス࣓ント┦ㄯᐊでは͐

・ハࣛス࣓ントの⿕ᐖを受けた本人だけでなく、⿕ᐖを受けているのをぢてᛌに感じた人の┦

ㄯにも応じます。

・┦ㄯにはៅ㔜に対ฎし、場合によっては加ᐖ者にཝṇなฎ分が⾜ࢃれます。

・⿕ᐖ者のࣛࣉイバシーは⤯対にᏲります。

۵ ┦ㄯ᪉ἲ

・┦ㄯは、㠃ㄯ、電ヰ、ᡭ⣬、࣓ール等いࡎれの᪉ἲでもฟ᮶ますので、気㍍に┦ㄯしてくださ

い。
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ۑ ハࣛス࣓ント┦ㄯに関する基本的なὶれ

ۑ 八代キャンパスハࣛス࣓ント┦ㄯᐊ

八代キャンパスハࣛス࣓ント┦ㄯဨ（ෆ⥺）

㸨␒ྕの㢌に53を付けると┤通になります。

ハࣛス࣓ント┦ㄯᐊ㛗 ᑠ㖊 ᬸኵ 1248 ඹ通教育科・教ᤵ ℊ⏣ さやか 1251

学生┦ㄯᨭဨ ᐑ㷂 ⪽子 1227 学ົ課⿵బ ᑠ㷂 ୍ဢ 1331

生物化学システム工学科・教ᤵ ᭱上 ๎史 1377 総ົ課⿵బ బ⸨ ᬛᜨ子 1215
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։ ྛ✀ಖ㝤ไ度࡚࠸ࡘ

１㸬⊂❧⾜ᨻἲே᪥本スࢶ࣮࣏⯆ࢭン࣮ࢱ「⅏ᐖඹ῭⤥ไ度」

本校は᪥本ス࣏ーࢶ⯆ࢭンࢱー災ᐖඹ῭⤥付制度に加ධしていますので，学校の⟶⌮ୗにお

ける㈇യ，，㞀ᐖཪはṚஸに対して⤥付㔠を受けることができます。

ձ ඹ῭㔠（年㢠） 1,520 

ղ ⤥の対㇟ࡿ࡞⅏ᐖの⠊ᅖ⤥㔠㢠

災ᐖの
✀㢮

災ᐖの⠊ᅖ ⤥付㔠㢠

㈇യ
そのཎᅉで࠶る⏤が学校の⟶⌮ୗで生じたもので、
療養に要する㈝用の㢠が 5,000 ௨上のもの

医療㈝
・医療ಖ㝤୪の療養に要する㈝用の㢠の 4/10（そ
の࠺ち 1/10 は、療養にకって要する㈝用として加
算される分）。
ただし、高㢠療養㈝の対㇟となる場合は、自ᕫ㈇ᢸ
㢠（ᡤᚓ༊分により㝈度㢠が␗なる。）に療養に要
する㈝用の㢠の 1/10 を加算した㢠
・ධ㝔時食療養㈝の標準㈇ᢸ㢠が࠶る場合は、
その㢠を加算した㢠



そのཎᅉで࠶る⏤が学校の⟶⌮ୗで生じたもので、
療養に要する㈝用の㢠が 5,000 ௨上のものの࠺ち、
文㒊科学┬௧で定めるもの
・学校⤥食等による୰ẘ ス等による୰ẘ࢞・
・⇕୰ ・⁒Ỉ ・␗物のᄟୗཪは㏞ධによるᝈ
・⁽等による⓶⅖ ・እ㒊⾪ᧁ等による
・㈇യによる

㞀ᐖ
学校の⟶⌮ୗの㈇യཪは上ḍのがった後にṧ
った㞀ᐖ(その程度により➨1⣭から➨14⣭に༊分さ
れる。)

㞀ᐖぢ⯙㔠 3,770 㹼82 
[通学୰の災ᐖの場合 1885 㹼41 ]

Ṛஸ

学校の⟶⌮ୗにおいてⓎ生した௳に㉳ᅉするṚஸ
及び上ḍのに┤᥋㉳ᅉするṚஸ

Ṛஸぢ⯙㔠 2,800 [通学୰の場合 1400 ]

✺然Ṛ
㐠動などの⾜Ⅽに㉳ᅉする✺然Ṛ Ṛஸぢ⯙㔠 2,800 [通学୰の場合 1400 ]

㐠動などの⾜Ⅽと関連のない✺然Ṛ Ṛஸぢ⯙㔠 1,400 [通学୰の場合もྠ㢠]

ճ ⤥の対㇟ࡿ࡞「学校の⟶⌮ୗ」の⠊ᅖ

ۑ 学校が⦅成した教育課程に基づくᤵ業を受けている場合

ۑ 学校の教育計画に基づく課እ指ᑟを受けている場合

ۑ ఇ᠁時間୰、その校㛗の指♧・ᢎㄆに基づき学校に࠶る場合

ۑ 通ᖖの⤒㊰及び᪉ἲにより通学する場合

ۑ ᐤᐟ⯋に࠶るとき 等

մ ⤥㛵ࡿࡍὀព㡯

ۑ ྠ୍の災ᐖの㈇യཪはについての医療㈝のᨭ⤥は、ึデから᭱㛗㸯㸮年間⾜ࢃれま

す。

ۑ 災ᐖඹ῭⤥付を受けるᶒは、その⤥付⏤が生じた᪥から２年間⾜ࢃないときは、時

ຠによってᾘ⁛します。

ۑ 災ᐖඹ῭⤥付の⤥付⏤とྠ୍の⏤について、ᦆᐖ㈺ൾを受けたときは、その㢠の㝈

度において、⤥付を⾜ࢃない場合が࠶ります。

ۑ 学生が自ᕫのᨾពの≢⨥⾜Ⅽにより、ཪはᨾពに、㈇യし、にかかり、ཪはṚஸし

たときは、ᙜヱ医療㈝、㞀ᐖཪはṚஸにಀる災ᐖඹ῭⤥付を⾜いまࡏん。ただし、ᙜヱ

学生が、いじめ、体⨩、そののᙜヱ学生の㈐めにᖐすることができない⏤により生

じたᙉいᚰ⌮的な㈇ᢸにより、ᨾពに㈇യし、にかかり、ཪはṚஸしたときは、こ

の㝈りでは࠶りまࡏん。
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ۑ 学生が自ᕫの㔜な㐣ኻにより、㈇യし、にかかり、ཪはṚஸしたときは、ᙜヱ㞀

ᐖཪはṚஸにಀる災ᐖඹ῭⤥付の୍㒊を⾜ࢃない場合が࠶ります。

յ ⤥ࡵࡓࡿࡅཷࢆの手⥆き

ۑ 学校の⟶⌮ୗで災ᐖに㐼った場合、関ಀ教ဨཪは学ົ課学生ಀに連⤡してୗさい。 災

ᐖඹ῭⤥付の⏦ㄳにᚲ要な᭩㢮をಖᐊから受けྲྀり、受デした医療機関持ཧし、デ

療点ᩘ等のド᫂を受けます。

ۑ ᚲ要な᭩㢮をಖᐊᥦฟします。ࢭンࢱーᢸᙜ㒊⨫において、ᑂᰝの上、⤥付㔠㢠を

Ỵ定し、学校を通じてಖㆤ者おᨭᡶいします。

２㸬୍⯡㈈ᅋἲே熊本┴㹎㹒㸿教育⯆㈈ᅋ「熊本┴㹎㹒㸿ඹ῭」

学校教育活動や㹎㹒㸿活動୰などに、活動のཧ加࠶るいは活動୰に㉳きたᨾによりṚஸ、

㈇യ、活動୰のᛴ性の等の災ᐖを⿕った᪉に対して、ඹ῭㔠を⤥付し、これによって㹎㹒㸿

活動や学校教育のな㐠Ⴀをᅗることを目的として設けられたものです。

ձ ඹ῭㔠（年㢠） 800

ղ ඹ῭㔠⤥の対㇟ࡿ࡞άື

活動༊分 活動ෆᐜ

㸯㸬学校教育እ

（㸯）༢後会がദཪはඹദする学生等の活動(後会㛗ྡでෆ) 
（２）༢後会がദཪはඹദする活動で、学生等のཧ加が前にㄆめられ

ているもの
（３）༢後会のദཪはඹദする活動ではないが、㒊活動、学⣭、学年、学校

༢でཧ加するもので前に後会㛗がᢎㄆしたもの
（㸲）学校⟶⌮ୗではないが、校㛗がጤკした指ᑟ者の指ᑟ┘╩によるス࣏ーࢶ・

文化活動で、前に後会㛗がᢎㄆしたもの（㒊活動、学⣭、学年、
学校༢でཧ加するもの）

（５）これらの活動にཧ加するためのṇつの ୰(බඹ通機関用୰は対㇟እ、
スクールバス用୰は対㇟となる)

２㸬学校⟶⌮ୗ
(㈇യは対㇟እ)

（㸯）教育課程に基づいて実されるㅖ活動
ᤵ業୰、総合的な学習の時間、≉ู活動(学⣭活動、学生会活動、クࣛࣈ活
動、学校⾜) 

（２）教育課程እの教育活動
㒊活動、ఇ᠁時間୰などでの活動

（３）これらの活動にཧ加するためのṇつの ୰(බඹ通機関用୰は対㇟እ)

３㸬通ᨾ
(බඹ通機関用୰は
対㇟እ)

（㸯）⤥付の対㇟となる活動୰、及び活動ཧ加のためのṇつの ୰
（２）校㛗ཪは༢後会㛗のᢎㄆにより、自校の学生等がཧ加する活動を応す

るためのṇつの ୰

㸲㸬≉ูᅋ体
本㈈ᅋがㄆめたス࣏ーࢶᅋ体の活動୰、及び活動にཧ加するためのṇつの ୰
(බඹ通機関用୰は対㇟እ) 
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ճ ඹ῭㔠の㢠(Ṛஸࠊᚋ㑇㞀ᐖࠊ㈇യ)

ඹ῭㔠の༊分 活動༊分 ඹ῭㔠㢠

Ṛ ஸ

学校教育እ ３，㸮㸮㸮

学校⟶⌮ୗ 㸯，５㸮㸮

通ᨾ ５㸮㸮

≉ู ᭱高 ６㸮㸮

後㑇㞀ᐖ

（㸯⣭㹼㸯㸲⣭）

学校教育እ ᭱高３，㸮㸮㸮

学校⟶⌮ୗ ᭱高㸯，５㸮㸮

通ᨾ ᭱高 ５㸮㸮

㈇ യ
学校教育እ ᭱高 㸯㸮㸮

通ᨾ ３・５

մ ඹ῭㔠ࡀ⤥࠸࡞ࢀࡉሙྜ

ۑ 加ධしていない場合

ۑ ඹ῭ᮇ間እにⓎ生した災ᐖで࠶る場合

ۑ බඹ通機関を用୰の災ᐖで࠶る場合（⯟✵機、⯪⯧、㕲㐨、㊰㠃電㌴、バス、

（もの࠺クシー等、ᩱ㔠をᨭᡶࢱ

ۑ ᨾのཎᅉが加ධ者のᨾពによる場合、ཪはᨾពによる≢⨥⾜Ⅽの場合（↓චチ、

㣧㓇、自ẅ等）

ۑ 地㟈、ᄇⅆཪはそれにక࠺ὠἼなど㠀ᖖ災ᐖ、ᡓதなどの場合

ۑ ዷፎ・ฟ産がཎᅉとなる場合、食୰ẘ

ۑ ᪥本ᅜእでの災ᐖ

ۑ 災ᐖⓎ生から２年を⤒㐣した後に報࿌された場合

ۑ ローࣛースケートやキࢵク࣎ードなどの㐟具を使用しながら活動にཧ加した場合

յ ⤥ࡵࡓࡿࡅཷࢆの手⥆き

ۑ 災ᐖがⓎ生した場合、関ಀ教ဨཪは学ົ課学生ಀに連⤡してୗさい。 災ᐖඹ῭⤥付の

⏦ㄳにᚲ要な᭩㢮をಖᐊから受けྲྀり、受デした医療機関持ཧし、デ療点ᩘ等の

ド᫂を受けます。

ۑ ᚲ要な᭩㢮をಖᐊᥦฟします。୍⯡㈈ᅋἲ人熊本┴㹎㹒㸿教育⯆㈈ᅋᑂᰝጤဨ会

でのᑂᰝを⤒て、ඹ῭⤥付がỴ定された後、学校を通して、ඹ῭㔠が⤥付されます。

֊ 学生㐠㈤引ド㏻学ド᫂᭩

ձ 学 

学生がᡤ用によるᖐ┬，実習，ᑵ⫋，学校がㄆめたṇ課እの教育活動等のために㹈㹐を∦㐨101

௨上用して᪑⾜するときには，学生㐠㈤ᘬド（学）を使用してᬑ通㐠㈤の２ᘬきを受

けることができます。

ղ 通学ド᫂᭩

通学定ᮇๆは，ఫᒃの᭱ᐤりの㥐から学校の᭱ᐤりの㥐までの༊間について㉎ධできますので，
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学生ಀで通学ド᫂᭩の付を受けて㥐で㉎ධしてください。

ճ ṇ㌴について

この学は，学生ಶ人の自⏤なᶒとして使用することを前ᥦとしたものではなく，ಟ学上の

⤒῭的㈇ᢸを㍍ῶし，学生だけにえられるᜠでも࠶るので，使用に㝿してはṇのないよ࠺

≉にὀពしてください。

ṇ㌴がⓎぬすれࡤ，多㢠の㏣ᚩ㔠を⣡めるだけでなく，社会的制を受ける場合も࠶り，

᭦に学校体に対し୍定ᮇ間学や通学ド᫂᭩の適用がṆされることも࠶ります。

օ 人によるド᫂᭩ཪは㌴ๆの使用

ֆ 身分ド᫂᭩（学生ド）のᦠᖏ

և ༊間の連⥆しない２ᯛ௨上の㌴ๆの使用

ֈ 通用ᮇ間⤒㐣後の㌴ๆの使用

։ そのṇ㌴のᡭẁとしての㌴ๆの使用
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㸯㸮㸬㹇㹁㹒活用学習ᨭࢭンࢱー

䠄䠍䠅熊本高➼専㛛学ᰯ䠥䠟䠰ά⏝学⩦ᨭ䝉䞁䝍䞊⏝つ๎

ᖹᡂ䠎䠎ᖺ䠐᭶䠍᪥ไᐃ

ᖹᡂ䠎䠐ᖺ䠎᭶䠎䠍᪥୍㒊ᨵṇ

ᖹᡂ䠎䠑ᖺ䠍᭶䠎䠔᪥୍㒊ᨵṇ

ᖹᡂ䠎䠕ᖺ䠎᭶䠍䠓᪥୍㒊ᨵṇ

䠄㊃᪨䠅

➨䠍᮲ 䛣の⏝つ๎䛿，熊本高➼専㛛学ᰯ䠥䠟䠰ά⏝学⩦ᨭ䝉䞁䝍䞊䠄௨ୗ「䝉䞁䝍䞊」䛸䛔䛖䚹䠅つ๎

➨䠔᮲のつᐃ䛻ᇶ䛵き，䝉䞁䝍䞊の⏝䛻㛵䛧ᚲせ䛺㡯䜢ᐃ䜑る䚹

䠄⏝⪅䠅

➨䠎᮲ 䝉䞁䝍䞊䜢⏝する䛣䛸䛜䛷きる⪅䛿，ḟのྛྕ䛻ᥖ䛢る䛸䛚䜚䛸する䚹

(1) 教⫋ဨ䠄㠀ᖖの教⫋ဨ➼䜢ྵ䜐䚹௨ୗྠ䛨䚹䠅

(2) 学生䠄◊✲生，⫈ㅮ生，≉ู⫈ㅮ学生ཬ䜃⛉┠➼履修生䜢ྵ䜐䚹௨ୗྠ䛨䚹䠅

(3) බ㛤ㅮᗙ，◊修，ㄝ᫂，◊✲➼のཧຍ⪅

(4) 䛭の≉䛻ᰯ㛗䛜ㄆ䜑䛯⪅

䠄⏝༊ศ䠅

➨䠏᮲ 䝉䞁䝍䞊の⏝䛿，ḟのྛྕ䛻ᥖ䛢る༊ศ䛻䜘る䜒の䛸する䚹

(1) ᅗ᭩ཬ䜃学術㞧ㄅ➼䠄௨ୗ「ᅗ᭩➼」䛸䛔䛖䚹䠅の⏝

(2) 教育ཬ䜃◊✲䛻㛵㐃する㟁Ꮚሗの⏝

(3) 䝉䞁䝍䞊のタཬ䜃タഛの⏝

䠄⏝タ➼䠅

➨䠐᮲ 䝉䞁䝍䞊䛿，ᇶᖿ䝛䝑䝖䝽䞊䜽，ᅗ᭩㤋，₇⩦ᐊཬ䜃ົᐊ䛛䜙ᵓᡂする䚹

䠎 ᇶᖿ䝛䝑䝖䝽䞊䜽䛿，䝉䞁䝍䞊䛜⟶⌮するྛ✀䝃䞊䝞ཬ䜃䝃䞊䝞ᐊ䛛䜙ሗ䝁䞁

䝉䞁䝖䜎䛷の䝛䝑䝖䝽䞊䜽タഛ䛸する䚹

䠏 ᅗ᭩㤋䛿，熊本䜻䝱䞁䝟スᅗ᭩㤋ཬ䜃ඵ௦䜻䝱䞁䝟スᅗ᭩㤋䛸する䚹

䠐 ₇⩦ᐊ䛿，䝉䞁䝍䞊䛜⟶⌮する₇⩦ᐊཬ䜃㛵㐃タタഛ䛸する䚹

䠄㑂Ᏺ㡯䠅

➨䠑᮲ タཬ䜃タഛ➼の⏝⪅䛿，ḟの㡯䜢Ᏺ䜙䛺䛡䜜䜀䛺䜙䛺䛔䚹

(1) ᅗ᭩➼ཬ䜃㟁Ꮚሗ䝯䝕䜱䜰୪䜃䛻タ，タഛ䜢ởᦆ，ᦆയ䛧䛺䛔䛣䛸䚹

(2) ㏞ᝨ䜢ཬ䜌す⾜Ⅽཪ䛿ேのプラ䜲䝞シ䞊䜢ᐖする⾜Ⅽ䜢䛧䛺䛔䛣䛸䚹

(3) 䝋䝣䝖䜴䜵䜰，䝕䞊䝍䝧䞊ス，䛭のⴭస≀の⏝䛻ᙜ䛯䜚，䛭のⴭసᶒ䜢ᑛ㔜する䛣䛸䚹

(4) ሗ䝉䜻䝳䝸テ䜱䜲䞁シ䝕䞁䝖䛜Ⓨ生䛧䛺䛔䜘䛖䛻する䛣䛸䚹

(5) ༑ศ䛺ሗ䝉䜻䝳䝸テ䜱ᑐ⟇䛜䛥䜜䛶䛔䛺䛔ᶵჾ䜢⏝䛧䛺䛔䛣䛸䚹

(6) 䝴䞊䝄䠥䠠䜢㐺ษ䛻⟶⌮する䛣䛸䚹

(7) 熊本高➼専㛛学ᰯ䠥䠟䠰ά⏝学⩦ᨭ䝉䞁䝍䞊つ๎➨䠎᮲䛻ᥖ䛢る┠ⓗ௨እの⏝䜢䛧䛺䛔䛣

䛸䚹

䠄㌟ศド➼のᦠ⾜䠅

➨䠒᮲ 䝉䞁䝍䞊䜢⏝する䛸き䛿，ḟ䛻ᥖ䛢る㌟ศド➼䜢ᖖ䛻ᦠ⾜䛧䛺䛡䜜䜀䛺䜙䛺䛔䚹
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(1) 教⫋ဨ䛻䛒䛳䛶䛿，教⫋ဨドཪ䛿䛭の㌟ศ䜢ド᫂䛷きる䜒の

(2) 学生䛻䛒䛳䛶䛿，学生ドཪ䛿䛭の㌟ศ䜢ド᫂䛷きる䜒の

(3) 䛭のの⪅䛻䛒䛳䛶䛿，⏝⪅ド䠄ㅮ⩦➼のཧຍ⪅ド䜢ྵ䜐䚹䠅

䠄⏝のไ㝈䠅

➨䠓᮲ 䝉䞁䝍䞊㛗ཪ䛿䝉䞁䝍䞊㛗䛿，䝉䞁䝍䞊の⟶⌮ୖᨭ㞀䛜䛒る䛸ㄆ䜑る䛸き䛿，⏝の⚗Ṇཪ䛿

ᚲせ䛺ไ㝈ᥐ⨨䜢ㅮ䛪る䛣䛸䛜䛷きる䚹

䠎 䝉䞁䝍䞊㛗ཪ䛿䝉䞁䝍䞊㛗䛿，䛣のつ๎䛻㐪䛧䛯⪅ཬ䜃䛭の䝉䞁䝍䞊の㐠Ⴀ䛻㔜䛺ᨭ㞀䜢

䛘䛯⪅䛻ᑐ䛧，䛭の⪅の⏝の⚗Ṇཪ䛿୍ᐃᮇ㛫⏝䜢Ṇする䛣䛸䛜䛷きる䚹

䠄ᦆᐖ㈺ൾ➼䠅

➨䠔᮲ ⏝⪅䛜ḟのྛྕ䛻䜘䜚ᦆᐖ䜢䛘䛯ሙྜ䛿，⏝⪅䛿，䛭のᦆᐖ䜢㈺ൾ䛧䛺䛡䜜䜀䛺䜙䛺

䛔䚹

(1) ᨾពཪ䛿㐣ኻ䛻䜘䜚，䝉䞁䝍䞊のタ，タഛ，ഛရ䜢ᦆയ䛧，ཪ䛿⣮ኻ䛧䛯ሙྜ

(2) ➨䠑᮲䛻ᥖ䛢る㑂Ᏺ㡯䜢Ᏺ䜙䛺䛔䛣䛸䛻䜘䜚ᨾ䛜生䛨䛯ሙྜ

(3) ⴭసᶒἲ䜔ṇ䜰䜽䝉ス⚗Ṇἲ➼の㛵ಀἲ௧䛻㐪䛧ᦆᐖ䜢䛘䛯ሙྜ

䠄㞧๎䠅

➨䠕᮲ 䛣のつ๎䛻ᐃ䜑る䜒のの，䝉䞁䝍䞊⏝䛻㛵䛧ᚲせ䛺㡯䛿ู䛻ᐃ䜑る䚹

㝃 ๎

䛣のつ๎䛿，ᖹᡂ䠎䠎ᖺ䠐᭶䠍᪥䛛䜙⾜する䚹

㝃 ๎

䛣のつ๎䛿，ᖹᡂ䠎䠐ᖺ䠎᭶䠎䠍᪥䛛䜙⾜する䚹

㝃 ๎

䛣のつ๎䛿，ᖹᡂ䠎䠑ᖺ䠍᭶䠎䠔᪥䛛䜙⾜する䚹

㝃 ๎

䛣のつ๎䛿，ᖹᡂ䠎䠕ᖺ䠎᭶䠍䠓᪥䛛䜙⾜する䚹熊本高➼専㛛学ᰯ䠥䠟䠰ά⏝学⩦ᨭ䝉䞁䝍䞊ඵ௦䜻

䝱䞁䝟ス₇⩦ᐊ⏝⣽๎䠄ᖹᡂ䠎䠎ᖺ䠐᭶䠍᪥ไᐃ䠅ཬ䜃熊本高➼専㛛学ᰯ䠥䠟䠰ά⏝学⩦ᨭ䝉䞁䝍䞊

熊本䜻䝱䞁䝟ス⏝⣽๎䠄ᖹᡂ䠎䠑ᖺ䠎᭶䠍䠑᪥ไᐃ䠅䛿，ᗫṆする䚹

䠄䠎䠅 熊本高➼専㛛学ᰯሗ䝉䜻䝳䝸テ䜱学生つ๎

ᖹᡂ䠎䠐ᖺ䠍䠍᭶䠎䠌᪥ไᐃ

ᖹᡂ䠎䠒ᖺ䠎᭶䠍䠔᪥୍㒊ᨵṇ

䠄┠ⓗ䠅

➨䠍᮲ 䛣のつ๎䛿，⊂❧⾜ᨻἲேᅜ❧高➼専㛛学ᰯᶵᵓ熊本高➼専㛛学ᰯ䠄௨ୗ「本ᰯ」䛸䛔䛖䚹䠅䛻䛚

䛡るሗ䝉䜻䝳䝸テ䜱の⥔ᣢྥୖの䛯䜑䛻本ᰯの学生䛜㑂Ᏺす䜉き㡯䜢ᐃ䜑る䜒の䛷䛒る䚹

䠄ᐃ⩏䠅

➨䠎᮲ 䛣のつ๎䛻䛚䛡る⏝ㄒのᐃ⩏䛿，⊂❧⾜ᨻἲேᅜ❧高➼専㛛学ᰯᶵᵓሗ䝉䜻䝳䝸テ䜱䝫䝸シ䞊

ᑐ⟇つ๎䠄ᶵᵓつ๎➨䠕䠔ྕ䠅ู⾲，ཬ䜃⊂❧⾜ᨻἲேᅜ❧高➼専㛛学ᰯᶵᵓሗ᱁つ๎䠄ᶵᵓつ

๎➨䠕䠕ྕ䠅のᐃ䜑る䛸䛣䜝䛻䜘る䚹
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䠄㐺⏝⠊ᅖ䠅

➨䠏᮲ 䛣のつ๎䛿本ᰯෆ䛷学生䛜⏝するሗシステム䠄学生ಶே䛜ᡤ᭷するሗシステム䜢ྵ䜐䚹䠅

䜢ᑐ㇟䛸する䚹

䠄୍⯡ⓗ㑂Ᏺ㡯䠅

➨䠐᮲ 本ᰯの学生䛿，ሗ䝉䜻䝳䝸テ䜱㛵㐃ἲ௧，⊂❧⾜ᨻἲேᅜ❧高➼専㛛学ᰯᶵᵓのሗ䝉䜻䝳䝸

テ䜱䝫䝸シ䞊ཬ䜃ᐇつ๎䜢㑂Ᏺ䛧䛺䛡䜜䜀䛺䜙䛺䛔䚹

䠄୍⯡ⓗ⚗Ṇ㡯䠅

➨䠑᮲ 本ᰯの学生䛿，ḟのྛྕ䛻ᥖ䛢る⾜Ⅽཬ䜃䛣䜜䜙䜢ຓ㛗する⾜Ⅽ䜢⾜䛳䛶䛿䛺䜙䛺䛔䚹

(1) ᕪู，ྡẋᦆ，ㄦㅫ୰യ，ேᶒᐖ，䝝ラス䝯䞁䝖䛻䛒䛯る⾜Ⅽ

(2) ಶேሗ䜔プラ䜲䝞シ䞊䜢ᐖする⾜Ⅽ

(3) Ᏺ⛎⩏ົ䛻㐪する⾜Ⅽ

(4) ⴭసᶒ➼の▱ⓗ㈈産ᶒ䜔⫝̸ീᶒ䜢ᐖする⾜Ⅽ

(5) බᗎⰋ䛻する⾜Ⅽ

(6) 本ᰯの♫ⓗಙ⏝䜢ኻቒ䛥䛫る䜘䛖䛺⾜Ⅽ

(7) 䝛䝑䝖䝽䞊䜽䜢㏻䛨䛶⾜䛖㏻ಙのഐཷ➼，㏻ಙの⛎ᐦ䜢ᐖする⾜Ⅽ

(8) ṇ䜰䜽䝉ス⾜Ⅽの⚗Ṇ➼䛻㛵するἲᚊ䠄ᖹᡂ䠍䠍ᖺἲᚊ➨䠍䠎䠔ྕ䠅䛻ᐃ䜑䜙䜜䛯䜰䜽䝉スไᚚ䜢ච

䜜る⾜Ⅽ，ཪ䛿䛣䜜䛻㢮する⾜Ⅽ

(9) 㐣ᗘ䛺㈇Ⲵ➼䛻䜘䜚䛺ሗシステムの㐠⏝䜢ጉ䛢る⾜Ⅽ

(10) 䛭のἲ௧䛻ᇶ䛵䛟ฎ⨩のᑐ㇟䛸䛺る，ཪ䛿ᦆᐖ㈺ൾ➼のẸ㈐௵䜢Ⓨ生䛥䛫る⾜Ⅽ

䠄本ᰯのሗシステムの⏝䛻ಀ䜟る⚗Ṇ㡯䠅

➨䠒᮲ 本ᰯの学生䛿，ḟのྛྕ䛻ᥖ䛢る⾜Ⅽ䜢⾜䛳䛶䛿䛺䜙䛺䛔䚹

(1) 本ᰯの教育◊✲௨እの┠ⓗ䛷本ᰯのሗシステム䜢⏝する䛣䛸，ཬ䜃⏝㈨᱁の䛺䛔⪅䛻⏝

䛥䛫る䛣䛸䚹

(2) 学ᰯ⟶⌮ୗのシステム䛻䛚䛔䛶䛿，ሗ䝉䜻䝳䝸テ䜱⟶⌮⪅のチྍ䜢ᚓる䛣䛸䛺䛧䛻䚸新䛯䛻䝋䝣䝖䜴

䜵䜰䜢䜲䞁ス䝖䞊䝹する䛣䛸ཬ䜃䝁䞁䝢䝳䞊䝍のタᐃのኚ᭦䜢⾜䛖䛣䛸䚹

(3) ᢸ௵，学⛉㛗，⛉┠ᢸᙜ教ဨ䚸ᣦᑟ教ဨཪ䛿ᑅົጤဨ䠄௨ୗ「㛵㐃教ဨ」䛸䛔䛖䚹䠅䜢㏻䛧䛶ሗ䝉

䜻䝳䝸テ䜱᥎㐍㈐௵⪅のチྍ䜢ᚓる䛣䛸䛺䛧䛻，新䛯䛻䝁䞁䝢䝳䞊䝍システム䜢本ᰯෆ䛻タ⨨する䛣䛸

ཬ䜃本ᰯの䝛䝑䝖䝽䞊䜽䛻᥋⥆する䛣䛸䚹

(4) 㛵㐃教ဨ䜢㏻䛧䛶ሗ䝉䜻䝳䝸テ䜱᥎㐍㈐௵⪅のチྍ䜢ᚓる䛣䛸䛺䛧䛻，ሗබ㛤䜢⾜䛖䛣䛸䚹

(5) 本ᰯෆ㏻ಙᅇ⥺䛸本ᰯእ㏻ಙᅇ⥺䜢᥋⥆する䛣䛸䚹

(6) 䝛䝑䝖䝽䞊䜽ୖの㏻ಙ䜢┘どする，ཪ䛿ሗシステムの⏝ሗ䜢ྲྀᚓする䛣䛸䚹

(7) 本ᰯのሗシステムの䝉䜻䝳䝸テ䜱ୖの⬤ᙅᛶ䜢᳨▱する䛣䛸䚹

䠎 䝣䜯䜲䝹の⮬ືබ⾗㏦ಙᶵ⬟䜢ᣢ䛳䛯P2P 䝋䝣䝖䜴䜵䜰䛻䛴䛔䛶䛿，⏝䛧䛶䛿䛺䜙䛺䛔䚹

䠄䝴䞊䝄䞊IDの⟶⌮䠅

➨䠓᮲ 本ᰯの学生䛿，本ᰯのሗシステム䛻ಀ䜟る䝴䞊䝄䞊ID䛻䛴䛔䛶，ḟのྛྕ䛻ᥖ䛢る㡯䜢㑂

Ᏺ䛧䛺䛡䜜䜀䛺䜙䛺䛔䚹

(1) ⮬ศ䛻䛥䜜䛯䝴䞊䝄䞊ID௨እの䝴䞊䝄䞊ID䜢⏝䛔䛶，本ᰯのሗシステム䜢⏝䛧䛺䛔䛣䛸䚹

(2) ⮬ศ䛻䛥䜜䛯䝴䞊䝄䞊ID䜢⪅䛜ሗシステム䜢⏝する┠ⓗの䛯䜑䛻ཪ䛿㈚䛧䛺䛔

䛣䛸䚹

(3) ⮬ศ䛻䛥䜜䛯䝴䞊䝄䞊ID䜢，⪅䛻▱䜙䜜る䜘䛖䛺≧ែ䛷ᨺ⨨䛧䛺䛔䛣䛸䚹
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䠄యㄆドሗの⟶⌮䠅

➨䠔᮲ 本ᰯの学生䛿，本ᰯの⟶⌮༊ᇦ䞉Ᏻ༊ᇦ䜈のධ㏥ሙཪ䛿本ᰯのሗシステムの⏝ㄆド䛻ಀ

䜟るయㄆドሗ䛻䛴䛔䛶，ḟのྛ㡯䛻ᥖ䛢る㡯䜢㑂Ᏺ䛧䛺䛡䜜䜀䛺䜙䛺䛔䚹

䠎 䝟ス䝽䞊䝗ㄆド䛻䛴䛔䛶，ḟのྛྕ䛻ᥖ䛢る㡯䜢㑂Ᏺ䛧䛺䛡䜜䜀䛺䜙䛺䛔䚹

(1) ⪅䛻▱䜙䜜䛺䛔䜘䛖䛻する䛣䛸䚹

(2) ⪅䛻教䛘䛺䛔䛣䛸䚹

(3) ᐜ᫆䛻᥎ 䛥䜜䛺䛔䜒の䛻する䛣䛸䚹

(4) 䝟ス䝽䞊䝗䜢ᐃᮇⓗ䛻ኚ᭦する䜘䛖䛻ᐃ䜑䜙䜜䛶䛔るሙྜ䛿，䛭のᣦ♧䛻ᚑ䛳䛶ᐃᮇⓗ䛻ኚ᭦する

䛣䛸䚹

䠏 生యㄆド䛻䛴䛔䛶，本ேのሗシステム⏝┠ⓗ௨እ䛻⏝䛧䛺䛔䛣䛸䚹

䠐 ➨䠎㡯ཬ䜃๓㡯のయㄆドሗ䛜⪅䛻⏝䛥䜜ཪ䛿䛭の༴㝤䛜Ⓨ生䛧䛯ሙྜ䛿，本ᰯの学生䛿┤

䛱䛻㛵㐃教ဨ䜢㏻䛧䛶ሗ䝉䜻䝳䝸テ䜱᥎㐍㈐௵⪅ཬ䜃ሗ䝉䜻䝳䝸テ䜱㈐௵⪅䛻䛭の᪨䜢ሗ࿌䛧䛺

䛡䜜䜀䛺䜙䛺䛔䚹

䠄ሗシステムのྲྀᢅ䛸ὀព㡯䠅

➨䠕᮲ 本ᰯの学生䛜ሗシステム䜢⏝するሙྜ䛿，「ሗシステムྲྀᢅ䜺䜲䝗ラ䜲䞁」䛻ᚑ䛳䛶ྲྀ䜚ᢅ䛔，

ᙜヱሗシステムཬ䜃ᢅ䛖ሗ䜢㐺ษ䛻ಖㆤ䛧䛺䛡䜜䜀䛺䜙䛺䛔䚹

➨䠍䠌᮲ 本ᰯの学生䛿，⮬ᕫの⟶⌮するሗシステム䛻䛴䛔䛶，ሗ䝉䜻䝳䝸テ䜱の⥔ᣢ䜢ᚰ䛜䛡る䛸䛸䜒

䛻，ḟのྛྕ䛻ᥖ䛢るᑐ⟇䜢ㅮ䛨䛺䛡䜜䜀䛺䜙䛺䛔䚹

(1) 䜰䞁䝏䜴䜱䝹ス䝋䝣䝖䜴䜵䜰䜢ᑟධ䛧，䜴䜱䝹スឤᰁ䜢ண㜵䛷きる䜘䛖ດ䜑る䛣䛸䚹

(2) 䜲䞁ス䝖䞊䝹䛥䜜䛶䛔るOS䜔䜰プ䝸䜿䞊シ䝵䞁䝋䝣䝖の⬤ᙅᛶ䛜㏻▱䛥䜜䛯ሙྜ䛿，㏿䜔䛛䛻ᙜヱ䝋

䝣䝖䜴䜵䜰の䜰䝑プ䝕䞊䝖䜢ᐇする䛛，௦᭰ᥐ⨨䜢ㅮ䛨る䛣䛸䚹

(3) ⮬ᕫの⟶⌮するሗシステムの➨୕⪅䛻䜘るṇ䛺㐲㝸᧯స䜢ண㜵する䛯䜑のᑐ⟇䜢ㅮ䛨る䛣䛸䚹

(4) ↓チྍ䛷⏝䛥䜜る䛣䛸䛜䛺䛔䜘䛖䛻，㒊ᒇ䛻㘄する，䜰䜽䝉スไ㝈䜢䛛䛡る➼のᑐ⟇䜢ㅮ䛨る䛣

䛸䚹

䠎 ๓㡯௨እのሗ䝉䜻䝳䝸テ䜱ᑐ⟇䛻䛴䛔䛶䛿，ู䛻ᐃ䜑る「䝁䞁䝢䝳䞊䝍システムሗ䝉䜻䝳䝸テ䜱ᑐ⟇

ᐇ手㡰」䛻䜘る䜒の䛸する䚹

䠄㟁Ꮚ䝯䞊䝹の⏝䠅

➨䠍䠍᮲ 本ᰯの学生䛜㟁Ꮚ䝯䞊䝹䜢⏝するሙྜ䛿，「㟁Ꮚ䝯䞊䝹⏝䜺䜲䝗ラ䜲䞁」ཬ䜃「本ᰯእሗ䝉

䜻䝳䝸テ䜱Ỉ‽పୗ㜵Ṇ手㡰」䛻ᚑ䛖䛸ඹ䛻，ḟのྛྕ䛻ᥖ䛢る㡯䜢㑂Ᏺ䛧䛺䛡䜜䜀䛺䜙䛺䛔䚹

(1) ṇプログラムのឤᰁ，ሗの₃䛘䛔，ㄗ䛳䛯┦手䜈のሗの㏦ಙ➼の⬣ጾ䛻ὀពする䛣䛸䚹

(2) 学修ཬ䜃学生生ά䛻ᚲせ䛺䛣䛸௨እ䛷の㏻ಙ䜢⾜䜟䛺䛔䛣䛸䚹

(3) 㟁Ꮚ䝯䞊䝹⏝ୖの䝬䝘䞊䛻する⾜Ⅽ䜢⾜䜟䛺䛔䛣䛸䚹

䠄䜴䜵䝤の⏝䠅

➨䠍䠎᮲ 本ᰯの学生䛜䜴䜵䝤䝤ラ䜴䝄䜢⏝するሙྜ䛿，「䜴䜵䝤䝤ラ䜴䝄⏝䜺䜲䝗ラ䜲䞁」ཬ䜃「本ᰯእ

ሗ䝉䜻䝳䝸テ䜱Ỉ‽పୗ㜵Ṇ手㡰」䛻ᚑ䛖䛸ඹ䛻，ḟのྛྕ䛻ᥖ䛢る㡯䜢㑂Ᏺ䛧䛺䛡䜜䜀䛺䜙䛺䛔䚹

(1) ṇプログラムのឤᰁ，ሗの₃䛘䛔，ㄗ䛳䛯┦手䜈のሗの㏦ಙ➼の⬣ጾ䛻ὀព䛧䛺䛡䜜䜀䛺䜙

䛺䛔䚹

(2) 学修ཬ䜃学生生ά䛻ᚲせ䛺䛣䛸௨እ䛷の䜴䜵䝤の㜀ぴ䜢⾜䜟䛺䛔䛣䛸䚹

䠄本ᰯᨭ⤥௨እのሗシステム䛛䜙の⏝ཬ䜃本ᰯᨭ⤥௨እのሗシステムのᣢ㎸䠅

➨䠍䠏᮲ 本ᰯの学生䛜本ᰯᨭ⤥௨እのሗシステム䛛䜙බ㛤䜴䜵䝤௨እの本ᰯሗシステム䜈䜰䜽䝉ス
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するሙྜཪ䛿本ᰯᨭ⤥௨እのሗシステム䜢⏝䛧本ᰯの教育䜢ཷ䛡るሙྜཪ䛿◊✲䜢⾜䛖ሙྜ䛿，

ḟのྛྕ䛻ᥖ䛢る㡯䜢㑂Ᏺ䛧䛺䛡䜜䜀䛺䜙䛺䛔䚹

(1) ๓䛻㛵㐃教ဨ䜢㏻䛧䛶ሗ䝉䜻䝳䝸テ䜱᥎㐍㈐௵⪅䛻ሗ࿌する䛣䛸䚹

(2) ⏝するᙜヱሗシステム䛻䛿，ྍ⬟䛺㝈䜚ᙉᅛ䛺ㄆドシステム䜢ഛ䛘る䛣䛸䚹

(3) ᙜヱሗシステム䛻ྍ⬟䛺㝈䜚䜰䞁䝏䜴䜱䝹ス䝋䝣䝖䜴䜵䜰䜢䜲䞁ス䝖䞊䝹䛧，᭱新の䜴䜱䝹スᐃ⩏䝣䜯

䜲䝹䛻᭦新する䛣䛸䚹

(4) ᙜヱሗシステム䜢チྍ䛥䜜䛯⪅௨እ䛻⏝䛥䛫䛺䛔ᥐ⨨䜢ㅮ䛪る䛸䛸䜒䛻，ṇ᧯స➼䛻䜘る

ሗ₃䛘䛔ཬ䜃┐㞴㜵Ṇ䛻ὀពする䛣䛸䚹

(5)ᙜヱሗシステム䛷ືసする䝋䝣䝖䜴䜵䜰䛜す䜉䛶ṇつのラ䜲䝉䞁ス䜢ཷ䛡䛯䜒の䛷䛒る䛣䛸䚹

䠄≀⌮ⓗධ㏥ሙ⟶⌮䠅

➨䠍䠐᮲ 本ᰯの学生䛿，≀⌮ⓗ䝉䜻䝳䝸テ䜱䛻䛴䛔䛶䚸ḟのྛྕ䛻ᥖ䛢る㡯䜢㑂Ᏺ䛧䛺䛡䜜䜀䛺䜙䛺

䛔䚹

(1) 本ᰯのᩜᆅཬ䜃ᘓ≀ෆ䛷䛿䚸学生ド䜢ᦠᖏする䛣䛸䚹

(2) ᐇ㦂ᐊ䚸◊✲ᐊ䚸䛭の本ᰯのሗ㈨産䜢᭷する㒊ᒇ䜢↓ே䛻するሙྜ䛿䚸㘄する䛺䛹Ᏻ

ᑐ⟇䜢ㅮ䛨る䛣䛸䚹

(3) ❧ධ䜚ᶒ㝈の䛺䛔ᩜᆅཬ䜃ᘓ≀ෆ䛻䛿❧ධ䜙䛺䛔䛣䛸䚹

䠄ሗ䝉䜻䝳䝸テ䜱ᑐ⟇教育のཷㅮ⩏ົ䠅

➨䠍䠑᮲ 本ᰯの学生䛿，「ሗ䝉䜻䝳䝸テ䜱教育ᐇ手㡰」䛻ᚑ䛳䛶，ሗ䝉䜻䝳䝸テ䜱教育䜢ཷㅮ䛧䛺䛡

䜜䜀䛺䜙䛺䛔䚹

䠄ሗ䝉䜻䝳䝸テ䜱䜲䞁シ䝕䞁䝖のⓎ生䛻䛚䛡るሗ࿌䛸ᛂᛴᥐ⨨䠅

➨䠍䠒᮲ 本ᰯの学生䛜ሗ䝉䜻䝳䝸テ䜱䜲䞁シ䝕䞁䝖䠄௨ୗ「䜲䞁シ䝕䞁䝖」䛸䛔䛖䚹䠅䜢Ⓨぢ䛧䛯䛸き䛿┤䛱䛻

教⫋ဨ䛻䛭の᪨䜢ሗ࿌䛧䛺䛡䜜䜀䛺䜙䛺䛔䚹

䠎 ๓㡯のሙྜ䛻䛚䛔䛶，ḟのᥐ⨨䜢䛸る䜒の䛸する䚹

(1) ᙜヱ䜲䞁シ䝕䞁䝖䛜Ⓨ生䛧䛯㝿のᑐฎ手㡰の᭷↓䜢☜ㄆ䛧，ᙜヱᑐฎ手㡰䜢ᐇ䛷きるሙྜ䛿，䛭

の手㡰䛻ᚑ䛖䛣䛸䚹

(2) ᙜヱ䜲䞁シ䝕䞁䝖䛻䛴䛔䛶ᑐฎ手㡰䛜䛺䛔ሙྜཪ䛿䛭の᭷↓䜢☜ㄆ䛷き䛺䛔ሙྜ䛿，䛭のᑐฎ䛻

䛴䛔䛶のᣦ♧䜢ཷ䛡る䜎䛷⿕ᐖのᣑ㜵Ṇ䛻ດ䜑る䜒の䛸䛧，ᣦ♧䛜䛒䛳䛯䛿䛭のᣦ♧䛻ᚑ䛖䛣

䛸䚹

㝃 ๎

䛣のつ๎䛿，ᖹᡂ䠎䠐ᖺ䠍䠍᭶䠎䠌᪥䛛䜙⾜する䚹

㝃 ๎

䛣のつ๎䛿，ᖹᡂ䠎䠒ᖺ䠎᭶䠍䠔᪥䛛䜙⾜する䚹

䠄䠏䠅 熊本高➼専㛛学ᰯ ICT ά⏝学⩦ᨭ䝉䞁䝍䞊⏝の手引き

熊本高➼専㛛学ᰯ䠄௨ୗ，本ᰯ䠅の ICT ά⏝学⩦ᨭ䝉䞁䝍䞊䠄௨ୗ，ICT 䝉䞁䝍䞊䠅䛷䛿，௨ୗの䜘

䛖䛻㛵㐃のタタഛ䛜⏝ព䛥䜜䛶䛔䜎す䚹本手引き䜢䜘䛟ㄞ䜏，学⩦䞉◊✲➼䛻ά⏝䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹䛺䛚，

ᅗ᭩㤋䛻䛴䛔䛶䛿ูの手引き䛻䜘䜚ㄝ᫂䛧䜎す䚹
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䠍䠊 ⏝┠ⓗ

熊本高➼専㛛学ᰯ ICT ά⏝学⩦ᨭ䝉䞁䝍䞊つ๎➨䠎᮲のᐃ䜑る┠ⓗ䛻ᚑ䛔⏝䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹

䠄熊本高➼専㛛学ᰯ ICT ά⏝学⩦ᨭ䝉䞁䝍䞊つ๎➨䠎᮲䠅

䝉䞁䝍䞊䛿，ྛ✀学術ሗのᆅᇦ䝛䝑䝖䝽䞊䜽ᣐⅬ䛸䛧䛶，熊本高➼専㛛学ᰯの学生ཬ䜃⫋ဨ

୪䜃䛻ᆅᇦのᴗཬ䜃ᆅᇦఫẸ䛻，ᖜᗈ䛔教育◊✲⎔ቃཬ䜃⮬学⮬⩦⎔ቃ䜢ᥦ౪䛧，䜒䛳䛶

学生教育のᐇཬ䜃ᆅᇦ♫䜈の㈉⊩䛻ᐤする䛣䛸䜢┠ⓗ䛸する䚹

䠎䠊 㛵㐃タタഛ

ICT 䝉䞁䝍䞊䛻䛿௨ୗの㛵㐃タタഛ䛜⏝ព䛥䜜䛶䛔䜎す䚹

(1) 熊本䜻䝱䞁䝟スの₇⩦ᐊ➼

ICT 䝩䞊䝹，䝯䝕䜱䜰ไసス䝍䝆䜸，ICT ά⏝学⩦䝹䞊ム，ICT ₇⩦ᐊ

(2) ඵ௦䜻䝱䞁䝟スの₇⩦ᐊ➼

➨ 1 ₇⩦ᐊ，➨ 2 ₇⩦ᐊ，➨ 3 ₇⩦ᐊ，ᅗ᭩㤋 PC 䝁䞊䝘䞊，䝯䝕䜱䜰㛤Ⓨᐊ

(3) ᇶᖿシステム

1) ᇶᖿ䝛䝑䝖䝽䞊䜽䛸ᇶᖿ䝃䞊䝞䠄䝯䞊䝹䝃䞊䝞，Web 䝃䞊䝞，䝣䜯䜲䝹䝃䞊䝞➼䠅

2) 学術ሗ䝛䝑䝖䝽䞊䜽(SINET)䜢⤒⏤䛧䛶，䜲䞁䝍䞊䝛䝑䝖䛻᥋⥆

3) 高専ᶵᵓ䛸 Microsoft ♫のໟᣓዎ⣙䛻䜘䜚，Office365 䛜⏝ྍ⬟

4) e-Learning システム䛸䛧䛶，高専ᶵᵓయの Blackboard，熊本䜻䝱䞁䝟ス䛸ඵ௦䜻䝱䞁䝟ス

の䛭䜜䛮䜜䛻 WebClass 䛜⏝ྍ⬟

5) 䜻䝱䞁䝟ス㛫 TV ㆟システム

䠏䠊 䝴䞊䝄 ID

䝴䞊䝄 ID 䛸䝟ス䝽䞊䝗䛿⮬ศ䛜⮬ศ䛷䛒る䛣䛸䜢♧す䛯䜑の㠀ᖖ䛻ษ䛺ሗ䛷す䚹㐺ษ䛻⟶

⌮する䜘䛖䛻䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹䜋䛛のே䛻⮬ศの䝴䞊䝄 ID䛸䝟ス䝽䞊䝗䜢教䛘䛣䛸䜔，教䛘䛶䜒䜙䛖䜘䛖䛺

䛣䛸䜢䛧䛶䛿䛔䛡䜎䛫䜣䚹⮬ศ䛜ログ䜲䞁䠄ログ䜸䞁，䝃䜲䞁䜲䞁➼䠅䜢䛧䛶䛔るᶵჾ䜢䜋䛛のே䛻᧯స

䜢䛥䛫る䛣䛸䜒ᮃ䜎䛧䛟䛒䜚䜎䛫䜣䚹䜒䛧，䝴䞊䝄 ID 䛸䝟ス䝽䞊䝗䛜┐䜎䜜䛯ሙྜ䛿，ே䛜⮬ศ䛻䛺

䜚す䜎䛧，♫ⓗ䛺ಙ⏝ኻቒ䜔⤒῭ⓗ䛺ᦆኻ䜢⿕るྍ⬟ᛶ䛜䛒䜚䜎す䚹

䝟ス䝽䞊䝗䛿，高専ᶵᵓの䝟ス䝽䞊䝗タᐃᇶ‽䛻䛧䛯䛜䛳䛶タᐃཬ䜃᭦新䜢䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹䛺䛚，

䝴䞊䝄 ID 䛸䝟ス䝽䞊䝗䛿，䝃䞊䝡ス䛤䛸䛻ಶูの䜒の䜢⏝する䜒の䛸，⤫୍ㄆドシステム䜢⏝す

る䜒の䛜䛒䜚䜎す䚹䛭䜜䛮䜜の⏝㛤ጞ䛻ᙜ䛯䛳䛶，ᢸᙜ⪅䛛䜙のㄝ᫂䛜䛒䜚䜎すの䛷，㐺ษ䛺䝴

䞊䝄 ID 䛸䝟ス䝽䞊䝗➼の⟶⌮䜢⾜䛳䛶䛟䛰䛥䛔䚹

(1) 本ᰯᡤᒓの学生ཬ䜃教⫋ဨの䝴䞊䝄 ID ⏦ㄳ

≉䛻ಶูの⏦ㄳ䛿せ䛷す䚹ᢸᙜ㒊⨫䛸 ICT 䝉䞁䝍䞊䛜ሗඹ᭷䛧，ICT 䝉䞁䝍䞊䛜䝴䞊䝄

ID 䜢Ỵᐃ䛧，㏻▱䛧䜎す䚹

(2) බ㛤ㅮᗙ，◊✲➼の୍ⓗ⏝⪅の䝴䞊䝄 ID ⏦ㄳ

ᢸᙜ教⫋ဨ䛜⏝⪅ሗ䜔⏝ᮇ㛫➼のᚲせሗ䜢♧䛧䛶，ᚲせ䛸䛺る 1 㐌㛫๓䜎䛷䛻 ICT

䝉䞁䝍䞊䛻䝴䞊䝄 IDの⏦ㄳ䜢䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹ICT䝉䞁䝍䞊䛜䝴䞊䝄 ID䜢Ỵᐃ䛧，ᢸᙜ教⫋ဨ䛻

㏻▱䛧䜎す䚹
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䠐䠊 ᇶᖿ䝛䝑䝖䝽䞊䜽のᶵჾの᥋⥆

ICT 䝉䞁䝍䞊䛜ู䛻♧䛧䛶䛔る手㡰䛻䛧䛯䛜䛳䛶ᶵჾの᥋⥆䜢䛧䛶⏝䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹ሗ䝉䜻䝳

䝸テ䜱⟶⌮の㒔ྜ䛛䜙，ㄡ䛜⏝䛧䛶䛔るᶵჾ䛷䛒る䛛䛜᫂☜䛻⟶⌮䛥䜜䛶䛔るᚲせ䛜䛒䜚䜎す䚹

䠑䠊 ⏝ྍ⬟㛫

ᇶᖿ䝛䝑䝖䝽䞊䜽䛿ᇶ本ⓗ䛻 24 㛫 365 ᪥䛷⏝ྍ⬟䛷す䚹䛯䛰䛧，教育ᶵ㛵䛸䛧䛶の┠ⓗୖ，

㛫ᖏ䜔⏝㔞，㏻ಙ┦手䛻ᑐするไ㝈䜢䛛䛡る䛣䛸䛜䛒䜚䜎す䚹䜎䛯，システム䝯䞁テ䝘䞁ス➼䛜

ᐇ䛥䜜る䛻䛿⏝䛷き䛺䛔䛣䛸䛜䛒䜚䜎す䚹

₇⩦ᐊ➼の⏝䛿，㏻ᖖ䛿ᖹ᪥༗๓ 8  30 ศ䛛䜙༗ᚋ 5 䜎䛷䛷す䛜，学生の⮬学⮬⩦の䛯

䜑䛻⤊㛫䜢ᘏ㛗䛧䛶⏝䛷きる䜘䛖䛻ᑐᛂ䛧䛶䛔䜎す䚹䛯䛰䛧，Ꮨ⠇䜔㛗ᮇఇᬤ䛺䛹の⏝⤊

㛫➼のኚ᭦䜔ヨ㦂ᮇ㛫୰のఇ᪥⏝ྍ⬟䛸する䛣䛸䜒䛒䜚䜎す䚹䛚䜘䛭の⏝ྍ⬟㛫䛿⾲ 1

の䜘䛖䛻䛺䛳䛶䛔䜎す䛜，ヲ⣽䛻䛴䛔䛶䛿，ู䛻ᥖ♧➼䛷♧䛥䜜䜎すの䛷⏝䛻ᙜ䛯䛳䛶䛿☜ㄆす

る䜘䛖䛻䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹䛺䛚，ఇ᪥➼の⏝䛿，⛉┠➼ᢸᙜの教⫋ဨの⟶⌮の䜒䛸䛷⏝ྍ⬟䛷す䚹

䛒䜙䛛䛨䜑ᢸᙜ㒊⨫䛻┦ㄯ䜢䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹

䠒䠊 ⏝⏦ㄳ

₇⩦ᐊ➼の⏝䛿，⾲ 2 のᢸᙜ㒊⨫䛻ᚲせ䛺⏦ㄳ➼䜢⾜䛳䛶䛟䛰䛥䛔䚹䛯䛰䛧，⏝ྍ⬟㛫

ᖏ୰䛻ゎᨺ䛥䜜䛶䛔る₇⩦ᐊ䛻䛴䛔䛶䛿ᤵᴗ䛷⏝䛥䜜䛶䛔るሙྜ䜢㝖き，⏦ㄳ䛺䛧䛷⏝ྍ⬟

䛷す䚹㛫䛷タᐃ䛥䜜䛶䛔䛔䛺䛔㛫ᖏ䛻༨᭷䛧䛶⿵ㅮ䜔ㄢእάື➼䛷⏝䛧䛯䛔ሙྜ䛿ᢸ

ᙜ㒊⨫䛻⏦ㄳ䜢䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹

䠓䠊 ⏝ୖのὀព

ᶵჾ䜔䝛䝑䝖䝽䞊䜽䛻㛵䛧䛶，ఱ䜙䛛の␗ᖖ➼䛻Ẽ䛵䛔䛯䛸き䛿㏿䜔䛛䛻 ICT 䝉䞁䝍䞊䛻㐃⤡䜢

する䜘䛖䛻䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹䜴䜲䝹スឤᰁ➼䜢ྵ䜐⥭ᛴのሙྜ䛿，䝯䞊䝹➼の⏝䜘䜚䜒㟁ヰ➼䛻䜘る㐃

⤡の䜋䛖䛜䜘䛔ሙྜ䛜䛒䜚䜎す䚹

䛣䛣䛷䛿⯡ⓗ䛺ὀព㡯䜢♧䛧䜎す䛜，タタഛ䛻䜘䛳䛶䛿⊂⮬のไ㝈㡯䛜䛒䜚，ู䛻♧䛥

䜜䜎すの䛷䛭のᣦ♧䛻ᚑ䛳䛶䛟䛰䛥䛔䚹䛺䛚，୍⯡ⓗ䛻，ไ㝈䛥䜜る䛣䛸䛜ᙜ↛の㡯䛻䛴䛔䛶䛿

᫂♧䛥䜜䛶䛔䛺䛔䜒の䜒䛒䜚䜎す䚹⮬ศの⾜Ⅽ䛻䛴䛔䛶，⤖ᯝ䛸䛧䛶ఱ䛜㉳きる䛛䜢ീするຊ䛸，

⌮䛸䛧䛶⮬䜙䜢ᚊするຊ䜢㌟䛻䛴䛡る䜘䛖䛻䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹ุ᩿䛜䛴䛛䛺䛔ሙྜ，ICT 䝉䞁䝍䞊䜔

࿘ᅖ䛻┦ㄯ䜢する䜘䛖䛻䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹

(1) ሗ䝉䜻䝳䝸テ䜱

ICT 䝉䞁䝍䞊⟶⌮のタタഛ䛿，ሗ䝉䜻䝳䝸テ䜱の㒔ྜ䛛䜙，⏝≧ἣ䜢┘ど䛧䛶䛔䜎す䚹

⏝┠ⓗ䛻ྜ䛳䛶䛔䛺䛔⏝，ṇ⏝䛺䛹㛵ಀἲ௧䛻㐪する⏝，බᗎⰋ䛻する

⏝➼䛜Ⓨぢ䛥䜜䛯ሙྜ䛿，⏝Ṇ䜔学ᰯฎศ，බⓗᶵ㛵䛻䜘るฎ⨩➼䛜⾜䜟䜜るྍ⬟ᛶ䛜

䛒䜚䜎す䚹

䝁䞁䝢䝳䞊䝍䜴䜲䝹ス➼の䝬䝹䜴䜵䜰ឤᰁ，ሗὶฟ，ᯫ✵ㄳồ，䛺䜚す䜎䛧䛺䛹，ఱ䜙䛛の␗

ᖖ䜢Ⓨぢ䛧䛯䛿，す䜏䜔䛛䛻，⿕ᐖᣑᩓの㜵Ṇ䛸⌧≧ಖの䛖䛘，ICT 䝉䞁䝍䞊䜈の㐃⤡䜢䛧

䛶䛟䛰䛥䛔䚹

ྛ✀ሗ䜈の䜰䜽䝉ス䛿，䜰䜽䝉ス䛜チྍ䛥䜜䛶䛔る䜒の䛻㝈䜚䜎す䚹チྍ䛥䜜䛶䛔䛺䛔ሗ
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䜈の䜰䜽䝉ス䜢ヨ䜏䛯䜚䛧䛶䛿䛔䛡䜎䛫䜣䚹䜒䛧，䜰䜽䝉スᶒ䛜䛺䛔䛿䛪のሗ䜈の䜰䜽䝉ス䛜䛷

き䛶䛧䜎䛳䛯ሙྜ，㏿䜔䛛䛻 ICT 䝉䞁䝍䞊䛻㐃⤡䜢する䜘䛖䛻䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹

(2) ⴭసᶒ

䜲䞁䝍䞊䝛䝑䝖ୖ䛻බ㛤䛥䜜䛶䛔るሗ䛷䛒䛳䛶䜒，㏻ᖖ，ⴭసᶒᨺᲠ䛿䛥䜜䛶䛔䜎䛫䜣䚹ⴭస

ᶒἲ䛻䛧䛯䛜䛔㐺ษ䛺⏝䜢⾜䛳䛶䛟䛰䛥䛔䚹㐪ෆᐜ䛻䜘䛳䛶䛿，㠀ᖖ䛻高㢠䛺ᦆᐖ㈺ൾ㈐௵

䛜生䛨るྍ⬟ᛶ䛜䛒䜚䜎す䚹ⴭస≀➼䛻䛴䛔䛶，㐪ἲ䛺䜰䝑プロ䞊䝗䛸䛸䜒䛻，㐪ἲ䛸▱䜚䛺䛜䜙䝎

䜴䞁ロ䞊䝗する䛣䛸䜒ฎ⨩ᑐ㇟䛷すの䛷ὀព䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹

(3) 䝛䝑䝖䝽䞊䜽

本ᰯの䝛䝑䝖䝽䞊䜽䛿ୡ⏺䛻᥋⥆䛥䜜䛶䛔䜎す䚹㛫㐪䛳䛯⏝䛿本ᰯの学生䞉教⫋ဨ䛻㏞ᝨ

䜢䛛䛡る䛰䛡䛷䛺䛟，ୡ⏺のே䚻䛻㏞ᝨ䜢䛛䛡るሙྜ䛜䛒䜚䜎す䚹䜎䛯，⮬ศ⮬㌟䛜௳䞉ᨾ

➼の⿕ᐖ䛻䛒䛖ྍ⬟ᛶ䜒䛒䜚䜎す䚹

䝛䝑䝖䝽䞊䜽䛻ྛ✀のᶵჾ䜢᥋⥆するሙྜ䛿，䝁䞁䝢䝳䞊䝍䜴䜲䝹ス➼の䝬䝹䜴䜵䜰䛻ឤᰁ䛧䛺

䛔䜘䛖䛻༑ศ䛺ᑐ⟇䜢䛧䛯䛖䛘䛷，ICT 䝉䞁䝍䞊䛜ู䛻ᣦᐃ䛧䛶䛔る᮲௳䛸᪉ἲ䜢⏝䛧䛶䛟䛰䛥

䛔䚹

学生䛜◊✲ᐊ䜔ㄢእάື➼䛷⏝するሙྜ䛿，ᢸᙜの教⫋ဨのᣦ♧䛻䛧䛯䛜䛔，㐺ษ䛺

⏝䜢ᚰ䛜䛡䛶䛟䛰䛥䛔䚹

ಶேᡤ᭷のᶵჾ䜢᥋⥆するሙྜ，␗ᖖ➼䛜䛺䛔䛛䜢☜ㄆ䛧䛺䛜䜙⏝䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹

(4) Web，䝯䞊䝹，SNS ➼の⏝

䜲䞁䝍䞊䝛䝑䝖ୖのሗ䛻䛿ṇ䛧䛔ሗ䜒䛒䜚䜎す䛜，㛫㐪䛳䛯ሗ䜔ᝏព䜢ᣢ䛳䛯ሗ䛜ṧ

ᛕ䛺䛜䜙䛒䜚䜎す䚹ಙ㢗䛷きる䝃䜲䝖䛛䛹䛖䛛の☜ㄆ，䜋䛛の䝃䜲䝖のሗ䛸ẚ㍑䛺䛹䜢⾜䛔，㛫㐪

䛳䛯ሗ䜢⏝䛧䛺䛔䜘䛖䛻䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹䜎䛯，本ேのⓎಙ䛧䛯䜒の䛷䛿䛺䛔，䛔䜟䜖る「䛺䜚す䜎

䛧」のሙྜ䜒䛒䜚䜎すの䛷ὀព䛧䜎䛧䜗䛖䚹

䝯䞊䝹䛷䛿，ཎ๎䛸䛧䛶テ䜻ス䝖ᙧᘧの䜏䜢⏝する䜘䛖䛻タᐃ䜢䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹HTML ᙧᘧ➼

の䝯䝍ሗ䜢ྵ䜐䝯䞊䝹䛿ῧ䝣䜯䜲䝹䛜ᒓする䛯䜑，ሗ䝉䜻䝳䝸テ䜱の㒔ྜ䛛䜙ཷ䛡ྲྀ䜚䜢

ᣄྰする⤌⧊䜒䛒䜚䜎す䚹┦手䛻㏦るᚲせ䛜䛒るῧ䝣䜯䜲䝹䛻䛴䛔䛶䜒䝸䞁䜽ሗ䛸䛧䛶㏦る䛣䛸

䛜䛷き䛺䛔䛛䜢᳨ウ䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹䜎䛯，⮬ศ䛻ῧ䝣䜯䜲䝹きの䝯䞊䝹䜔，䝸䞁䜽ሗき䝯䞊

䝹䛜㏦䜙䜜䛶き䛯ሙྜ䛿，䝁䞁䝢䝳䞊䝍䜴䜲䝹ス➼の䝬䝹䜴䜵䜰のྍ⬟ᛶ䛜䛒る䛯䜑，本ᙜ䛻ṇ䛧

䛔┦手䛛䜙ᒆ䛔䛯の䛛の☜ㄆ䜢する䜘䛖䛻䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹䛭䛧䛶，䛺䜚す䜎䛧䛯㏦ಙ⪅のሙྜ䜒䛒䜚

䜎すの䛷，ὀព䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹

SNS(Social Networking Service)➼䛻䛚䛔䛶䜒㐺ษ䛺⏝䜢ᚰ䛜䛡䜎䛧䜗䛖䚹䝯䞊䝹䜒ྠᵝ䛻ᩥᏐ

䛜୰ᚰの䝁䝭䝳䝙䜿䞊シ䝵䞁䛻䛺䜚䜎す䚹䛭の䛯䜑，┦手䛸㠃䛸ྥ䛛䛳䛶のヰ䛸㐪䛔┦手の⾲

䜔ኌ㡢䛺䛹のሗ䛜Ḟⴠ䛧䜎す䚹䛱䜗䛳䛸䛧䛯ㄯのⓎゝの䛴䜒䜚䛜┦手䜢ᛣ䜙䛫䛶䛧䜎䛖䛺䛹，

⮬ศのពᅗ䛜ఏ䜟䜚䛻䛟䛟䛺䜚䜎す䚹⮬ศのⓎゝ䛿ៅ㔜䛻，┦手のⓎゝ䛻䛿ᐶᐜ䜢᪨䛸䛧䜎䛧䜗䛖䚹

ᨾព䛻ேのㄦㅫ୰യする䛣䛸䜒ᙜ↛，⚗Ṇ䛷す䚹

本ᰯの䝯䞊䝹䜰䝗䝺ス䜢⏝䛧䛶，学እの䝯䞊䝸䞁グ䝸ス䝖➼䛻Ⓩ㘓䛧䛶䛔るሙྜ䛿，本ᰯの䝴䞊

䝄 ID の⏝䛜Ṇ䛥䜜る๓䜎䛷䛻Ⓩ㘓ゎ㝖䜢䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹
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(5) ₇⩦ᐊ➼

₇⩦ᐊ➼䛿，ඹ⏝タ䛷䛒る䛣䛸䜢ព㆑䛧，ᖖ䛻ᩚ⌮ᩚ㡻ཬ䜃Ύᤲ䜢ᚰ䛜䛡，䝂䝭䛿ᣢ䛱ᖐる

䜘䛖䛻䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹

⏝するᶵჾ䛿，⢭ᐦᶵჾ䛷䛒䜚，㟁Ꮚᅇ㊰䛻䜘䛳䛶ᵓᡂ䛥䜜䛶䛔䜎す䚹䛭の䛯䜑，ᐊෆ䛿ཎ

๎䛸䛧䛶㣧㣗⚗Ṇ䛷す䚹እ䛸䛧䛶䛴きの䝨䝑䝖䝪䝖䝹➼䜢Ỉศ⿵⤥の䛯䜑䛻ᣢ䛱㎸䜐䛣䛸䛿ㄆ

䜑䜙䜜䜎す䛜，ᚲせ௨እ䛿䜹䝞䞁➼䛻䛧䜎䛖䜘䛖䛻䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹䝩䝏䜻スの㔪䛺䛹のᑠ䛥䛺㔠ᒓ

䜔ᾘ䛧䝂ムの䜹ス，䜋䛣䜚➼䜒ᶵჾのᨾ㞀䛻䛴䛺䛜るྍ⬟ᛶ䛜䛒䜚䜎すの䛷ᢅ䛔䛻ὀព䛧䛶䛟䛰䛥

䛔䚹

༳ๅ䛿⏝⣬䜔䝖䝘䞊➼の⠇⣙䜢ᚰ䛜䛡，༳ๅ䛧䛯⏝⣬䛿す䜏䜔䛛䛻ཷ䛡ྲྀる䜘䛖䛻䛧䛶䛟䛰䛥

䛔䚹

㏥ฟ䛻䛿❆の㘄，ᾘⅉ，⏝䛧䛯システムの㟁※の䜸䝣，ᛀ䜜≀䛜䛺䛔䛛䛺䛹の☜ㄆ䜢す

る䜘䛖䛻䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹䛺䛚，ฟධཱྀの㘄➼䛜ồ䜑䜙䜜䛶䛔る㒊ᒇ䛻䛚䛔䛶䛿，ᣦ♧䛻䛧䛯䛜䛳

䛶㘄ཬ䜃㘽の㏉༷䜢⾜䛳䛶䛟䛰䛥䛔䚹䜎䛯，௨ୗの㡯䛻䛴䛔䛶䜒ὀព䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹

(1) බᗎⰋ䛻する᭷ᐖሗ䜢ྵ䜣䛰䝃䜲䝖䜢ᨾព䛻㜀ぴ䛧䛶䛿䛔䛡䜎䛫䜣䚹

(2) 䜸䞊䜽シ䝵䞁䜔シ䝵䝑䝢䞁グ➼の㟁Ꮚၟྲྀ引䝃䜲䝖䜈ཧຍ䛧䛶䛿䛔䛡䜎䛫䜣䚹

(3) タタ⨨の䝟䝋䝁䞁䛻䝋䝣䝖䜴䜵䜰䜢䜲䞁ス䝖䞊䝹䛧䛶䛿䛔䛡䜎䛫䜣䚹

(4) 教育䡡◊✲，ᑵ⫋άື，学生άື䛻㛵ಀの䛺䛔䝣䜯䜲䝹䜢，䜚ᙜ䛶䜙䜜䛯ಶே⏝の䝕䜱

ス䜽㡿ᇦෆ䛻ಖᏑ䛧䛶䛿䛔䛡䜎䛫䜣䚹

(6) ⯡ⓗ䛺㡯

ICT 䝉䞁䝍䞊䛛䜙の㐃⤡䜔ᥖ♧➼䛻ὀព䛧，ᣦ♧䛻䛧䛯䛜䛖䛣䛸䚹

ᣦᑟ教⫋ဨのᣦ♧䛻䛧䛯䛜䛖䛣䛸䚹

ス䝸䝑䝟䛻履き᭰䛘る䜘䛖䛻䛺䛳䛶䛔る㒊ᒇ䛿，ス䝸䝑䝟䛻履き᭰䛘，㠐䜔ス䝸䝑䝟➼䛿ୗ㥏⟽䛻ᩚ

㡻する䛣䛸䚹

䠔䠊 ಶูのไ⣙➼

(1) ICT 䝩䞊䝹 䠉 熊本䜻䝱䞁䝟ス

学生䛜⏝䜢ᕼᮃするሙྜ䛿，ཎ๎䛸䛧䛶，ᣦᑟ教ဨのチྍ䜢ᚓ䛶，⏝ணᐃ᪥の 7 ᪥๓䜎䛷

䛻タタഛ⏝㢪䜢学生ㄢ学生ᨭಀ䛻ᥦฟ䛧，ᰯ㛗のチྍ䜢ᚓるᚲせ䛜䛒䜚䜎す䚹⏝の

ྲྀ䜚ᾘ䛧䜔⏝ෆᐜのኚ᭦䛿，学生ㄢ教ົಀ䛻⏦䛧ฟ䛶䛟䛰䛥䛔䚹

(2) 䝯䝕䜱䜰ไసス䝍䝆䜸

教⫋ဨ䛜⏝するሙྜ䛿ᅗ᭩ಀ䛻⏦䛧ฟ䛶䛟䛰䛥䛔䚹学生䛜⏝䜢ᕼᮃするሙྜ䛿，ཎ๎䛸䛧

䛶，ᣦᑟ教ဨのチྍ䜢ᚓ䛶，⏝ணᐃ᪥の 7 ᪥๓䜎䛷䛻タタഛ⏝㢪䜢ᅗ᭩ಀ䛻ᥦฟ䛧，

ᰯ㛗のチྍ䜢ᚓるᚲせ䛜䛒䜚䜎す䚹㐃ᦠするᣦᑟ教ဨ䛜䛔䛺䛔ሙྜ䛿ᅗ᭩ಀ䛻⏦䛧ฟ䛶䛟䛰䛥

䛔䚹

(3) ICT ά⏝学⩦䝹䞊ム 䠉 熊本䜻䝱䞁䝟ス

ᤵᴗ䛷⏝䛥䜜䛶䛔るሙྜ䜢㝖き，⮬⏤䛻⏝ྍ⬟䛷す䚹

AV 䝁䞊䝘䞊の⏝䛿，ᅗ᭩ಀ䜈⏦䛧ฟ䛶，⏝⡙䜈ᚲせ㡯䜢グධ䛧䛶䛛䜙䛻䛺䜚䜎す䚹

(4) ICT ₇⩦ᐊ 䠉 熊本䜻䝱䞁䝟ス

教⫋ဨのᣦᑟの䜒䛸䛷⏝䛜ྍ⬟䛷す䚹教⫋ဨ䛿๓䛻タண⣙システム䛛䜙ண⣙䜢⾜䛳䛶
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䛟䛰䛥䛔䚹

(5) ➨ 1 ₇⩦ᐊ，➨ 2 ₇⩦ᐊ，➨ 3 ₇⩦ᐊ 䠉 ඵ௦䜻䝱䞁䝟ス

ᤵᴗ䛷⏝䛥䜜䛶䛔るሙྜ䜢㝖き，⮬⏤䛻⏝ྍ⬟䛷す䚹ᐃᮇヨ㦂 1 㐌㛫๓䛛䜙ᅗ᭩㤋㜀ぴ

ᐊの㤋䛻ྜ䜟䛫䛶➨ 1 䛸➨ 2 ₇⩦ᐊ䛿ఇ᪥の⏝䜢ྍ⬟䛸するሙྜ䛜䛒䜚䜎す䚹

(6) ᅗ᭩㤋 PC 䝁䞊䝘䞊 䠉 ඵ௦䜻䝱䞁䝟ス

ᅗ᭩㤋㜀ぴᐊෆのタ䛷，⮬学⮬⩦の䛯䜑の➨ 1䡚➨ 3 ₇⩦ᐊ䛸ྠ䛨 PC ⎔ቃ䛜⏝ྍ⬟䛷

す䛜，㛫の㒔ྜ䛻䜘䜚ᤵᴗ䛻䜚ᙜ䛶䜙䜜䛶䛔る㛫ᖏ䛜䛒䜚䜎す䚹䛭の㛫ᖏ䛿ᤵᴗ௨

እ䛷の⏝䛿䛷き䜎䛫䜣䚹

(7) 䝯䝕䜱䜰㛤Ⓨᐊ 䠉 ඵ௦䜻䝱䞁䝟ス

㏻ᖖ䛿教⫋ဨの䜏の⏝䛷す䚹ᤵᴗ➼䛷⏝ྍ⬟䛺䝜䞊䝖 PC(10 ྎ)䜢⏝ព䛧䛶䛔䜎す䛜，学

生䛜⏝するሙྜ䛿ᣦᑟの教⫋ဨ䜢⤒⏤䛧䛶 ICT 䝉䞁䝍䞊䛻౫㢗䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹

(8) 䜻䝱䞁䝟ス㛫 TV ㆟システム

熊本䜻䝱䞁䝟ス䛿㆟ᐊ，ඵ௦䜻䝱䞁䝟ス䛿➨ 1 ₇⩦ᐊ䛸 TV ㆟ᐊ䛻タ⨨䛧䛶䛒䜚䜎す䚹タ

⨨ሙᡤの⏝⏦ㄳ䛸୍⥴䛻⏝チྍ䜢ཷ䛡る䛣䛸䛜ᚲせ䛷す䚹

⾲䠍 ₇⩦ᐊ➼の⏝ྍ⬟㛫

⏝ሙᡤ ⏝ྍ⬟㛫

(熊本䜻䝱䞁䝟ス)

ICT 䝩䞊䝹 ᖹ᪥ 08:30䡚20:00(10 ᭶䛛䜙 3 ᭶䛿 19:00 䜎䛷)

䝯䝕䜱䜰ไసス䝍䝆䜸 ᖹ᪥ 08:30䡚20:00(10 ᭶䛛䜙 3 ᭶䛿 19:00 䜎䛷)

ICT ά⏝学⩦䝹䞊ム ᖹ᪥ 08:30䡚20:00(10 ᭶䛛䜙 3 ᭶䛿 19:00 䜎䛷)

AV 䝁䞊䝘䞊 ᖹ᪥ 08:30䡚20:00(10 ᭶䛛䜙 3 ᭶䛿 19:00 䜎䛷)

ICT ₇⩦ᐊ ᖹ᪥ 08:30䡚20:00(10 ᭶䛛䜙 3 ᭶䛿 19:00 䜎䛷)

(ඵ௦䜻䝱䞁䝟ス)

➨ 1䡚3 ₇⩦ᐊ

ᖹ᪥ 08:30䡚19:30 (➨ 3 ₇⩦ᐊ䛿 20:00 䜎䛷)

㛗ᮇఇᬤ୰䛿 17:00 䜎䛷

㛗ᮇᮇ㛫୰䛿⏝ྍ⬟䛺㒊ᒇᩘのไ㝈䛒䜚

PC 䝁䞊䝘䞊 ᅗ᭩㤋㜀ぴᐊの⏝ྍ⬟㛫

䝯䝕䜱䜰㛤Ⓨᐊ 教⫋ဨ䛻䜘る⏦ㄳ

(ᇶᖿシステム)

䜻䝱䞁䝟ス㛫 TV ㆟システム
教⫋ဨ䛻䜘る⏦ㄳ

 (୧䜻䝱䞁䝟ス)

ഛ⪃䠖本ᰯのఇᴗ᪥䛿⏝䛷き䜎䛫䜣䚹
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⾲䠎 ₇⩦ᐊ➼の⏝⏦ㄳ

⏝⏦㎸ 学生 教⫋ဨ

(熊本䜻䝱䞁䝟ス)

ICT 䝩䞊䝹 学生ᨭಀ タഛண⣙システム

䝯䝕䜱䜰ไసス䝍䝆䜸 ᅗ᭩㤋(ᅗ᭩ಀ) ᅗ᭩㤋(ᅗ᭩ಀ)

ICT ά⏝学⩦䝹䞊ム ᅗ᭩㤋(ᅗ᭩ಀ) ᅗ᭩㤋(ᅗ᭩ಀ)

AV 䝁䞊䝘䞊 ᅗ᭩㤋(ᅗ᭩ಀ) ᅗ᭩㤋(ᅗ᭩ಀ)

ICT ₇⩦ᐊ ᣦᑟ教⫋ဨ タഛண⣙システム

(ඵ௦䜻䝱䞁䝟ス)

➨ 1䡚3 ₇⩦ᐊ ICT ົᐊ ICT ົᐊ

PC 䝁䞊䝘䞊 ᅗ᭩㤋(学術ሗಀ) ICT ົᐊ

䝯䝕䜱䜰㛤Ⓨᐊ ICT ົᐊ ICT ົᐊ

(ᇶᖿシステム)

䜻䝱䞁䝟ス㛫 TV ㆟システム
ᣦᑟ教⫋ဨ

(୧䜻䝱䞁䝟ス)

タഛண⣙システム

(୧䜻䝱䞁䝟ス)

ഛ⪃䠖本ᰯ䛜ദするබ㛤ㅮᗙ，◊修，◊✲௨እ䛚䛔䛶，教⫋ဨཬ䜃学生௨እ䛜⏝する

ሙྜ䛿，タタഛ⏝⏦ㄳ䜢ᥦฟ䛧，チྍ䜢ᚓる䛣䛸䛜ᚲせ䛷す䚹
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䠄䠐䠅熊本高➼専㛛学ᰯ䠥䠟䠰ά⏝学⩦ᨭ䝉䞁䝍䞊ᅗ᭩㤋⏝つ๎

ᖹᡂ䠎䠕ᖺ䠍䠎᭶䠎䠒᪥ ไᐃ

䠄㊃᪨䠅

➨䠍᮲ 䛣のつ๎䛿䚸熊本高➼専㛛学ᰯ䠥䠟䠰ά⏝学⩦ᨭ䝉䞁䝍䞊⏝つ๎䠄௨ୗ「䝉䞁䝍䞊⏝つ

๎」䛸䛔䛖䚹䠅➨䠕᮲のつᐃ䛻ᇶ䛵き䚸熊本高➼専㛛学ᰯᅗ᭩㤋の⏝ཬ䜃ᅗ᭩䚸㞧ㄅ䚸新⪺䚸㟁Ꮚ፹

య㈨ᩱ➼䠄௨ୗ「ᅗ᭩㤋㈨ᩱ」䛸䛔䛖䚹䠅の㜀ぴཬ䜃㈚ฟ䛧➼䛻㛵䛧ᚲせ䛺㡯䜢ᐃ䜑る䚹

䠄⏝⪅の⠊ᅖ䠅

➨䠎᮲ ᅗ᭩㤋䜢⏝䛷きる⪅䛿䚸䝉䞁䝍䞊⏝つ๎➨䠎᮲ྛྕ䛻ᥖ䛢る⪅ཬ䜃ᅗ᭩㤋の⏝䜢⏦䛧ฟ

䛯୍⯡の⏝⪅䛸する䚹

䠄㛤㤋ཬ䜃ఇ㤋䠅

➨䠏᮲ ᅗ᭩㤋の㛤㤋᪥䚸㛤㤋㛫ཬ䜃ఇ㤋᪥䛻䛴䛔䛶䛿䚸䠥䠟䠰ά⏝学⩦ᨭ䝉䞁䝍䞊㛗ཪ䛿䝉䞁

䝍䞊㛗䠄௨ୗ「䝉䞁䝍䞊㛗➼」䛸䛔䛖䚹䠅䛜ู䛻ᐃ䜑る䚹

䠄㤋ෆ䛻䛚䛡る㑂Ᏺ㡯䠅

➨䠐᮲ ⏝⪅䛿䚸䝉䞁䝍䞊つ๎➨䠑᮲ཬ䜃➨䠒᮲䛻ᐃ䜑る䜒のの䜋䛛䚸ḟのྛྕ䛻ᥖ䛢る㡯䜢㑂Ᏺ

䛧䛺䛡䜜䜀䛺䜙䛺䛔䚹

(1) 㤋ෆ䛷䛿䚸㟼⢔䜢᪨䛸䛧䚸⛛ᗎ䜢䛧ཪ䛿⏝⪅のጉᐖ䛻䛺る䜘䛖䛺⾜Ⅽ䜢ཝ䛻ៅ䜐䛣䛸䚹

(2) 学⩦⏝ල௨እ䛿䚸ᣢ䛱㎸䜎䛺䛔䛣䛸䚹

(3) 㟁Ꮚᶵჾの㡢㔞䛿䚸↓㡢䛻する䛣䛸䚹

(4) ᅗ᭩㤋㈨ᩱ䛿䚸ṇ☜䛻ඖの⨨䛻ᡠす䛣䛸䚹

(5) ᅗ᭩㤋⫋ဨのᣦ♧䛻ᚑ䛖䛣䛸䚹

䠄㤋እ㈚ฟ䛧䠅

➨䠑᮲ ᅗ᭩㤋㈨ᩱ䜢㈚ฟ䛧するሙྜ䛿䚸䝉䞁䝍䞊⏝つ๎➨䠒᮲䛻ᐃ䜑る㌟ศド➼䜢ᅗ᭩㤋⫋ဨ䛻

ᥦ♧䛧䚸ᚲせ䛺㈚ฟ䛧手⥆き䜢䛸䜙䛺䛡䜜䜀䛺䜙䛺䛔䚹

䠎 ḟのྛྕ䛻ᥖ䛢るᅗ᭩㤋㈨ᩱ䛿䚸䝉䞁䝍䞊㛗➼䛜≉䛻チྍ䛧䛯䜒のの䜋䛛㈚ฟ䛧䜢ㄆ䜑䛺䛔䚹

(1) ㈗㔜ᅗ᭩ཬ䜃≉Ṧᅗ᭩

(2) ㎡᭩ཬ䜃㎡➼のཧ⪃ᅗ᭩

(3) ᐃᮇห⾜≀の᭱新ྕ

(4) ⴭసᶒの⏝⠊ᅖ䜢㉸䛘る㈨ᩱ

䠏 䝉䞁䝍䞊㛗➼䛿䚸ḟのྛྕ䛻ᥖ䛢るሙྜ䛻䛚䛔䛶䚸㛗ᮇの㈚ฟ䛧䜢チྍする䛣䛸䛜䛷きる䚹

(1) 熊本高➼専㛛学ᰯ学๎➨䠑᮲➨䠍㡯➨䠏ྕ䛛䜙➨䠒ྕ䜎䛷䛻ᐃ䜑るఇᴗのᮇ㛫

(2) ◊✲ཬ䜃教育ୖ䚸≉䛻ᖖഛのᚲせ䛜䛒るሙྜ

(3) 䛭の≉䛻ᚲせ䛸ㄆ䜑䜙䜜るሙྜ

䠐 ㈚ฟ䛧䛯ᅗ᭩㤋㈨ᩱ䛿䚸㈚ฟ⪅䛜㈐௵䜢䜒䛳䛶ಖ⟶䛧䚸㌿㈚䛧䛶䛿䛺䜙䛺䛔䚹

䠑 ㈚ฟ䛧䛯ᅗ᭩㤋㈨ᩱ䛿䚸㈚ฟᮇ㝈ෆ䛻㏉༷䛧䛺䛡䜜䜀䛺䜙䛺䛔䚹

䠒 ㏉༷ᮇ㝈ᚋ䜒引き⥆き㈚ฟ䛧䜢ᕼᮃする⪅䛿䚸ᙜヱ㈨ᩱ䜢㏉༷ᚋ䚸㈚ฟᘏ㛗䜢⏦䛧ฟる䜒の䛸する䚹

䠓 ㈚ฟᮇ㛫ෆ䛷䛒䛳䛶䜒䚸䝉䞁䝍䞊㛗➼䛛䜙㏉༷のㄳồ䛜䛒䛳䛯䛸き䛿䚸㏿䜔䛛䛻㏉༷する䜒の䛸する䚹

䠔 ㈚ฟ䛧䜢ཷ䛡䛶䛔る本ᰯの教⫋ဨཪ䛿学生䛜䛭の㌟ศ䜢ኻ䛳䛯䛸きⱝ䛧䛟䛿ఇ⫋ཪ䛿ఇ学する䛸き

䛿䚸┤䛱䛻㏉༷する䜒の䛸する䚹

䠕 ๓㡯のつᐃ䛻䛛䛛䜟䜙䛪䚸䝉䞁䝍䞊㛗➼䛿䚸◊✲䛭の≉ูの⌮⏤䛜䛒る䛸ㄆ䜑䜙䜜る䛸き䛿䚸≉ู

のᥐ⨨䜢タ䛡る䛣䛸䛜䛷きる䚹
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䠄㈚ฟ䛧せ㡿䠅

➨䠒᮲ 䜻䝱䞁䝟ス䛤䛸のᅗ᭩㤋㈨ᩱの㈚ฟᮇ㛫ཬ䜃㈚ฟᩘ䛻䛴䛔䛶䛿䚸䝉䞁䝍䞊㛗➼䛜ู䛻ᐃ䜑

る䚹

䠎 䝉䞁䝍䞊㛗➼䛿䚸䝉䞁䝍䞊⏝つ๎➨䠓᮲のつᐃ䛻䜘䜚䚸ᅗ᭩ᘏの⏝⪅䛻ᑐ䛧䛶䚸ḟのᥐ⨨䜢

ㅮ䛪る䛣䛸䛜䛷きる䚹

(1) ╩ಁの㏻▱

(2) 新つ㈚ฟ䛧の୍ⓗ䛺Ṇᥐ⨨

䠄のᅗ᭩㤋⏝䠅

➨䠓᮲ 本ᰯの教ဨཬ䜃学生䛿䚸教育䚸◊✲ཬ䜃学⩦䜢┠ⓗ䛸䛧䛶䚸ḟのྛྕ䛻ᚑ䛔ᶵ㛵ᡤⶶの

㈨ᩱ䜢┦䛻⏝する䛣䛸䛜䛷きる䚹

(1) ㈚ཬ䜃」の౫㢗䛿䚸教ဨの䜏䛸䛧䚸学生䛻䛴䛔䛶䛿䚸教ဨ䜢㏻䛧䛶౫㢗する䚹䛣のሙྜ䚸

౫㢗䛻ᚲせ䛺㏦ᩱཬ䜃」㈝➼のᚲせ⤒㈝䛿䚸౫㢗⪅㈇ᢸ䛸する䚹

(2) ⴭసᶒୖの㈐௵䛿䚸౫㢗⪅䛜㈇䛖䚹

䠎 ୍⯡♫ᅋἲே学䝁䞁䝋䞊シ䜰ム熊本䛻ຍ┕する高➼教育ᶵ㛵のᅗ᭩㤋䜢⏝する学生䛿䚸

⏝するᅗ᭩㤋の❆ཱྀ䛻学生ド䜢ᥦ♧する䚹

䠄⏝⪅䛛䜙のせᮃ➼䠅

➨䠔᮲ ⏝⪅䛿䚸㈨ᩱ㓄ᯫ䚸䛭のᨵၿ➼のせᮃ䛜䛒るሙྜ䚸ᅗ᭩㤋⫋ဨ䜈⏦䛧ฟる䜒の䛸する䚹

䠄ᘚൾ㈐௵䠅

➨䠕᮲ 䝉䞁䝍䞊⏝つ๎➨䠔᮲のつᐃ䛻ᇶ䛵き䚸タ䚸タഛ䚸ഛရ䚸ᅗ᭩㤋㈨ᩱ䜢ᨾពཪ䛿㔜䛺

㐣ኻ䛻䜘䜚◚ᦆ䚸ởᦆཪ䛿⣮ኻ䛧䛯⪅䛿䚸ྠ୍ཪ䛿┦ᙜの㈝⏝䜢䜒䛳䛶ᘚൾ䛧䛺䛡䜜䜀䛺䜙䛺䛔䚹

䠎 䝉䞁䝍䞊⏝つ๎➨䠔᮲のつᐃ䛻ᇶ䛵き䚸ᅗ᭩㤋㈨ᩱ䛻ಀるⴭసᶒἲ䚸䛭の㛵ಀἲ௧➼の㐪

䛻䜘䜚生䛨䛯ッゴཬ䜃ᦆᐖ㈺ൾ➼䛻䛴䛔䛶䛿䚸⏝⪅本ே䛜୍ษの㈐௵䜢㈇䛖䚹

䠄⨩๎䠅

➨䠍䠌᮲ 䝉䞁䝍䞊⏝つ๎➨䠓᮲のつᐃ䛻ᇶ䛵き䚸䝉䞁䝍䞊㛗➼䛿䚸ᅗ᭩㤋⏝のไ㝈䚸Ṇ䜢⾜䛖

䛣䛸䛜䛷きる䚹

䠄㞧๎䠅

➨䠍䠍᮲ 䛣のつ๎䛻ᐃ䜑る䜒のの䜋䛛䚸ᅗ᭩㤋の⏝䛻㛵䛧ᚲせ䛺㡯䛿䚸䝉䞁䝍䞊㛗➼䛜ู䛻ᐃ

䜑る䚹

㝃 ๎

䠍 䛣のつ๎䛿䚸ᖹᡂ䠎䠕ᖺ䠍䠎᭶䠎䠒᪥䛛䜙⾜する䚹

䠎 ḟのつ๎➼䛿䚸ᗫṆする䚹

(1) 熊本高➼専㛛学ᰯ䠥䠟䠰ά⏝学⩦ᨭ䝉䞁䝍䞊熊本䜻䝱䞁䝟スᅗ᭩㤋⏝つ๎

(2) 熊本高➼専㛛学ᰯ䠥䠟䠰ά⏝学⩦ᨭ䝉䞁䝍䞊ඵ௦䜻䝱䞁䝟スᅗ᭩㤋⏝つ๎

(3) 熊本高➼専㛛学ᰯ熊本䜻䝱䞁䝟スᅗ᭩㤋୍⯡බ㛤⏝せ㡯
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䠄䠑䠅熊本高➼専㛛学ᰯ ICT ά⏝学⩦ᨭ䝉䞁䝍䞊ᅗ᭩㤋⏝の手引き

熊本高➼専㛛学ᰯ熊本䜻䝱䞁䝟スᅗ᭩㤋

熊本高➼専㛛学ᰯඵ௦䜻䝱䞁䝟スᅗ᭩㤋

䛆 ≉ Ⰽ 䛇

熊本高➼専㛛学ᰯ䠥䠟䠰ά⏝学⩦ᨭ䝉䞁䝍䞊のᅗ᭩㤋䛿䚸ᡤⶶ㈨ᩱ䜢㛗ᮇⓗ䛺ど㔝䛻❧䛱ィ⏬ⓗ

䛻ᩚഛする䛣䛸䛻䜘䜚䚸本ᰯの学生䞉専ᨷ⛉生の学⩦䚸◊✲ཬ䜃教⫋ဨの教育䚸◊✲䛻ᐤ䛧䚸䜎䛯୍

⯡ᕷẸの生ᾭ学⩦䛻ᑐ䛧䛶䜒ᨭ䜢⾜䛖䛣䛸䛻䛺䛳䛶䛔䜎す䚹䛣の㊃᪨䛻ᇶ䛵䛔䛶本ᰯ䛷䛿学⩦ཬ䜃教

育◊✲のᇶ┙䛸䛺るⶶ᭩䜢ᵓ⠏する䛯䜑䚸௨ୗの㈨ᩱ䜢ཷ䛡ධ䜜䛶䛔䜎す䚹

(1) 学生⏝ᅗ᭩

䐟㻌シラ䝞スᥖ㍕ཧ⪃ᅗ᭩䛚䜘䜃䛭の学⩦䛻ᚲせ䛺ධ㛛᭩䚸ゎㄝ᭩➼の学術ᅗ᭩

䐠㻌学⩦⏝ᅗ᭩

䐡㻌୍⯡教㣴ᅗ᭩䛷ᗈ䛟⥲ྜⓗ䛺教㣴䜢㌟䛻䛴䛡る䛯䜑䛻ᚲせ䛺ᅗ᭩

(2) ◊✲⏝ᅗ᭩

教ဨの教育䞉◊✲䛻ᚲせ䛺ᅗ᭩

(3) ཧ⪃ᅗ᭩

ⓒ⛉䚸ྛᅜㄒ㎡᭩䚸ᖺ㚷䚸౽ぴ䚸ⓑ᭩䚸䝝䞁䝗䝤䝑䜽䚸ᆅᅗ➼

(4) ㏲ḟห⾜≀

学術㞧ㄅ䚸୍⯡㞧ㄅ䚸新⪺➼

(5) 㟁Ꮚⓗሗ㈨ᩱ

㟁Ꮚ䝆䝱䞊䝘䝹䚸ḟ䝕䞊䝍䝧䞊ス(⣴引ㄅ䞉ᢒ㘓ㄅ)➼

⣴引ㄅ䠅 ㄽᩥのㄽ㢟䚸ⴭ⪅ྡ䜔㞧ㄅྡ䚸ᕳྕ䞉Ⓨ⾜ᖺ

ᢒ㘓ㄅ䠅 「⣴引ㄅ」の୰䛷ㄽᩥのグෆᐜ䜢グ䛧䛯䜒の

(6) 㡢㡪䚸ᫎീ㈨ᩱ

䠟䠠䚸䝡䝕䜸䚸䠠䠲䠠➼

(7) ≉Ṧ䝁䝺䜽シ䝵䞁

≉ᐃの㢟䛻ἢ䛳䛶㞟䛥䜜䛯䜒の䛷䚸学術ⓗ౯್䛜高䛔㈨ᩱ(技術ྐ䛺䛹)

䛆  ⏝ ୖ の ᚰ ᚓ 䛇

ᅗ᭩㤋の⏝䛻䛒䛯䛳䛶䛿䚸ḟの䛣䛸䜢ᚲ䛪Ᏺ䛳䛶䛟䛰䛥䛔䚹Ᏺ䜙䛺䛔䛸き䛻䛿䚸㏥㤋䜢䛪る䛣䛸

䛜䛒䜚䜎す䚹

䜰 本䛿の⏝⪅䛜᥈䛧䜔す䛔䜘䛖䛻䚸ᚲ䛪ඖの⨨䛻ᡠ䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹

䜲 㤋ෆ䛷䛿ᖖ䛻㟼⢔䛻䛧䚸ேの㏞ᝨ䛻䛺䜙䛺䛔䜘䛖䛻ᚰ䛡䛶䛟䛰䛥䛔䚹

䜴 㤋ෆの⛛ᗎ䛿䛥䛺䛔䜘䛖䛻䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹

䜶 㤋ෆ䛻㣧㣗≀䜢ᣢ䛱䛣䜎䛺䛔䛷䛟䛰䛥䛔䚹䛯䛰䛧䛴きᐜჾ䛷のỈศ⿵⤥䛿ྍ⬟䛷す䚹

䜸 ᅗ᭩䞉ჾලཬ䜃タഛ➼䜢ởᦆ䛧䛺䛔䜘䛖䛻ᚰ䛡䛟䛰䛥䛔䚹

䜹 ᅗ᭩䛿ษ䛻ྲྀᢅ䛔䚸㡫䜢ษ䜚ྲྀ䛳䛯䜚᭩㎸䜏䜢䛧䛯䜚䛧䛶䛿䛔䛡䜎䛫䜣䚹

䜻 ᅗ᭩䜢↓᩿䛷ᣢ䛱ฟ䛥䛺䛔䛷䛟䛰䛥䛔䚹

䜽 ᅗ᭩㤋䛷䛿ᦠᖏ㟁ヰ䚸ス䝬䞊䝖䝣䜷䞁䛿⏝䛧䛺䛔䛷䛟䛰䛥䛔䚹

䜿 ᅗ᭩㤋ಀဨのᣦ♧䛻䛿ᚑ䛖䜘䛖䛻䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹
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䛆 㛤 㤋 ᪥ 䞉 㛤 㤋  㛫 䛇

䜻䝱䞁䝟スྡ
༊

ศ
᭙᪥䞉᪥➼

熊本䜻䝱䞁䝟

スᅗ᭩㤋

㛤

㤋

᪥

(1) 学๎➨䠐᮲䛻つᐃする๓ᮇの᭶᭙᪥䛛䜙㔠᭙᪥の༗๓䠔䠏䠌ศ䛛䜙༗ᚋ䠔

䜎䛷

(2) 学๎➨䠐᮲䛻つᐃするᚋᮇの᭶᭙᪥䛛䜙㔠᭙᪥の༗๓䠔䠏䠌ศ䛛䜙༗ᚋ䠓

䜎䛷

(3) ᅵ᭙᪥の༗ᚋ䠍䠎䛛䜙䠑䜎䛷

ఇ

㤋

᪥

(1) ᪥᭙᪥

(2) ᅜẸの⚃᪥䛻㛵するἲᚊ䠄䠎䠏ᖺἲᚊ➨䠍䠓䠔ྕ䠅䛻つᐃするఇ᪥䠄௨ୗ

「⚃᪥ἲ䛻䜘るఇ᪥」䛸䛔䛖䚹䠅

(3) 䠍䠎᭶䠎䠕᪥䛛䜙⩣ᖺ䠍᭶䠏᪥䜎䛷の᪥

(4) 䛭のの⮫ఇ㤋᪥

ඵ௦䜻䝱䞁䝟

スᅗ᭩㤋

㛤

㤋

᪥

(1) ᭶᭙᪥䛛䜙㔠᭙᪥の༗๓䠔䠏䠌ศ䛛䜙༗ᚋ䠓䠏䠌ศ䜎䛷

(2) 本ᰯのᐃᮇヨ㦂の㛤ጞ᪥┤๓ཬ䜃，ᮇ㛫୰のᅵ᭙᪥ཬ䜃，᪥᭙᪥の༗๓

䠕䛛䜙

䠍䠎䜎䛷，ཬ䜃，༗ᚋ䠍䛛䜙༗ᚋ䠑䠏䠌ศ䜎䛷

(3) 本ᰯのᐃᮇヨ㦂の㛤ጞ᪥┤๓ཬ䜃，ᮇ㛫୰の⚃᪥ἲ䛻䜘るఇ᪥の༗๓䠕

䛛䜙

䠍䠎䜎䛷，ཬ䜃，༗ᚋ䠍䛛䜙༗ᚋ䠑䠏䠌ศ䜎䛷

ఇ

㤋

᪥

(1) ୖグ㛤㤋᪥の(2) 䜢㝖䛟ᅵ᭙᪥ཬ䜃，᪥᭙᪥

(2) ୖグ㛤㤋᪥の(2) 䜢㝖䛟⚃᪥ἲ䛻䜘るఇ᪥

(3) 䠍䠎᭶䠎䠕᪥䛛䜙⩣ᖺ䠍᭶䠏᪥䜎䛷の᪥

(4) 䛭のの⮫ఇ㤋᪥

* ୍⯡の᪉䛻䛴䛔䛶䛿䚸ᐃᮇヨ㦂の㛤ጞ᪥䠍㐌㛫๓䛚䜘䜃ᮇ㛫୰䛿⏝䛷き䜎䛫䜣䚹

* ᭱新の㛤㤋ሗ䛻䛴䛔䛶䛿䚸学ෆᥖ♧ཬ䜃本ᰯ䝩䞊ム䝨䞊䝆䛛䜙䚸☜ㄆ䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹

* ⮫ఇ㤋ཪ䛿㛤㤋㛫ኚ᭦のሙྜ䛿䚸㟁Ꮚᥖ♧ᯈཬ䜃䝩䞊ム䝨䞊䝆➼䛷䛭の㒔ᗘ䛚▱䜙䛫䛧䜎

す䚹

䛆 ᅗ ᭩ の ㈚ ฟ 䛇

䜚䛯䛔ᅗ᭩䛻学生ド䜢ῧ䛘䛶䚸ᅗ᭩ಀဨ䛻⏦䛧ฟ䛶䛟䛰䛥䛔䚹

䜻䝱䞁䝟スྡ ㈚ฟ༊ศ ⏝⪅༊ศ ㈚ฟᮇ㛫
㈚ฟⅬ䠄䠅

ᩘ
ഛ⪃

熊本䜻䝱䞁䝟ス

ᅗ᭩㤋

୍⯡㈚ฟ

教⫋ဨ

䠎㐌㛫
䠑Ⅼ䠄䠅

௨ෆ
学 生

୍⯡⏝⪅

㛗ᮇ㈚ฟ 教⫋ဨ 䠎䛛᭶ 䠍䠌Ⅼ䠄䠅
教育ཬ䜃，◊✲䛻ᚲせ
䛺ᅗ᭩㤋㈨ᩱ䛻㝈る
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学 生

ኟᏘཬ䜃，

Ꮨఇᴗᮇ

㛫୰

௨ෆ
㈚ฟⅬ䠄䠅ᩘ䛻䛿୍
⯡㈚ฟ䛧のⅬ䠄䠅ᩘ䜢
ྵ䜐

༞ᴗ◊✲ཬ䜃，≉ู

◊✲䜢履修する学生
䠎䛛᭶

༞ᴗ◊✲ཬ䜃，≉ู◊
✲䛻ᚲせ䛺ᅗ᭩㤋㈨
ᩱ䛻㝈る䚹

≉ู㈚ฟ

教⫋ဨ

ไ㝈䛺䛧 ไ㝈䛺䛧

ྛ教ဨの◊✲㈝䛷㉎
ධ䛧䛯ᅗ᭩㤋㈨ᩱ䛻㝈
る䚹

学生のᐇ㦂ཪ䛿，ᐇ

⩦のᣦᑟ䜢⿵ຓする

⫋ဨ

学生のᐇ㦂ཪ䛿，ᐇ⩦
䜢ᨭする㈝⏝䛷㉎ධ
䛧䛯ᅗ᭩㤋㈨ᩱ䛻㝈
る䚹

ඵ௦䜻䝱䞁䝟ス

ᅗ᭩㤋

୍⯡㈚ฟ

教⫋ဨཬ䜃，
䠑ᖺ生௨ୖの学生

䠍䛛᭶

䠑Ⅼ䠄䠅
௨ෆ䠐ᖺ生௨ୗの学生 䠎㐌㛫

୍⯡⏝⪅ 䠎㐌㛫

㛗ᮇ㈚ฟ 教⫋ဨཬ䜃，学生

学๎➨䠑᮲

(䠏ྕ䡚䠒ྕ

䛻つᐃする

ఇᴗᮇ㛫䛸

๓ᚋ䠍㐌㛫

䠍䠌Ⅼ䠄䠅

௨ෆ

≉ู㈚ฟ

教 ဨ

ไ㝈䛺䛧 ไ㝈䛺䛧学生のᐇ㦂ཪ䛿，ᐇ
⩦のᣦᑟ䜢⿵ຓする
⫋ဨ

(1) ᅗ᭩の㜀ぴ

䜰 㜀ぴᐊの㈨ᩱ䛿䚸⮬⏤䛻㤋ෆ䛷⏝する䛣䛸䛜䛷き䜎す䚹

䜲 ୍⯡の᪉䜒䚸㌟ศド᫂䛜䛷きる䜒のの䛤ᥦ♧䜢䛚㢪䛔䛧䜎す䚹

*ಶேሗのྲྀᢅ䛻䛴䛔䛶䛿䚸ᅗ᭩㈚ฟの╩ಁ௨እ䛿⏝ཬ䜃➨୕⪅䜈のሗᥦ

䛿⾜䛔䜎䛫䜣䚹䜎䛯䚸ಶேሗのᏳ⟶⌮䛻䛿䚸⣽ᚰのὀព䜢ᡶ䛔䜎す䚹本ᰯᅗ᭩

㤋䛿䚸䝞䝸䜰䝣䝸䞊ᑐᛂタ䛷す䚹యの⮬⏤䛺᪉䛿来㤋の㝿䛻䛤ෆ䛧䜎すの䛷

๓䛻䛤㐃⤡䛟䛰䛥䛔䚹

ၥ䛔ྜ䜟䛫ඛ

熊本䜻䝱䞁䝟スᅗ᭩㤋 䛈861 -1102 熊本┴ྜᚿᕷ㡲ᒇ 熊本┴ྜᚿᕷ㡲ᒇ

TEL䠖 096-242-6019 

ඵ௦䜻䝱䞁䝟スᅗ᭩㤋 䛈866-8501 熊本┴ඵ௦ᕷᖹᒣ新⏫ 2627 TEL䠖 0965-53-1213

䜴 ᐊෆ㜀ぴ

㜀ぴᐊෆ䛷䛿䚸䛹䜣䛺ᅗ᭩䠄䛘䜀⚗ᖏฟᅗ᭩䠅䛷䜒䚸䜎䛯ఱ䛷䜒㜀ぴ䛷き䜎す䚹 㜀ぴの

⤊䜟䛳䛯ᅗ᭩䛿䚸ඖのሙᡤ䜈㏉༷䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹

䜶 ᐊእ㜀ぴ

㈚ฟ䛧の手⥆き䜢する䛣䛸䛻䜘䛳䛶䚸⮬Ꮿ䚸学ᑅ䛺䛹の㜀ぴᐊ௨እ䛷ᅗ᭩䜢㜀ぴする䛣䛸䛜

䛷き䜎す䚹䛯䛰䛧䚸㈚ฟ䛧䛷き䛺䛔ᅗ᭩䜔䚸㈚ฟ䛧ᩘ䛻ไ㝈䛜䛒䜚䜎す䚹
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䜸 ᅗ᭩䜢᥈す᪉ἲ

1)  ᅗ᭩䛿ᴫ䛽᪥本༑㐍ศ㢮ἲ(NDC)䛻ᚑ䛔㓄ᯫ䛥䜜䛶䛔䜎す䚹

2)  NDC の㢮┠⾲䠄➨ 1 ḟ༊ศ⾲; 3 ᱆┠の 100 ␒ྎ)䛿௨ୗの䛸䛚䜚䛷す䚹

0 ⥲グ 䠄ᅗ᭩㤋䚸ᅗ᭩䚸ⓒ⛉䚸୍⯡ㄽᩥ㞟䚸㏲ḟห⾜≀䚸ᅋయ䚸䝆䝱䞊䝘䝸䝈ム䚸ྀ᭩䠅

1 ဴ学 䠄ဴ学䚸ᚰ⌮学䚸⌮学䚸᐀教䠅

2 Ṕྐ 䠄Ṕྐ䚸ఏグ䚸ᆅ⌮䠅

3 ♫⛉学 䠄ᨻ䚸ἲᚊ䚸⤒῭䚸⤫ィ䚸♫䚸教育䚸㢼⩦័䚸ᅜ㜵䠅

4 ⮬↛⛉学 䠄ᩘ学䚸⌮学䚸་学䠅

5 技術 䠄工学䚸工ᴗ䚸ᐙᨻ学䠅

6 産ᴗ 䠄㎰ᯘỈ産ᴗ䚸ၟᴗ䚸㐠㍺䚸㏻ಙ䠅

7 ⱁ術 䠄⨾術䚸㡢ᴦ䚸₇䚸ス䝫䞊䝒䚸ㅖⱁ䚸ፗᴦ䠅

8 ゝㄒ

9 ᩥ学

䜹 㛤ᯫᅗ᭩䛛䜙┤᥋᥈す᪉ἲ

᭩ᯫの୰䛛䜙䚸ㄞ䜏䛯䛔ᅗ᭩䜢᥈䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹

本ᰯᅗ᭩䛿᪥本༑㐍ศ㢮ἲ䛻ᇶ䛵䛔䛶㓄ᯫ䛧䛶䛔䜎すの䛷䚸᪥本༑㐍ศ㢮⾲䜢▱䛳䛶䛔

る䛸䚸ᅗ᭩䜢᥈すの䛜䜘䜚ᐜ᫆䛻䛺䜚䜎す䚹

䜻 ᳨⣴⏝䝟䝋䝁䞁䛷᥈す᪉ἲ

ㄞ䜏䛯䛔ᅗ᭩䛜ぢ䛴䛛䜙䛺䛔䛸き䛻䛿䚸⌧ᅾ㈚ฟ୰䜔䛭䜜௨እの䛸䛣䜝䛻㓄ᯫ䛥䜜䛶䛔る

䛣䛸➼䛜⪃䛘䜙䜜䜎すの䛷䚸᳨⣴⏝䝟䝋䝁䞁䛷᳨⣴䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹

䜽 䛭の

本ᰯ௨እのᅗ᭩㤋䜢⏝する䛣䛸䜒䛷き䜎すの䛷䚸ᅗ᭩ಀဨ䛻┦ㄯ䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹

䜿 㤋እ䛛䜙䛿本ᰯ䝩䞊ム䝨䞊䝆䠖 http://www.kumamoto-nct.ac.jp/ 䛛䜙"OPAC"䛷᳨⣴䛧䜎

す䚹

(2) ண ⣙

ᕼᮃするᅗ᭩䛜す䛷䛻㈚ฟ䛥䜜䛶䛔る䛸き䛿䚸ண⣙⏦㎸䜏䛜䛷き䜎す䚹

ᕼᮃᅗ᭩䛜㏉༷䛥䜜ḟ➨䚸ඃඛⓗ䛻⏝する䛣䛸䛜䛷き䜎す䚹

(3) ᭦ 新

ண⣙⏦㎸䜏の䛺䛔ᅗ᭩䛻㝈䜚䚸㈚ฟᮇ㛫䜢ᘏ㛗する䛣䛸䛜䛷き䜎す䚹

᭦新䠄㈚ฟᮇ㛫のᘏ㛗䠅䜢ᕼᮃする䛸き䛿䚸㏉༷ᮇ㝈ෆ䛻䚸㈚ฟ୰のᅗ᭩䜢ᣢཧのୖ䚸䜹䜴䞁䝍䞊

䛻⏦䛧ฟ䛶䛟䛰䛥䛔䚹

(4) ㏉ ༷

㈚ฟᮇ㛫ෆ䜎䛯䛿䜹䜴䞁䝍䞊䛻♧䛥䜜䛯ᮇ㝈᪥䜎䛷䛻㏉༷䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹

㛢㤋䛧䛶䛔る䛸き䛿䚸ᚋ᪥㏉༷(熊本䜻䝱䞁䝟ス)䛛ධཱྀᶓの䝤䝑䜽䝫ス䝖(ඵ௦䜻䝱䞁䝟ス)䜢䛤⏝

䛟䛰䛥䛔䚹

䜰 ㈚ฟᮇ㛫ෆ䛻㏉༷䛧䛺䛛䛳䛯⪅䛿䚸㏉༷する䜎䛷新䛯䛺㈚ฟ䛿䛷き䜎䛫䜣䚹䜎䛯䚸㏉༷ᮇ㝈

᪥䛛䜙䠏䠌᪥௨ୖ㐣䛞䛶㏉༷䛥䜜䛯ሙྜ䛿䚸㏉༷ᚋ䠏䠌᪥㛫䛿㈚ฟ䛧䛜Ṇ䛥䜜䜎す䚹

䜲 ༞ᴗ䜔㏥学するሙྜ䛻䛿䚸㏿䜔䛛䛻㈚ฟᅗ᭩䜢㏉༷䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹

䜴 ㈚ฟᅗ᭩䛿䚸⏝⪅䛜ಖ⟶の㈐௵䜢㈇䛔䚸䛻㌿㈚䛧䛶䛿䛔䛡䜎䛫䜣䚹

䜶 ㉎ධᕼᮃのᅗ᭩䜔ᅗ᭩㤋䛻ᑐするせᮃ䛜䛒䜜䜀䚸ᅗ᭩㤋ഛ䛡の⏝⣬䛻グධ䛧䛶䚸ᡤᐃ

の⟽䛻ᢞภする䛛┤᥋ಀဨ䜈Ώ䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹



− 101 −

䜸 ㈚ฟ䛷き䛺䛔ᅗ᭩䛻䛿䚸㈗㔜ᅗ᭩䞉≉Ṧᅗ᭩䚸㎡᭩䞉➼のཧ⪃ᅗ᭩䞉新⪺䞉㞧ㄅ䞉ど⫈

ぬ㈨ᩱ䚸⚗ᖏฟラ䝧䝹䛜㈞䛳䛶䛒る䜒の䜔新╔㞧ㄅ䛺䛹䛜䛒䜚䜎す䚹

(5) ╩ ಁ

㈚ฟᮇ㛫䜢୍ᐃᮇ㛫㉸㐣䛧䛯ሙྜ䛿䚸ᥖ♧ᯈ䛻Ặྡ䜢ᥖ♧する➼⾜䛔䚸䜎䛯ᢸ௵䜈㐃⤡䛧㏉༷

ᣦᑟ䜢⾜䛳䛶䜒䜙䛖ሙྜ䛜䛒䜚䜎す䚹

(6) ㈐ ௵

ᅗ᭩䜢ởᦆ䚸䛒る䛔䛿⣮ኻ䛧䛯䛸き䛿䚸ཎ๎䛸䛧䛶ྠ୍のᅗ᭩䜢ᘚൾする㈐௵䛜䛒䜚䜎す䚹

(7) ⏝㉁ၥ䠄䝺䝣䜯䝺䞁ス䝃䞊䝡ス䠅

䜹䜴䞁䝍䞊䛷䛿䚸ᅗ᭩㤋の⏝ෆ䜔䚸㈨ᩱ䜔ሗの᥈䛧᪉䛻䛴䛔䛶の㉁ၥ䛻ᛂᑐ䛧䛶䛔䜎す䚹

Ẽ㍍䛻䜹䜴䞁䝍䞊䜎䛷ᑜ䛽䛶䛟䛰䛥䛔䚹

(8) ᕼᮃᅗ᭩㉎ධ

ᡤⶶ䛧䛶䛔䛺䛔ᅗ᭩の㉎ධ䜢ᕼᮃするሙྜ䚸ᡤᐃの⏝⣬䛻グධ䛧䛶⏦㎸䜣䛷䛟䛰䛥䛔䚹䛯䛰䛧䚸ண

⟬䛺䛹の㒔ྜ䛻䜘䜚ᕼᮃ䛻ῧ䛘䛺䛔䛣䛸䜒䛒䜚䜎す䚹䜎䛯୍⯡の᪉䛿䛤㐲៖㢪䛔䜎す䚹

(9) 㤋ෆ㈨ᩱの」

ಶேの学⩦の䛯䜑䚸㈚ฟ䛜䛷き䛺䛔㈨ᩱの୍㒊ศ䛻㝈䜚䚸ⴭసᶒἲ䛷ㄆ䜑䜙䜜䛯⠊ᅖෆ䛷」す

る䛣䛸䛜䛷き䜎す䚹「ᩥ⊩」⏦㎸᭩」䛻ᚲせ㡯䜢グධの䛖䛘䚸ᅗ᭩㤋䜹䜴䞁䝍䞊䜈⏦䛧ฟ䛶䛟䛰䛥

䛔䚹

(10) ᅗ᭩㤋䛸の┦⏝

「高➼教育䝁䞁䝋䞊シ䜰ム熊本」の⏦䛧ྜ䜟䛫䛻䜘䜚䚸熊本┴ෆの学ཬ䜃高専のᅗ᭩㤋䜈䛿学生

ド䜢ᥦ♧す䜜䜀ධ㤋䛷き䜎す䚹㜀ぴ䞉」䠄᭷ᩱ䠅䛜䛷き䜎す䛜䚸ヲ⣽䛿ྛ㤋の⏝つᐃ䛻ᚑ䛳䛶䛟

䛰䛥䛔䚹 䛯䛰䛧䚸୍⯡の᪉䛿䛤⏝䛔䛯䛰䛡䜎䛫䜣䚹
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䛆 㤋 ෆ 䝬 䝑 プ 䛇

(1) 熊本䜻䝱䞁䝟スᅗ᭩㤋



− 103 −

1䠅 㜀ぴᐊ

ศ㢮グྕ㡰䛻ᅗ᭩䛜㓄ᯫ䛧䛶䛒䜚䚸ᆺᅗ᭩䛿⏝䛧䜔す䛔 䜘䛖䛻ప᭩ᯫ䛻㓄ᯫ䛧䛶䛒䜚䜎す䚹シ

ラ䝞スᥖ㍕のཧ⪃ᅗ᭩䜔㈨᱁䞉᳨ᐃ䛻㛵するᅗ᭩䞉ⱥㄒのከㄞᅗ᭩䚸㞧ㄅ䜔䝤䝑䜽䝝䞁 テ䜱䞁グ䛷

学生のⓙ䛥䜣䛜㑅䜣䛰ᅗ᭩➼䜒䛒䜚䜎す䚹䜎䛯ㄞ᭩䜔学⩦⏝のᮘ䛜䛒䜚䚸㛤㤋୰䛿⮬⏤䛻⏝䛷き

䜎す䚹

䜰 ົᐊ(ᅗ᭩ಀ)

ᅗ᭩の㈚ฟ䞉㏉༷䜢⾜䛖䜋䛛䚸ᅗ᭩䜔ᩥ⊩᳨⣴の┦ㄯ䛻ᛂ䛨る➼の䝃䞊䝡ス䜢⾜䛳䛶䛔䜎す䚹

䜎䛯䚸ᅗ᭩ಀ䛿䠥䠟䠰ά⏝学⩦ᨭ䝉䞁䝍䞊の❆ཱྀ䛷䜒䛒䜚䚸䝉䞁䝍䞊タの⏝䛻㛵するົ

➼䜒⾜䛳䛶䛔䜎す䚹

䡮 ᳨⣴⏝䝟䝋䝁䞁

      ᅗ᭩᳨⣴⏝䝟䝋䝁䞁䛜䠎ྎタ⨨䛧䛶䛒䜚䚸⮬⏤䛻᳨⣴䛷き䜎す䚹᳨⣴䛥䜜䛯ᅗ᭩のሙᡤ䛜䜟䛛

䜙䛺䛔䛸き䛿䚸ᅗ᭩ಀဨ䛻䛚ᑜ䛽䛟䛰䛥䛔䚹

䜴 グ䝹䞊プ学⩦ᐊ

     ᅗ᭩㤋ෆ䛻䠎ᐊ䛒䜚䜎す䚹⏝する䛸き䛿䜹䜴䞁䝍䞊䛷ᅗ᭩ಀဨ䛻⏦䛧ฟ䛶䚸チྍ䜢ཷ䛡䛶䛟䛰䛥

䛔䚹⏝㛫䛿䠎㛫䜎䛷䛸䛧䜎す䛜䚸ḟのண⣙䛜䛺䛡䜜䜀引き⥆き⏝䛷き䜎す䚹

2) ᭩ᗜ

᭩ᗜ䛻䛿䚸⏝㢖ᗘのప䛔ᅗ᭩䚸㈗㔜䛺ᅗ᭩䚸〇本㞧ㄅ➼䛜ᡤⶶ䛥䜜䛶䛔䜎す䚹᭩ᗜᡤⶶのᅗ᭩

䜢⏝䛧䛯䛔䛸き䛿䚸ᅗ᭩㤋ಀဨ䛻⏦䛧ฟ䛶䛟䛰䛥䛔䚹

3) 䠥䠟䠰ά⏝学⩦䝹䞊ム

ᅗ᭩㤋の㛤㤋㛫䛻䛒䜟䛫䛶䚸⮬⏤䛻⏝䛷き䜎す䚹

䜰 䝟䝋䝁䞁䝁䞊䝘䞊

⮬学学⩦の䝟䝋䝁䞁䛜䠏䠎ྎ䛒䜚䜎す䚹⏝する䛸き䛿䚸ୗ㊊䜢䛼䛔䛷䛚ୖ䛜䜚䛟䛰䛥䛔䚹

䜲 䠝䠲䝁䞊䝘䞊

      ᫎീのど⫈䛜䛷きる䠝䠲䝁䞊䝘䞊䛜䠎ᐊ䛒䜚䚸ᅗ᭩㤋ᡤⶶの䠝䠲㈨ᩱ䜔ᣢཧ䛥䜜䛯䠝䠲㈨ ᩱ䛜

ど⫈䛷き䜎す䚹⏝䛧䛯䛔䛸き䛿䚸ᅗ᭩ಀဨ䛻⏦䛧ฟ䛶䛟䛰䛥䛔䚹

䜴 ⏝ୖのὀព

1) ഛရ䚸タഛ㢮䛿ᑀ䛻ྲྀᢅ䛔䚸እ㒊䜈ᣢ䛱ฟ䛥䛺䛔䛷䛟䛰䛥䛔䚹

2) ⏝ᚋ䛿䚸㟁※ཬ䜃ᡞ⥾䜚の☜ㄆ䜢䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹

     3) ഛရ䚸タഛ➼䜢ᨾព䜎䛯䛿㔜䛺㐣ኻ䛻䜘䜚䚸ẋᦆ䜎䛯䛿◚ᦆ䛧䛯䛸き䛿䚸䛭のᦆᐖ 䜢ᘚൾ

䛧䛺䛡䜜䜀䛺䜚䜎䛫䜣䚹

4) 㣧㣗≀のᣢ䛱㎸䜏䛿⚗Ṇ䛷す䚹

䜶 ᑵ⫋ᨭ㈨ᩱ䝁䞊䝘䞊

ᑵ⫋䜔学⦅ධ学䛻㛵する㈨ᩱ䛜㜀ぴ䛷きる䝁䞊䝘䞊䛷す䚹

4) ᕼᮃのኌ (ᕼᮃᅗ᭩䞉せᮃ➼ཷ)

䛄ᕼᮃのኌ䛅䛿ᅗ᭩㤋ධཱྀධ䛳䛶す䛠のᕥᩳ䜑๓᪉䛻タ⨨䛧䛶䛒るᮌのBOXの䛣䛸䛷す䚹⏝⪅

のᕼᮃ䛻ἢ䛳䛶ᅗ᭩の㉎ධ䛻ດ䜑䜘䛖䛸タ⨨䛥䜜䛯䜒の䛷す䚹⏝䛧䛯䛔ᅗ᭩䛜本䜻䝱䞁䝟スᅗ

᭩㤋䛻ᡤⶶ䛥䜜䛶䛔䛺䛔ሙྜ䛿䚸䛄ᕼᮃのኌ䛅䛻ᚲせ㡯䜢グධ䛧䛶ᢞภ䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹
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5) 䛭ののタ

    䠍㝵䛻䛿䠍䠑䠌ྡᐜ䛷きる䠥䠟䠰䝩䞊䝹䛜䛒䜚䚸㏻ᖖのᤵᴗの䜋䛛ㅮ₇䜔䝉䝭䝘䞊䛻⏝䛷き䜎

す䚹䠎㝵䛻䛿䚸ᅜ高専䛷䜒⌋䛧䛔高ゎീᗘ䛻ᑐᛂ䛧䛯᭱新のᫎീᙳ䞉⦅㞟ᶵᮦ䛜タ⨨䛥

䜜䛯䝯䝕䜱䜰ไసス䝍䝆䜸䚸

䠏㝵䛻䛿䝟䝋䝁䞁䠑䠌ྎ䜢タ⨨䛧ᤵᴗ䜔䝉䝭䝘䞊䛻⏝䛷きる䠥䠟䠰₇⩦ᐊ䜔䠨䠨教ᐊ䛜䛒䜚䜎す䚹

⏝䛻䛴䛔䛶䛿䚸熊本高➼専㛛学ᰯ䠥䠟䠰ά⏝学⩦ᨭ䝉䞁䝍䞊⏝の手引き䜢ཧ↷䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹

(2) ඵ௦䜻䝱䞁䝟スᅗ᭩㤋
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1䠅 㜀ぴᐊ

本の㓄ᯫ䛿Ჴ䛤䛸䛻ୖ䛛䜙ୗ䚸ᕥ䛛䜙ྑ䛻୪䜉䛶䛒䜚䜎す䚹

ᩥᗜ本䞉新᭩䚸䞉㎡䚸⨾術㞟䚸技術ྐ䚸ᑵ⫋䚸㈨᱁➼䛿䛻≉タ䝁䞊䝘䞊䛻㓄ᯫ䛧䛶䛒䜚

䜎す䚹

ศ㢮グྕ㡰䛻ᅗ᭩䛜㓄ᯫ䛧䛶䛒䜚䚸ᆺᅗ᭩䛿⏝䛧䜔す䛔 䜘䛖䛻ప᭩ᯫ䛻㓄ᯫ䛧䛶䛒䜚䜎す䚹

シラ䝞スᥖ㍕のཧ⪃ᅗ᭩䜔ⱥㄒの㈨᱁䞉ከㄞᅗ᭩䚸㞧ㄅ䜔䝤䝑䜽䝝䞁 テ䜱䞁グ䛷学生のⓙ䛥䜣䛜

㑅䜣䛰ᅗ᭩➼䜒䛒䜚䜎す䚹䜎䛯⮬学䞉⮬⩦ス䝨䞊ス䜔䝕䜱ス䜽ラ䜲䝖䜢タ⨨䛧䛯ㄞ᭩䞉学⩦⏝のᮘ䛜❆

㝿䛻䛒䜚䚸㛤㤋୰䛿⮬⏤䛻⏝䛷き䜎す䚹

 2) ᳨⣴⏝䝟䝋䝁䞁

ᅗ᭩᳨⣴⏝䝟䝋䝁䞁䛜䠍ྎタ⨨䛧䛶䛒䜚䚸⮬⏤䛻᳨⣴䛷き䜎す䚹᳨⣴䛥䜜䛯ᅗ᭩のሙᡤ䛜䜟䛛䜙䛺

䛔䛸き䛿䚸ᅗ᭩㤋ಀဨ䛻䛚ᑜ䛽䛟䛰䛥䛔䚹

 3) グ䝹䞊プ学⩦ᐊ

ᅗ᭩㤋ෆ䛻䠎ᐊ䛒䜚䜎す䚹⏝する䛸き䛿䜹䜴䞁䝍䞊䛷ᅗ᭩㤋ಀဨ䛻⏦䛧ฟ䛶䚸チྍ䜢ཷ䛡䛶䛟

䛰䛥䛔䚹⏝㛫䛿䠏㛫䜎䛷䛸䛧䜎す䛜䚸ḟのண⣙䛜䛺䛡䜜䜀引き⥆き⏝䛷き䜎す䚹

4) ᭩ᗜ

᭩ᗜ䠍㝵䛸䠎㝵䛻䛿䚸⏝㢖ᗘのప䛔ᅗ᭩䚸〇本㞧ㄅ➼䛜ᡤⶶ䛥䜜䛶䛔䜎す䚹䜎䛯䚸᭩ᗜ䠍㝵のዟ

䛿㛢ᯫ᭩ᗜ䛸䛧䛶教ဨ㏉༷ᅗ᭩䜢ಖ⟶䛧䛶䛔䜎す䚹䛣䜜䜙のᅗ᭩䜢⏝䛧䛯䛔䛸き䛿䚸ᅗ᭩㤋ಀဨ䛻

⏦䛧ฟ䛶䛟䛰䛥䛔䚹

 5) 䠬䠟䝁䞊䝘䞊

ᅗ᭩㤋の㛤㤋㛫䛻䛒䜟䛫䛶䚸⮬⏤䛻⏝䛷き䜎す䚹䛯䛰䛧䚸ᤵᴗ䛷⏝䛥䜜䛶䛔る㛫䛿⏝䛷き

䜎䛫䜣䚹

⮬学学⩦の䝟䝋䝁䞁䛜䠍䠍ྎ䛸ⓑ㯮プ䝸䞁䝍䞊䠍ྎ䛜䛒䜚䜎す䚹⏝する䛸き䛿䚸ୗ㊊䜢䛼䛔䛷䛚ୖ䛜

䜚䛟䛰䛥䛔䚹

6) ど⫈ぬ䝁䞊䝘䞊

ᫎീのど⫈䛜䛷きる䠝䠲䝁䞊䝘䞊䛜䠏ᐊ䛒䜚䚸ᅗ᭩㤋ᡤⶶの䠝䠲㈨ᩱ䜔ᣢཧ䛥䜜䛯䠝䠲㈨ᩱ䛜ど⫈

䛷き䜎す䚹⏝䛧䛯䛔䛸き䛿䚸ᅗ᭩㤋ಀဨ䛻⏦䛧ฟ䛶䛟䛰䛥䛔䚹

<⏝ୖのὀព>

䜰 ഛရ䚸タഛ㢮䛿ᑀ䛻ྲྀᢅ䛔䚸እ㒊䜈ᣢ䛱ฟ䛥䛺䛔䛷䛟䛰䛥䛔䚹

䜲 ⏝ᚋ䛿䚸㟁※᩿䜢ᚲ䛪☜ㄆ䜢䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹

7) 䛭のの≉タ䝁䞊䝘䞊

⏝┠ⓗ䛻ἢ䛳䛶䚸⛉学ྐ䞉技術ྐ䚸技術⌮䞉㐍㊰䚸䝊䞁䝸䞁ᆅᅗ䚸ཧ⪃ᅗ᭩䞉㎡䞉䚸⨾術

㞟䛺䛹䜢䛭䜜䛮䜜の䝁䞊䝘䞊䛻㓄ᯫ䛧䛶䛔䜎す䚹

8) ᕼᮃᅗ᭩䞉せᮃ➼ཷ⟽

ᅗ᭩㤋䜹䜴䞁䝍䞊䛻タ⨨䛧䛶䛒䜚䜎すの䛷䚸ᅗ᭩㤋䛻ᡤⶶ䛥䜜䛶䛔䛺䛔ሙྜ䛿䚸䛄ᅗ᭩㤋㓄ᯫᕼᅗ
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᭩ཷ⚊䛅䛻ᚲせ㡯䜢グධ䛧䛶ᅗ᭩㤋ಀဨ䛻┤᥋ᥦฟ䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹䜎䛯ᥦฟ䛻㝿䛧䛶䛿䚸௨ୗの

Ⅼ䛻␃ព䛧䛶䛟䛰䛥䛔䚹

䜰 ᕼᮃ⪅䛜」ᩘ䛷䚸本ᰯの学⩦䚸教育䚸◊✲䛻䛸䛳䛶ᚲせ䛸ㄆ䜑䜙䜜る䜒の䜢ඃඛ䛧䜎す䚹

䜲 䜎䜣䛜䚸䝁䝭䝑䜽䚸ラ䜲䝖䝜䝧䝹㢮䛿ⱥㄒ∧䚸技術⣔䚸⣧ᩥ学௨እ䛿ཎ๎ཷ䛡䜎䛫䜣䚹

     䜴 ㉎ධのุ᩿䛿䚸ICT ά⏝学⩦ᨭ䝉䞁䝍䞊ඵ௦䜻䝱䞁䝟スの学術ሗά⏝ᨭᢸᙜ⪅䛷⾜

䛔䜎す䚹

䛭の䛤ពぢ䚸䛤せᮃ䛜䛒る䛸き䛿䚸ྠᵝの⨨䛻䛄ពぢ⟽䛅䜢タ⨨䛧䛶䛔䜎すの䛷䛤⏝䛟䛰䛥䛔䚹

9) ົᐊ(学術ሗಀ)

ᅗ᭩の㈚ฟ䞉㏉༷䜢⾜䛖䜋䛛䚸ᅗ᭩䜔ᩥ⊩᳨⣴の┦ㄯ䛻ᛂ䛨る➼の䝃䞊䝡ス䜢⾜䛳䛶䛔䜎す䚹䜎䛯䚸

学術ሗಀ䛿䠥䠟䠰ά⏝学⩦ᨭ䝉䞁䝍䞊の❆ཱྀ䛷䜒䛒䜚䚸䝉䞁䝍䞊タの⏝䛻㛵するົ➼䜒

⾜䛳䛶䛔䜎す䚹
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㸯㸯㸬ᑅ生活

䠄䠍䠅 熊本高➼専㛛学ᰯ学ᑅつ๎

䠄㊃᪨䠅

➨䠍᮲ 䛣のつ๎䛿䚸熊本高➼専㛛学ᰯ䠄௨ୗ「本ᰯ」䛸䛔䛖䚹䠅学๎➨䠒䠓᮲➨䠏㡯のつᐃ䛻ᇶ䛵き䚸学

ᑅの⟶⌮㐠Ⴀ䛻䛴䛔䛶ᚲせ䛺㡯䜢ᐃ䜑る䚹

䠄タ⨨の┠ⓗ䠅

➨䠎᮲ 学ᑅ䛿䚸本ᰯの教育タ䛸䛧䛶学生の修学䛻౽ᐅ䜢౪䛧䚸䛛䛴䚸ே㛫ᙧᡂ䜢ຓ㛗䛧䛶䚸教

育┠ᶆの㐩ᡂ䛻㈨する䛣䛸䜢┠ⓗ䛸する䚹

䠄学ᑅ生άのᇶ本䠅

➨䠏᮲ 学ᑅ䛻ධᑅする学生䠄௨ୗ「ᑅ生」䛸䛔䛖䚹䠅䛿䚸䛣のつ๎ཬ䜃䛣のつ๎䛻ᇶ䛵䛔䛶ᐃ䜑䜙䜜䛯

ㅖつ๎䜢Ᏺ䜚䚸⮬ᕫཬ䜃ඹྠ生άのྥୖᐇ䛻ດ䜑䛺䛡䜜䜀䛺䜙䛺䛔䚹

䠄ྡ⛠䠅

➨䠐᮲ 熊本䜻䝱䞁䝟スの学ᑅ䛿䚸᫂ᑅ䛸⛠する䚹ඵ௦䜻䝱䞁䝟スの⏨Ꮚᑅ䛿ඵ㱟ᑅ䚸ዪᏊᑅ䛿ኤⴥ

ᑅ䛸⛠する䚹

䠄⟶⌮㐠Ⴀ㈐௵⪅➼䠅

➨䠑᮲ 学ᑅ䛿䚸ᰯ㛗䛜⟶⌮する䚹

䠎 学ᑅの⟶⌮㐠Ⴀ䛻㛵する㡯䛿䚸ᰯ㛗の䜢ཷ䛡䛶ᑅົ䛜ฎ⌮する䚹

䠏 ᑅົ䛿䚸学生䛸⥭ᐦ䛺㐃⤡䜢ಖ䛱䚸ᑅ生の教育ཬ䜃生άのᣦᑟ┘╩䛻ᙜ䛯る䜒の䛸す

る䚹

䠄ᑅົጤဨ䠅

➨䠒᮲ 学ᑅの⟶⌮㐠Ⴀ䛻㛵する㡯䛿䚸ᑅົጤဨ䛻䛚䛔䛶ᑂ㆟する䚹

䠎 ᑅົጤဨの⤌⧊ཬ䜃㐠Ⴀ䛻㛵するᚲせ䛺㡯䛿䚸ู䛻ᐃ䜑る䚹

䠄ධᑅ䠅

➨䠓᮲ 学ᑅ䛻ධᑅ䛷きる⪅䛿本ᰯ学生䚸ཪ䛿ᰯ㛗䛜チྍする⪅䛸する䚹

䠎 学ᑅ䛻ධᑅ䜢ᕼᮃする⪅䛿䚸ධᑅ㢪䠄ู⣬ᵝᘧ➨䠍ྕ䠅䜢学⣭ᢸ௵䚸ᑅົ䜢⤒䛶ᰯ㛗䛻ᥦฟ䛧

䛺䛡䜜䜀䛺䜙䛺䛔䚹

䠄ධᑅᮇ㛫䠅

➨䠔᮲ ධᑅᮇ㛫䛿䚸ᙜヱᖺᗘ㝈䜚䛸䛧䚸引き⥆きᅾᑅ䜢ᕼᮃする⪅䛿䚸ᨵ䜑䛶ධᑅ㢪䜢ᰯ㛗䛻ᥦฟ䛧

䛺䛡䜜䜀䛺䜙䛺䛔䚹

䠄ධᑅ㑅⪃ཬ䜃チྍ䠅

➨䠕᮲ ධᑅᕼᮃ⪅の㑅⪃䛿䚸ᑅົጤဨ䛷⾜䛔䚸ᰯ㛗䛜チྍする䚹

䠎 ධᑅ䜢チྍ䛥䜜䛯⪅䛿䚸ධᑅ䛻ㄋ⣙᭩䠄ู⣬ᵝᘧ➨䠎ྕ䠅䜢ᥦฟ䛧䛺䛡䜜䜀䛺䜙䛺䛔䚹

䠄㏥ᑅ䠅

➨䠍䠌᮲ 学ᑅ䜢㏥ᑅ䛧䜘䛖䛸する⪅䛿䚸㏥ᑅ㢪䠄ู⣬ᵝᘧ➨䠏ྕ䠅䜢学⣭ᢸ௵䚸ᑅົ䜢⤒䛶ᰯ㛗䛻

ᥦฟ䛧䚸チྍ䜢ཷ䛡䛺䛡䜜䜀䛺䜙䛺䛔䚹

䠎 ᑅ生䛜䚸ḟのྛྕの䛔䛪䜜䛛䛻ヱᙜする䛸き䛿䚸ᰯ㛗䛿㏥ᑅ䜢䛪る䚹

(1) 本ᰯ学生の㌟ศ䜢ኻ䛳䛯䛸き䚹

(2) ➨䠍4᮲䛻ᐃ䜑る⤒㈝の⣡䜢ᛰ䛴䛯䛸き䚹

(3)  䛭の䛻䜘䜚ಖ⾨生ୖඹྠ生ά䛻㐺䛧䛺䛔䛸ㄆ䜑䛯䛸き䚹

(4)  䛭の学ᑅの⟶⌮㐠Ⴀୖⴭ䛧䛟ᨭ㞀䜢き䛯す⾜Ⅽ䛜䛒䛳䛯䛸き䚹

䠄教育ⓗᥐ⨨䠅

➨䠍䠍᮲ ᑅ生䛷䚸本つ๎䚸学๎ཬ䜃学生‽๎୪䜃䛻ู㏵ᐃ䜑るつ๎䛻㐪䛧䛯⪅䛿䚸ᑅົ䛜教

育ⓗᥐ⨨䜢ㅮ䛪る䚹
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䠎 ᑅ生のฎศ手⥆き䛻䛴䛔䛶䛿ู䛻ᐃ䜑る䚹

䠄生άつᚊ䠅

➨䠍䠎᮲ ᑅ生䛿䚸ู䛻ᐃ䜑る「ᑅ生ᚰᚓ」䜢㑂Ᏺ䛧䛺䛡䜜䜀䛺䜙䛺䛔䚹

䠎 ᑅ生䛜ᑅෆ䛻䛚䛔䛶㞟䜢㛤䛟䛸き䛿䚸๓䛻ᑅົのチྍ䜢ཷ䛡䛺䛡䜜䜀䛺䜙䛺䛔䚹

䠄ᑅ生䠅

➨䠍䠏᮲ ᑅ生䛿䚸ᰯ㛗のᢎㄆする⠊ᅖෆ䛻䛚䛔䛶ᑅ生ά䜢⮬ᚊⓗ䛻㐠Ⴀする䛯䜑の⤌⧊䠄௨ୗ「ᑅ

生」䛸䛔䛖䚹䠅䜢タ䛡る䛣䛸䛜䛷きる䚹

䠎 ᑅ生のάື䛿䚸ᑅ生┦のಶே生ά䜢す䛣䛸䛺䛟䚸䛛䛴䚸本ᰯㅖつ๎➼䛻㐪䛧䛺䛔䜒の䛷䛺

䛡䜜䜀䛺䜙䛺䛔䚹

䠏 ᑅ生䛻䛴䛔䛶䛿䚸ู䛻ᐃ䜑る䚹

䠄ᐤᐟᩱཬ䜃ㅖ⤒㈝䠅

➨䠍䠐᮲ ᐤᐟᩱ䛿䚸ู䛻ᐃ䜑る㔠㢠䜢䚸ู䛻ᐃ䜑るᮇ᪥䜎䛷䛻⣡䛧䛺䛡䜜䜀䛺䜙䛺䛔䚹

䠎 ᑅ生䛿䚸㣗㈝䛭のᑅ生ά䛻ᚲせ䛺ྛ䜻䝱䞁䝟ス䛤䛸䛻ᐃ䜑るㅖ⤒㈝䜢⣡䛧䛺䛡䜜䜀䛺䜙䛺䛔䚹

䠏 ᐤᐟᩱのච㝖䛻䛴䛔䛶䛿䚸ู䛻ᐃ䜑る䚹

䠄㜵ⅆᏳ䠅

➨䠍䠑᮲ ᑅ生䛿䚸ⅆ⅏䛭のの⅏ᐖ㜵Ṇ䛻䛴䛔䛶ᖖὀពする䛸䛸䜒䛻䚸学ᰯの⾜䛖㜵ⅆカ⦎䛭の

のᥐ⨨䛻䛴䛔䛶༠ຊ䛧䛺䛡䜜䜀䛺䜙䛺䛔䚹

䠎 ⅆẼの⏝䛿䚸ᣦᐃのሙᡤ௨እ䛷⏝䛧䛶䛿䛺䜙䛺䛔䚹

䠏 ᑅ生䛿䚸⅏ᐖཪ䛿ᨾのⓎ生䜢▱䛳䛯ሙྜ䛿䚸┤䛱䛻⮫ᶵのฎ⨨䜢䛸る䛸䛸䜒䛻㛵ಀ教⫋ဨ䛻ሗ

࿌䛧䚸䛭のᣦ♧䛻ᚑ䛳䛶⾜ື䛧䛺䛡䜜䜀䛺䜙䛺䛔䚹

䠐 学ᑅ䛻䛚䛡るⅆ⅏Ⓨ生の㑊㞴ᚰᚓ䛻䛴䛔䛶䛿䚸ู䛻ᐃ䜑る䚹

䠄ಖ⾨生䠅

➨䠍䠒᮲ ᑅ生䛿䚸ྛ⮬ᗣの⥔ᣢཬ䜃ቑ㐍䛻␃ពする䛸䛸䜒䛻䚸学ᑅෆእのΎ₩䛻ດ䜑䛺䛡䜜䜀䛺

䜙䛺䛔䚹

䠎 学ᰯ䛜ᐇするᗣデ᩿䛿䚸ᚲ䛪ཷ䛡䛺䛡䜜䜀䛺䜙䛺䛔䚹

䠏 䛻䛛䛛䛳䛯⪅䛿┤䛱䛻ᑅົ䛻⏦䛧ฟ䛶䚸䛭のᣦ♧䛻ᚑ䜟䛺䛡䜜䜀䛺䜙䛺䛔䚹

䠄タ䚸タഛの⏝䠅

➨䠍䠓᮲ 学ᑅのタ䚸タഛの⏝䛻䛴䛔䛶䛿䚸ู䛻ᐃ䜑る䚹

䠄ᦆᐖ㈺ൾ䠅

➨䠍䠔᮲ ᑅ生䛿䚸タ䞉タഛ➼䜢ᨾពཪ䛿㔜䛺㐣ኻ䛻䜘䜚⁛ኻཪ䛿ởᦆ䛧䛯䛸き䛿䚸䛭のᦆᐖ䜢㈺

ൾ䛧䛺䛡䜜䜀䛺䜙䛺䛔䚹

䠄㛢ᑅ䠅

➨䠍䠕᮲ 本ᰯの㛗ᮇఇᴗ୰䛿䚸ཎ๎䛸䛧䛶学ᑅ䜢㛢㙐する䚹

䠄㞧๎䠅

➨䠎䠌᮲ 䛣のつ๎䛻ᐃ䜑る䜒のの䜋䛛䚸䛣のつ๎のᐇ䛻㛵䛧䚸ᚲせ䛺㡯䛿䜻䝱䞁䝟スẖ䛻ู䛻ᐃ

䜑る䚹

㝃 ๎

䛣のつ๎䛿䚸ᖹᡂ䠎䠍ᖺ䠍䠌᭶䠍᪥䛛䜙⾜する䚹
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䠄䠎䠅 熊本高➼専㛛学ᰯඵ㱟ᑅ専ᨷ⛉䝣ロ䜰⟶⌮㐠Ⴀせ㡯

ᖹᡂ䠎䠐ᖺ䠏᭶䠎䠏᪥ไᐃ

ᖹᡂ䠎䠔ᖺ䠏᭶䠎䠎᪥ᨵṇ

䠄㊃᪨䠅

➨䠍᮲ 䛣のせ㡯䛿，学ᑅつ๎䛻䜘る䜒のの䜋䛛，熊本高➼専㛛学ᰯ䠄௨ୗ「本ᰯ」䛸䛔䛖䚹䠅ඵ㱟ᑅ専

ᨷ⛉䝣ロ䜰䠄௨ୗ「専ᨷ⛉䝣ロ䜰」䛸䛔䛖䚹䠅の⟶⌮㐠Ⴀ䛻䛴䛔䛶ᚲせ䛺㡯䜢ᐃ䜑る䚹

䠄タ⨨の┠ⓗ䠅

➨䠎᮲ 専ᨷ⛉䝣ロ䜰䛿，本ᰯの教育タ䛸䛧䛶ඵ㱟ᑅෆ䛻タ⨨䛧，専ᨷ⛉䝣ロ䜰䛻ධᑅする専ᨷ

⛉学生䠄௨ୗ「専ᨷ⛉ᑅ生」䛸䛔䛖䚹䠅の修学䛻౽ᐅ䜢౪する䛣䛸䜢┠ⓗ䛸する䚹

䠄⟶⌮㐠Ⴀ㈐௵⪅➼䠅

➨䠏᮲ 専ᨷ⛉䝣ロ䜰の⟶⌮㐠Ⴀ䛻㛵する㡯䛿，ᑅົ䛸㐃ᦠ䛧䛶生産システム工学専ᨷ㛗

䠄௨ୗ「専ᨷ㛗」䛸䛔䛖䚹䠅䛜ฎ⌮する䚹

䠎 専ᨷ㛗䛿，ᑅົ䛸㐃ᦠ䛧䛶，専ᨷ⛉ᑅ生の教育ཬ䜃生άのᣦᑟ┘╩䛻ᙜ䛯る䜒の䛸する䚹

䠄ධᑅ䠅

➨䠐᮲ 専ᨷ⛉䝣ロ䜰䛻ධᑅ䛷きる⪅䛿，本ᰯ生産システム工学専ᨷ⏨Ꮚ学生䠄௨ୗ「専ᨷ⛉生」䛸

䛔䛖䚹䠅䛸する䚹

䠎 ධᑅ䜢ᕼᮃする専ᨷ⛉生䛿，専ᨷ㛗䛜ᐃ䜑るᮇ᪥䜎䛷䛻ධᑅ㢪䠄ู⣬ᵝᘧ➨䠍ྕ䠅䜢ᰯ㛗䛻ᥦ

ฟ䛧䛺䛡䜜䜀䛺䜙䛺䛔䚹

䠄ධᑅ㑅⪃ཬ䜃チྍ䠅

➨䠑᮲ ධᑅ⪅䛿，専ᨷ㒊䛷㑅⪃䛧， ᰯ㛗䛜ධᑅ䜢チྍする䚹

䠎 ධᑅ䜢チྍ䛥䜜䛯⪅䛿，ධᑅ䛻ㄋ⣙᭩䠄ู⣬ᵝᘧ➨䠎ྕ䠅䜢ᥦฟ䛧䛺䛡䜜䜀䛺䜙䛺䛔䚹

䠄㏥ᑅ䠅

➨䠒᮲ ㏥ᑅᕼᮃ⪅䛿，㏥ᑅ㢪䠄ู⣬ᵝᘧ➨䠏ྕ䠅䜢ᰯ㛗䛻ᥦฟ䛧䛺䛡䜜䜀䛺䜙䛺䛔䚹

䠎 ᰯ㛗䛿，専ᨷ⛉ᑅ生䛜ḟのྛྕの䛔䛪䜜䛛䛻ヱᙜする䛸き䛿，専ᨷ㒊のᑂ㆟䜢⤒䛶㏥ᑅ䜢

䛪る䛣䛸䛜䛷きる䚹

(1) 本ᰯ学生の㌟ศ䜢ኻ䛳䛯ሙྜ

䠄2䠅ᐤᐟᩱཪ䛿ㅖ⤒㈝䜢⣡䛧䛯ሙྜ

䠄3䠅学䜢䛬䜙䜜䛯⪅䛷，㏥ᑅ䛜㐺ᙜ䛸ㄆ䜑䜙䜜るሙྜ

䠄4䠅➼䛻䜘䜚，ಖ⾨生ୖᑅ生ά䛜㐺ᙜ䛸ㄆ䜑䜙䜜るሙྜ

䠄5䠅ᑅ䛻䛚䛔䛶㣧㓇䜔ႚ↮䜢䛧䛯ሙྜ

䠄6䠅ᑅ生௨እの⪅䜢ᐟἩ䛥䛫䛯ሙྜ

䠄7䠅ᑅ䛻䛚䛔䛶，ⴭ䛧䛟⛛ᗎ䜢す⾜Ⅽ䛜䛒䛳䛯䛸ㄆ䜑䜙䜜るሙྜ

䠄8䠅␗ᛶ䝣ロ䜰䛚䜘䜃␗ᛶのᒃᐊ䛻ධ䛧䛯ሙྜ，䜎䛯䛿ධ䜢䜋䛖ຓ䛧䛯ሙྜ

䠄9䠅䛭の䛣のせ㡯䛻ⴭ䛧䛟㐪する⾜Ⅽ䛜䛒䛳䛯䛸ㄆ䜑䜙䜜るሙྜ

䠏 ㏥ᑅ䜢䛨䜙䜜䛯⪅䛿，䛭の᪥䛛䜙䠍䠐᪥௨ෆ䛻㏥ᑅ䛧䛺䛡䜜䜀䛺䜙䛺䛔䚹

䠄ධᑅのไ㝈➼䠅

➨䠓᮲ ㏥ᑅ䛧䛯専ᨷ⛉生䛜ධᑅ䜢ᕼᮃするሙྜ，専ᨷ㒊のᑂ㆟䜢⤒䛶，ᰯ㛗䛜ධᑅ䜢チ

ྍする䚹䛯䛰䛧，๓᮲➨䠎㡯➨䠎ྕ䛛䜙➨䠔ྕ䜎䛷の䛔䛪䜜䛛䛻ヱᙜ䛧，㏥ᑅ䜢䛨䜙䜜䛯⪅䛻䛴䛔

䛶䛿，ධᑅ䜢ㄆ䜑䛺䛔䚹

䠎 ๓㡯の手⥆き䛻䛴䛔䛶䛿，➨䠐᮲➨䠎㡯ཬ䜃➨䠑᮲➨䠎㡯のつᐃ䛻‽䛪る䚹

䠄Ⅼ䛚䜘䜃㛛㝈䠅

➨䠔᮲ 㛛㝈䛿⏨Ꮚ専ᨷ⛉生䛻䛒䛳䛶䛿䠎䠏，ዪᏊ専ᨷ⛉生䛻䛒䛳䛶䛿䠎䠎䛸する䚹

䠎 専ᨷ⛉ᑅ生䛿㛛㝈Ⅼ䛻䜘䜚，ᡤᅾの☜ㄆ䜢ཷ䛡䛺䛡䜜䜀䛺䜙䛺䛔䚹

䠏 㛤ᑅのᖐ┬，እἩ䛚䜘䜃◊✲➼䛷ᘏ้するሙྜ䛿，๓䛻䛭の᪨䜢Ⅼྡ⡙䛻グ㍕䛧䛺䛡䜜

䜀䛺䜙䛺䛔䚹䛯䛰䛧，㛗ᮇఇᴗ୰䛻䛚䛡るᖐ┬ཬ䜃እἩ䛻䛴䛔䛶䛿専ᨷ㒊䛻㐃⤡䛧䛺䛡䜜䜀䛺䜙
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䛺䛔䚹

䠄䜰䝹䝞䜲䝖䠅

➨䠕᮲ 䜰䝹䝞䜲䝖䛻䛴䛔䛶䛿，ಖドேཬ䜃本ேの㈐௵䛷⾜䛖䛣䛸䛸する䚹

䠄ᑅ生⤌⧊䠅

➨䠍䠌᮲ 専ᨷ⛉䝣ロ䜰の⟶⌮㐠Ⴀ䜢䜘䜚䛻する䛣䛸䜢┠ⓗ䛸䛧䛶，⏨Ꮚ専ᨷ⛉ᑅ生䛛䜙ྛ学ᖺ

௦⾲䜢ྛ䠍ྡ䛪䛴，ዪᏊ専ᨷ⛉ᑅ生䛛䜙䠍ྡ㑅ฟ䛧，専ᨷ⛉ᑅ生ᙺဨ䜢⤌⧊する䚹

䠄㛢ᑅ䠅

➨䠍䠍᮲ ᰯ㛗䛿，ಖ⾨生⟶⌮ୖᚲせ䛜䛒るሙྜ，タのᨵ修䜢⾜䛖ሙྜཬ䜃ᰯ㛗䛜ᚲせ䛸ㄆ䜑

䛯ሙྜ䛿㛢ᑅする䛣䛸䛜䛷きる䚹

䠄㞧๎䠅

➨䠍䠎᮲ 䛣のせ㡯䛻ᐃ䜑る䜒のの䜋䛛，専ᨷ⛉䝣ロ䜰の⟶⌮㐠Ⴀ䛻ᚲせ䛺㡯䛿，ู䛻ᐃ䜑る䚹

㝃 ๎

䛣のせ㡯䛿，ᖹᡂ䠎䠐ᖺ䠐᭶䠍᪥䛛䜙⾜する䚹

䛣のせ㡯䛿，ᖹᡂ䠎䠔ᖺ䠐᭶䠍᪥䛛䜙⾜する䚹

㸯２㸬その

䠄䠍䠅 ⣡㔠୍ぴ                                䠄ᖹᡂ䠏䠌ᖺ䠐᭶䠍᪥⌧ᅾ䠅

✀ ู 㔠   㢠 ⣡   ᮇ ᢸᙜಀ ഛ   ⪃

ධ 学 ᩱ 84,600 ᣦᐃᮇ᪥ 学ົಀ

ᤵ ᴗ ᩱ
ᖺ㢠 ๓ᮇศ 䠐᭶

学ົಀ   
234,600 ᚋᮇศ 10᭶

᪥本ス䝫䠉䝒⯆䝉

䞁䝍䠉⅏ᐖඹ῭⤥

ไᗘಖㆤ⪅㈇ᢸ㔠

ᖺ㢠  1,520 䠐᭶ 学生ಀ   

熊本┴ PTA ⅏ᐖぢ

⯙㔠
ᖺ㢠 800 䠐᭶ 学生ಀ

ᐤ ᐟ ᩱ

䠎ே㒊ᒇ ಶᐊ

๓ᮇศ 䠐᭶

ᑅົಀ ᑅ 生

๓ᮇ ๓ᮇ

4,200 4,800

ᚋᮇ ᚋᮇ
ᚋᮇศ 10᭶

4,200 4,800

ᑅ   ㈝
 32,400 ๓ᮇศ 䠐᭶

ᑅົಀ ᑅ 生
 32,400 ᚋᮇศ 10᭶

ᑅ ⤥ 㣗 ㈝
᭶ 㢠

ẖ᭶ ⤥㣗ጤクᴗ⪅ ᑅ 生
28,500䠄ᴫ⟬䠅

ᚋ   ㈝
10,000 ๓ᮇศ 䠐᭶

⥲ົಀ
10,000 ᚋᮇศ 10᭶

ᑵ⫋ᶍヨཷ㦂ᩱ 2,500 䠐᭶ 学生ಀ 専ᨷ⛉1ᖺ生
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１㸬ࡵࡌࡣ

᪥の産業技術は，ゝㄒやᅜ境を㉺えたᅜ㝿化がᛴ㏿に進࠶，ࡳらࡺる分野において複合化・融

合化が進んでいます。しかも，᪥々高度になっています。産業技術は人間社会や自然環境にᙳ㡪を

及ࡰしますから，社会環境と自然環境がㄪをಖちながらඹ生していくことについて配慮すること

も求められています。

産業技術を駆使して「ࣔࡾࡃ࡙ࣀ」࠺⾜ࢆの୍ࡣே୍ேのᢏ⾡⪅です。したがって，産業技術の

複合化・融合化が進ࡴ現代では，⊃࠸専門ศ㔝ࡎࡽࡲ␃工学のᇶ♏ࡿ࡞ᖜᗈ࠸▱㆑ᢏ⾡ࢆ☜

ᐇ㌟ࡅ㸪工学のㅖศ㔝Ⓨ生ࡿࡍㅖၥ㢟ࢆⓎぢ࡚ࡋゎỴ࡛きࡿ⬟ຊࢆഛࡓ࠼ᢏ⾡⪅㸪㇏࡞

ே㛫ᛶつᚊࢆᣢࡘᢏ⾡⪅㸪࡚ࡋࡑᰂ㌾ࡉዲወᚰ࡚ࡗࡶࢆၥ㢟ゎỴ✚ᴟⓗྥきྜ࠺ᢏ⾡⪅が

求められています。

熊本高専八代キャンパス（௨ୗ本校）では，これからの社会の要ㄳに応えられる技術者教育を実

するために，これまでの教育システムをぢ┤して，本科５年間と専攻科２年間の㸵年間を通した

「八代キャンパス 総合教育ࣉロࣛࢢム」を⟇定して，ᖹ成㸯㸲年度より実しています。総合教育

ムでは，本校の⌮ᛕと教育目標のもとに，本科㸯，２年を͆人としての基盤ᙧ成ᮇ͇，本ࣛࢢロࣉ

科３年を͆専門基礎のಟᚓᮇ͇としています。そして本科㸲年から専攻科２年までの㸲年間を，

͆専門ᛶの☜❧」║ⓗど㔝の⋓ᚓᮇ͇とᤊえて，⊃い専門分野に␃まらࡎ工学の基礎となる幅広

い知識と技術を☜実に身に付けるための㸲年間を୍㈏した「生産システム工学」教育プログラム

（௨ୗ㸪教育プログラムゝࠋ࠺）としています。この教育ࣉロࣛࢢムでは，㸲年間の学習・教育

を通して技術者教育のᅜ㝿Ỉ準をㄆ定する᪥本技術者教育ㄆ定機構（Japan Accreditation Board

for Engineering Education : JABEE㸸２㸮࣌ージཧ↷）の「工学（融合複合・᪂㡿域）分野」基準

に適合したカࣜキュࣛムを設定しています。

学生ㅖྩは，このᒚಟのᡭᘬをよくㄞんで，教育ࣉロࣛࢢムಟ生としての要௳をよく⌮ゎし，

ຮ学にບんでください。

２㸬本校の⌮ᛕ┠ⓗ

熊本高専では，ḟに♧すよ࠺な「熊本高専の⌮ᛕと目的」「「生産システム工学」教育ࣉロࣛࢢ

ムの目的」をᥖࡆています。

２-１㸬熊本高専の⌮ᛕ┠ⓗ（▷ᩥ⾲グ）

 [⌮ᛕ]

本校ࡣ㸪専門ศ㔝の▱㆑ᢏ⾡ࢆ᭷ࠊࡋᢏ⾡⪅࡚ࡋのே㛫ຊࢆഛࠊࡓ࠼ᅜ㝿ⓗࡶ㏻⏝ࡍ

ࠋࡿࡍࢆ⫣の㈉ᆅᇦ♫ࡿࡼ⾡科学ᢏࡧࡼ࠾ᢏ⾡⪅の育ᡂ࡞ᐇ㊶ⓗ࣭㐀ⓗࡿ

 [┠ⓗ]

本校ࠊࡣ⫋ᴗᚲせ࡞ᐇ㊶ⓗࡘ専門ⓗ࡞▱㆑ཬࡧᢏ⾡ࢆ᭷ࡿࡍ㐀ⓗ࡞ேᮦࢆ育ᡂࡇࡿࡍ

ࠋࡿࡍⓗ┠ࢆ

䠎-䠎䠊䛂生産システム工学」教育プログラム䛾┠ⓗ

本教育プログラムࡣ㸪産ᴗᵓ㐀の」㞧࣭ከᵝ対応ࡋ㸪ࣔࡾࡃ࡙ࣀの⌧ሙ࡛「ᒁ╔║㸪

ᑠᒁ╔手」ࢆᐇ⾜࡛きࡓࡋ❧⮬ࡿᐇ㊶ⓗ高度ᢏ⾡⪅ࢆ育ᡂࢆࡇࡿࡍ┠ⓗࠋࡿࡍ

この教育目標に࠶る͆自立した実践的技術者͇とは，「 複║的な視点から技術を⌮ゎし，実践の

場において，地域・社会のニーズに応え，アイデアを実現できる能力を備えた技術者 」です。

䠏䠊䛂⏕⏘䝅䝇䝔䝮ᕤᏛ䛃ᩍ⫱䝥䝻䜾䝷䝮

２㸫２に♧したよ࠺に，生産システム工学教育ࣉロࣛࢢムは͆融合化・複合化が進ࡴモノづくり

の現場で「ᒁ╔║，ᑠᒁ╔ᡭ」を実⾜できる自立した実践的高度技術者を育成する͇ことを目標

としています。

もちࢁん，これまで本校が実してきた５年間୍㈏の本科教育による工学の基礎学力の定╔と，

本科教育で身につけた基礎学力を᭦に実さࡏる２年間の専攻科教育のᯟ⤌ࡳは，これからもᨵၿ

を⥆けながら⥅⥆されます。
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ᅜ㝿化と融合化・複合化が進ࡳ，᪥々高度化するモノづくりの現場で活㌍できる実践的技術者を

育成するためには，ᅗ㸯のよ࠺にこれまでの本校での教育のᯟ⤌ࡳを生かしながら，「本科４年ḟ

。になっています࠺教育プログラム」が求められるよࡓࡏࡉ⥆㐃ࢆの４年㛫࡛ࡲ専攻科２年ḟࡽ

この㸲年間の教育ࣉロࣛࢢムが熊本高専八代キャンパスの教育プログラムです。

JABEE では，高専，学を༊ูࡎࡏ，技術者教育のỈ準をᑂᰝ・ㄆ定します。JABEE ㄆᐃ࡚ࡗࡼ

㸪᪥本ᢏ⾡ኈࡾ࡞ᢏ⾡ኈ୍ḟヨ㦂ච㝖ࡾ࡞⪅⾡㸪修⩦ᢏࡣ教育プログラムの༞ᴗ生ࡓࡅཷࢆ

࡛Ⓩ㘓࡛ࡇࡿࡍᢏ⾡ኈ⿵のᅜᐙ㈨᱁ࡀᚓࡇࠋࡍࡲࢀࡽの㈨᱁ࡣୡ⏺࡛㏻⏝ࡍࡲࡋ。本校の本科お

よび専攻科のカࣜキュࣛムは，㸲年間の教育ࣉロࣛࢢムが JABEE の「工学（融合複合・᪂㡿域）」

分野の基準に適合するよ࠺に設計されています。

本校の教育プログラムの修せ௳ࡓࡋࡓ‶ࢆ専攻科修生は「応⏝⌮学」分野でのಟ習技術者の

資᱁がྲྀᚓできます。

専攻科の生産システム工学専攻では、「準学士課程における機械知能系，建築社会デザイン系，

生物化学系のఱれかの複合ᆺ専門を基礎として、モノづくりの基盤をデザインしこれを展開して、

ᅜ㝿的な視点に立ったイノ࣋ーシࣙン成をᢸ࠺ことのできる高度な開Ⓨ技術者及び地域産業のⓎ

展に貢献できる技術者の育成」を目的としています。本科の複合ᆺ専門を基礎として、㸯つの教育

にඹ通ᚲಟ科目を配置するとともに，୍人୍人の学生のᚓពとする専門㡿域࠺ムとなるよࣛࢢロࣉ

の実践力を῝める専門㑅ᢥ科目を設定しています（ᅗ２）。

ᅗ䠍䠊䛂⏕⏘䝅䝇䝔䝮ᕤᏛ䛃ᩍ⫱䝥䝻䜾䝷䝮

ᮏ⛉䠐-䠑ᖺ䛸ᑓᨷ⛉䠍-䠎ᖺ䛾䠐ᖺ㛫䛜ᩍ⫱䝥䝻䜾䝷䝮䛷䛩䚹

ᮏ⛉䠄䠑ᖺ䠅 ᑓᨷ⛉䠄䠎ᖺ䠅

１ 2 3 A2A１54

ᇶ♏Ꮫຊ䛾ᐇ 䛂⏕⏘䝅䝇䝔䝮ᕤᏛ䛃ᩍ⫱䝥䝻䜾䝷䝮

Ꮫᖺ

ᅗ䠎䠊ᑓᨷ⛉䛷䛾⛉┠㓄⨨
ᚲಟ⛉┠䛾䛂ᛂ⏝䝥䝻䝆䜵䜽䝖䛃䜔䛂ᡂᐇ㊶ᢏ⾡䛃䛺䛹䛷䛿䠈Ꮫ⛉䞉ᑓᨷ䛾ᯟ䜢㉸䛘䛶䠈ᚓព䛸䛩䜛ᑓ㛛ศ㔝

䛾▱㆑䜔ᢏ⾡䜢ά䛛䛧䛺䛜䜙䜶䞁䝆䝙䜰䝸䞁䜾䝕䝄䜲䞁⬟ຊ䜔ᡂ⬟ຊ䜢⩦ᚓ䛷䛝䜛䜘䛖䛺 PBL 

(Problem/Project Based Learning)䜢ᑟධ䛧䛶䛔䜎䛩䚹䜎䛯䠈㛗ᮇ䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥䜔እ㒊ᶵ㛵䛸䛾ඹྠᩍ⫱䛻

䜘䜛䝥䝻䝆䜵䜽䝖⛉┠䛺䛹䛾ᒚಟ䛜ྍ⬟䛺ඹ㏻㑅ᢥ⛉┠䜢ຍ䛘䜎䛧䛯䚹
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ᅗ㸱.「生産システム工学」教育プログラムの教育システム

ᮏ

⛉

ᑓ

ᨷ

⛉

厘

⏕

⏘

后
吐
吝
吷
ᕤ

学

厙
教

育

吮
呄
グ

呀
吷

モノづくり，システムづくりの実践の場で

技術と技能と社会と環境を統合的に考える体系

ᶵᲔ

䠇

㟁Ẽ㟁Ꮚ

ᅵᮌ

䠇

ᘓ⠏

⏕≀

䠇

ᛂ⏝Ꮫ

」║

ᑓ㛛ᢏ⾡ ࿘㎶ᢏ⾡

♫ ⎔ቃ

４.「生産システム工学」教育プログラムの┠ᣦࡍ専門工学

熊本高専八代キャンパス（௨ୗ本校）は，㸲㸷年（㸯㸷㸵㸲年）に機械工学と電気工学を融

合した「機械電気工学科」，情報工学と電子工学を融合した「情報電子工学科」および土木工学と

建築学を融合した「土木建築工学科」の３つの複合学科でᪧ八代高専として設立されました。その

後ᖹ成ඖ年には生物学と化学を融合した「生物工学科」が加ࢃり，ᖹ成６年には機械電気工学科と

情報電子工学科を基盤とする「生産情報工学専攻」，土木建築工学科を基盤とする「環境建設工学

専攻」および生物工学科を基盤とする「生物工学専攻」の３専攻科が設立されました。現ᅾでは熊

本高専八代キャンパスとして，㸲

学科㸯専攻のᯟ⤌ࡳとなっていま

す。このよ࠺に，本校は設立ᙜึ

から͆㏆᥋する␗分野の基礎と専

門を┦に⿵しながら，ᰂ㌾で

複║的な視野を備えた実践的技術

者を育成する͇ことを教育のᰕと

した「融合・複合」の⌮ᛕをもっ

た高専で࠶り，このᰕは JABEE の

「融合・複合」㡿域の⪃えとࡰ

ྠじです。このよ࠺な設立ᙜึか

らのఏ統や資産を⪃慮して本校ࣉ

ロࣛࢢムの学習・教育฿㐩目標は

設定されています。

本教育ࣉロࣛࢢムでは，どのよ

な分野の技術者にもඹ通して求࠺

められるࢥミュニケーシࣙン，地

⌫的視野，技術⌮，基礎工学な

どの基礎能力を身につけるととも

に，各自の᰾となる専門工学をಟ

めるよ࠺に教育システムを工ኵし

ています。ᅗ３は本校ࣉロࣛࢢム

の目指す専門工学と，それを㐩成

するための教育システムを⾲して

います。

「生産システム工学」の目指す

専門工学の定⩏は，

「機械工学」，「電気電子工学」，

「建築学」，「土木工学」，「生

物工学」，「応用化学工学」の専

門工学について、「機械工学」と

「電気電子工学」，「建築学」と

「土木工学」，「生物工学」と

「応用化学」のよ࠺にそれぞれ２

つの専門工学が複合した機械知能系，建築社会デザイン系，生物化学系のఱれかの複合ᆺ専門を基

礎として、生産の工学的応用に⧅ࡄ複合工学です。

この本校教育ࣉロࣛࢢムの目指す専門工学の定⩏は，ゝいえると「」║࣭ࣔࡾࡃ࡙ࣀ」で࠶り，

͆複║的視点に立って工学的にၥ㢟ゎỴを目指すモノづくり工学͇で࠶り，社会（ୡ⏺や地域社会）

。けられたモノづくり工学͇ですྥ配慮した͆社会と環境の貢献と，環境

この様に，本校の教育ࣉロࣛࢢムでは，本科㸲年から専攻科２年までの㸲年間の学習で，各自の

専門技術とその࿘㎶技術を῝めて，社会と環境に目をྥけて複║的な視点からၥ㢟をゎỴすること
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のできる「複║・モノづくり」専門工学がಟᚓできるよ࠺に設計されています。

䠑䠊䛂⏕⏘䝅䝇䝔䝮ᕤᏛ䛃ᩍ⫱䝥䝻䜾䝷䝮䛾ᒚಟᑐ㇟⪅
教育ࣉロࣛࢢムは，本科㸲，５年及び専攻科㸯年，２年の㸲年間の学習で構成されていますので，

「本科３年をಟし㸲年ḟに進⣭した者」および「高校等から㸲年ḟに⦅ධ学した者」ဨがࣉロ

。ムᒚಟ対㇟者となりますࣛࢢ

ᚑって，本科㸲年の進⣭は，教育ࣉロࣛࢢムのධ学となります。そして，本科㸲年，５年の

２年間の学習は本教育ࣉロࣛࢢムの前༙の課程，専攻科㸯年，２年の２年間の学習はࣉロࣛࢢムの

後༙の課程となります。

ᒚಟ対㇟者は本科㸲年から専攻科２年までのᒚಟ対㇟ᮇ間の学習について，教育ࣉロࣛࢢム࣏ー

トフ࢛ࣜオ（ཧ⪃資ᩱ（３㸯࣌ージ）の「学習等㐩成度グ㘓⡙」）にグ㘓し，㐩成度の自ᕫ点᳨を

。こととしています࠺⾜

䠒䠊ᑓᨷ⛉ධᏛ䛸䝥䝻䜾䝷䝮䛾ᒚಟⓏ㘓
䠒-䠍䠊ᑓᨷ⛉䜈䛾ධᏛ㈨᱁䛸ಟせ௳

本校の専攻科にධ学できる者は，本校の学๎➨㸯㸯❶➨５２᮲に専攻科のධ学資᱁としてつ定さ

れています。専攻科ࢆ修ࡣࡵࡓࡿࡍ㸪８ࡍ♧ࢪ࣮࣌教育プログラムの修せ௳のࡕ࠺㸪「1.

学ኈの学のྲྀᚓ」ࢆ㝖ࡃ࡚の教育プログラムの修せ௳ࠋࢇࡏࡲࡾ࡞ࡤࡡࡉࡓ‶ࢆ

䠒-䠎䠊ᑓᨷ⛉ධᏛ䛸䛂⏕⏘䝅䝇䝔䝮ᕤᏛ䛃ᩍ⫱䝥䝻䜾䝷䝮䛾ᒚಟⓏ㘓

５㡯で♧したよ࠺に，教育ࣉロࣛࢢムは本科㸲年から専攻科２年までの㸲年間の学習で構成され，

「本科３年をಟし㸲年ḟに進⣭した者および高校等から本校の㸲年ḟに⦅ධ学した者ဨ」をࣉ

ロࣛࢢムᒚಟ者としてつ定しています。

しかし，本科を卒業する学生の進㊰は多様で，専攻科のධ学ではḟのよ࠺なケースが࠶ります。

（㸯）本校を卒業して，本校専攻科にධ学する者

（２）本校を卒業して୍度ᑵ⫋し，その後本校専攻科にධ学する者

（３）の高専等を卒業して本校専攻科にධ学する者

このよ࠺に，専攻科のධ学にはⰍ々なケースが࠶りますので，「履修⪅の᭱⤊Ⓩ㘓」ࡣ本校専

攻科入学ࡍࡲ࠸⾜。

このにも，本校卒業後に学等のの高等教育機関に進ࡴ者もいます。この場合には，⦅ධ学

先の学が設定する㹈㸿㹀㹃㹃ࣉロࣛࢢムのᒚಟ対㇟者となるྍ能性が高くなります。

教育プログラムの履修ࡀ㸪ဨࡎࡽࢃ⫋ᑵࡸ㸪㐍学ࡣ㸪本科４年௨ୖの学生ࡾࡼࡽࢀࡇ

生࡛ࢆࡇࡿ࠶⮬ぬ࡚ࡋୗࠋ࠸ࡉ

なお，上グ（３）の「の高専等を卒業して本校専攻科にධ学する者」は，本教育ࣉロࣛࢢム

の㏵୰⦅ධとなります。㏵୰⦅ධ学生が，⦅ධ前にಟᚓした༢および本教育ࣉロࣛࢢムの学生が

の高等教育機関でಟᚓした༢のྲྀりᢅいについては，㸯㸲࣌ージの㸯㸮-３㡯をཧ↷してୗさい。

䠓䠊䛂⏕⏘䝅䝇䝔䝮ᕤᏛ䛃ᩍ⫱䝥䝻䜾䝷䝮䛾Ꮫ⩦䞉ᩍ⫱฿㐩┠ᶆ
㸵-１. 「生産システム工学」教育プログラムの教育のᰕ

教育ࣉロࣛࢢムでは，２࣌ージの͆䛂生産システム工学」教育プログラム䛾┠ⓗ䇿にᥖࡆた͆産

業構㐀の複㞧化・多様化に対応し，モノづくりの現場で「ᒁ╔║，ᑠᒁ╔ᡭ」を実⾜できる自立

した実践的高度技術者͇を育成するために，ḟの２つを教育のᰕとしています。

I䠊 䛥䜎䛦䜎䛺」ྜⓗᢏ⾡せ⣲䜢ᚲせ䛸䛩䜛䝰䝜䛵䛟䜚䛾⌧ሙ䛷䠈୍ே୍ே䛾᭱䜒ᚓព䛸䛩䜛ᑓ㛛ศ㔝

䛾ᕤᏛ䛸ᩍ⫱䝥䝻䜾䝷䝮䛷Ꮫ⩦䛩䜛」ྜᕤᏛ䜢䠈ලయⓗ䛺䝕䝄䜲䞁䜔⏕⏘ᡭἲ䛻ά䛛䛩䛣䛸䛾䛷

䛝䜛䜶䞁䝆䝙䜰ᩍ⫱

II䠊 ᆅᇦ䛾♫䜔ᩥ䜈䛾⌮ゎ䛸ཧຍពḧ䜢䜒䛱䠈ᆅ⌫ⓗどⅬ䛷≀䜢ᤊ䛘䜙䜜䜛䜶䞁䝆䝙䜰ᩍ⫱
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このため，教育ࣉロࣛࢢムでは，௨ୗの「学習・教育฿㐩目標」として設定しています。学習・

教育฿㐩目標は，６㡯目の┠ᶆと，それぞれの目標を㐩成するための，より具体的な฿㐩目標

から構成されています。各教科のシࣛバスには，この「学習・教育฿㐩目標」との対応と，後㏙す

る㹈㸿㹀㹃㹃のඹ通基準との対応が♧されています。

㸵-２.「生産システム工学」教育プログラムの学⩦࣭教育┠ᶆཬࡧ学⩦࣭教育฿㐩┠ᶆ

(１) ᪥本ㄒࡧࡼ࠾ⱥㄒの࣑ࣗࢥ ࢣ࣮ࢽ シࣙ ン⬟ຊࢆ᭷ࠊࡋᅜ㝿ⓗά㌍࡛ きࡿᢏ⾡⪅

1-1㸸᪥本ㄒࡿࡼ㐺ษᩥ࡞ ❶⾲⌧ཬཱྀࡧ 㢌のពᛮఏ㐩࡛ࡀ きࡿ

1-2㸸ⱥㄒ࡛ ᭩ࡓࢀᢏ⾡ᩥ ᭩のᴫせ࣭ せ᪨ࡿࡵࡘࡀ

1-3㸸◊✲のⱥᩥ ᴫせࢆ᭩ࡀ࡛ࡇࡃ き㸪Ⓨ⾲㈨ᩱ࡞ⱥㄒࡀ࡛ࡇࡿ࠸⏝ࢆ きࡿ

(２) ICT㛵ࡿࡍᇶ本ⓗᢏ⾡ࡧࡼ࠾工学の応⏝ᢏ⾡ࢆ㌟ࡓࡅᢏ⾡⪅

2-1㸸ICTᢏ⾡ࢆά⏝ࡓࡋィ ᢏ⾡ࢆ࠸ᐇ㦂࣮ࢹ ࡀ࡛ࡇࡿࡍ㞟ࢆࢱ きࡿ

2-2㸸㞟ࢹ࣮ࡓࡋ ᩘࢆሗࡸࢱ ⌮ⓗฎ⌮࠸࡚⏝ࢆ ศᯒࡋ専門工学࡛ のၥ㢟ゎỴࡀ࡛ࡇࡿࡆ⧄ きࡿ

(㸱) ከศ㔝ࡿࡅ࠾ᢏ⾡のᇶ♏ࡿ࡞▱㆑ᢏ⬟㸪ཬࡑࡧのศ㔝の専門ᢏ⾡㛵ࡿࡍ高度࡞▱㆑⬟ຊࢆᣢࡕ㸪」║ⓗ

࡛㊶ᐇࢆ⏝のά産ᴗᢏ⾡ศ㔝ࠊࡋゎỴࢆၥ㢟ࡽどⅬ࡞ きࡿᢏ⾡⪅

3-1㸸 学ᩘ࣭ ⮬↛科学のᇶ♏▱㆑ࢆ㸪専門ศ㔝のㄢ㢟࡛ ά⏝ࡀ࡛ࡇࡿࡍ きࡿ

3-2㸸ከβ ࡀ࡛ࡇࡿ࠼ᤊ㸪ከ㠃ⓗࡋゎ⌮ࢆ専門ศ㔝の㛵㐃ᛶ࡞ きࡿ

3-3㸸ᇶ♏▱㆑ࢆά⏝࡚ࡋ 工学ⓗၥ㢟ࢆ⌮ゎࡋ㸪ㄝ࡛᫂ きࡿ

3-4㸸ᇶ♏ⓗ࡞ᐇ㦂ᢏ⾡࠸࡚⏝ࢆ 㸪ᐇ㦂ࢆ⏬࣭ ᐇ⾜࡚ࡋ ⤖ᯝのศᯒ࣭ ホ౯࡛ࡀ きࡿ

(４) ▱ᚨయのㄪࡓࡋே㛫ᛶࡧࡼ࠾♫ᛶ࣭ ༠ㄪᛶࢆ㌟ࡓࡅᢏ⾡⪅

4-1㸸ᖜᗈ࠸▱㆑ࢆ㌟ࡅࡘ㸪ᆅ⌫ⓗどⅬࡽၥ㢟ࢆᤊࡀ࡛ࡇࡿ࠼ きࡿ

4-2㸸␗ᩥ ࢆ⌮ゎࡋ㸪౯್ ほのከβ ᛶࢆㄆ㆑ࡀ࡛ࡇࡿࡍ きࡿ

4-3㸸♫ཧຍのពḧ㛵ᚰࡀ࡛ࡇࡘࡶࢆ きࡿ

4-4㸸グࣝ プ࣮࡛ のάື 㸪の࣓ࡋཧຍ ン࣮ࣂ ࡋ༠ㄪ࡚ ㄢ㢟ྀྲ ࡀ࡛ࡇࡴ⤌ࡾ きࡿ

 (㸳) ᗈ࠸ど㔝ᢏ⾡のࡾ࠶᪉対ࡿࡍ⌮ほࢆ㌟ࠊࡅ♫の㈉⊩ព㆑ࢆᣢࡘᢏ⾡⪅

5-1㸸科学ᢏ⾡㛵ࡿࡍ⌮ⓗၥ㢟࠸࡚ࡘ ⌮ゎࡋ㸪ᣦࡀ࡛ࡇࡿࡍ きࡿ

5-2㸸ᐇົ のୖၥ㢟ࢆ⌮ゎࡋ㸪ᢏ⾡ⓗ࣭ ⌮ⓗ▱㆑ࢆ㐺⏝ࡀ࡛ࡇࡿࡍ きࡿ

(㸴) ▱ⓗ᥈ồᚰࢆᣢࡕ㸪ၥ㢟ゎỴྥ ࡅ࡚ యⓗ㸪㐀ⓗྀྲ ࡀ࡛ࡇࡴ⤌ࡾ きࡿᢏ⾡⪅

6-1㸸▱ⓗዲወᚰ᥈ồᚰࢆᣢ࡚ࡗ 㸪ᖜᗈ࠸ศ㔝のㄢ㢟ྀྲ ࡀ࡛ࡇࡴ⤌ࡾ きࡿ

6-2㸸ᚓពࡿࡍ専門ศ㔝の▱㆑㸪ᢏ⾡ሗࢆ㥑࡚ࡋ 㸪♫のせồ応ࡓࡌၥ㢟ゎỴの᪉ἲࢆ⏬㸪ࢨࢹンࡍ

ࡀ࡛ࡇࡿ きࡿ

6-3㸸◊✲ࡸ学⩦≧ἣࢆᢕᥱ࣭ グ㘓࡚ࡋ ⮬ⓗ࣭ ⥅⥆ⓗ学⩦࡛ きࡿ

㸵-㸱. JABEEඹ㏻ᇶ‽のලయⓗ࡞学⩦࣭教育ࡍき▱㆑⬟ຊ

 JABEE では，ࣉロࣛࢢムಟ生が身につける具体的な学習・教育すき知識と能力をḟの（㹟）

から（i）の 9 㡯目に設定しています。この࠺ち，ಶู基準は「工学（⼥ྜ」ྜ࣭᪂㡿ᇦ）㛵㐃ศ㔝」
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のศ㔝ูᇶ‽です。

(a) ᆅ⌫ⓗどⅬࡽከ㠃ⓗ≀ࡿ࠼⪄ࢆ⬟ຊࡑの⣲㣴

(b) ᢏ⾡ࡀ♫↛⮬ࡸཬࡍࡰᙳ㡪ࡸຠᯝࡧࡼ࠾ᢏ⾡⪅ࡀ♫対࡚ࡋ㈇ࡿ࠸࡚ࡗ㈐௵㛵ࡿࡍ

⌮ゎ

(c) ᩘ学㸪⮬↛科学ࡧࡼ࠾ሗᢏ⾡㛵ࡿࡍ▱㆑ࢆࡽࢀࡑ応⏝࡛きࡿ⬟ຊ

(d) ヱᙜࡿࡍศ㔝の専門ᢏ⾡㛵ࡿࡍ▱㆑ࢆࡽࢀࡑၥ㢟ゎỴ応⏝࡛きࡿ⬟ຊ（ಶูᇶ‽

1(2)(d)ࢆཧ↷）

 (e) ✀ࠎの科学㸪ᢏ⾡ࡧࡼ࠾ሗࢆ⏝࡚ࡋ♫のせồࢆゎỴࡵࡓࡿࡍのࢨࢹン⬟ຊ

(f) ᪥本ㄒࡿࡼㄽ⌮ⓗ࡞グ㏙ຊ㸪ཱྀ㢌Ⓨ⾲ຊ㸪ウ㆟等の࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥシࣙン⬟ຊࡧࡼ࠾ᅜ㝿ⓗ

シࣙンᇶ♏⬟ຊ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࡿࡍ⏝㏻

(g) ⮬ⓗ㸪⥅⥆ⓗ学⩦࡛きࡿ⬟ຊ

(h) ࡓࢀࡽ࠼ไ⣙のୗ࡛ィ⏬ⓗࢆ㐍ࡵ㸪ࡿࡵࡲ⬟ຊ

(i) の⬟ຊࡵࡓࡿࡍࢆム࡛࣮ࢳ

࠙ಶูᇶ‽ࠚ

ᇶ‽ 2.1(1) [工学（⼥ྜ」ྜ࣭᪂㡿ᇦ）ཬࡧ㛵㐃の࢚ンࣜࢽࢪングศ㔝࠸ࡋࢃࡉࡩ

「ᩘ学࣭⮬↛科学ཬࡧ科学ᢏ⾡㛵ࡿࡍෆᐜ」ᇶ♏工学の▱㆑࣭⬟ຊ

基礎工学といて，ձ設計・システム科目⩌，ղ情報・ㄽ⌮系科目⩌，ճ材ᩱ・バイオ系科

目⩌，մ力学系科目⩌，յ社会技術系科目⩌の５⩌からなり，各⩌からᑡなくとも㸯科目，

合計᭱ప６科目についての知識と能力

ᇶ‽ 1(2)(d)

(1)専門工学（工学（⼥ྜ」ྜ࣭᪂㡿ᇦ）ࡿࡅ࠾専門工学のෆᐜࡣ⏦ㄳ学ࡀつᐃࡿࡍ）

の▱㆑⬟ຊ

☜ṇࢆࢱ࣮ࢹ㸪ࡋ⾜ィ⏬࣭㐙ࢆᐇ㦂࡚ࡋ㥑ࢆ⾡㆑࣭ᢏ▱࡞の工学のᇶ♏ⓗࡘࡃ࠸(2)

ゎᯒࡋ㸪工学ⓗ⪃ᐹࡋ㸪ࡘㄝ࣭᫂ㄝᚓࡿࡍ⬟ຊ

(3)工学のᇶ♏ⓗ࡞▱㆑࣭ᢏ⾡ࡋྜ⤫ࢆ㸪㐀ᛶࢆⓎ࡚ࡋㄢ㢟ࢆ᥈✲ࡋ㸪⤌ࡳ❧࡚㸪ゎỴ

ຊ⬟ࡿࡍ

(4)ᢏ⾡⪅ࡀ⤒㦂ࡿࡍᐇົୖのၥ㢟Ⅼㄢ㢟ࢆ⌮ゎࡋ㸪㐺ษ対応ࡿࡍᇶ♏ⓗ࡞⬟ຊ

 6 ムの６㡯目の学習・教育฿㐩目標と，JABEEࣛࢢロࣉージに♧した教育࣌ 基準の(a)から(i)の具

体的な学習・教育すき知識と能力との対応を⾲にすると，⾲㸯のよ࠺になります。

⾲１㸬「生産システム工学」教育プログラムの学⩦࣭教育฿㐩┠ᶆࠊ

JABEE ᇶ‽の学⩦࣭教育ࡍきලయⓗ࡞▱㆑⬟ຊ（a〜i）の対応

対応㸸㝶ⓗۑࠊ対応㸸యⓗ۔

1-1 ۔

1-2 ۔

1-3 ۔

2-1 ۔ ۑ

2-2 ۔

3-1 ۔

3-2 ۔

3-3 ۑ ۔ ۑ

3-4 ۔ ۑ ۔

4-1 ۔ ۑ

4-2 ۔ ۑ

4-3 ۔

4-4 ۔

5-1 ۑ ۔

5-2 ۔

6-1 ۔ ۑ

6-2 ۑ ۔ ۑ ۑ

6-3 ۔ ۔

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)
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䠔䠊䛂⏕⏘䝅䝇䝔䝮ᕤᏛ䛃ᩍ⫱䝥䝻䜾䝷䝮䛾ಟせ௳
教育プログラムࢆ修ࡣࡵࡓࡿࡍ㸪専攻科ࢆ修ࡋ㸪ḟのྛྕのせ௳ࢆ࡚‶࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡉࡓ

ࠋࢇࡏࡲࡾ

学習・教育目標と科目との対応，および㐩成度ホ౯᪉ἲとホ౯基準の関ಀについては⾲３と⾲３

ู⾲-㸯から⾲３ู⾲-３（㸯㸮ࠥ㸯３࣌ージ）をཧ↷してୗさい。また，科目⩌分㢮についてはู

⾲２をཧ↷してୗさい。

ཧࢪ࣮࣌の࡛（㸳ࡍࡲࡾ࠶ࡶ࡛௳専攻科の修せࡣ௳のせ.８ࡽ.２ࡕ࠺㸪ୗグのせ௳の࠾࡞

↷）㸪ࡽࢀࡇのせ௳࠸࡞ࡏࡓ‶ࢆሙྜ専攻科ࢆ修࡛きࠋࢇࡏࡲ

1. Ꮫኈ䛾Ꮫ䜢ྲྀᚓ䛩䜛䛣䛸 䠄Ꮫኈ䛾Ꮫ䛾ྲྀᚓ䛻䛴䛔䛶䛿䠍䠓䝨䞊䝆䜢ཧ↷䠅䚹

2. ᩍ⫱䝥䝻䜾䝷䝮䛻䛚䛔䛶䠈䝥䝻䜾䝷䝮༢䜢 124 ༢௨ୖಟᚓ䛩䜛䛣䛸

3. ཱྀ㢌䛷⮬ศ䛾研究ෆᐜ䜢Ⓨ表䛷䛝䜛䛣䛸䠈Ꮫእ䛷䛾Ⓨ表䜢┠ᣦ䛩䛣䛸

4. 䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥䜢⤒㦂䛧䠈ᐇ㊶ⓗ䛺ㄢ㢟ゎỴ䛾䛯䜑䛾ᇶ♏ຊ䜢㌟䛻䛴䛡䜛䛣䛸 䠄ὀ 䜰䠅

5. 表䠏䛾䛂ᩘᏛ䞉⮬↛⛉Ꮫ䞉ሗᢏ⾡⛉┠⩌䛃䛻䛴䛔䛶䠈せ௳䜢‶䛯䛧䛶ಟᚓ䛧䛶䛔䜛䛣䛸

6. 表䠏䛾䛂ᇶ♏ᕤᏛ䛾ḟ䛾䠑⛉┠⩌䛃䛻䛴䛔䛶䠈ྛ⛉┠⩌䛛䜙ᑡ䛺䛟䛸䜒䠍⛉┠䜢ྵ䜐䠓⛉┠௨ୖಟᚓ䛧䛶

䛔䜛䛣䛸

䐟タィ䞉システム⣔⛉┠⩌，䐠ሗ䞉ㄽ⌮⣔⛉┠⩌，䐡ᮦᩱ䞉䝞䜲䜸⣔⛉┠⩌

䐢ຊ学⣔⛉┠⩌，䐣♫技術⣔⛉┠⩌

7. 表䠏䛻♧䛩䛂ᑓ㛛ᕤᏛ䛾ḟ䛾䠐⛉┠⩌䠄ಶ別ᇶ‽䠍䠄䠎䠅䠄䡀䠅䠉䠄䠍䠅䡚䠄䠐䠅䠅䛃䛻䛴䛔䛶䠈表䠏䛻♧䛩㐩ᡂ

ᗘ評価ᇶ‽䜢‶䛯䛧䛶⛉┠䜢ಟᚓ䛧䛶䛔䜛䛣䛸

䠄䠍䠅専㛛工学の▱㆑䛸⬟ຊ⛉┠⩌

䠄䠎䠅䛔䛟䛴䛛の工学のᇶ♏ⓗ䛺▱㆑䞉技術䜢㥑䛧䛶ᐇ㦂䜢ィ⏬䞉㐙⾜䛧，䝕䞊䝍䜢ṇ☜䛻ゎᯒ䛧，工

学ⓗ䛻⪃ᐹ䛧，䛛䛴ㄝ᫂䞉ㄝᚓする⬟ຊ⛉┠⩌

䠄䠏䠅工学のᇶ♏ⓗ䛺▱㆑䞉技術䜢⤫ྜ䛧，創造ᛶ䜢Ⓨ䛧䛶ㄢ㢟䜢᥈✲䛧，⤌䜏❧䛶，ゎỴする⬟ຊ⛉

┠⩌

䠄䠐䠅技術⪅䛜⤒㦂するᐇົୖのၥ㢟Ⅼ䛸ㄢ㢟䜢⌮ゎ䛧，㐺ษ䛻ᑐᛂするᇶ♏ⓗ䛺⬟ຊ⛉┠⩌

8. ୖグのせ௳䜢ྵ䜑䛶，⾲䠏䛻♧す㐩ᡂᗘホ౯ᇶ‽䜢す䜉䛶‶㊊䛧䛶䛔る䛣䛸

表䠎. ᩍ⫱䝥䝻䜾䝷䝮䛾ಟせ௳䛻䛴䛔䛶䛾⿵㊊ㄝ᫂
ὀ ព ⿵ ㊊  㡯

䠄䜰䠅
䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥䛿䠈䝥䝻䜾䝷䝮䠍ᖺḟ䠄ᮏ⛉䠐ᖺ䠅䛛䜙䝥䝻䜾䝷䝮䠐ᖺḟ䠄ᑓᨷ⛉䠎ᖺ䠅䜎䛷䛾䠐ᖺ㛫䛷ᘏ䜉䠍䠐᪥௨ୖ⤒㦂

䛩䜛䛣䛸䛜ᚲせ䛷䛩䚹᪥ᩘ䛻䛿䠈⛣ື᪥䜔ᐇ⩦ඛ䛾ఇ᪥䜢ྵ䜏䜎䛫䜣䚹

䠄䜲䠅 ᖹᡂ䠎䠒ᖺᗘධᏛ⏕䜎䛷䛿䠈ᪧ䜹䝸䜻䝳䝷䝮䛾ᒚಟ⏕䛷䛒䜛䛯䜑䠈ᖹᡂ䠎䠒ᖺᗘධᏛ⏕䛾ಟせ௳䜢ཧ↷䛩䜛䛣䛸䠊
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䠕䠊学⩦࣭教育฿㐩┠ᶆの㐩ᡂ度ホ౯ᇶ‽科┠⩌ศ㢮

9-１.JABEEᇶ‽対応ࡿࡍ科┠⩌のศ㢮  

 JABEE では，学習・教育すき知識と能力のෆᐜ（㹟）ࠥ（i）に対応する科目⩌をつ定していま

すので，本校の教育ࣉロࣛࢢムでは科目構成をḟの㸲つの༊分に分㢮しています。

㸯㸬人文・社会科学（ㄒ学をྵࡴ）

２㸬ᩘ学・自然科学・情報技術

３. 基礎工学

㸲㸬専門工学

⾲３に，ᖹ成２㸵年度の専攻科ධ学者に対応したこれらの科目⩌分㢮を♧しています。

⾲３ู⾲㸯㹼３では，それぞれの学習・教育฿㐩目標ࡈとに本科㸲年から専攻科２年までの㸲年間

でᒚಟすることのできるすての科目がグධされています（⾲୰では，専攻科での開ㅮ科目をࢦシ

（。ク体で♧していますࢵ

各科目の༢ᩘ，ᤵ業時間ᩘそして具体的な目標やホ౯基準などのヲしい≧ἣについては，各科

目のシࣛバスをぢてください。

⾲３に，ᖹ成２㸵年度専攻科ධ学生に対応した，本校の教育ࣉロࣛࢢムの学習・教育฿㐩目標（㸵-

２㡯，６࣌ージ）のそれぞれの「目標」と，具体的な「ࣈࢧ目標」，それぞれのࣈࢧ目標のホ౯

基準と科目⩌分㢮を♧しています。

また，⾲３ู⾲の㸯ࠥ３には，それぞれの学習・教育฿㐩目標に対応した各学科・系の科目⩌が

♧されています。

⾲３にはまた，総合ホ౯基準として本校の教育ࣉロࣛࢢムのಟ要௳も♧しています。ಟ要௳

のヲ⣽については㸶㡯（㸶࣌ージ）に♧しましたが，JABEE プログラム࡛ྛࡣ科┠の㐩ᡂ┠ᶆࢆ‶

‽ホ౯ᇶ࡞㸪⥲ྜⓗ࡞プの⤒㦂ࢵンシ࣮ࢱンࡸ㸪学ኈྕのྲྀᚓࡶࡿࡍ修ᚓࢆ༢࡚ࡋࡓ

のḍのグ㍕「科┠⩌ศ㢮」ࡧࡼ࠾の࡛㸪⾲㸱の「㐩ᡂ度ホ౯ᇶ‽」ࡍࡲࡾ࡞ᚲせࡀࡇࡍࡓ‶ࢆ

ࠋ࠸ࡉୗ࡚ࡋㄆ☜ࡎᚲࢆ

ὀព

䕿Ꮫ⩦䞉ᩍ⫱฿㐩┠ᶆ䛸⛉┠䛸䛾ᑐᛂ

本科および専攻科で開ㅮされている科目は，学習・教育฿㐩目標の㐩成やಟ要௳の☜ㄆのた

めに，ᗄつかの༊分に分㢮されています。⾲３ู⾲の㸯ࠥ３では，୍つ୍つの科目が⾲３の学

習・教育฿㐩目標のそれぞれのࣈࢧ目標に体的に対応する場合は۔で，付㝶的に対応する場合

はۑで♧されています。ᚑって，それぞれの科目が複ᩘのࣈࢧ目標に対応されています。୍つ୍

つの科目と本校の学習・教育฿㐩目標および JABEE 基準との対応は，シࣛバスにもグ㍕されてい

ます。

なお，ᖹ成 27 年度のᒚಟカࣜキュࣛムのᨵゞにより，専攻科のධ学年度によって対㇟科目

が␗なりますので，᫂な場合には各系の専攻科ጤဨにၥい合ࡏࢃてୗさい。また，本校௨እか

らの専攻科のධ学生で，専攻科ධ学前にಟᚓした༢のᢅいについては㸯５࣌ージをཧ↷して

ୗさい。
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⾲㸱 学⩦࣭教育฿㐩┠ᶆの㐩ᡂ度ホ౯ᇶ‽（㹆27年度対応∧）                                                                 

学⩦࣭ 教育฿㐩
┠ᶆ

学⩦࣭ 教育฿㐩┠ᶆ

JABEE
ᇶ‽ 㐩 ᡂ 度 ホ ౯ ᇶ ‽ 科┠⩌ศ㢮

日
本
語
お
よ
び
英
語
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
有

し
、
国
際
的
に
活
躍
で
き
る
技

術
者

1-1 
F-1 

᪥本ㄒࡿࡼ㐺ษᩥ࡞ ❶⾲
⌧ཬཱྀࡧ 㢌のពᛮఏ㐩࡛ࡀ
きࡿ

f యⓗ対応ࡿࡍ科┠ࢆ㸱科┠ྵ ࡛ࢇ 㸴科┠௨ୖࠊ ࡿࡍ修ᚓࢆ

㸪ேᩥࡣ⩌┠科ࡿࡍ対応యⓗ1-1,2,3 ♫࣭科学（ㄒ学ྵࡶ
ࡿࡍ⩌┠科ࡿࡍ㛵（ࡴ

1-2 
F-2 

ⱥㄒ࡛ ᭩ࡓࢀᢏ⾡ᩥ ᭩の
ᴫせ࣭ せ᪨ࡿࡵࡘࡀ

f యⓗ対応ࡿࡍ科┠４ࢆ科┠ྵ ࡛ࢇ 㸵科┠௨ୖࠊ ࡿࡍ修ᚓࢆ

1-3 
F-3 

◊✲のⱥᩥ ᴫせࢆ᭩ࡇࡃ
ࡀ࡛ き㸪Ⓨ⾲㈨ᩱ࡞ⱥ
ㄒࡀ࡛ࡇࡿ࠸⏝ࢆ きࡿ

f యⓗ対応ࡿࡍ科┠ࢆ㸱科┠ྵ ࡛ࢇ ８科┠௨ୖࠊ ࡿࡍ修ᚓࢆ

ICT

に
関
す
る
基
本

的
技
術
お
よ
び
工

学
へ
の
応
用
技
術

を
身
に
付
け
た
技

術
者

2-1 
B-3 

ICT ᢏ⾡ࢆά⏝ࡓࡋィ ᢏ
ࢹᐇ㦂࣮࠸ࢆ⾡ 㞟ࢆࢱ
ࡀ࡛ࡇࡿࡍ きࡿ

c
(d)-(2)

యⓗ対応ࡿࡍ科┠ࢆ㸱科┠ྵ ࡛ࢇ 㸳科┠௨ୖࠊ ࡿࡍ⩌┠科ࡿࡍ㛵⾡㸪ሗᢏࡣ⩌┠科ࡿࡍ対応2-1 ࡿࡍ修ᚓࢆ

2-2 
B-2 

㞟ࢹ࣮ࡓࡋ ᩘࢆሗࡸࢱ
⌮ⓗฎ⌮࠸࡚⏝ࢆ ศᯒࡋ専
門工学࡛ のၥ㢟ゎỴࡆ⧄
ࡀ࡛ࡇࡿ きࡿ

(d)-(2) యⓗ対応ࡿࡍ科┠１ࢆ科┠ྵ ࡛ࢇ 㸵科┠௨ୖࠊ ࡿࡍ修ᚓࢆ
࡞の工学のᇶ♏ⓗࡘࡃ࠸㸪(2)ࡣ⩌┠専門工学科ࡿࡍ対応2-2
▱㆑࣭ ᢏ⾡ࢆ㥑ࡋ㸪工学ⓗ⪃ᐹࡋ㸪ࡘㄝ࣭᫂ ㄝᚓࡿࡍ⬟ຊ科
ࡿࡍ⩌┠

多
分
野
に
お
け
る
技
術
の
基
礎
と
な
る
知
識
と
技
能
，
及
び
そ
の
分
野
の
専
門
技
術
に

関
す
る
高
度
な
知
識
と
能
力
を
持
ち
，
複
眼
的
な
視
点
か
ら
問
題
を
解
決
し
、
産
業
技

術
分
野
へ
の
活
用
を
実
践
で
き
る
技
術
者

3-1 
B-1 

学ᩘ࣭ ⮬↛科学のᇶ♏▱㆑
㸪専門ศ㔝のㄢ㢟࡛ࢆ ά⏝
ࡀ࡛ࡇࡿࡍ きࡿ

c యⓗ対応ࡿࡍ科┠８ࢆ科┠ྵ ࡛ࢇ 㸷科┠௨ୖࠊ 修ᚓࡿࡍ
㸪ᩘࡣ⩌┠科ࡿࡍ対応యⓗ3-1 学࣭ ⮬↛科学㛵ࡿࡍ科┠⩌
ࡿࡍ

3-2 
C-1 

ከβ ࢆ専門ศ㔝の㛵㐃ᛶ࡞
⌮ゎࡋ㸪ከ㠃ⓗᤊࡇࡿ࠼
ࡀ࡛ きࡿ

2.1(1)
యⓗ対応ࡿࡍ科┠ࢆ㸵科┠ྵ ࡛ࢇ 㸪ᇶ♏工学㸳科┠⩌のྛ
科┠⩌ࡽᑡ１ࡶࡃ࡞科┠ྵࢆ 㸵科┠௨ୖࡴ ࡿࡍ修ᚓࢆ

ᇶ♏工学
ձタィシステム⣔科┠⩌㸹
生産システムタィ㸪生産ࢨࢹンㄽ
ղሗ࣭ ㄽ⌮⣔科┠⩌㸹
応⏝ሗ科学
ճᮦᩱ࣭ ⣔科┠⩌㸹࢜ࣂ
」ྜ ᮦᩱ工学㸪生ᇶ♏科学
մຊ学⣔科┠⩌㸹
ィ⟬応⏝ຊ学
յ♫ᢏ⾡⣔科┠⩌㸹
⎔ቃ科学㸪⎔ቃศᯒᢏ⾡㸪ᆅ⌫⎔ቃ科学

3-3 
C-2 

ᇶ♏▱㆑ࢆά⏝࡚ࡋ 工学ⓗ
ၥ㢟ࢆ⌮ゎࡋ㸪ㄝ࡛᫂ きࡿ

(d)-(1)
(d)-(3)

c

యⓗ対応ࡿࡍ科┠８ࢆ科┠ྵ ࡛ࢇ 修ࢆ１４科┠௨ୖࠊ
ᚓࡿࡍ

⬟㸪(1)専門工学の▱㆑ࡣ⩌┠専門工学科ࡿࡍ対応యⓗ3-3
ຊ科┠⩌ࡿࡍ

3-4 
C-3 

ᇶ♏ⓗ࡞ᐇ㦂ᢏ⾡࠸⏝ࢆ
㸪࡚ᐇ㦂ࢆ⏬࣭ ᐇ⾜࡚ࡋ

⤖ᯝのศᯒ࣭ ホ౯࡛ࡀ きࡿ

(d)-(2)
h
g

యⓗ対応ࡿࡍ科┠ࢆ㸴科┠ྵ ࡛ࢇ 㸵科┠௨ୖࠊ 修ᚓࡿࡍ
3-4 の工学のࡘࡃ࠸㸪(2)ࡣ⩌┠専門⋤学科ࡿࡍ対応యⓗ
ᇶ♏ⓗ࡞▱㆑࣭ ᢏ⾡ࢆ㥑ࡋ㸪工学ⓗ⪃ᐹࡋ㸪ࡘㄝ࣭᫂ ㄝᚓࡍ
ࡿࡍ⩌┠ຊ科⬟ࡿ

知
徳
体
の
調
和
し
た
人
間
性
お
よ
び

社
会
性
・
協
調
性
を
身
に
付
け
た
技
術

者 4-1 
A-1 

ᖜᗈ࠸▱㆑ࢆ㌟ࡅࡘ㸪ᆅ
⌫ⓗどⅬࡽၥ㢟ࢆᤊࡿ࠼
ࡀ࡛ࡇ きࡿ

a
b

యⓗ対応ࡿࡍ科┠ࢆ㸱科┠ྵ ࡇࡴ
㸪ேᩥࡣ⩌┠科ࡿࡍ対応యⓗ4-1,2,3 ♫࣭科学（ㄒ学ྵࡶ
ࡿࡍ⩌┠科ࡿࡍ㛵（ࡴ

4-2 
A-2 

␗ᩥ ࢆ⌮ゎࡋ㸪౯್ ほの
ከβ ᛶࢆㄆ㆑ࡀ࡛ࡇࡿࡍ
きࡿ

a
b

యⓗ対応ࡿࡍ科┠２ࢆ科┠ྵ ࡛ࢇ 㸳科┠௨ୖࠊ 修ᚓࡿࡍ

4-3
G-1 

♫ཧຍのពḧ㛵ᚰࢆ
ࡀ࡛ࡇࡘࡶ きࡿ

i
యⓗ対応ࡿࡍ科┠２ࢆ科┠ྵ ࡛ࢇ 㸱科┠௨ୖࠊ 修ᚓࡿࡍ

ࢳ㸪࣮ࡣ⩌┠科ࡿࡍ対応యⓗ4-3,4 ム࣡ ⩌┠科ࡿࡍ㛵ࢡ࣮
 4-4ࡿࡍ

G-2 

グ࣮ࣝプ࡛のάືཧຍ
㸪の࣓ࡋ ン࣮ࣂ ࡋ༠ㄪ
ㄢ࡚㢟ྀྲ ࡀ࡛ࡇࡴ⤌ࡾ

きࡿ

i
యⓗ対応ࡿࡍ科┠２ࢆ科┠ྵ ࡇࡴ

広
い
視
野
と
技

術
の
あ
り
方
に

対
す
る
倫
理
観

を
身
に
付
け
、社

会
へ
の
貢
献
意

識
を
持
つ
技
術

者 5-1 
D-1 

科学ᢏ⾡㛵ࡿࡍ⌮ⓗၥ
㢟࠸࡚ࡘ ⌮ゎࡋ㸪ᣦࡍ
ࡀ࡛ࡇࡿ きࡿ

b
a

యⓗ対応ࡿࡍ科┠２ࢆ科┠ྵ ࡛ࢇ 㸴科┠௨ୖࠊ 修ᚓࡿࡍ
ࡍ㦂⤒ࡀ⪅⾡㸪(4)ᢏࡣ⩌┠専門工学科ࡿࡍ対応యⓗ5-1,2
ᐇົࡿ のୖၥ㢟Ⅼㄢ㢟ࢆ⌮ゎࡋ㸪㐺ษ対応ࡿࡍᇶ♏ⓗ࡞⬟ຊ科
 5-2ࡿࡍ⩌┠

D-2 

ᐇົ のୖၥ㢟ࢆ⌮ゎࡋ㸪ᢏ
⾡ⓗ࣭ ⌮ⓗ▱㆑ࢆ㐺⏝ࡍ
ࡀ࡛ࡇࡿ きࡿ

(d)-(4)
యⓗ対応ࡿࡍ科┠２ࢆ科┠ྵ ࡛ࢇ 㸱科┠௨ୖࠊ 修ᚓࡿࡍ

知
的
探
求
心
を
持
ち
，
問
題
解
決

に
向
け
て
主
体
的
，
創
造
的
に
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
る
技
術
者

6-1 
E-1 

▱ⓗዲወᚰ᥈ồᚰࢆᣢࡗ
㸪࡚ᖜᗈ࠸ศ㔝のㄢ㢟ྀྲ

ࡀ࡛ࡇࡴ⤌ࡾ きࡿ

(d)-(3)
e

యⓗ対応ࡿࡍ科┠１ࢆ科┠ྵ ࡛ࢇ 㸵科┠௨ୖࠊ ࡿࡍ修ᚓࢆ
㆑࣭▱࡞㸪(3)工学のᇶ♏ⓗࡣ⩌┠専門工学科ࡿࡍ対応6-1 ᢏ⾡ࢆ
⤫ྜ ࡋ㸪㐀ᛶⓎ࡚ࡋ ㄢ㢟ࢆ᥈ồࡋ㸪⤌ࡳ❧࡚ 㸪ゎỴࡿࡍ⬟ຊ科
ࡿࡍ⩌┠

6-2 
C-4 

ᚓពࡿࡍ専門ศ㔝の▱
㆑㸪ᢏ⾡ሗࢆ㥑࡚ࡋ 㸪
♫のせồ応ࡓࡌၥ㢟ゎ
Ỵの᪉ἲࢆ⏬㸪ࢨࢹン
ࡀ࡛ࡇࡿࡍ きࡿ

e
h

(d)-(4)
i

యⓗ対応ࡿࡍ科┠４ࢆ科┠ྵ ࡇࡴ ࡿࡍ⩌┠ン⬟ຊ科ࢨࢹ㸪ࡣ⩌┠科ࡿࡍ対応యⓗ6-2

6-3 
E-2 

ᢕᥱ࣭ࢆ学⩦≧ἣࡸ✲◊ グ
㘓࡚ࡋ ⮬ⓗ࣭ ⥅⥆ⓗ学
⩦࡛ きࡿ

g
h

యⓗ対応ࡿࡍ科┠ࢆ㸱科┠ྵ ࡛ࢇ 㸴科┠௨ୖࠊ 修ᚓࡿࡍ
㸪యⓗ࣭ࡣ⩌┠科ࡿࡍ対応6-3 ⥅⥆ⓗ学⩦࡛ きࡿ⬟ຊ科┠⩌
ࡿࡍ
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⾲㸱 学⩦࣭教育฿㐩┠ᶆの㐩ᡂ度ホ౯対㇟科┠୍ぴ（㹆27年度対応∧） （生産システム工学専攻   ᶵᲔ▱⬟⣔）    

学⩦࣭ 教育฿㐩
┠ᶆ

学⩦࣭ 教育฿㐩┠ᶆ

JABEE
ᇶ‽

㐩 ᡂ 度 ホ ౯ 対 ㇟ 科 ┠

    本科４年 本科㸳年 専攻科１年 専攻科２年

日
本
語
お
よ
び
英
語
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
有
し
、

国
際
的
に
活
躍
で
き
る
技
術
者

1-1 
F-1 

᪥本ㄒࡿࡼ㐺ษᩥ࡞❶⾲⌧
ཬཱྀࡧ 㢌のពᛮఏ㐩࡛ࡀ きࡿ

f ᅜㄒϫ（۔） ༞ᴗ◊✲（ۑ） ≉ู ◊✲Ϩ（ۑ）
ス࣮ࣆ ࣑ࣗࢥࢳ ࢣ࣮ࢽ シࣙ ンϨ（۔）

≉ู ◊✲ϩ（۔）
応⏝プロ（ۑ）ࢺࢡ࢙ࢪ

1-2 
F-2 

ⱥㄒ ᭩࡛ࡓࢀᢏ⾡ᩥ᭩のᴫ
せ࣭ せ᪨ࡿࡵࡘࡀ

f
ⱥㄒϫ㸿（ۑ）
ⱥㄒϫ㹀（ۑ）

⥲ྜ ⱥㄒ㸿（ۑ）
⥲ྜ ⱥㄒ㹀（ۑ）
技術ⱥㄒ（۔）

⣭ୖⱥㄒ（۔）
科学ᢏ⾡ⱥㄒ（۔）

ス࣮ࣆ ࣑ࣗࢥࢳ ࢣ࣮ࢽ シࣙ ンϩ（۔）

応⏝プロ（ۑ）ࢺࢡ࢙ࢪ

1-3 
F-3 

◊✲のⱥᩥᴫせࢆ᭩ࡀࡇࡃ
き࡛㸪Ⓨ⾲㈨ᩱ࡞ⱥㄒࢆ⏝

ࡀ࡛ࡇࡿ࠸ きࡿ
f

ⱥㄒϫ㸿（ۑ）
ⱥㄒϫ㹀（ۑ）

⥲ྜ ⱥㄒ㸿（ۑ）
⥲ྜ ⱥㄒ㹀（ۑ）
技術ⱥㄒ（ۑ）
卒業◊✲（ۑ）

⣭ୖⱥㄒ（۔）
科学ᢏ⾡ⱥㄒ（ۑ）

ス࣮ࣆ ࣑ࣗࢥࢳ ࢣ࣮ࢽ シࣙ ンϩ（۔）

≉ู ◊✲ϩ（۔）

ICT

に
関
す
る
基
本

的
技
術
お
よ
び
工

学
へ
の
応
用
技
術

を
身
に
付
け
た
技

術
者

2-1 
B-3 

ICTᢏ⾡ࢆά⏝ࡓࡋィ ᢏ⾡ࢆ
࠸ᐇ㦂ࢹ ࡇࡿࡍ㞟ࢆࢱ࣮
ࡀ࡛ きࡿ

c
(d)-(2)

応用ᩘ 学（۔）
情報ฎ⌮Ϩ�۔）
情報ฎ⌮ϩ（۔）

⌮ᩘゎᯒ（۔）
応⏝ሗ科学（۔）
ィ⟬応⏝ຊ学（۔）
㟁Ꮚィ ᢏ⾡（ۑ）

ィ⟬ƫ プログラ࣑ング（ۑ）

2-2 
B-2 

㞟ࢹࡓࡋ ᩘࢆሗࡸࢱ࣮ ⌮
ⓗฎ⌮࠸࡚⏝ࢆ ศᯒࡋ専門工
学࡛のၥ㢟ゎỴࡇࡿࡆ⧄
ࡀ࡛ きࡿ

(d)-(2)
情報ฎ⌮Ϩ（ۑ）
情報ฎ⌮ϩ（ۑ）
機械知能システム工学実㦂ϩ（ۑ）

༞ᴗ◊✲（ۑ）
生産システム工学ᐇ㦂（۔）
ሗ㏻ಙᢏ⾡（ۑ）
≉ู ◊✲Ϩ（ۑ）

≉ู ◊✲ϩ（ۑ）

多
分
野
に
お
け
る
技
術
の
基
礎
と
な
る
知
識
と
技
能
，
及
び
そ
の
分
野
の
専
門
技
術
に
関
す
る
高
度
な
知
識
と
能

力
を
持
ち
，
複
眼
的
な
視
点
か
ら
問
題
を
解
決
し
、
産
業
技
術
分
野
へ
の
活
用
を
実
践
で
き
る
技
術
者

3-1 
B-1 

学ᩘ࣭ ⮬↛科学のᇶ♏▱㆑ࢆ㸪
専門ศ㔝のㄢ㢟 ά࡛⏝ࡇࡿࡍ
ࡀ࡛ きࡿ

c

ከኚᩘ のᚤศ✚ศ学（۔）
⾜ิ ᘧ⾜ิ の応⏝（۔）
応用ᩘ 学（۔）
応用物⌮（۔）
材ᩱ力学（۔）
⇕力学（۔）
ὶ体力学（۔）

⌮ᩘゎᯒ（ۑ）
応⏝ゎᯒ（۔）
≀⌮学（۔）
物性工学（۔）

≉ู ◊✲ϩ（ۑ）

3-2 
C-1 

ከᵝ࡞専門ศ㔝の㛵㐃ᛶࢆ⌮
ゎࡋ㸪ከ㠃ⓗᤊࡀ࡛ࡇࡿ࠼
きࡿ

2.1(1)
」ྜ 工学ࢼ࣮࣑ࢭ Ϩ（ۑ） ２ͤ

」ྜ 工学ࢼ࣮࣑ࢭ ϩ（ۑ） ２ͤ
ロࢵ࣎トテクノロジー（ۑ）
ト࣡ࢵࢿࢱューࣆンࢥ ーク（ۑ）

生ᇶ♏科学（۔）
応⏝ሗ科学（۔）
ィ⟬応⏝ຊ学（۔）

ᆅ⌫⎔ቃ科学（۔）
生産システムタィ（۔）
生産ࢨࢹンㄽ（۔）
」ྜ ᮦᩱ工学（۔）

3-3 
C-2 

ᇶ♏▱㆑ࢆά⏝࡚ࡋ 工学ⓗၥ
㢟ࢆ⌮ゎࡋ㸪ㄝ࡛᫂ きࡿ

(d)-(1)
(d)-(3)

c

計測工学（۔）
電気☢気学（۔）
機械力学（۔）
材ᩱ力学（۔）
⇕力学（۔）
ὶ体力学（۔）

⇕ὶ体現㇟ㄽ（۔）
制御工学（۔）
マテࣜ アル学（۔）
総合設計（۔）
༞ᴗ◊✲（۔）
ረ性加工（۔）
エࢿルࢠーኚ工学（۔）
ᩘ್ ⇕ὶ体力学（۔）
デジࢱル信ྕ ฎ⌮（۔）
ロࢵ࣎トテクノロジー（۔）
ト࣡ࢵࢿࢱューࣆンࢥ ーク（۔）
環境エࢿルࢠー技術（۔）
機械動学（۔）
⤌㎸ࡳシステム（۔）
生体工学（۔）
（۔）ノテクノロジーࢼ
ソフトウェア工学ᴫㄽ（۔）
ᩘ್ ゎᯒ（۔）
画ീฎ⌮（۔）

≉ู◊✲Ϩ（۔）
㐀設計工学（۔）
ᅛ体力学（۔）
ὶ動ㄽ（۔）
⇕⛣動ㄽ（۔）
高電ᅽ工学（۔）
物性工学（ۑ）
電☢気現㇟（ۑ）

ᢏ⾡㛤Ⓨ▱ⓗ㈈産ᶒ（ۑ）
≉ู ◊✲ϩ（ۑ）
応⏝プロ（۔）ࢺࢡ࢙ࢪ
ᩘ್ 設計工学（ۑ）
エࢿルࢠーシステム（۔）
機能材ᩱ（۔）
デジࢱル制御（۔）
（۔）工学ࢧンࢭ

3-4 
C-3 

ᇶ♏ⓗ࡞ᐇ㦂ᢏ⾡࠸࡚⏝ࢆ 㸪ᐇ
㦂ࢆ⏬࣭ᐇ⾜࡚ࡋ ⤖ᯝのศ
ᯒ࣭ ホ౯࡛ࡀ きࡿ

(d)-(2)
h
g

総合実習ϩ（۔）
機械知能システム工学実㦂ϩ（۔）
」ྜ 工学ࢼ࣮࣑ࢭ Ϩ（۔） ２ͤ

」ྜ 工学ࢼ࣮࣑ࢭ ϩ（۔） ２ͤ

༞ᴗ◊✲（۔）
生産システム工学ᐇ㦂（۔）
≉ู ◊✲Ϩ（۔）

≉ู ◊✲ϩ（۔）
応⏝プロ（۔）ࢺࢡ࢙ࢪ

知
徳
体
の
調
和
し
た
人
間
性
お
よ
び
社
会
性
・
協
調

性
を
身
に
付
け
た
技
術
者

4-1 
A-1 

ᖜᗈ࠸▱㆑ࢆ㌟ࡅࡘ㸪ᆅ⌫ⓗ
どⅬࡽၥ㢟ࢆᤊࡀࡇࡿ࠼
き࡛ࡿ

a
b

ᅜㄒϫ（۔）

⤒̈̀ 学（۔）
᪥本⌧代ᩥ 学（۔）
ྂᩥ 学（۔）
学ဴ（۔）

Ṕྐ ᩥ （ۑ）
♫ἲ（ۑ）

ᆅᇦ⤒̈̀ ㄽ（ۑ）
㒓ᅵのᩥ 学ே㛫（۔）
ẚ㍑ᩥ ㄽ（ۑ）

4-2 
A-2 

␗ᩥ ࢆ⌮ゎࡋ㸪౯್ ほのከβ
ᛶࢆㄆ㆑ࡀ࡛ࡇࡿࡍ きࡿ

a
b

ⱥㄒϫ㸿（۔）
ⱥㄒϫ㹀（۔）

⥲ྜ ⱥㄒ㸿（ۑ）
⥲ྜ ⱥㄒ㹀（ۑ）

⣭ୖⱥㄒ（ۑ）
ス࣮ࣆ ࣑ࣗࢥࢳ ࢣ࣮ࢽ シࣙ ンϨ（ۑ）

ス࣮ࣆ ࣑ࣗࢥࢳ ࢣ࣮ࢽ シࣙ ンϩ（ۑ）

ẚ㍑ᩥ ㄽ（ۑ）

4-3 
G-1 

♫ཧຍのពḧ㛵ᚰࡶࢆ
ࡀ࡛ࡇࡘ きࡿ

i ࢱン࣮ ンシࢵプ（۔）
進㊰ࢭミࢼー(۔)

Ṕྐ ᩥ （ۑ）
ࢱン࣮ ンシࢵプ（۔）

ࢼ࣮࣑ࢭ㊶ᐇࢽࢪン࢚ （۔）
◊✲技術インࢱーン（ۑ）
≉ู ᐇ⩦ࢼ࣮࣑ࢭ （ۑ）
インࢱーンシࣉࢵϨ（۔）

◊✲技術インࢱーン（ۑ）
≉ู ᐇ⩦ࢼ࣮࣑ࢭ （ۑ）
インࢱーンシࣉࢵϩ（۔）

4-4 
G-2 

グࣝ プ࣮࡛ のάື 㸪ࡋཧຍ
の࣓ン࣮ࣂ༠ㄪ࡚ࡋㄢ㢟
ࡀ࡛ࡇࡴ⤌ྀྲࡾ きࡿ

i ス࣮࣏ （۔）科学ࢶ
ࢱン࣮ ンシࢵプ（۔）

ᗣ科学（۔）
ࢱン࣮ ンシࢵプ（۔）

インࢱーンシࣉࢵϨ（۔） インࢱーンシࣉࢵϩ（۔）

広
い
視
野
と
技
術

の
あ
り
方
に
対
す

る
倫
理
観
を
身
に

付
け
、
社
会
の
貢
献

意
識
を
持
つ
技
術

者 5-1 
D-1 

科学ᢏ⾡㛵ࡿࡍ⌮ⓗၥ㢟
࠸࡚ࡘ ⌮ゎࡋ㸪ᣦࡇࡿࡍ
ࡀ࡛ きࡿ

b
a

科学ᢏ⾡⌧代♫（۔）
学ဴ（ۑ）

生産システム（ۑ）

ᢏ⾡⌮（۔）
生ᇶ♏科学（ۑ）
科学ᢏ⾡⪅ἲ（ۑ）

ᢏ⾡㛤Ⓨ▱ⓗ㈈産ᶒ（ۑ）
ᆅ⌫⎔ቃ科学（ۑ）
生産システムタィ（ۑ）

5-2 
D-2 

ᐇົ のୖၥ㢟ࢆ⌮ゎࡋ㸪ᢏ⾡
ⓗ࣭ ⌮ⓗ▱㆑ࢆ㐺⏝ࡇࡿࡍ
ࡀ࡛ きࡿ

(d)-(4)
ࢱン࣮ ンシࢵプ（ۑ）

♫ἲ（ۑ）
ࢱン࣮ ンシࢵプ（ۑ）

ᢏ⾡⌮（۔）
科学ᢏ⾡⪅ἲ（ۑ）
ࢼ࣮࣑ࢭ㊶ᐇࢽࢪン࢚ （ۑ）
インࢱーンシࣉࢵϨ（ۑ）

ᢏ⾡㛤Ⓨ▱ⓗ㈈産ᶒ（۔）
インࢱーンシࣉࢵϩ（ۑ）

知
的
探
求
心
を
持
ち
，
問
題
解
決
に
向
け
て
主
体
的
，
創
造
的

に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
技
術
者

6-1 
E-1 

▱ⓗዲወᚰ᥈ồᚰࢆᣢ࡚ࡗ 㸪
ᖜᗈ࠸ศ㔝のㄢ㢟ࡴ⤌ࡾྲྀ
ࡀ࡛ࡇ きࡿ

(d)-(3)
e

総合実習ϩ（۔）

総合設計（ۑ）
ረ性加工（ۑ）
エࢿルࢠーኚ工学（ۑ）
ᩘ್ ⇕ὶ体力学（ۑ）
デジࢱル信ྕ ฎ⌮（ۑ）
ロࢵ࣎トテクノロジー（ۑ）
ト࣡ࢵࢿࢱューࣆンࢥ ーク（ۑ）

㐀設計工学（ۑ）
ᅛ体力学（ۑ）
ὶ動ㄽ（ۑ）
⇕⛣動ㄽ（ۑ）
高電ᅽ工学（ۑ）
電☢気現㇟（ۑ）
ሗ㏻ಙᢏ⾡（ۑ）
㟁Ꮚィ ᢏ⾡（ۑ）
◊✲技術インࢱーン（ۑ）

ᢏ⾡㛤Ⓨ▱ⓗ㈈産ᶒ（۔）
ᩘ್ 設計工学（۔）
エࢿルࢠーシステム（ۑ）
（ۑ）工学ࢧンࢭ
ィ⟬ƫ プログラ࣑ング（ۑ）

6-2 
C-4 

ᚓពࡿࡍ専門ศ㔝の▱㆑㸪ᢏ
ࡋ㥑࡚ࢆሗ⾡ 㸪♫のせ
ồ応ࡓࡌၥ㢟ゎỴの᪉ἲࢆ
⏬㸪ࢨࢹンࡀ࡛ࡇࡿࡍ き
ࡿ

e
h

(d)-(4)
i

機械設計〇ᅗϩ（۔）
総合実習ϩ（ۑ）
」ྜ 工学ࢼ࣮࣑ࢭ Ϩ（۔） ２ͤ

」ྜ 工学ࢼ࣮࣑ࢭ ϩ（۔） ２ͤ

マテࣜ アル学（ۑ）
生産システム（۔）
⢭ᐦ加工（۔）
構㐀計算力学（۔）
シーケンス制御（۔）
電気電子デバイス（۔）
デジࢱルᅇ㊰（۔）

生産システム工学ᐇ㦂（۔）
ᡂᐇ㊶ᢏ⾡（۔）
ᡂᐇ㊶ࢼ࣮࣑ࢭ （ۑ）

≉ู ◊✲ϩ（۔）
応⏝プロ（۔）ࢺࢡ࢙ࢪ
機能材ᩱ（ۑ）
デジࢱル制御（ۑ）

6-3 
E-2 

ᢕᥱ࣭ࢆ学⩦≧ἣࡸ✲◊ グ㘓ࡋ
⮬࡚ⓗ࣭ ⥅⥆ⓗ学⩦࡛ きࡿ

g
h

機械知能システム工学実㦂ϩ（ۑ）
」ྜ 工学ࢼ࣮࣑ࢭ Ϩ（ۑ） ２ͤ

」ྜ 工学ࢼ࣮࣑ࢭ ϩ（ۑ） ２ͤ
༞ᴗ◊✲（۔）

生産システム工学ᐇ㦂（ۑ）
≉ู ◊✲Ϩ（۔）

≉ู ◊✲ϩ（۔）
応⏝プロ（ۑ）ࢺࢡ࢙ࢪ

ͤ１㸸ࢦシࢡࢵయの科┠ࡣ㸪ྛ学科࣭ྛ専攻࡛ඹ㏻࡛㛤ㅮࡿ࠸࡚ࡋ科┠ ͤ２㸸≉ู㑅ᢥ科┠の学科ඹ㏻のテ࣮࡚ࡋ࣐ᐇ（４年㸪㸳年対㇟）
ͤ㸱㸸ࢡࢵࣜࢱయの科┠ࡣ㸪㑅ᢥ科┠

㑅ᢥ
ᚲ修
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ู⾲㸱 学⩦࣭教育┠ᶆの㐩ᡂ度ホ౯対㇟科┠୍ぴ（㹆27年度対応∧） （生産システム工学専攻㸸ᘓ⠏࣭ᅵᮌ⣔）    

学⩦教育
┠ᶆ

㐩ᡂ度ホ౯のどⅬ

JABEE
ᇶ‽

㐩 ᡂ 度 ホ ౯ 対 ㇟ 科 ┠

    本科４年 本科㸳年 専攻科１年 専攻科２年

日
本
語
お
よ
び
英
語
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
を
有
す
る
技
術
者

1-1 
F-1 

᪥本ㄒࡿࡼ㐺ษᩥ࡞ ❶⾲
⌧ཬཱྀࡧ 㢌のពᛮఏ㐩࡛ࡀ
きࡿ

f ᅜㄒ䊣䠄䖂䠅 ༞ᴗ研究䠄䕿䠅 特別研究䊠䠄䕿䠅

䝇䝢䞊䝏䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁䊠䠄䖂䠅

特別研究Ⅱ䠄䖂䠅

ᛂ⏝䝥䝻䝆䜵䜽䝖䠄䕿䠅

1-2 
F-2 

ⱥㄒ࡛ ᭩ࡓࢀᢏ⾡ᩥ ᭩の
ᴫせ࣭ せ᪨ࡿࡵࡘࡀ

f
ⱥㄒ䊣 䠝䠄䕿䠅

ⱥㄒ䊣 䠞䠄䕿䠅

⥲ྜⱥㄒ䠝䠄䕿䠅

⥲ྜⱥㄒ䠞䠄䕿䠅

ᢏ⾡ⱥㄒ䠄䖂䠅

ୖ⣭ⱥㄒ䠄䖂䠅

⛉Ꮫᢏ⾡ⱥㄒ䠄䖂䠅

䝇䝢䞊䝏䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁Ⅱ䠄䖂䠅

ᛂ⏝䝥䝻䝆䜵䜽䝖䠄䕿䠅

1-3 
F-3 

◊✲のⱥᩥ ᴫせࢆ᭩ࡇࡃ
ࡀ࡛ き㸪Ⓨ⾲㈨ᩱ࡞ⱥ
ㄒࡀ࡛ࡇࡿ࠸⏝ࢆ きࡿ

f
ⱥㄒ䊣 䠝䠄䕿䠅

ⱥㄒ䊣 䠞䠄䕿䠅

⥲ྜⱥㄒ䠝䠄䕿䠅

⥲ྜⱥㄒ䠞䠄䕿䠅

༞ᴗ研究䠄䕿䠅

ᢏ⾡ⱥㄒ䠄䕿䠅

ୖ⣭ⱥㄒ䠄䖂䠅

⛉Ꮫᢏ⾡ⱥㄒ䠄䕿䠅

䝇䝢䞊䝏䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁Ⅱ䠄䖂䠅

特別研究Ⅱ䠄䖂䠅

ICT

に
関
す
る
基
本
的
技
術
お

よ
び
工
学
へ
の
応
用
技
術
を
身

に
付
け
た
技
術
者

2-1 
B-3 

ICT ᢏ⾡ࢆά⏝ࡓࡋィ ᢏ
ࢹᐇ㦂࣮࠸ࢆ⾡ 㞟ࢆࢱ
ࡀ࡛ࡇࡿࡍ きࡿ

c
(d)-
(2)

ᛂ⏝ᩘ学䠄䖂䠅

ሗฎ⌮䊠䠄䕿䠅

ሗฎ⌮䊡䠄䕿䠅

㟁Ẽ工学₇⩦䠄䕿䠅

⎔ቃሗィ 䠄䕿䠅

ᛂ⏝ሗ⛉Ꮫ䠄䖂䠅

ィ⟬ᛂ⏝ຊᏛ䠄䖂䠅

㟁Ꮚィ ᢏ⾡（ۑ）
ィ⟬ƫ 䝥䝻䜾䝷䝭䞁䜾（ۑ）

2-2 
B-2 

㞟ࢹ࣮ࡓࡋ ᩘࢆሗࡸࢱ
⌮ⓗฎ⌮࠸࡚⏝ࢆ ศᯒࡋ専
門工学࡛ のၥ㢟ゎỴࡆ⧄
ࡀ࡛ࡇࡿ きࡿ

(d)-
(2)

ᘓ⠏♫工学ᐇ㦂䊡䠄䕿䠅

ሗฎ⌮䊠䠄䕿䠅

ሗฎ⌮䊡䠄䕿䠅

ᘓ⠏♫工学ᐇ㦂䊢䠄䕿䠅

ᘓ⠏♫工学ᐇ㦂䊣䠄䕿䠅

㟁Ẽ工学₇⩦䠄䕿䠅

༞ᴗ研究䠄䕿䠅

⏕⏘䝅䝇䝔䝮ᕤᏛᐇ㦂䠄䖂䠅

特別研究䊠䠄䕿䠅

ሗ㏻ಙᢏ⾡䠄䕿䠅

特別研究Ⅱ䠄䕿䠅

多
分
野
に
お
け
る
技
術
の
基
礎
と
な
る
知
識
と
技
能
，
及
び
そ
の
分
野
の
専
門
技
術
に

関
す
る
知
識
と
能
力
を
持
ち
，
複
眼
的
な
視
点
か
ら
問
題
を
解
決
す
る
能
力
を
持
勂
た

技
術
者 3-1 

B-1 

学ᩘ࣭ ⮬↛科学のᇶ♏▱㆑
㸪専門ศ㔝のㄢ㢟࡛ࢆ ά⏝
ࡀ࡛ࡇࡿࡍ きࡿ

c

ከኚᩘ䛾ᚤศ✚ศᏛ䠄䖂䠅

⾜ิᘧ䛸⾜ิ䛾ᛂ⏝䠄䖂䠅

ᵓ造ຊ学䊢䠄䖂䠅

ᛂ⏝ᩘ学䠄䖂䠅

ᛂ⏝≀⌮䠄䖂䠅

ᛂ⏝ᩘ学₇⩦䠄䖂䠅

ᅵᮌタィ₇⩦䊡䠄䕿䠅

ᛂ⏝ゎᯒ䠄䖂䠅

≀⌮Ꮫ䠄䖂䠅

特別研究Ⅱ䠄䕿䠅

ᘓタሗฎ⌮䠄䖂䠅

3-2 
C-1 

ከβ ࢆ専門ศ㔝の㛵㐃ᛶ࡞
⌮ゎࡋ㸪ከ㠃ⓗᤊࡇࡿ࠼
ࡀ࡛ きࡿ

2.1(1)
」ྜᕤᏛ䝉䝭䝘䞊䊠䠄䕿䠅䈜䠎

」ྜᕤᏛ䝉䝭䝘䞊Ⅱ䠄䕿䠅䈜䠎

ᆅᇦ䛚䜘䜃㒔ᕷィ⏬䠄䕿䠅

ᆅ⌫⎔ቃ工学䠄䕿䠅

ሗ♫ㄽ䠄䖂䠅

⎔ቃಖ工学䠄䕿䠅

ᆅᇦ♫工学䠄䕿䠅

⏕ᇶ♏⛉Ꮫ䠄䖂䠅

ᛂ⏝ሗ⛉Ꮫ䠄䖂䠅

ィ⟬ᛂ⏝ຊᏛ䠄䖂䠅

ᆅ⌫⎔ቃ⛉Ꮫ䠄䖂䠅

⏕⏘䝅䝇䝔䝮タィ䠄䖂䠅

⏕⏘䝕䝄䜲䞁ㄽ䠄䖂䠅

」ྜᮦᩱᕤᏛ䠄䖂䠅

3-3 
C-2 

ᇶ♏▱㆑ࢆά⏝࡚ࡋ 工学ⓗ
ၥ㢟ࢆ⌮ゎࡋ㸪ㄝ࡛᫂ きࡿ

(d)-
(1)
(d)-
(3)
c

ᵓ造ຊ学䊢䠄䖂䠅

⎔ቃ䜶䝛䝹䜼䞊システム䠄䖂䠅

㕲➽䝁䞁䜽䝸䞊䝖工学䠄䖂䠅

ᆅᇦ䛚䜘䜃㒔ᕷィ⏬䠄䖂䠅

ィ⏬学䠄䖂䠅

Ỉ⌮学䠄䖂䠅

ᆅ┙工学䠄䖂䠅

ᘓ⠏ἲつ䠄䖂䠅

ᘓ⠏ィ⏬䊠䠄䖂䠅

ᘓ⠏⎔ቃ工学䠄䖂䠅

㗰ᵓ造工学䠄䖂䠅

ᆅ⌫⎔ቃ工学䠄䖂䠅

༞ᴗ研究䠄䖂䠅

ᘓ⠏ィ⏬䊡䠄䖂䠅  ᘓ⠏ྐ䠄䖂䠅

ᘓ⠏タഛ䠄䖂䠅ᘓ⠏⾜ἲ䊡䠄䖂䠅

㜵⅏工学䠄䖂䠅ᆅᇦ♫工学䠄䖂䠅

䝸䝰䞊䝖䝉䞁シ䞁グ䠄䖂䠅

ᬒほ工学䠄䖂䠅

䝛䝑䝖䝽䞊䜽システム䠄䖂䠅

䝋䝣䝖䜴䜵䜰ᕤᏛᴫㄽ䠄䖂䠅

ᩘ್ゎᯒ䠄䖂䠅 ⏬ീฎ⌮䠄䖂䠅

特別研究䊠䠄䖂䠅

ᵓ造ゎᯒ学䠄䖂䠅

✵㛫ィ⏬学䠄䕿䠅

㟁☢Ẽ⌧㇟䠄䕿䠅

ᘓタ⣲ᮦ工学䠄䕿䠅

ᆅ┙ಖ工学䠄䕿䠅

ᆅᇦィ⏬ㄽ䠄䕿䠅

ᢏ⾡㛤Ⓨ䛸▱ⓗ㈈⏘ᶒ䠄䕿䠅

特別研究Ⅱ䠄䕿䠅

ᛂ⏝䝥䝻䝆䜵䜽䝖䠄䖂䠅

ືゎᯒ学䠄䖂䠅

Ỉ⎔ቃ工学䠄䕿䠅

ఫ⎔ቃ工学䠄䕿䠅

3-4 
C-3 

ᇶ♏ⓗ࡞ᐇ㦂ᢏ⾡࠸⏝ࢆ
㸪࡚ᐇ㦂ࢆ⏬࣭ ᐇ⾜࡚ࡋ ⤖

ᯝのศᯒ࣭ ホ౯࡛ࡀ きࡿ

(d)-
(2)
h
g

ᘓ⠏♫工学ᐇ㦂䊡䠄䖂䠅

IT䝕䝄䜲䞁₇⩦䠄䖂䠅

」ྜᕤᏛ䝉䝭䝘䞊䊠䠄䖂䠅䈜䠎

」ྜᕤᏛ䝉䝭䝘䞊Ⅱ䠄䖂䠅䈜䠎

ᘓ⠏♫工学ᐇ㦂䊢䠄䖂䠅

༞ᴗ研究䠄䖂䠅

ᘓ⠏♫工学ᐇ㦂䊣䠄䖂䠅

⏕⏘䝅䝇䝔䝮ᕤᏛᐇ㦂䠄䖂䠅

特別研究䊠䠄䖂䠅

特別研究Ⅱ䠄䖂䠅

ᛂ⏝䝥䝻䝆䜵䜽䝖䠄䖂䠅

知
徳
体
の
調
和
し
た
人
間
性
お
よ
び
社
会
性
・

協
調
性
を
身
に
付
け
た
技
術
者

4-1 
A-1 

ᖜᗈ࠸▱㆑ࢆ㌟ࡅࡘ㸪ᆅ
⌫ⓗどⅬࡽၥ㢟ࢆᤊࡿ࠼
ࡀ࡛ࡇ きࡿ

a
b

ᅜㄒ䊣䠄䖂䠅

⤒῭Ꮫ䠄䖂䠅 ᪥ᮏ⌧௦ᩥᏛ䠄䖂䠅

ྂᩥᏛ䠄䖂䠅 ဴᏛ䠄䖂䠅

Ṕྐ䛸ᩥ䠄䕿䠅 ♫䛸ἲ䠄䕿䠅

ᆅᇦ⤒῭ㄽ（ۑ）
㒓ᅵ䛾ᩥᏛ䛸ே㛫䠄䖂䠅

ẚ㍑ᩥㄽ䠄䕿䠅

4-2 
A-2 

␗ᩥ ࢆ⌮ゎࡋ㸪౯್ ほの
ከβ ᛶࢆㄆ㆑ࡀ࡛ࡇࡿࡍ
きࡿ

a
b

ⱥㄒ䊣 䠝䠄䖂䠅

ⱥㄒ䊣 䠞䠄䖂䠅

⥲ྜⱥㄒ䠝䠄䕿䠅

⥲ྜⱥㄒ䠞䠄䕿䠅
ୖ⣭ⱥㄒ䠄䕿䠅

䝇䝢䞊䝏䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁䊠䠄䕿䠅

䝇䝢䞊䝏䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁Ⅱ䠄䕿䠅

ẚ㍑ᩥㄽ䠄䕿䠅

4-3 
G-1 

♫ཧຍのពḧ㛵ᚰࢆ
ࡀ࡛ࡇࡘࡶ きࡿ

i 䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥䠄䖂䠅

㐍㊰䝉䝭䝘䞊䠄䖂䠅

Ṕྐ䛸ᩥ䠄䕿䠅

䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥䠄䖂䠅

研究ᢏ⾡䜲䞁䝍䞊䞁（ۑ）

特別ᐇ⩦䝉䝭䝘䞊䠄䕿䠅

䜶䞁䝆䝙䜰ᐇ㊶䝉䝭䝘䞊䠄䖂䠅

䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥䊠䠄䖂䠅

研究ᢏ⾡䜲䞁䝍䞊䞁（ۑ）

特別ᐇ⩦䝉䝭䝘䞊䠄䕿䠅

䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥Ⅱ（۔）

4-4 
G-2 

グ࣮ࣝプ࡛のάືཧຍ
㸪の࣓ࡋ ン࣮ࣂ ࡋ༠ㄪ
ㄢ࡚㢟ྀྲ ࡀ࡛ࡇࡴ⤌ࡾ

きࡿ

i 䝇䝫䞊䝒⛉Ꮫ䠄䖂䠅

䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥䠄䖂䠅

ᗣ⛉Ꮫ䠄䖂䠅

䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥䠄䖂䠅
䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥䊠（۔） 䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥Ⅱ（۔）

広
い
視
野
と
技
術
の
あ

り
方
に
対
す
る
倫
理
観

を
身
に
付
け
た
技
術
者

5-1 
D-1 

科学ᢏ⾡㛵ࡿࡍ⌮ⓗၥ
㢟࠸࡚ࡘ ⌮ゎࡋ㸪ᣦࡍ
ࡀ࡛ࡇࡿ きࡿ

b
a

⛉Ꮫᢏ⾡䛸⌧௦♫䠄䖂䠅

ဴᏛ䠄䕿䠅

ᆅ⌫⎔ቃ工学䠄䕿䠅

㜵⅏工学䠄䕿䠅

ᢏ⾡⌮䠄䖂䠅

⏕ᇶ♏⛉Ꮫ䠄䕿䠅

⛉Ꮫᢏ⾡⪅䛸ἲ（ۑ）

ᢏ⾡㛤Ⓨ䛸▱ⓗ㈈⏘ᶒ（ۑ）

ᆅ⌫⎔ቃ⛉Ꮫ䠄䕿䠅

⏕⏘䝅䝇䝔䝮タィ䠄䖣䠅

Ỉ⎔ቃ工学䠄䕿䠅ఫ⎔ቃ工学䠄䕿䠅

5-2 
D-2 

ᐇົ のୖၥ㢟ࢆ⌮ゎࡋ㸪ᢏ
⾡ⓗ࣭ ⌮ⓗ▱㆑ࢆ㐺⏝ࡍ
ࡀ࡛ࡇࡿ きࡿ

(d)-
(4)

ᘓ⠏ἲつ䠄䕿䠅

ᘓ⠏⾜ἲ䊠䠄䕿䠅

䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥䠄䕿䠅

♫䛸ἲ䠄䕿䠅

ᅵᮌ工ἲ䠄䕿䠅

ᘓ⠏工ἲ䊡䠄䕿䠅

䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥䠄䕿䠅

ᢏ⾡⌮䠄䖂䠅

⛉Ꮫᢏ⾡⪅䛸ἲ（ۑ）

䜶䞁䝆䝙䜰ᐇ㊶䝉䝭䝘䞊（ۑ）

䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥䊠（ۑ）

ᢏ⾡㛤Ⓨ䛸▱ⓗ㈈⏘ᶒ䠄䖂䠅

䜲䞁䝍䞊䞁䝅䝑䝥Ⅱ（ۑ）

知
的
探
求
心
を
持
ち
，
主
体
的
，
創
造
的
に
問
題
に
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
る
技
術
者

6-1 
E-1 

▱ⓗዲወᚰ᥈ồᚰࢆᣢࡗ
㸪࡚ᖜᗈ࠸ศ㔝のㄢ㢟ྀྲ

ࡀ࡛ࡇࡴ⤌ࡾ きࡿ

(d)-
(3)
e

⎔ቃ䜶䝛䝹䜼䞊システム䠄䕿䠅

ᅵᮌタィ₇⩦䊠䠄䖂䠅

ᘓ⠏タィ₇⩦䊠䠄䖂䠅

ᆅ⌫⎔ቃ工学䠄䕿䠅

ᅵᮌタィ₇⩦䊡䠄䖂䠅

ᘓ⠏タィ₇⩦䊡䠄䖂䠅

㜵⅏工学䠄䕿䠅

⎔ቃಖ工学䠄䕿䠅

䝸䝰䞊䝖䝉䞁シ䞁グ䠄䕿䠅

ᬒほ工学䠄䕿䠅

⎔ቃタタィ₇⩦䠄䖂䠅

㟁☢Ẽ⌧㇟䠄䕿䠅

ሗ㏻ಙᢏ⾡䠄䕿䠅

㟁Ꮚィ ᢏ⾡䠄䕿䠅

研究ᢏ⾡䜲䞁䝍䞊䞁䠄䕿䠅

ᢏ⾡㛤Ⓨ䛸▱ⓗ㈈⏘ᶒ䠄䖂䠅

ᬒほタィ₇⩦䠄䖂䠅

ィ⟬ᶵ䝥䝻䜾䝷䝭䞁䜾䠄䕿䠅

研究ᢏ⾡䜲䞁䝍䞊䞁䠄䕿䠅

6-2 
C-4 

ᚓពࡿࡍ専門ศ㔝の▱
㆑㸪ᢏ⾡ሗࢆ㥑࡚ࡋ 㸪
♫のせồ応ࡓࡌၥ㢟ゎ
Ỵの᪉ἲࢆ⏬㸪ࢨࢹン
ࡀ࡛ࡇࡿࡍ きࡿ

e
h

(d)-
(4)
i

IT䝕䝄䜲䞁₇⩦䠄䖂䠅

ᅵᮌタィ₇⩦䊠䠄䕿䠅

ᘓ⠏タィ₇⩦䊠䠄䕿䠅

」ྜᕤᏛ䝉䝭䝘䞊䊠䠄䖂䠅䈜䠎

」ྜᕤᏛ䝉䝭䝘䞊Ⅱ䠄䖂䠅䈜䠎

㏻工学䠄䖂䠅Ἑᕝᾏᓊ工学䠄䖂䠅

⎔ቃ⾨生工学䠄䖂䠅

ᅵᮌ工ἲ䠄䖂䠅

ᅵᮌᵓ造タィ䠄䖂䠅

ᅵᮌタィ₇⩦䊡䠄䕿䠅

ᘓ⠏ᵓ造タィ䠄䖂䠅

ᘓ⠏工ἲ䊡䠄䖂䠅

ᘓ⠏タഛ䠄䖂䠅

ᘓ⠏タィ₇⩦䊡䠄䕿䠅

⏕⏘䝅䝇䝔䝮ᕤᏛᐇ㦂䠄䖂䠅

ᡂᐇ㊶ᢏ⾡（۔）

ᘓタ⣲ᮦ工学䠄䖂䠅

ᆅ┙ಖ工学䠄䖂䠅

ᆅᇦィ⏬ㄽ䠄䖂䠅

✵㛫ィ⏬学䠄䖂䠅

ᡂᐇ㊶䝉䝭䝘䞊（ۑ）

特別研究Ⅱ䠄䖂䠅

ᛂ⏝䝥䝻䝆䜵䜽䝖䠄䖂䠅

Ỉ⎔ቃ工学䠄䖂䠅

ఫ⎔ቃ工学䠄䖂䠅

6-3 
E-2 

ᢕᥱ࣭ࢆ学⩦≧ἣࡸ✲◊ グ
㘓࡚ࡋ ⮬ⓗ࣭ ⥅⥆ⓗ学
⩦࡛ きࡿ

g
h

ᘓ⠏♫工学ᐇ㦂䊡䠄䕿䠅

ᅵᮌタィ₇⩦䊠䠄䕿䠅

ᘓ⠏タィ₇⩦䊠䠄䕿䠅

」ྜᕤᏛ䝉䝭䝘䞊䊠䠄䕿䠅䈜䠎

」ྜᕤᏛ䝉䝭䝘䞊Ⅱ䠄䕿䠅䈜䠎

ᘓ⠏♫工学ᐇ㦂䊢䠄䕿䠅

ᘓ⠏♫工学ᐇ㦂䊣䠄䕿䠅

༞ᴗ研究䠄䖂䠅

ᅵᮌタィ₇⩦䊡䠄䕿䠅

ᘓ⠏タィ₇⩦䊡䠄䕿䠅

⏕⏘䝅䝇䝔䝮ᕤᏛᐇ㦂䠄䕿䠅

特別研究䊠䠄䖂䠅

⎔ቃタタィ₇⩦䠄䕿䠅

特別研究Ⅱ䠄䖂䠅

ᛂ⏝䝥䝻䝆䜵䜽䝖䠄䕿䠅

ᬒほタィ₇⩦䠄䕿䠅

ͤ１㸸ࢦシࢡࢵయの科┠ࡣ㸪ྛ学科࣭ྛ専攻࡛ඹ㏻࡛㛤ㅮࡿ࠸࡚ࡋ科┠  
ͤ２㸸≉ู㑅ᢥ科┠の学科ඹ㏻のテ࣮࡚ࡋ࣐ᐇ（４年㸪㸳年対㇟）
ͤ㸱㸸ࢡࢵࣜࢱయの科┠ࡣ㸪㑅ᢥ科┠
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ู⾲㸱 学⩦࣭教育฿㐩┠ᶆの㐩ᡂ度ホ౯対㇟科┠୍ぴ（㹆27 年度対応∧） （生産システム工学専攻㸸生≀࣭学⣔）     

学⩦教育

┠ᶆ
㐩ᡂ度ホ౯のどⅬ

JABEE
ᇶ‽

㐩 ᡂ 度 ホ ౯ 対 ㇟ 科 ┠

本科４年 本科㸳年 専攻科１年 専攻科２年

日
本
語
お
よ
び
英
語
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
を
有
す
る
技
術
者

1-1 

F-1 

᪥本ㄒࡿࡼ㐺ษᩥ࡞ ❶⾲⌧

ཬཱྀࡧ 㢌のពᛮఏ㐩࡛ࡀ きࡿ
f ᅜㄒϫ（۔）

༞ᴗ◊✲（ۑ）
生≀工学ࢼ࣮࣑ࢭ （ۑ）
ンテーシࣙࢮレࣉ ン（۔）

≉ู ◊✲Ϩ（ۑ）
ス࣮ࣆ ࣑ࣗࢥࢳ ࢣ࣮ࢽ シࣙ ンϨ（۔）

≉ู ◊✲ϩ（۔）
応⏝プロ（ۑ）ࢺࢡ࢙ࢪ

1-2 

F-2 

ⱥㄒ࡛ ᭩ࡓࢀᢏ⾡ᩥ ᭩のᴫ

せ࣭ せ᪨ࡿࡵࡘࡀ
f

ⱥㄒϫ㸿（ۑ）
ⱥㄒϫ㹀（ۑ）
ᢏ⾡ⱥㄒ（۔）

総合ⱥㄒ㸿（ۑ）
総合ⱥㄒ㹀（ۑ）

⣭ୖⱥㄒ（۔）
科学ᢏ⾡ⱥㄒ（۔）

ス࣮ࣆ ࣑ࣗࢥࢳ ࢣ࣮ࢽ シࣙ ンϩ（۔）

応⏝プロ（ۑ）ࢺࢡ࢙ࢪ

1-3 

F-3 

◊✲のⱥᩥ ᴫせࢆ᭩ࡀࡇࡃ

き࡛㸪Ⓨ⾲㈨ᩱ࡞ⱥㄒࢆ⏝

ࡀ࡛ࡇࡿ࠸ きࡿ

f
ⱥㄒϫ㸿（ۑ）
ⱥㄒϫ㹀（ۑ）
ᢏ⾡ⱥㄒ（ۑ）

総合ⱥㄒ㸿（ۑ）
総合ⱥㄒ㹀（ۑ）
༞ᴗ◊✲（ۑ）

⣭ୖⱥㄒ（۔）
科学ᢏ⾡ⱥㄒ（ۑ）

ス࣮ࣆ ࣑ࣗࢥࢳ ࢣ࣮ࢽ シࣙ ンϩ（۔）

≉ู ◊✲ϩ（۔）

ICT

に
関
す
る
基
本
的
技
術
お
よ
び

工
学
へ
の
応
用
技
術
を
身
に
付
け

た
技
術
者

2-1 

B-3 

ICTᢏ⾡ࢆά⏝ࡓࡋィ ᢏ⾡ࢆ

࠸ᐇ㦂࣮ࢹ ࡇࡿࡍ㞟ࢆࢱ

ࡀ࡛ きࡿ

c
(d)-(2) ሗฎ⌮Ϩ�۔）

応⏝ᩘ 学（۔）
ሗฎ⌮ϩ（۔）
ࢢロࣛࣉ ミンࢢ応用（۔）

応⏝ሗ科学（۔）
ィ⟬応⏝ຊ学（۔）
情報通信技術（ۑ）

デーࢱマイニンࢢᴫㄽ（۔）
計算機ࣉロࣛࢢ ミン（ۑ）ࢢ

2-2 

B-2 

㞟ࢹ࣮ࡓࡋ ᩘࢆሗࡸࢱ ⌮

ⓗฎ⌮࠸࡚⏝ࢆ ศᯒࡋ専門工

学࡛ のၥ㢟ゎỴࡇࡿࡆ⧄

ࡀ࡛ きࡿ

(d)-(2)

生≀学ᇶ♏ᐇ㦂（۔）
㐀ᐇ㦂（۔）
工ᴗ㟁Ꮚィ （۔）
ሗฎ⌮Ϩ(ۑ）

༞ᴗ◊✲（ۑ）
生≀工学ࢼ࣮࣑ࢭ （۔）
デー࣋ࢱースᴫㄽ（۔）
ሗฎ⌮ϩ(ۑ）

生産システム工学ᐇ㦂（۔）
≉ู ◊✲Ϩ（ۑ）
自動制御技術（ۑ）
電子計測技術（ۑ）

≉ู ◊✲ϩ（ۑ）

多
分
野
に
お
け
る
技
術
の
基
礎
と
な
る
知
識
と
技
能
，
及
び
そ
の
分
野
の
専
門
技
術
に
関

す
る
知
識
と
能
力
を
持
ち
，
複
眼
的
な
視
点
か
ら
問
題
を
解
決
す
る
能
力
を
持
勂
た
技
術

者

3-1 

B-1 

学ᩘ࣭ ⮬↛科学のᇶ♏▱㆑ࢆ㸪

専門ศ㔝のㄢ㢟࡛ ά⏝ࡇࡿࡍ

ࡀ࡛ きࡿ

c

ከኚᩘ のᚤศ✚ศ学（۔）
⾜ิ ᘧ⾜ิ の応⏝（۔）
ศᏊ生≀学（۔）
ศᯒ学（۔）
ᇶ♏≀⌮学Ϩ（۔）

応⏝ᩘ 学（۔）
応⏝≀⌮（۔）
ᇶ♏≀⌮学ϩ（۔）
ンテーシࣙࢮレࣉ ン（ۑ）
〇ᅗ基礎（۔）
ᩘ್ ゎᯒ（۔）

応⏝ゎᯒ（۔）
≀⌮学�۔）

≉ู ◊✲ϩ（ۑ）

3-2 

C-1 

ከβ ⌮ࢆ専門ศ㔝の㛵㐃ᛶ࡞

ゎࡋ㸪ከ㠃ⓗᤊࡀ࡛ࡇࡿ࠼

きࡿ

2.1(1) 工ᴗ㟁Ꮚィ （ۑ）
⎔ቃ科学（۔）
ไᚚシステム（۔）
学工学ϩ（ۑ）

生ᇶ♏科学（۔）
応⏝ሗ科学（۔）
ィ⟬応⏝ຊ学（۔）
自動制御技術（۔）

ᆅ⌫⎔ቃ科学（۔）
生産システムタィ（۔）
生産ࢨࢹンㄽ（۔）
」ྜ ᮦᩱ工学（۔）

3-3 

C-2 

ᇶ♏▱㆑ࢆά⏝࡚ࡋ 工学ⓗၥ

㢟ࢆ⌮ゎࡋ㸪ㄝ࡛᫂ きࡿ

(d)-(1)
(d)-(3)

c

生学ϩ（۔）
ศᏊ生≀学（۔）
（۔）㉁学ࢡンパࢱ
᭷ƫ 学（۔）
ศᯒ学（ۑ）
学工学Ϩ（۔）

༞ᴗ◊✲（۔）
㑇ఏᏊ工学ᇶ♏（ۑ）
ᚤ生≀工学（ۑ）
生情報ᴫㄽ（۔）
食品学ᴫㄽ（۔）
⣽⬊機能工学（۔）

≉ู ◊✲Ϩ（۔）
分子⣽⬊生物学（۔）
↓機化学（۔）
᭷機応化学（۔）
生物化学（۔）
電☢気現㇟（ۑ）

ᢏ⾡㛤Ⓨ▱ⓗ㈈産ᶒ（ۑ）
≉ู ◊✲ϩ（ۑ）
応⏝プロ（۔）ࢺࢡ࢙ࢪ
⣽⬊工学ᴫㄽ（۔）
応用生物化学（۔）
計算機ࣉロࣛࢢ ミン（ۑ）ࢢ

3-4 

C-3 

ᇶ♏ⓗ࡞ᐇ㦂ᢏ⾡࠸࡚⏝ࢆ 㸪ᐇ

㦂ࢆ⏬࣭ ᐇ⾜࡚ࡋ ⤖ᯝのศ

ᯒ࣭ ホ౯࡛ࡀ きࡿ

(d)-(2)
h
g

㐀ᐇ㦂（۔）
生≀学ᇶ♏ᐇ㦂（ۑ）

༞ᴗ◊✲（۔）
生≀工学ࢼ࣮࣑ࢭ （۔）

生産システム工学ᐇ㦂（۔）
≉ู ◊✲Ϩ（۔）

≉ู ◊✲ϩ（۔）
応⏝プロ（۔）ࢺࢡ࢙ࢪ

知
徳
体
の
調
和
し
た
人
間
性
お
よ
び
社
会
性
・
協
調
性
を
身

に
付
け
た
技
術
者

4-1 

A-1 

ᖜᗈ࠸▱㆑ࢆ㌟ࡅࡘ㸪ᆅ⌫ⓗ

どⅬࡽၥ㢟ࢆᤊࡀࡇࡿ࠼

き࡛ࡿ

a
b

ᅜㄒϫ（۔）
複合工学ࢭミࢼーϨ（ۑ）
複合工学ࢭミࢼーϩ（ۑ）

᪥本現代文学（۔） ྂ文学（۔）
⤒̈̀ 学（۔） 学ဴ（۔）
歴史と文化（ۑ）社会とἲ（ۑ）

地域⤒̈̀ ㄽ（ۑ）
㒓ᅵのᩥ 学ே㛫（۔）
ẚ㍑文化ㄽ（ۑ）

4-2 

A-2 

␗ᩥ ࢆ⌮ゎࡋ㸪౯್ ほのከβ

ᛶࢆㄆ㆑ࡀ࡛ࡇࡿࡍ きࡿ

a
b

ⱥㄒϫ㸿（۔）
ⱥㄒϫ㹀（۔）

総合ⱥㄒ㸿（ۑ）
総合ⱥㄒ㹀（ۑ）

⣭ୖⱥㄒ（ۑ）
ス࣮ࣆ ࣑ࣗࢥࢳ ࢣ࣮ࢽ シࣙ ンϨ（ۑ）

ス࣮ࣆ ࣑ࣗࢥࢳ ࢣ࣮ࢽ シࣙ ンϩ（ۑ）

ẚ㍑文化ㄽ（ۑ）

4-3 

G-1 

♫ཧຍのពḧ㛵ᚰࡶࢆ

ࡀ࡛ࡇࡘ きࡿ

i
科学ᢏ⾡⌧代♫（۔）
インࢱーンシ（۔）ࣉࢵ
㐍㊰ࢼ࣮࣑ࢭ （۔）

歴史と文化（ۑ）
インࢱーンシ（۔）ࣉࢵ

エンジニア実践ࢭミࢼー（۔）
インࢱーンシࣉࢵϨ（۔）
◊✲技術インࢱーン（ۑ）
≉ู 実習ࢭミࢼー（ۑ）

インࢱーンシࣉࢵϩ（۔）
◊✲技術インࢱーン（ۑ）
≉ู 実習ࢭミࢼー（ۑ）

4-4 

G-2 

グࣝ プ࣮࡛ のάື 㸪ࡋཧຍ

の࣓ ン࣮ࣂ ࡋ༠ㄪ࡚ ㄢ㢟

ࡀ࡛ࡇࡴ⤌ྀྲࡾ きࡿ

i
ス࣮࣏ （۔）科学ࢶ
インࢱーンシ（۔））ࣉࢵ
複合工学ࢭミࢼーϨ（ۑ）
複合工学ࢭミࢼーϩ（ۑ）

ᗣ科学（۔）
インࢱーンシ（۔）ࣉࢵ

インࢱーンシࣉࢵϨ（۔） インࢱーンシࣉࢵϩ（۔）

広
い
視
野
と
技
術
の
あ
り

方
に
対
す
る
倫
理
観
を
身

に
付
け
た
技
術
者

5-1 

D-1 

科学ᢏ⾡㛵ࡿࡍ⌮ⓗၥ㢟

࠸࡚ࡘ ⌮ゎࡋ㸪ᣦࡇࡿࡍ

ࡀ࡛ きࡿ

b
a 科学ᢏ⾡⌧代♫（۔）

学ဴ（ۑ） 生⌮学（ۑ）
⎔ቃ科学（ۑ）
技術関連ἲつᴫㄽ（ۑ）

ᢏ⾡⌮（۔）
生ᇶ♏科学（ۑ）
科学技術者とἲ（ۑ）

ᢏ⾡㛤Ⓨ▱ⓗ㈈産ᶒ（ۑ）
ᆅ⌫⎔ቃ科学（ۑ）

5-2 

D-2 

ᐇົ のୖၥ㢟ࢆ⌮ゎࡋ㸪ᢏ⾡

ⓗ࣭ ⌮ⓗ▱㆑ࢆ㐺⏝ࡇࡿࡍ

ࡀ࡛ きࡿ

(d)-(4)
インࢱーンシ（ۑ）ࣉࢵ

社会とἲ（ۑ） 生⌮学（۔）
Ᏻ工学（۔）
技術関連ἲつᴫㄽ（۔）
インࢱーンシ（ۑ）ࣉࢵ

ᢏ⾡⌮（۔）
科学技術者とἲ（ۑ）
エンジニア実践ࢭミࢼー（ۑ）
インࢱーンシࣉࢵϨ（ۑ）

ᢏ⾡㛤Ⓨ▱ⓗ㈈産ᶒ（۔）
インࢱーンシࣉࢵϩ（ۑ）

知
的
探
求
心
を
持
ち
，
主
体
的
，
創
造
的
に
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
る
技
術
者

6-1 

E-1 

▱ⓗዲወᚰ᥈ồᚰࢆᣢ࡚ࡗ 㸪

ᖜᗈ࠸ศ㔝のㄢ㢟ྀྲ ࡴ⤌ࡾ

ࡀ࡛ࡇ きࡿ

(d)-(3)
e

ศᏊ生≀学（ۑ）
生学ϩ（ۑ）
生≀学工学（ۑ）
（ۑ）㉁学ࢡンパࢱ
᭷ƫ 学（ۑ）
工ᴗ㟁Ꮚィ （ۑ）

生情報ᴫㄽ（ۑ）食品学ᴫㄽ（ۑ）
応用生体分子（۔）医薬品工学ᴫㄽ（ۑ）
分㞳技術（ۑ）⣽⬊機能工学（۔）
応用食品学（ۑ）分ᯒ技術ᴫㄽ（ۑ）
電子素子（۔）材ᩱ工学（ۑ）
〇ᅗ基礎（ۑ）ࣉロࣛࢢ ミンࢢ応用（ۑ）
パࢱーンㄆ識（۔）
ソフトウェア工学ᴫㄽ（۔）
ᩘ್ ゎᯒ（۔） 画ീฎ⌮（۔）

分子⣽⬊生物学（ۑ）
応用ᚤ生物学（ۑ）
生物化学（ۑ）
↓機化学（ۑ）
᭷機応化学（ۑ）
自動制御技術（ۑ）
電☢気現㇟（ۑ）
情報通信技術（ۑ）
電子計測技術（ۑ）
◊✲技術インࢱーン（ۑ）

ᢏ⾡㛤Ⓨ▱ⓗ㈈産ᶒ（۔）
⣽⬊工学ᴫㄽ（ۑ）
応用生物化学（ۑ）
環境分ᯒ化学（ۑ）
（ۑ）ス化学ࢭロࣉ
デーࢱマイニンࢢᴫㄽ（ۑ）
計算機ࣉロࣛࢢ ミン（ۑ）ࢢ
◊✲技術インࢱーン（ۑ）

6-2 

C-4 

ᚓពࡿࡍ専門ศ㔝の▱㆑㸪ᢏ

ࡋ㥑࡚ࢆሗ⾡ 㸪♫のせ

ồ応ࡓࡌၥ㢟ゎỴの᪉ἲࢆ

⏬㸪ࢨࢹンࡀ࡛ࡇࡿࡍ き

ࡿ

e
h

(d)-(4)
i

生≀学工学（۔）
学工学Ϩ（ۑ）
複合工学ࢭミࢼーϨ（۔）
複合工学ࢭミࢼーϩ（۔）

㑇ఏᏊ工学ᇶ♏（۔）ᚤ生≀工学（۔）
学工学ϩ（۔）分ᯒ技術ᴫㄽ（۔）
応用食品学（۔）医薬品工学ᴫㄽ（۔）
材ᩱ工学（۔）分㞳技術（۔）
⣽⬊機能工学（۔）

生産システム工学ᐇ㦂（۔）
ᡂᐇ㊶ᢏ⾡（۔）
応用ᚤ生物学（۔）
成実践ࢭミࢼー（ۑ）

≉ู ◊✲ϩ（۔）
応⏝プロ（۔）ࢺࢡ࢙ࢪ
環境分ᯒ化学（۔）
（۔）ス化学ࢭロࣉ
⣽⬊工学ᴫㄽ（ۑ）

6-3 

E-2 

ᢕᥱ࣭ࢆ学⩦≧ἣࡸ✲◊ グ㘓ࡋ

⮬࡚ⓗ࣭ ⥅⥆ⓗ学⩦࡛ きࡿ

g
h

生≀学ᇶ♏ᐇ㦂（ۑ）
㐀ᐇ㦂（ۑ）

༞ᴗ◊✲（۔）
生≀工学ࢼ࣮࣑ࢭ （ۑ）

生産システム工学ᐇ㦂（ۑ）
≉ู ◊✲Ϩ（۔）

≉ู ◊✲ϩ（۔）
応⏝プロ（ۑ）ࢺࢡ࢙ࢪ

ͤ１㸸ࢦシࢡࢵయの科┠ࡣ㸪ྛ学科࣭ྛ専攻࡛ඹ㏻࡛㛤ㅮࡿ࠸࡚ࡋ科┠  
ͤ２㸸≉ู㑅ᢥ科┠の学科ඹ㏻のテ࣮࡚ࡋ࣐ᐇ（４年㸪㸳年対㇟）
ͤ㸱㸸ࢡࢵࣜࢱయの科┠ࡣ㸪㑅ᢥ科┠
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10.科┠履修࡚࠸ࡘ
10-１㸬履修ィ⏬

ᒚಟ計画は，教育ࣉロࣛࢢムのಟ要௳（㸶࣌ージ）を分㋃まえた計画としなけれࡤなりま

。んࡏ

本教育ࣉロࣛࢢムは，本科を卒業して専攻科をಟすることが要௳となっていますので，ᒚಟ

に㝿してはᙜ然，本科の卒業要௳，専攻科のಟ要௳，さらに学ホ౯・学ᤵ機構による学

ᤵ要௳を⪃慮にධれて科目㑅ᢥのᒚಟ計画を立てることがᚲ要です。

10-２㸬プログラム༢のㄆᐃ

各ᤵ業科目の༢ㄆ定は，６࣌ージの教育ࣉロࣛࢢムの学習・教育฿㐩目標（㸯）㹼（６）と，

㸵࣌ージの JABEE 基準の学習・教育すき知識と能力のෆᐜ（㹟）㹼（i）との対応を分に⪃

慮して，科目ࡈとに定められたᤵ業目標と฿㐩目標に㐩しているかྰかによってㄆ定されます。

฿㐩目標に㐩していれࡤ合᱁として༢ㄆ定がなされます。

本科および専攻科の各教科のシࣛバスには，本校の学習・教育฿㐩目標の（㸯）㹼（６）のࢧ

目標とࣈ JABEE 基準の（㹟）㹼（i）の対応が♧されています。本校の学習・教育฿㐩目標と

JABEE基準の学習・教育すき知識と能力の対応は㸵࣌ージの⾲㸯をཧ↷してください。

後で♧しますが，本校では本科と専攻科とそれぞれ⊂立して各ᤵ業科目の「༢」をㄆ定して

います。しかし，教育ࣉロࣛࢢムは͆本科と専攻科を連⥆さࡏた教育ࣉロࣛࢢム͇ですので，ΰ

をさけるために，ḟのよ࠺に༢のព味を定⩏して༊ูします。

ձ 本科༢㸸本科㛤タ科┠の修ᚓ༢ࠋࡍࡲࡋ⾲ࢆᖹᡂ１㸳年度ࡣ࡛ࡲ㸳０Ⅼ௨ୖのホⅬ࡛

ྜ᱁ࠋᖹᡂ１㸴年度௨㝆ࡣ㸴０Ⅼ௨ୖのホⅬ࡛ྜ᱁ࠋ

ղ 専攻科༢㸸専攻科㛤タ科┠の修ᚓ༢ࠋࡍࡲࡋ⾲ࢆ㸴０Ⅼ௨ୖのホⅬ࡛ྜ᱁ࠋ

ճ プログラム༢㸸教育プログラム࡚ࡋㄆᐃࡿࡍ༢ࠋࡍࡲࡋ⾲ࢆ

プログラム࡛ࡣ㸪ྜ᱁Ⅼࢆ㸴０Ⅼࠋࡍࡲ࠸࡚ࡋᚋ㏙࠺ࡼࡿࡍ㸪専攻科

༢プログラム༢ྠࡣ等࡛ࠋࡍ

10-㸱.の高等教育ᶵ㛵等࡛修ᚓࡓࡋ༢ࡧࡼ࠾⦅入学生ࡀ⦅入๓修ᚓࡓࡋ༢のㄆᐃ

ձ 教育ࣉロࣛࢢムᒚಟ対㇟ᮇ間（本科㸲，５年及び専攻科㸯，２年）に┦ᙜするᮇ間୰に

学などでಟᚓした༢については，ཎ๎として，本校のࣉロࣛࢢム༢としては現ᅾㄆめて

いまࡏん。しかし，実時ᩘのド᫂やホ౯基準がබ開されているなどの≧ἣを⪃慮して，専

攻科ጤဨ会でಶ々のケースをᑂ㆟してࣉロࣛࢢム༢としてㄆめる場合も࠶りますので，ヲ

⣽については専攻科ጤဨに┦ㄯしてください。

ղ 工業高校等（㎰業高校をྵࡴ）及びᬑ通高校から本科㸲年ḟに⦅ධ学した場合，⦅ධ学前に

ಟᚓした༢は本校のࣉロࣛࢢム༢としてはㄆめていまࡏん。

䐡 専攻科ධ学資᱁（５࣌ージཧ↷）を‶たした本校௨እのฟ身者で本校専攻科にධ学した（本

校教育ࣉロࣛࢢムに㏵୰⦅ධしてきた）場合や，本校本科のฟ身者でᖹ成㸯５年度௨前に本

科㸲，５年の༢をಟᚓして本校専攻科にධ学した場合，本校専攻科ධ学前のฟ身校でಟᚓ

した༢については，本校のࣉロࣛࢢム༢としてḟのよ࠺なཎ๎のୗで，教ົጤဨ会にお

いてㄆ定のุ定を⾜います䚹䛺䛚，ධ学๓䛻修ᚓ䛧䛯⛉┠の⾲䠐䠉䠍䡚⾲䠐䠉䠎の⛉┠⩌のศ㢮䛿，

ྛ⛉の専ᨷ⛉ጤဨ䛜修ᚓ䛧䛯⛉┠のシラ䝞ス䛺䛹䜢ཧ⪃䛻䛧䛶ศ㢮䛧䜎す䚹

䕿䜿䞊䝇䠍䠊ฟ㌟ᰯ䛜 JABEE ㄆᐃᰯ䛷䛒䜛ሙྜ

㸯） 教育ࣉロࣛࢢムにᥖࡆられた科目⩌にヱᙜする科目については，ฟ身校の JABEE 教育

ム༢としてㄆめます。また，シࣛバスࣛࢢロࣉムのホ౯をそのまま本校のࣛࢢロࣉ

等によりྠ等と☜ㄆできる科目で࠶っても JABEE 基準の対応に┦㐪の࠶るಟᚓ科目に

ついては，２２࣌ージのཧ⪃資ᩱ２に♧すホ౯によって，学習・教育฿㐩目標の㐩

成度ホ౯において，本校の教育ࣉロࣛࢢムにᥖࡆられた科目としてホ౯の対㇟とする

場合が࠶ります。

２） 教育ࣉロࣛࢢムにᥖࡆられた科目⩌にヱᙜしない科目については，本校のࣉロࣛࢢム

༢としてはㄆめまࡏん䚹
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䕿䜿䞊䝇䠎䠊ฟ㌟ᰯ䛜 JABEE ㄆᐃᰯ௨እ䛾ሙྜ

㸯） 教育ࣉロࣛࢢムにᥖࡆられた科目⩌にヱᙜする科目で，そのホ౯が６㸮点௨上の科目

については，本校のࣉロࣛࢢム༢としてㄆめます。

２） ホ౯が６㸮点ᮍ‶の科目については，専攻科ධ学後，２２࣌ージのཧ⪃資ᩱ２に♧す

要㡿にᚑって関ಀ科目ᢸᙜ教ဨがホ౯します。各々㸯㸮㸮点‶点とし，６㸮点௨上

を合᱁とします。各々のᖹᆒ点をもってホ౯点として，専攻科ጤဨ会において本校の

。ム༢としてㄆ定しますࣛࢢロࣉ

３） ただし，ホ౯が６㸮点௨上のホ౯点でಟᚓした科目で࠶っても，学力ヨ㦂のᚓ点など

をಶูにุ定してヨ㦂，レ࣏ートおよび㠃᥋によるุ定を⾜࠺場合が࠶ります。

㸲） 教育ࣉロࣛࢢムにᥖࡆられた科目⩌にヱᙜしない科目については，本校のࣉロࣛࢢム

༢としてはㄆめまࡏん。

䕿䜿䞊䝇䠏䠊ฟ㌟ᰯ䛜ᮏᰯᮏ⛉䛷ᖹᡂ䠍䠑ᖺᗘ௨๓䛻ᮏ⛉䠐䠈䠑ᖺ䛾༢䜢ಟᚓ䛧䛯ሙྜ

㸯） ᖹ成㸯５年度までは，本科༢の合᱁᭱ప基準が５㸮点௨上，専攻科༢の合᱁᭱ప

基準が６㸮点௨上となっています。これにより，本科ではホ౯点５㸮点㹼６㸲点が

「ྍ」，６５点㹼㸵㸷点が「Ⰻ」，㸶㸮点௨上が「ඃ」としてホ定されています。୍

᪉，専攻科ではホ౯点６㸮点㹼６㸷点が「㹁」，㸵㸮点㹼㸵㸷点が「㹀」，㸶㸮点௨

上が「㸿」とホ定されています。

２） 教育ࣉロࣛࢢムではࣉロࣛࢢム༢の合᱁基準を６㸮点としていますので，専攻科で

ಟᚓした専攻科༢は，そのままࣉロࣛࢢム༢としてㄆ定されます（つまり，専攻

科༢とࣉロࣛࢢム༢はྠ等です）。୍᪉，本科༢では，ᖹ成㸯５年度までにಟ

ᚓした「ྍ」ホ定の科目の࠺ち，６㸮点ᮍ‶（５㸮点௨上５㸷点௨ୗ）でಟᚓした⾲

３と⾲㸲に♧すࣉロࣛࢢム対応科目の本科༢については，そのままではࣉロࣛࢢム

༢としてㄆめられまࡏん。

３） しかし，このよ࠺な科目を持つ教育ࣉロࣛࢢムのᒚಟ対㇟者（ண定者をྵࡴ）に対し

ては，฿㐩Ỉ準のಖドを‶たすため，２２࣌ージのཧ⪃資ᩱ２に♧す要㡿にᚑって教

育ࣉロࣛࢢムとしてホ౯がྍ能です。

㸲） ホ౯は，専攻科ධ学後に実ྍ能です。ホ౯をᕼᮃする学生は，ᢸ௵または各科

の専攻科ጤဨに┦ㄯしてアドバイスを受けた上で，ホ౯をᚲ要とする教科のᢸᙜ教

ဨに⏦しฟてください。ホ౯の⤖ᯝ，教育ࣉロࣛࢢムの฿㐩Ỉ準に㐩したとホ౯さ

れた科目は，専攻科ጤဨ会で☜ㄆの上，ࣉロࣛࢢム༢としてㄆ定します。

䕿䛭䛾䛾䜿䞊䝇

ୖグ௨እの䜿䞊スのሙྜ䛻䛿，䛭の㒔ᗘุᐃ䛧䜎す䚹

10-４.本科４年࣭㸳年࡛修ᚓࡓࡋプログラム༢のド࡚᫂࠸ࡘ

本科の５年で卒業し，の高等教育機関に⦅ධする場合は，⦅ධ学する学校の JABEE ࣛࢢロࣉ

ムの㏵୰⦅ධとなります。この場合，学校によっては，本科の㸲年と５年でಟᚓしたࣉロࣛࢢ

ム༢を受けධれて㈔える場合が࠶ります。ヲしくは，⦅ධ学先の教育機関のධ学ෆを☜ㄆし

た᪉がよいでし࠺ࡻ。

⦅入学๓㸪ࡣ࠸ࡿ࠶⦅入学ᚋプログラム༢のド᫂᭩ࡀᚲせࡿ࡞ሙྜࡣ㸪本校ࡽド᫂᭩

ࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡋ⤡㐃科の専攻科ጤဨྛࠋࡍࡲࡋ⾜Ⓨࢆ

ὀព㸸

⌧ᅾ本科࡛ࠊࡣ学年ไᇶ࡙ࡓ࠸㐍⣭ᇶ‽ࢆ᥇⏝ࠊࡾࡼࢀࡇࠋࡍࡲ࠸࡚ࡋ４ࡤ࠼年ḟ࡛㛤ㅮ࠸࡚ࢀࡉ

ࠋࡍᚲ㡲࡛ࡀࡇࡿࡍ修ᚓ４年ḟࡣ࡚࠸ࡘ┠科ࡿ

ᚑࠊ࡚ࡗ４ࡤ࠼年ḟ㛤ㅮ科┠のホ౯ࢆ専攻科入学ᚋ࡚ࡅཷ「生産システム工学」教育プログラムの

プログラム༢࡚ࡋㄆᐃࠊࡶ࡚ࢀࡉ本科４年ḟࡉの࡚ࡗࡰ本科༢のᡂ⦼ホᐃࡀ修ṇࡶࡿࢀࡉの࡛ࡣ

ࠋࡍࡲࢀࡉド᫂ࠊࢀࡉホ౯࣭ㄆᐃ࡚ࡋプログラム༢ࠊࡣホᐃࡓࢀࡉㄆᐃ࡚ࡗࡼホ౯ࠋࢇࡏࡲࡾ࠶
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11㸬学⩦㛫༢のㄆᐃ
本科では㸯ᅇ㸯㸮㸮分のㅮ⩏，₇習，実㦂を༙ᮇ㸯５ᅇ実して㸯༢としていますので，㸯

༢ᙜたりの実ᤵ業時ᩘは３㸮時間となります。

専攻科では༙ᮇ㸯５ᅇを基本として，ㅮ⩏は㸯ᅇ㸯㸮㸮分，₇習は㸯ᅇ２㸮㸮分，実㦂実習

（≉ู◊✲をྵࡴ）は㸯ᅇ３㸮㸮分の実時間で２༢としています。したがって，専攻科では

㸯༢࠶たりのᤵ業時間はㅮ⩏科目で㸯５時間，実㦂，実習，₇習科目で３㸮時間となります。

ただし，学ಟ༢の⪃え᪉では，㸯༢㸲５時間ですので，ᕪに┦ᙜする時間は各学生の自学自

習時間となります㸬

本校の教育ࣉロࣛࢢムにヱᙜする୍人୍人の学生の学習時間は，本科࣭専攻科ࡶฟᖍ⡙ࢆ

。ฟします⟭ࡶ

本科では，㸯༢࠶たりのฟᖍ時ᩘが㸯５ᅇの実ᅇᩘの㸲㸭５௨上で࠶ること。つまり，１

༢ࡾࡓ࠶ᐇᤵᴗᩘ࡛᭱ప２４㛫௨ୖཷㅮࡀࡇࡿࡍプログラム༢のㄆᐃᇶ‽です。こ

れを本校の教育ࣉロࣛࢢムのࣉロࣛࢢム༢ㄆ定のための「᭱పᤵ業時ᩘ」とします。本科では，

学年ᮎの進⣭ุ定会㆟で୍人୍人の᭱పᤵ業時ᩘをㄪてࣉロࣛࢢム༢ㄆ定を⾜࠺ので，ࡴࡸ

なࡿࡅཷࢆㅮ⿵࡛࠼࠺ࡓࡅཷࢆ㸪⿵ㅮチྍࡣሙྜ࠸࡞ࡏࡓ‶ࢆపᤵᴗᩘ᭱ࡾࡼ⏤⌮࠸࡞ᚓࢆ

どのᥐ置を受けてୗさい。

専攻科にもこの基準は適用され，༙ᮇ㸯５ᅇの実ᅇᩘの㸲㸭５௨上のฟᖍ（ㅮ⩏科目は２༢

࠶たりḞ課ᅇᩘが３ᅇ௨ෆで，᭱ప２㸲時間௨上の受ㅮ）でࣉロࣛࢢム༢をㄆ定します。や

えで，各ᢸᙜ教ဨ࠺ない場合は，⿵ㅮチྍを受けたࡏをᚓない⌮⏤により᭱పᤵ業時ᩘを‶たࡴ

による⿵ㅮを受ㅮしてୗさい。

12㸬≉ู◊✲のテ࣮࣐㑅ᢥ≉ู◊✲ᣦᑟ教ဨ
専攻科≉ู◊✲は，ㅮᖌ௨ୖ䛷学ホ౯・学ᤵ機構のᑂᰝを受けた専攻科≉ู◊✲ᢸᙜ教

ဨ（௨ୗ「指ᑟ教ဨ」とい࠺。）からᥦ♧されるテーマの୰から⯆味࠶るテーマを㑅ᢥし，◊✲

ᐊに配ᒓされ，指ᑟ教ဨの指ᑟのもとに実されます。ྛᣦᑟ教ဨの≉ู◊✲のணᐃテ୍࣮࣐ぴ

ࠋࡍࡲࡋンス࡛㓄ᕸࢲ࢞㸪専攻科入学ᚋのࡣ

テーマの㑅ᢥと指ᑟ教ဨの配ᒓは，ཎ๎として，専攻科ධ学後の࢞イࢲンスᮇ間にḟのよ࠺

なᡭ㡰で⾜い，専攻科ጤဨ会で☜ㄆします。ヲ⣽は，２㸲࣌ージからのཧ⪃資ᩱ３をཧ⪃にして

ୗさい。なお，指ᑟ教ဨは，ಶ人で࠶る場合や⿵ຓ教ဨをྵめたࢢルーࣉで࠶る場合が࠶ります。

また，指ᑟ教ဨは，≉ู◊✲のᰝとしてホ౯を⾜います。

䠄䠝䠅特別研究ᣦᑟయไ

(1) ≉ู◊✲の指ᑟは，学ホ౯・学ᤵ機構によるᑂᰝを受けた指ᑟ教ဨが⾜いま

す。 
(2) 指ᑟ教ဨは，◊✲指ᑟ上ᚲ要な場合，指ᑟ教ဨを⿵ຓする教ဨ（௨ୗ，⿵ຓ教ဨと

い࠺）とඹྠで≉ู◊✲の指ᑟに࠶たることができます。 
(3) ⿵ຓ教ဨは，教ဨの୰から㑅௵することができます。 
(4) 指ᑟ教ဨは，ᰝとなり，学ホ౯・学ᤵ機構のᑂᰝを受けたᰝとなる教ဨ

を㑅定し，≉ู◊✲のホ౯を⾜います。
䠄䠞䠅特別研究䝔䞊䝬䛾㑅ᢥ䛸研究ᐊ㓄ᒓ

(1) 学生は，指ᑟ教ဨがᥦ♧する専攻科≉ู◊✲テーマについての࢞イࢲンスを受けた

後，◊✲テーマ，配ᒓ◊✲ᐊのᕼᮃを各専攻の専攻科ጤဨᥦฟしてୗさい。 
(2) 各専攻の専攻科ጤဨは，学生のᕼᮃ⤖ᯝをྲྀりまとめ，学科ෆでㄪ整の࠺え，学科

の㆟を⤒て，学生の◊✲テーマ，配ᒓ◊✲ᐊのを専攻科ጤဨ会ᥦฟします。 
(3) 専攻科ጤဨ会は，学生の◊✲テーマおよび配ᒓ◊✲ᐊをᢎㄆします。 
(4) 配ᒓỴ定後，やࡴをᚓない≉ูな情により配ᒓ◊✲ᐊ等をኚ᭦するᚲ要が生じた場合

には，度(２)，(３)のᡭ⥆きをとるものとします。（年度㏵୰のኚ᭦もྵࡴ）
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13㸬学ኈの学のྲྀᚓ࡚࠸ࡘ
学は「学ホ౯・学ᤵ機構」とい࠺⤌⧊によってえられます。

学士の学のᤵを受けよ࠺とする者は，学つ๎➨６᮲➨㸯㡯のつ定に基づく学士の学の

ᤵに関するつ程（ᖹ成㸲年㸯᭶㸯㸲᪥）に基づき，「学ホ౯㺃学ᤵ機構」の定める様ᘧ

にᚑって，学ಟの成ᯝ等のᚲ要᭩㢮を 10 ᭶上᪪に「学ホ౯・学ᤵ機構」にᥦฟし，「

学ホ౯・学ᤵ機構」の⾜࠺学ಟの成ᯝ等のᑂᰝまたはヨ㦂に合᱁することがᚲ要です。

ᑂᰝに合᱁した学生には「学ホ౯・学ᤵ機構」より学士の⛠ྕがᤵされます。

本校本科または高専等のᴫࡡ㸲年௨上の科目をᒚಟし，専攻科生産システム工学専攻のಟ

要௳を‶たして「学ホ౯・学ᤵ機構」に学ᤵ⏦ㄳをおこないᤵされる学士の学は，

௨ୗに♧す６つの専攻の༊分ࡈとにᑂᰝされᤵされます。

機械工学，電気電子工学，建築学，土木工学，生物工学，応用化学

ただし，ᖹ成２６年に学つ๎➨６᮲➨㸯㡯のつ定に≉が設けられ，専攻科のಟ生に対す

る≉ูなᑂᰝの᪉ἲが適用される専攻科がᑂᰝによりㄆ定されています。これを≉適用ㄆ定専

攻科とんでいます。生産システム工学専攻でも上グの６つの専攻の༊分の࠺ち

機械工学，電気電子工学，建築学，土木工学，生物工学

の５専攻༊分で，≉適用ㄆ定専攻科としてのㄆ定を受けています。

ᖹ成２６年度௨㝆のධ学生については，「応用化学」の専攻の༊分を㝖く５専攻の༊分で学

ᤵ⏦ㄳをおこな࠺≉適用ㄆ定専攻科のಟぢ㎸ࡳ学生となった場合は，ᚲࡎ≉適用のᑂᰝ

の᪉ἲにᚑって学ᤵ⏦ㄳがなされなけれࡤなりまࡏん。

「応用化学」の専攻の༊分として学ᤵ⏦ㄳしよ࠺とするಟぢ㎸ࡳの学生の場合は，ᖹ成

３㸮年度௨㝆に「応用化学」の専攻の༊分で≉適用ㄆ定専攻科のㄆ定を࠺けるまでは，学つ

๎➨６᮲➨㸯㡯のつ定に基づく学士の学のᤵに関するつ程が定めるᑂᰝの᪉ἲにᚑって⏦ㄳ

ができます。

その，専攻科の制度がᖹ成２５年௨前にኚ᭦となり，受ㅮしたカࣜキュࣛムが␗なる場合な

どの⌮⏤で≉適用の⏦ㄳの資᱁を‶たさないಟぢ㎸ࡳ学生については，学つ๎➨６᮲➨㸯

㡯のつ定に基づく学士の学のᤵに関するつ程が定めるᑂᰝの᪉ἲにᚑって⏦ㄳができる場合

が࠶ります。この場合については，「学ホ౯・学ᤵ機構」がⓎ⾜する資ᩱに，よりヲ⣽な

ㄝ᫂が࠶ります。

そのヲ⣽については，「学ホ౯・学ᤵ機構」による学に関する⏦ㄳෆ（専攻科２

年生に配付します。また「学ホ౯・学ᤵ機構」の HP，本校学ົ課で㜀ぴできます）をよ

くㄞんでୗさい。

学ᤵ要௳のヲ⣽や⏦ㄳにᚲ要な㡯については，専攻科学生౽ぴに♧すとともに，ู㏵࢞

イࢲンスを実していますが，ၥ等が࠶れࡤいつでも㐲慮なく専攻科ጤဨにၥい合ࡏࢃてୗさ

い。

࠙≉適用ㄆ定専攻科のಟぢ㎸ࡳ学生が⾜࠺学ᤵ⏦ㄳのᴫ要ࠚ

「学ホ౯・学ᤵ機構」の定めている≉適用ㄆ定専攻科のಟぢ㎸ࡳ者に対する学ᤵ

の要௳はḟのとおりです。

ձ 高等専門学校卒業者（基礎資᱁）

ղ 「学ホ౯・学ᤵ機構」のㄆ定する≉適用ㄆ定専攻科において，ୗグの༢をಟ

ᚓᡈいはಟᚓぢ㎸ࡳの者

イ㸬２年௨上にࢃたり，６２༢௨上をಟᚓしていること。

ロ㸬≉適用ㄆ定専攻科が定める科目⾲にグ㍕された，専門科目，関連科目，እᅜㄒ

科目，専攻እ科目を体系的にᒚಟし，「学ホ౯・学ᤵ機構」が定めるಟᚓ

༢の要௳（具体的なಟᚓ༢の要௳については，各専攻の༊分ࡈとにᚲ要な科

目⩌分㢮がなされた科目⾲が定められており，定められた科目⩌からಟᚓすき

༢ᩘの要௳については学士の学の≉にಀる学ᤵ⏦ㄳෆにヲしくㄝ᫂

が࠶る）を‶㊊すること。
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    （ཧ⪃㸸本校のカࣜキュࣛムは，上グにグした科目⩌を体系的にᒚಟできます。）

ճ 「学ಟ総まとめ科目のᒚಟ計画᭩」及び「学ಟ総まとめ科目の成ᯝの要᪨」について，

「学ホ౯・学ᤵ機構」の⾜࠺ᑂᰝを受けること。ここでい࠺学ಟ総まとめ科目は，

生産システム工学専攻においては，２年ḟにᒚಟする≉ู◊✲ϩです。

մ 「学ホ౯・学ᤵ機構」が定めるᮇ᪥までに，ձとղについて電子⏦ㄳにより⏦ㄳ

をすること。なお，２年ḟ㸯㸮᭶に学ᤵ⏦ㄳ者の基礎情報，༢ಟᚓ≧ἣと２

年ḟの科目（ぢ㎸ࡳ科目として⏦ㄳ），「学ಟ総まとめ科目のᒚಟ計画᭩」を，２᭶に

ぢ㎸ࡳ科目のಟᚓ༢と「学ಟ総まとめ科目の成ᯝの要᪨」を電子⏦ㄳにより⏦ㄳする。

յ ձ㹼մに加えて㸹もっとも㔜要な要௳は，熊本高等専門学校専攻科生産システム工学専

攻をಟすることです。専攻科のಟをㄆ定された学生は，「学ホ౯・学ᤵ機構」

から，学士（工学）の学をᤵされます。

࠙学つ๎➨６᮲➨㸯㡯のつ定に基づく学士の学のᤵに関するつ程が定めるᑂᰝの᪉ἲにᚑ

って⾜࠺⏦ㄳのᴫ要（「応用化学」の専攻の༊分で学ᤵ⏦ㄳを⾜࠺ಟぢ㎸ࡳ学生用）ࠚ

「学ホ౯・学ᤵ機構」の定めている高専のㄆ定専攻科ಟ者に対する学ᤵの要௳は

ḟのとおりです。

ձ 高等専門学校卒業者（基礎資᱁）

ղ 学ᤵ機構のㄆ定する高専専攻科において，ୗグの༢をಟᚓしている者

イ㸬２年௨上にࢃたり，６２༢௨上をಟᚓしていること。

ロ㸬専門の科目を体系的にᒚಟしていること。

    （ཧ⪃㸸本校のカࣜキュࣛムは，専門の科目を体系的にᒚಟできます。）

ճ 学ᤵ機構の⾜࠺学ಟ成ᯝ（レ࣏ート）のᑂᰝ及びヨ㦂に合᱁すること。

մ 学ᤵ⏦ㄳにᚲ要なୗグの᭩㢮（᪂しい学士の㏵Ѹᖹ成２３年度∧Ѹཧ↷）

（㸯）学ᤵ⏦ㄳ᭩

（２）卒業ド᫂᭩（本科）（基礎資᱁を᭷する者で࠶る᪨のド᫂᭩）

（３）ձ༢ಟᚓ≧ἣ⏦࿌᭩

   ղ༢ಟᚓド᫂᭩（ಟᚓした機関ẖにస成したもの）

（㸲）学ಟ成ᯝのレ࣏ート及び要᪨（᭩ᘧは「学士の㏵」にグ㍕されています）

（５）ఫẸ⚊のしཪはఫẸ⚊グ㍕㡯ド᫂᭩

（６）受㦂⚊，┿⚊

（㸵）そのᑂᰝᡭᩘᩱ㡿ཎ➢・㡿ド᭩，ุ定⤖ᯝ通知用ᑒ⟄，受㦂⚊㏦付用ᑒ⟄

学ಟ成ᯝのレ࣏ートおよび学ヨ㦂のホ౯⤖ᯝについては，年２᭶୰᪪に本人ᐄに文᭩で通

知されます。学のྲྀᚓࡣ㸪教育プログラムの修せ௳࡛ࡍの࡛㸪ヨ㦂⤖ᯝุࡀ᫂ࡽࡓࡋᚲࡎ専

攻科ጤဨࡣࡓࡲᣦᑟ教ဨ㏻▱ᩥ᭩（ྍ࣮ࣆࢥ）ࢆᥦฟしてୗさい。

学ಟ成ᯝのᥦฟᮇ᪥をཝᏲしてୗさい。
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14㸬プログラムの⥲ྜホ౯࡚࠸ࡘ
㸶㡯（㸶࣌ージ）に♧した教育ࣉロࣛࢢムのಟ要௳のෆ，ᗄつかの要௳はㅮ⩏௨እで㐩成す

る㡯目（総合ホ౯の㡯目）です。௨ୗに，⿵㊊ㄝ᫂を⾜います。

14-1㸬ン࣮ࢱンシࢵプ࡚࠸ࡘ（修せ௳４）

ಟ要௳として，実㝿に実習を⾜ったᮇ間が⛣動᪥やఇ᪥をྵまない実時間で 14 ᪥間௨上で

んので，㸲年生から✚ᴟ的にཧ加しまࡏることがᚲ要です。ただし，実習先は複ᩘでも構いま࠶

し࠺ࡻ。実習後は，ḟの᭩㢮をᚲࡎᥦฟしてください。この᭩㢮で᪥ᩘ☜ㄆを⾜います。

ۑ 実習先からᥦฟしてもら࠺「インࢱーンシࣉࢵド᫂᭩」

ۑ 実習後に学生がస成する「インࢱーンシࣉࢵ報࿌᭩」

本科，専攻科ඹに༢ㄆ定を受ける場合は，これらの᭩㢮とインࢱーンシࣉࢵ報࿌会をもって

ホ౯を⾜います。また，高専から本校の専攻科ධ学した学生で᪤にᩘ᪥間のインࢱーンシࢵ

にཧ加してきた学生は，その実習≧ἣを報࿌してୗさい。10-4ࣉ 㡯とྠ様で，専攻科ጤဨ会で

ᑂ㆟した後に本校のಟ要௳としてㄆめることがฟ᮶ます。高専でのインࢱーンシࣉࢵの⤒㦂

がない場合は，本校ᅾ⡠୰に 14 ᪥間௨上のインࢱーンシࣉࢵの⤒㦂がᚲ要になります。

14-3㸬学እ࡛の◊✲Ⓨ⾲࡚࠸ࡘ（修せ௳㸱）

ಟ要௳では「ཱྀ㢌で自分の◊✲ෆᐜをⓎ⾲できること。学እでのⓎ⾲を目指すこと。」と࠶

ります。まで学生ㅖྩがྲྀり⤌んだ◊✲ෆᐜについて，学会などにཧ加して学እでのⓎ⾲を目

指しまし࠺ࡻ。学እでⓎ⾲すると，様々なពぢを㞟でき，後の◊✲活動に㠀ᖖにࣛࣉスにな

ります。◊✲指ᑟ教ဨとよく┦ㄯしてୗさい。もしも，Ⓨ⾲した場合は，その᪨を各科の専攻科

ጤဨに連⤡してください。

14-4㸬⥲ྜホ౯「生産システム工学」教育プログラムの修࡚࠸ࡘ

教育ࣉロࣛࢢムでは，㸶㡯（㸶࣌ージ）の要௳のてを‶㊊することでಟㄆ定の会㆟にㅎら

れます。

≉に上でㄝ᫂した㡯目については，㸯年間のスケジュールでỴまった時にしか実されないも

のがྵまれています。もしも，これらの୍つでも㐩成できなかった場合は，教育ࣉロࣛࢢムをಟ

できまࡏん。これらの総合ホ౯を㐩成するには，計画的に᪥々を㐣ࡈすことがになります。

᭷ព⩏に時間を使って㈔いたいとᛮいます。
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ཧ⪃㈨ᩱ１㸬᪥本ᢏ⾡⪅教育ㄆᐃᶵᵓ（JABEE）࡚࠸ࡘ

᪥本技術者教育ㄆ定機構（JABEE）とは，「高等教育機関で⾜なࢃれている教育活動の品質が

‶㊊すきレ࣋ルに࠶ること。また，その教育成ᯝが技術者として活動するためにᚲ要な᭱ప㝈

度の知識や能力(Minimum Requirement)の養成に成ຌしていることをㄆ定する」ことを目的に設

立された㠀Ⴀ⤌⧊の技術者教育ㄆ定機構です。現ᅾ，ᅜの高等専門学校や学が，JABEE に

よる教育ࣉロࣛࢢムのㄆ定を目指して，教育システムのぢ┤しとᨵၿを進めています。

JABEE についてのヲしいは，JABEE の࣍ーム࣌ージ（http://www.jabee.org/）にබ開されて

いますが，JABEE の目的や JABEE のㄆ定した教育ࣉロࣛࢢムをಟすることのព味などついて，

௨ୗにᢤ⢋します。

᪥本ᢏ⾡⪅教育ㄆᐃไ度ࡣ

ᢏ⾡⪅教育プログラムㄆᐃの┠ⓗ

A.ᢏ⾡⪅教育ㄆᐃไ度ࡀ┠ᣦࡶࡍの

 JABEE の要な活動は，高等教育機関で⾜なࢃれている教育活動の品質が‶㊊すきレ࣋ル

に࠶ること，また，その教育成ᯝが技術者として活動するためにᚲ要な᭱ప㝈度の知識や能

力(Minimum Requirement)の養成に成ຌしていることをㄆ定することで࠶る。

JABEE の活動は教育機関に୍定のカࣜキュࣛムや㐩成度をᢲし付けたり，教育機関の教育レ࣋

ルをㄪて㡰付けしබ⾲したりするものではない。ࡴしࢁ，文㒊┬の学設置基準の⥘

化にᚑい，各学のಶ性をఙࡤすことを目的としている。各教育機関に⊂自の教育⌮ᛕと教

育目標のබ開を要ㄳし，᪂しい教育ࣉロࣛࢢムや教育ᡭἲの開Ⓨをಁ進し，᪥本やୡ⏺でᚲ

要とされる多様な能力を持つ技術者の育成をᨭするもので࠶る。

B.᪥本ᢏ⾡⪅教育ㄆᐃไ度のồࡶࡿࡵの

 JABEE は前⠇で⤂した⌮ᛕを実現するために，各高等教育機関にḟのよ࠺な活動を求めて

いる。

（1）学や教育ࣉロࣛࢢムは，社会のニーズに୍⮴する使と目的を᫂♧しなけれࡤならな

い。

（2）教育ࣉロࣛࢢムは，使と目的にἢ࠺具体的な教育目標を定⩏し，教育活動の成ᯝがこ

れらの教育目標と᪥本技術者教育ㄆ定制度が求める教育成ᯝをዴఱに‶たしているかを♧

さなけれࡤならない。

（3）教育ࣉロࣛࢢムを⥅⥆的にᨵၿする⤌ࡳを持たなけれࡤならない。

a)学生やᑵ⫋先業など㢳ᐈᒙのニーズをྲྀりධれる᪉ἲ

b)教育活動をほᐹして教育成ᯝを測定し分ᯒする᪉ἲ(Assessment) 

c)教育ࣉロࣛࢢムが教育目標を㐩成しているかྰかをุ᩿する᪉ἲ(Evaluation) 

d)ຠᯝ的な自ᕫ点᳨・教育ᨵၿシステム（⤌⧊と活動）

（4）ධ学学生の質，教ဨ，設備，学の࣏ࢧート，㈈ົなどのㅖၥ㢟を教育ࣉロࣛࢢムの目

標と⤖びつけて༑分᳨ウして࠶ること。

C.ᢏ⾡⪅の生ᾭキャ࣮ࣜ㸸JABEEプログラムᢏ⾡ኈ㈨᱁

基礎高等教育をಟした技術者が，実ົ⤒㦂と⥅⥆専門教育 CPD を通じて能力開Ⓨ Prof. 

Development を⥆け，より高度な技術者と成㛗する。またできるだけ多くの技術者が，適ษ

な時ᮇにᅜが定める技術者資᱁—技術士—をྲྀᚓしてබㄆされた技術者としての地を☜立し，

その後もを⥆けながら技術士 CPD を通じて能力のアࣉࢵデートを⥆ける。このよ࠺な技

術者キャࣜアーの୍㈏したシステムを備することは，ಶ人にとっても社会にとってもඹに

ᮃましい目標で࠶る。

ᡃがᅜの技術士制度が，እᅜの技術者資᱁制度と整合性が࠶り，またその基準がୡ⏺標準

に適合するもので࠶れࢃ，ࡤがᅜの資᱁とᅜの資᱁とのྠ等性をᙇし，またᐜ᫆に┦

ᢎㄆにᑟくことができる。ᅜ㝿的に整合性の࠶る᪂しい技術者資᱁制度が，年技術士ᑂ㆟

会でᑂ㆟され，その⟅⏦に基づいた技術士ἲのᨵṇが本年（ὀ㸸2002 年）㸲᭶にᅜ会でྍ

Ỵされබᕸされた。⾜は２㸮㸮３年㸲᭶からで࠶る。

その୰で，文㒊科学⮧が指定するㄆ定教育課程（㸻JABEE ㄆ定の技術者教育ࣉロࣛࢢム）
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その୰で，文㒊科学⮧が指定するㄆ定教育課程（㸻JABEE ㄆ定の技術者教育ࣉロࣛࢢム）

のಟ者は，技術者にᚲ要な基礎教育をしたものとぢなされ，技術士➨୍ḟヨ㦂をච㝖

されて┤᥋「ಟ習技術者」として実ົಟ習にධることができるとつ定されている。これによ

り，学における基礎教育と技術者資᱁とのࣜンクが☜ಖされたことになる。᪂しい技術者

資᱁制度のᴫ要はᅗのとおりで࠶る。

ᅗ４㸬JABEE ࠋ㸪ᢏ⾡ኈヨ㦂の㛵㐃教育プログラムのㄆᐃࡿࡼ

ㄆ定された教育ࣉロࣛࢢムのಟ生は，技術士ヨ㦂の➨୍ḟヨ㦂をච㝖されಟ習技術者とな

れる。 
 
 
 
 

修
了
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験

䠍ḟヨ㦂

ච㝖

技
術
士
補

ᣦ ᑟ ᢏ ⾡

ኈ䛾ୗ䛷䛾

ᐇ ົ ⤒ 㦂

(䠐ᖺ)

ᐇົ修⩦プログラム(４年)

技

術

士
⥅⥆ᩍ⫱

ᅜ㝿ⓗ䛺ᢏ⾡⪅㈨᱁

修

習

技

術

者

Ꮫ༠䛜༠ຊ䛩䜛ᴗ

ᐇົ⤒㦂(䠓ᖺ㛫) 19 ᢏ⾡㒊㛛+⥲ྜ⟶⌮

Ⓩ㘓

ᢏ⾡ኈ୍ḟヨ㦂䛾ච㝖䛸ಟ⩦ᢏ⾡⪅䛻䛴䛔䛶

2004 ᖺ䠐᭶䜘䜚䚸JABEE ㄆᐃ䜢ཷ䛡䛯ᩍ⫱䝥䝻䜾䝷䝮䛾ಟ⏕䛿䚸ᢏ⾡ኈ୍ḟヨ㦂䛜ච㝖䛥䜜䠈ಟ

⩦ᢏ⾡⪅䛾ᅜᐙ㈨᱁䛜ྲྀᚓ䛷䛝䜎䛩䚹

ᮏᰯ䛾䝥䝻䜾䝷䝮䛜ㄆᐃ䛥䜜䜛䛸䚸䛂ᛂ⏝⌮Ꮫ䛃ศ㔝䛷䛾ᢏ⾡ኈ୍ḟヨ㦂ච㝖䛸䛺䜛ணᐃ䛷䛩䚹

䛂ᢏ⾡ኈἲ➨୕༑୍᮲䛾➨㡯䛻䛿䛂➨୍ḟヨ㦂䛾ྜ᱁䛸ྠ➼䛷䛒䜛䜒䛾䛸䛧䛶ᩥ㒊⛉Ꮫ⮧䛜

ᣦᐃ䛧䛯䜒䛾䜢ಟ䛧䛯⪅䛿䚸➨ᅄ᮲➨㡯䛾つᐃ䛻䛛䛛䜟䜙䛪䚸ᢏ⾡ኈ⿵䛸䛺䜛㈨᱁䜢᭷䛩䜛䚹䛃䛸つ

ᐃ䛥䜜䛶䛔䜎䛩䚹䛣䛾䛂ಟ䛧䛯⪅䛃䛸䛿䚸䛂ㄆᐃ䛥䜜䛯ᩍ⫱ㄢ⛬䛾ಟ⪅䠄䠦䠝䠞䠡䠡䛾ㄆᐃ䝥䝻䜾䝷䝮ಟ

⪅䛾䛖䛱ᩥ㒊⛉Ꮫ⮧䛜࿌♧䛧䛯ᩍ⫱ㄢ⛬䛾ಟ⪅䠅䛃䜢ᣦ䛧䜎䛩䚹䛂ㄆᐃ䛥䜜䛯ᩍ⫱ㄢ⛬䛾ಟ⪅䛃

䛿䚸䛂ಟ⩦ᢏ⾡⪅䛃䛸䛺䜚䜎䛩䚹䈊䛂ಟ⩦ᢏ⾡⪅䛃䛻䛿䚸䛂➨୍ḟヨ㦂ྜ᱁⪅䛃䛸䛂ㄆᐃ䛥䜜䛯ᩍ⫱ㄢ⛬䛾ಟ

⪅䛃䛜ヱᙜ䛧䚸ᢏ⾡ኈ➨ḟヨ㦂ཷ㦂䛻ᚲせ䛺⤒㦂䜢✚䜑䜀䚸ᢏ⾡ኈ➨ḟヨ㦂䜢ཷ㦂䛩䜛䛣䛸䛜䛷䛝

䜎䛩䚹ᢏ⾡ኈ➨ḟヨ㦂ྜ᱁ᚋ䚸ᢏ⾡ኈⓏ㘓䜢䛩䜛䛣䛸䛷䚸ᢏ⾡ኈ㈨᱁䜢ᚓ䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜎䛩䚹

ヲ⣽䛿䚸᪥ᮏᢏ⾡ኈ䛾 HP (http://www.engineer.or.jp/)䜢ཧ↷䛧䛶ୗ䛥䛔䚹
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ཧ⪃㈨ᩱ２.ホ౯࡚࠸ࡘ

履修Ⓩ㘓๓修ᚓࡓࡋ科┠対ࡿࡍ「生産システム工学」教育プログラム༢のホ౯㛵ࡿࡍ

࠸ᢅྲྀ

ᖹ成２㸵年２᭶㸯㸵᪥制定

（㊃᪨）

➨㸯 「生産システム工学」教育ࣉロࣛࢢム（௨ୗ「教育ࣉロࣛࢢムとい࠺」）㸯，２年（本科

㸲年及び５年）に┦ᙜするᮇ間୰に学生がಟᚓする科目について⾜ࢃれる，教育ࣉロࣛࢢム

科目のホ౯（௨ୗホ౯）について定める。

（ホ౯の実）

➨２ ホ౯は，教育ࣉロࣛࢢムのᮍಟᚓ科目のホ౯をᕼᮃする専攻科及び本科の学生に対し

て実する。

２ ホ౯は，௨ୗの場合について⾜࠺ことができる。

(a) 教育ࣉロࣛࢢムにᥖࡆられた科目⩌に┦ᙜする科目で教育ࣉロࣛࢢムの合᱁基準６㸮

    点と␗なる合᱁基準でಟᚓした科目を本校のࣉロࣛࢢム༢としてㄆめる場合

(b) 学習・教育฿㐩目標の㐩成度ホ౯において，JABEE基準の対応に┦㐪の࠶るಟᚓ

科目を，シࣛバス等によりྠ等と☜ㄆできる本校の教育ࣉロࣛࢢムにᥖࡆられた科

目としてホ౯の対㇟とする場合

３ ホ౯は，学科会㆟のᑂ㆟を⤒て実のྍྰをỴ定する。

㸲 ホ౯を⾜࠺科目は，ての教育ࣉロࣛࢢム科目（ㅮ⩏，₇習，実㦂実習など）とする。

５ ホ౯のᅇᩘは，３ᅇまでとする。

６ ホ౯教科ᢸᙜ教ဨは，ᚲࡎしもᕼᮃ学生が受ㅮしたときのᢸᙜ教ဨでなくてもよい。

（ホ౯のෆᐜ）

➨３ ㅮ⩏についてのホ౯はレ࣏ートに加え，ཱྀ㢌ヨၥ࠶るいは➹グヨ㦂を実し，それぞれ

６㸮点௨上のホ౯をもって合᱁とする。

２ ₇習，実㦂実習等についてのホ౯は，シࣛバスより実ෆᐜおよび合᱁基準にྠ等性がㄆ

められる場合，合᱁とする。ᚲ要に応じて₇習，実㦂ཪは実習を実し，レ࣏ートまたはཱྀ

㢌ヨၥにおいて６㸮点௨上のホ౯をもって合᱁する。

３ ᭱ప学習ಖド時間を‶たさない場合は，㊊分の⿵ㅮを実する。

（ホ౯報࿌᭩）

➨㸲 ホ౯を実したᢸᙜ教ဨは，ホ౯報࿌᭩をస成し，学科会㆟のᑂ㆟を⤒て，学ົ課学

ົಀにᥦฟする。

２ ホ౯報࿌᭩には合ྰを᫂グし，レ࣏ート，（シࣛバス），ཱྀ㢌ヨၥまたは➹グヨ㦂等のᚲ

要な各資ᩱをῧえるものとする。

（ホ౯のㄆ定）

➨５ ᥦฟされたホ౯報࿌᭩に基づいて，専攻科ጤဨ会及び教育ࣉロࣛࢢム༢ㄆ定会㆟にお

いて༢ㄆ定をᑂ㆟する。

２ ᑂ㆟の⤖ᯝ，教育ࣉロࣛࢢム༢としてᢎㄆされた科目は，校㛗がㄆ定する。

㝃 ๎

このྲྀᢅいは，ᖹ成２㸵年㸲᭶㸯᪥から⾜する。
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ᅗࢀ教育プログラム༢のホ౯のὶۑ

ホ౯のᕼᮃ

（ホⅬ 59 Ⅼ௨ୗ 50 Ⅼ௨ୖの本科４年㸪㸳年ḟ㛤ㅮ

の JABEE プログラム科┠ࠋᐇ⩦ࡴྵࡶ）

ᢸ௵

学科㆟ࢆ⤒࡚ホ౯ヨ㦂のᐇのྍྰࢆỴᐃࠋ

専攻科ጤဨࠊࡣホ౯ヨ㦂のᐇ

ሗ࿌専攻科ጤဨࢆ

ヨ㦂ᐇ（ୗグヨ㦂࡛ࢀࡒࢀࡑࠊ 60Ⅼ௨ୖ࡛ྜ᱁ࠋ

ࢺ࣮࣏ࣞ.1 

 2.ཱྀ㢌ヨၥ

 3.➹グヨ㦂

ᐇ㦂ᐇ⩦等のሙྜࠊࡣ➹グヨ㦂のኚࡾࢃ┦ᙜࡿࡍᐇ㦂ᐇ⩦等

࠸࡞ࡵᐃ≉ࡣ␒㸱の㡰〜1ࠋࡿࡍᐇࢆ.1.2ࠊ࡚ࡋᐇࢆ

ホ౯ヨ㦂ᐇሗ࿌᭩

ᢸᙜ教ဨࠊࡣヨ㦂⤖ᯝࡲࡾྲྀࢆ

学࡚ࡋ༠㆟専攻科ጤဨࠊ௵ᢸࠊࡵ

科の㆟ࢆ⤒࡚専攻科ጤဨሗ࿌᭩

ࠋࡿࡍᥦฟࢆドᣐ㈨ᩱࡧࡼ࠾

ۑ 教科ᢸᙜ教ဨ（年度ࡾࡼᢸᙜ教

ဨࡀኚ᭦ࡿ࡞ሙྜ等ࠊᚲࠊࡶࡋࡎ

ᕼᮃ⪅ཷࡀㅮࡓࡋ教ဨ࡛ࡶ࡚ࡃ࡞Ⰻ

（࠸

ۑ 専攻科ጤဨ

専攻科ጤဨࠊࡣሗ࿌᭩ࡧࡼ࠾㈨ᩱ

ࠋࡿࡍᑂ㆟ࢆ༢ㄆᐃのྍྰᇶࢆ

専攻科ጤဨཬࡧプログラム༢ㄆ

ᐃ㆟࡚࠸࠾༢ㄆᐃࠋ

指ᑟ・連⤡ᕼᮃ

༠㆟

ホ౯ヨ㦂の実がㄆめられた場合

ヨ㦂実

報࿌

ᑂ㆟

௬ㄆ定

認
定
結
果
の
連
絡
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≉ู◊✲ᣦᑟせ㡯

１㸬ᣦᑟయไ

(1) ≉ู◊✲の指ᑟは，学ホ౯・学ᤵ機構によるᑂᰝを受けた≉ู◊✲ᢸᙜ教ဨ

（௨ୗ，指ᑟ教ဨとい࠺）が⾜な࠺。

(2) 指ᑟ教ဨは，◊✲指ᑟ上ᚲ要な場合，指ᑟ教ဨを⿵ຓする教ဨ（௨ୗ，⿵ຓ教ဨとい

。たることがฟ᮶る࠶とඹྠで≉ู◊✲の指ᑟに（࠺

(3) ⿵ຓ教ဨは，教ဨの୰から㑅௵することがฟ᮶る。

(4) 指ᑟ教ဨは，ᰝとなり，学ホ౯・学ᤵ機構によるᑂᰝを受けた教ဨの୰から

ᰝとなる教ဨを㑅定し，≉ู◊✲のホ౯を⾜な࠺。

2㸬学生の◊✲ᐊ㓄ᒓ

(5) 学生は，指ᑟ教ဨがᥦ♧する専攻科≉ู◊✲テーマについての࢞イࢲンスを受けた後，

◊✲テーマ，配ᒓ◊✲ᐊのᕼᮃを各専攻の専攻科ጤဨᥦฟする。

(6) 各専攻の専攻科ᢸᙜጤဨは，学生のᕼᮃ⤖ᯝをྲྀりまとめ，学科ෆでㄪ整の࠺え，学科

の㆟を⤒て，学生の◊✲テーマ，配ᒓ◊✲ᐊのを専攻科ጤဨ会ᥦฟする。

(7) 専攻科ጤဨ会は，学生の◊✲テーマ，配ᒓ◊✲ᐊをᢎㄆする。

(8) 配ᒓỴ定後，やࡴをᚓない≉ูな情により配ᒓ◊✲ᐊ等をኚ᭦するᚲ要が生じた場合

には，度(2)，(3)のᡭ⥆きをとるものとする。（年度㏵୰のኚ᭦もྵࡴ）

3㸬≉ู◊✲のホ౯

(1) ᰝ及びᰝは，に௨ୗの㡯についてホ౯を⾜ない，総合ホ౯をᰝがྲྀりまとめ

ホ౯報࿌᭩として専攻科ጤဨ会ᥦฟする。ホ౯は， (ಶ々のホ౯㡯目のホ౯に対する

合はู㏵定める)

(a)◊✲ㄽ文（◊✲報࿌᭩）

(b)◊✲Ⓨ⾲（◊✲Ⓨ⾲は୰間Ⓨ⾲などもྵࡴ）

(c)学会Ⓨ⾲等の࠶る場合はその資ᩱ

(d)◊✲実時間の資ᩱ（◊✲実グ㘓（ᖹ成㸯㸵年度までは◊✲ノート）のస成）

(2) ᥦฟされたホ౯報࿌᭩について専攻科ጤဨ会で☜ㄆを⾜࠺。

(3) ༢は，༢ㄆ定会㆟においてㄆ定する。

ཧ⪃㈨ᩱ㸱㸬≉ู◊✲ᣦᑟせ㡯㓄ᒓのὶࢀ
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専攻科≉ู◊✲の㓄ᒓのὶࢀ
2004.3.11専攻科ጤဨ会

（1）㓄ᒓỴᐃのὶࢀ

（２）ホ౯のὶࢀ

指ᑟ教ဨ ⿵ຓ教ဨ

◊✲テーマのᥦ♧

配ᒓᕼᮃ等学科ෆㄪ整

専攻科ᢸᙜጤဨྲྀりまとめ

学生

専攻科ጤဨ会

ンス等ࢲイ࢞

配ᒓ ☜ㄆとᢎㄆ

配ᒓᕼᮃ

ᰝ（指ᑟ教ဨ）

ㄽ文、資ᩱなどをホ౯
ᰝ

㑅定

専攻科ጤဨ会

༢ㄆ定会㆟または

ಟㄆ定会㆟で

༢ㄆ定

ホ౯報࿌᭩

（ู㏵様ᘧ） ☜ㄆ

ᥦฟ

㸪ᖹᡂ１㸴年㸱ࡣの㈨ᩱࡇ

月１１᪥専攻科ጤဨ࡛Ỵ

ᐃࠋᖹᡂ１㸴年㸱月教ᐁ

࡛ᢎㄆࡶࡓࢀࡉの࡛ࠋࡍ
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熊本高専 「生産システム工学」教育プログラム 履修の手引き

≉ู◊✲Ϩホ౯報࿌᭩（㸯年ḟ）

ᖹ成   年度     熊本高等専門学校 専攻科 生産システム工学専攻

系

ڧ 機械知能系

ڧ 建築・土木系

ڧ 生物・化学系

指ᑟ教ဨྡ

学生Ặྡ
ධ学年度

◊✲㢟目

総合ホ౯点 I+II(100点‶点)

ホ౯ጤဨ

（⨫ྡ）

ᰝ

ᰝ

⿵ຓ教ဨ

༢ᩘ（㸯年ḟ） 㸲

ホ定

㹑㸸90点௨上

㸿㸸80㹼89点

㹀㸸70ࠥ79点

㹁㸸60ࠥ69点

㹂㸸60点ᮍ‶

◊✲時間総計 㸯５㸮時間௨上(実時間）                  時間

◊✲ノート☜ㄆ（⨫ྡ） ᰝ

ᰝ

ཧ⪃㈨ᩱ４㸬特別研究䊠評価表
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≉ู◊✲Ϩホ౯デーࢱ

                ᖹ成    年度 学生Ặྡ                        

I㸸実≧ἣのホ౯（各㡯目ホ౯は５点‶点）
ᑠ計 I㸻ホ౯点合計ձ�２.㸲（60点‶点，ᑠᩘ点௨ୗᅄᤞධ）

ᑠ計 I

ホ౯㡯目 ホ౯点 ホ౯に関する࣓ࢥント

1.自性と計画性

2.文献・資ᩱのㄪᰝと活用

3.テーマෆᐜの⌮ゎ度

4.ព工ኵやၥ㢟ゎỴの
ࡳ⤌ྲྀ

5.୰間報࿌᭩స成
（ฟᖍ≧ἣをྵࡴ）

指ᑟ教ဨホ౯点 合計ձ

II㸸୰間報࿌᭩のホ౯（各ホ౯㡯目は５点‶点）

ᑠ計 II㸻ホ౯点合計（ղࠥյの合計）¹ホ౯者人ᩘ
（ᰝとᰝはᚲࡎホ౯者にྵまれること。40点‶点，ᑡᩘ௨ୗᅄᤞධ）

ᑠ計 II

ホ౯㡯目 ᰝホ౯点 ᰝホ౯点 (⿵ຓ教ဨ I) (⿵ຓ教ဨ II)

1.目的の⌮ゎ度

2.材ᩱと᪉ἲ（資ᩱと᪉ἲ等）
の整合性と⌮ゎ度

3.ᅗ⾲等のデーࢱ整⌮

4.⤖ᯝの⌮ゎ度

5.฿㐩目標の฿㐩度

6.文❶力

7.報࿌᭩の構成

8.㠃᥋によるホ౯

合計 ղ ճ մ յ
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≉ู◊✲ϩホ౯報࿌᭩（２年ḟ）

ᖹ成   年度      熊本高等専門学校 専攻科 生産システム工学専攻

系

ڧ 機械知能系

ڧ 建築・土木系

ڧ 生物・化学系

指ᑟ教ဨྡ

学生Ặྡ ධ学年度

◊✲㢟目

総合ホ౯点
I+II+III 

(100点‶点)

ホ౯ጤဨ

（⨫ྡ）

ᰝ

ᰝ

⿵ຓ教ဨ

༢ᩘ（２年ḟ） ６

ホ定

㹑㸸90点௨上

㸿㸸80㹼89点

㹀㸸70ࠥ79点

㹁㸸60ࠥ69点

㹂㸸60点ᮍ‶

◊✲時間総計 ２２５時間௨上(実時間）

◊✲ノート☜ㄆ（⨫ྡ） ᰝ

ᰝ

ཧ⪃㈨ᩱ㸳㸬特別研究Ⅱ評価表
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≉ู◊✲ϩホ౯デーࢱ
                ᖹ成    年度 学生Ặྡ                        

I㸸実≧ἣのホ౯（各㡯目ホ౯は５点‶点）
ᑠ計 I㸻ホ౯点合計ձ�２（50点‶点）

ᑠ計 I

ホ౯㡯目 ホ౯点 ホ౯に関する࣓ࢥント

1.自性と計画性

2.文献・資ᩱのㄪᰝと活用

3.テーマの⌮ゎ度

4.ព工ኵ
ၥ㢟ゎỴのྲྀ⤌ࡳ

5.報࿌᭩స成（ฟᖍ≧ἣおよ
び学会等でのⓎ⾲をྵࡴ）

指ᑟ教ဨホ౯点 合計ձ

II㸸◊✲ㄽ文のホ౯（各ホ౯㡯目は５点‶点）

ᑠ計 II㸻ホ౯点合計（ղ㸩ճ）�0.6（30点‶点，ᑡᩘ௨ୗᅄᤞධ）
ᑠ計 II

ホ౯㡯目 ᰝホ౯点 ᰝホ౯点

1.目的の⌮ゎ度

2.材ᩱと᪉ἲ（資ᩱと᪉ἲなど）の
整合性と⌮ゎ度

3.ᅗ⾲等のデーࢱ整⌮
⤖ᯝの⌮ゎ度

4.฿㐩目標の฿㐩度

5.文❶力とㄽ文の構成

合計 ղ ճ

III㸸◊✲Ⓨ⾲のホ౯（各ホ౯㡯目は５点‶点）

ᑠ計 III㸻ホ౯点合計（մࠥշの合計）�0.8¹ホ౯者人ᩘ
（ᰝとᰝはᚲࡎホ౯者にྵまれること。20点‶点，ᑡᩘ௨ୗᅄᤞධ）

ᑠ計 III

ホ౯㡯目 ᰝホ౯点 ᰝホ౯点 (⿵ຓ教ဨ I) (⿵ຓ教ဨ II)

1.目的の⌮ゎ度

2.材ᩱと᪉ἲ（資ᩱと᪉ἲ等）
の整合性と⌮ゎ度

3.ᅗ⾲等のデーࢱ整⌮

4.⤖ᯝの⌮ゎ度（⪃ᐹをྵࡴ）

5. ฿㐩目標の฿㐩度

合計 մ յ ն շ
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学⩦࣭教育┠ᶆの⮬ᕫⅬ᳨࡚࠸ࡘ
㸫学⩦等㐩ᡂ度グ㘓⡙࡚࠸ࡘ㸫

࠙┠ ⓗࠚ学生に本校の学習・教育目標の㐩成度を年ẖに自ᕫ点᳨をさࡏ，専攻科ಟ時には

て‶㊊できるよ࠺に学習指ᑟ・ᒚಟ指ᑟを⾜っていく。

࠙対 専攻科㸯年㹼専攻科２年ࠚ㇟

࠙グ入せ㡿ࠚ

ࠝ༞ᴗ◊✲࣭≉ู◊✲テ࣮࣐ࠞ

・本科での卒業◊✲，及び専攻科での≉ู◊✲での◊✲テーマྡ，指ᑟ教ဨをグす。

ࠝ学⩦グ㘓ࠞ

・専攻科ᅾ学୰にḟの３ᅇのࢱイミンࢢ時に☜ㄆ，グ㘓をする。

専攻科㸯年㸲᭶時㸸ۑ 本科卒業時点での自ᕫ点᳨，学習グ㘓を整⌮する。

専攻科２年㸲᭶時㸸ۑ 専攻科㸯年が⤊ࢃった時点での自ᕫ点᳨，学習グ㘓をまとめる。

専攻科２年３᭶時㸸ۑ 専攻科ಟ時点での学習グ㘓をまとめる。

・TOEIC やⱥ᳨など，⤖ᯝが分かった時点で㝶時グධはྍ能で࠶る。

・教ဨグධḍは，ᢸ௵や指ᑟ教ဨがグ㘓しておくき≉グ㡯が࠶れࡤグධし⨫ྡも᭩く。

ࠝ学⩦࣭教育฿㐩┠ᶆの⮬ᕫⅬ᳨ࠞ

・生産システム工学教育ࣉロࣛࢢムにおける学習・教育฿㐩目標に対して自ᕫ点᳨を⾜࠺。

・グධするࢱイミンࢢはࠝ学習グ㘓ࠞとྠじࢱイミンࢢとする。

・ಟᚓ科目は，ู⾲にグされている科目の୰でಟᚓした科目ᩘを年度ẖにグす。

ࠚのࡑ࠙

ձ ᙜグ㘓⡙は，学生本人か教ဨのࡳが㜀ぴ，グධがฟ᮶るものとする。学生の㜀ぴは⚗Ṇす

る。

ղ ಖ⟶は学ົಀとし，学እの持ちฟしは⚗Ṇする。

ճ ただし，ᚲ要に応じてእ㒊ᑂᰝなどで㜀ぴ資ᩱとしてᥦ♧することが࠶る。

մ グ㍕ෆᐜにኚ᭦・ಟṇがⓎ生した場合は，ཎ๎として「ぢえᾘし」で対応することとする。

௨上

ู࠙⣬ࠚ「学習等㐩成度グ㘓⡙」様ᘧ（⾲・）

ཧ⪃㈨ᩱ㸴㸬学⩦等㐩ᡂ度グ㘓
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熊本高専「生産システム工学」教育プログラム 履修の手引き 

学⩦等㐩ᡂ度グ㘓⡙
学 ⡠

␒ ྕ

学

科

(本) 学科 Ặ

ྡ(専) 生産システム工学専攻

（㸳年ḟ௨ୖ）࣐༞ᴗ◊✲࣭≉ู◊✲テ࣮ۑ

ㄢ ⛬ 年 度 ◊✲テ࣮ࣝࢺࢱ࣭࣐

本

科
ᖹ成 年度

ࠝ卒業◊✲のテーマྡࠞ

指ᑟ教ဨ㸸

専攻

科

ᖹ成 年度

㹼

ᖹ成 年度

ࠝ≉ู◊✲のテーマྡࠞ

指ᑟ教ဨ㸸

学⩦グ㘓ۑ

グ入᪥
（年/月/᪥）

/   /
(専攻科 1年 4月)

/   /
(専攻科 2年 4月)

/ /
(専攻科 2年 3月)

㡯 ┠
ᖹᡂ   年度 ᖹᡂ   年度 ᖹᡂ   年度

本科 ༞ᴗ 専攻科１年 専攻科２年 修

修ᚓ

༢

ᚲ 修
༢ ༢

㑅 ᢥ
༢ ༢

プࢵンシ࣮ࢱン

（会社）

᪥間

（会社）

᪥間

（会社）

᪥間

（会社）

᪥間

（会社）

᪥間

（会社）

᪥間

TOEIC
点 点 点

ⱥ᳨
⣭ ⣭ ⣭

学እ࡛の◊✲Ⓨ⾲

ᅇ ᅇ ᅇ

学⩦┠ᶆ
（学⩦௨እྍࡶ）

ࠝ専攻科での目標ࠞ ࠝ専攻科 2年での目標ࠞ ムಟ時の㐩成度ࠞࣛࢢロࣉࠝ

教ဨグ入ḍ
（グ入ࡓࡋ教ဨࡣ⨫

（ࡇࡃ᭩ࢆྡ

ͤ⮬⏤グ㏙

本Ⅼ᳨シ࣮࡚࠸ࡘࢺ
ۑ 本シートは，学ົ課にಖ⟶しています。本人に㝈り㜀ぴ・グධはྍ能ですが，持ちᖐりはฟ

᮶まࡏん。

本シートは，学生ㅖྩの本校での学習ᨭ，ᒚಟ指ᑟ，カࣜキュࣛム᳨ウ，እ㒊ᑂᰝ時のཧ⪃資

ᩱとして用いますが，それ௨እの用㏵では使用しまࡏん（ಶ人の⛎ᐦはᏲります）。

熊本高等専門学校
八代キャンパス専攻部会
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学⩦࣭教育฿㐩┠ᶆの⮬ᕫⅬ᳨ۑ

自ᕫ点᳨㸸「学習・教育฿㐩目標」について，５点‶点で自ᕫ点᳨をしてୗさい。ࠝ 5

‶㊊

Ћ 4 Ѝ 3

ࡎࡲࡎࡲ

Ћ 2 Ѝ 1

༑ศ

ࠞ

ಟᚓ科目㸸各教育目標に対応する科目୍ぴから，ಟᚓした科目ᩘをグධしてୗさい。（科目はู⾲ཧ↷）

┠ᶆ ᶆ┠ࣈࢧ

ᖹᡂ 年

本科㸳年࣭༞ᴗ

ᖹᡂ 年

専攻科１年

ᖹᡂ 年

専攻科２年࣭修 修

☜ㄆ

ᕫⅬ᳨⮬（ۑ） 修ᚓ科┠ ⮬ᕫⅬ᳨ 修ᚓ科┠ ⮬ᕫⅬ᳨ 修ᚓ科┠

（１）

᪥本ㄒࡧࡼ࠾ⱥㄒ

の࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥシ

ࣙン⬟ຊࢆ᭷ࡋ㸪

ᅜ㝿ⓗά㌍࡛き

⪅⾡ᢏࡿ

１Ѹ１ ᪥本ㄒࡿࡼ㐺ษᩥ࡞❶⾲

⌧ཬཱྀࡧ㢌のពᛮఏ㐩࡛ࡀきࠋࡿ

１Ѹ２ ⱥㄒ࡛᭩ࡓࢀᢏ⾡ᩥ᭩の

ᴫせ࣭せ᪨ࠋࡿࡵࡘࡀ

１Ѹ㸱 ◊✲のⱥᩥᴫせࢆ᭩ࡇࡃ

࠸⏝ࢆⱥㄒ࡞き㸪Ⓨ⾲㈨ᩱ࡛ࡀ

ࠋࡿき࡛ࡀࡇࡿ

（２）

ICT ᇶ本ⓗࡿࡍ㛵

ᢏ⾡ࡧࡼ࠾工学

の応⏝ᢏ⾡ࢆ㌟

ࡓࡅᢏ⾡⪅

２Ѹ１ ICT ᢏ⾡ࢆά⏝ࡓࡋィ ᢏ⾡

ࡀࡇࡿࡍ㞟ࢆࢱ࣮ࢹᐇ㦂࠸ࢆ

࡛きࠋࡿ

２Ѹ２ 㞟ࡸࢱ࣮ࢹࡓࡋሗᩘࢆ

⌮ⓗฎ⌮࡚࠸⏝ࢆศᯒࡋ専門工学࡛

のၥ㢟ゎỴ࡛ࡀࡇࡿࡆ⧄きࠋࡿ

（㸱）

ከศ㔝ࡿࡅ࠾ᢏ

⾡のᇶ♏ࡿ࡞▱

㆑ᢏ⬟㸪ཬࡑࡧ

のศ㔝の専門ᢏ⾡

▱࡞高度ࡿࡍ㛵

㆑⬟ຊࢆᣢࡕ㸪

」║ⓗ࡞どⅬࡽ

ၥ㢟ࢆゎỴࡋ㸪産

ᴗᢏ⾡ศ㔝のά

ᢏࡿᐇ㊶࡛きࢆ⏝

⾡⪅

㸱Ѹ１ ᩘ学࣭⮬↛科学のᇶ♏▱㆑

ࡇࡿࡍ⏝㸪専門ศ㔝のㄢ㢟࡛άࢆ

ࠋࡿき࡛ࡀ

㸱Ѹ２ ከᵝ࡞専門ศ㔝の㛵㐃ᛶࢆ

⌮ゎࡋ㸪ከ㠃ⓗᤊ࡛ࡀࡇࡿ࠼き

ࠋࡿ

㸱Ѹ㸱 ᇶ♏▱㆑ࢆά⏝࡚ࡋ工学ⓗ

ၥ㢟ࢆ⌮ゎࡋ㸪ㄝ࡛᫂きࠋࡿ

㸱Ѹ４ ᇶ♏ⓗ࡞ᐇ㦂ᢏ⾡࠸⏝ࢆ

࡚㸪ᐇ㦂ࢆ⏬࣭ᐇ⾜࡚ࡋ⤖ᯝのศ

ᯒ࣭ホ౯࡛ࡀきࠋࡿ

（４）

▱ᚨ⪏のㄪࡓࡋ

ே㛫ᛶࡧࡼ࠾♫

ᛶ࣭༠ㄪᛶࢆ㌟

ࡓࡅᢏ⾡⪅

４Ѹ１ ᖜᗈ࠸▱㆑ࢆ㌟ࡅࡘ㸪ᆅ

⌫ⓗどⅬࡽၥ㢟ࢆᤊ࡛ࡀࡇࡿ࠼

きࠋࡿ

４Ѹ２ ␗ᩥࢆ⌮ゎࡋ㸪౯್ほの

ከᵝᛶࢆㄆ㆑࡛ࡀࡇࡿࡍきࠋࡿ

４Ѹ㸱 ♫ཧຍのពḧ㛵ᚰࢆ

ࠋࡿき࡛ࡀࡇࡘࡶ

４Ѹ４ グ࣮ࣝプ࡛のάືཧຍ

ㄢ㢟࡚ࡋ༠ㄪ࣮ࣂ㸪の࣓ンࡋ

ࠋࡿき࡛ࡀࡇࡴ⤌ࡾྲྀ

（㸳）

ᗈ࠸ど㔝ᢏ⾡の

ࡿࡍ対᪉ࡾ࠶

⌮ほࢆ㌟ࡅ㸪

♫の㈉⊩ព㆑

⪅⾡ᢏࡘᣢࢆ

㸳Ѹ１ 科学ᢏ⾡㛵ࡿࡍ⌮ⓗၥ

㢟࡚࠸ࡘ⌮ゎࡋ㸪ᣦࡀࡇࡿࡍ

࡛きࠋࡿ

㸳Ѹ２ ᐇົୖのၥ㢟ࢆ⌮ゎࡋ㸪ᢏ

⾡ⓗ࣭⌮ⓗ▱㆑ࢆ㐺⏝ࡀࡇࡿࡍ

࡛きࠋࡿ

（㸴）

▱ ⓗ ᥈ ồ ᚰ ࢆ ᣢ

ྥ㸪ၥ㢟ゎỴࡕ

యⓗ㸪㐀࡚ࡅ

ⓗࡇࡴ⤌ࡾྲྀ

⪅⾡ᢏࡿき࡛ࡀ

㸴Ѹ１ ▱ⓗዲወᚰ᥈ồᚰࢆᣢࡗ

࡚㸪ᖜᗈ࠸ศ㔝のㄢ㢟ࡇࡴ⤌ࡾྲྀ

ࠋࡿき࡛ࡀ

㸴Ѹ２ ᚓពࡿࡍ専門ศ㔝の▱

㆑㸪ᢏ⾡ሗࢆ㥑࡚ࡋ㸪♫の

せồ応ࡓࡌၥ㢟ゎỴの᪉ἲࢆ

⏬㸪ࢨࢹン࡛ࡀࡇࡿࡍきࠋࡿ

㸴Ѹ㸱 ᢕᥱ࣭グࢆ学⩦≧ἣࡸ✲◊

㘓࡚ࡋ⮬ⓗ࣭⥅⥆ⓗ学⩦࡛き

ࠋࡿ
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このᡭᘬきにグ㍕したෆについては，教育ࣉロࣛࢢムに関連した本校の「つ๎」や「⏦し合ࡏࢃ

㡯」として学生౽ぴやシࣛバスなどでබ開されています。また，本校の࣍ーム࣌ージでもබ開されて

いますので，ᚲ要に応じてཧ↷してୗさい。

な関連つ๎などは௨ୗの通りです。

✀㢮 つ๎等のྡ⛠

学๎ 熊本高等専門学校学๎（≉に➨㸯㸯❶専攻科）

つ๎

熊本高等専門学校専攻科生産システム工学専攻のᤵ業科目のᒚಟ等に関するつ๎

熊本高等専門学校「生産システム工学」教育ࣉロࣛࢢムᒚಟつ๎

⏦し合ࡏࢃ等

熊本高等専門学校のホ౯୪びに進⣭及び卒業のㄆ定等に関する基準

熊本高等専門学校௨እの学等における学ಟに関する⣽๎

学習࣏ࢧートの⏦し合ࡏࢃ

熊本高等専門学校八代キャンパス␃学生のᒚಟについての⏦し合ࡏࢃ

熊本高等専門学校八代キャンパスインࢱーンシࣉࢵ実要㡯

生産システム工学専攻及び「生産システム工学」教育ࣉロࣛࢢムの༢ㄆ定୪びに

ಟㄆ定に関する⏦し合ࡏࢃ

ᒚಟⓏ㘓前にಟᚓした科目に対する「生産システム工学」教育ࣉロࣛࢢム༢の

ホ౯に関するྲྀᢅい

この⾲に♧すつ๎等ෆᐜは，౽ぴ等にබ開されていますのでᖖに᭱᪂のつ๎を☜ㄆしてୗさい。

ཧ⪃㈨ᩱ㸵㸬「生産システム工学」教育プログラム㛵㐃つ๎等୍ぴ






